
■
ま
え
が
き 

『
般
若
心
経
』
の
諸
問
題 

 
弘
法
大
師
空
海
（
以
下
、
宗
祖
大
師
）
の
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
を
読
む
に
あ
た
り
、
そ
も
そ
も
『
般
若
心
経
』
と
は
い
っ
た
い
ど
ん
な
仏
教

経
典
な
の
か
、
そ
れ
を
先
ず
心
得
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
だ
が
、
言
う
は
易
く
、
問
え
ば
難
し
い
。
以
下
は
、
私
が
今
見
て
い
る
『
般
若
心
経
』

（
玄
奘
訳
『
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
』、「
小
本
」）
の
基
本
的
な
問
題
点
で
あ
る
が
、
時
に
は
原
文
和
訳
の
語
学
的
な
問
題
、
教
理
学
上
の
問
題
、

文
献
考
証
の
問
題
、
時
に
は
「
瞑
想
行
」
体
験
有
無
の
問
題
等
々
に
及
ぶ
。「
ま
え
が
き
」
に
し
て
は
少
々
長
く
く
ど
く
な
る
か
も
知
れ
な
い
が
、

ご
理
解
願
い
た
い
。 

 

一
、
先
ず
、『
般
若
心
経
』
の
経
題
に
あ
る
「
心
」
と
い
う
語
の
意
味
で
あ
る
。
原
語
は
「
フ
リ
ダ
ヤh

3d
ay

a

」
で
「
心
臓
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

ま
れ
に
「（
身
体
の
）
内
部
」「
中
心
」、
あ
る
い
は
「
核
」（
最
も
よ
い
も
の
、
最
も
秘
密
な
も
の
）
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
る
が
、
漢
訳
で
は

お
よ
そ
「
心
」
と
訳
さ
れ
る
。「
心
」
と
言
っ
て
も
「
こ
こ
ろcitta

」
で
は
な
い
。 

こ
の
「
心
」
を
、
近
代
仏
教
学
の
「
般
若
経
」
研
究
者
は
、（「
般
若
経
」
全
体
の
）「
核
心
」「
心
髄
」
だ
と
か
「
綱
要
」「
エ
ッ
セ
ン
ス
」
と

言
う
傾
向
が
強
く
、
密
教
学
の
世
界
で
は
「
心
咒
」「
心
真
言
」「
真
言
」
と
言
い
、「
マ
ン
ト
ラ
」
と
同
義
に
と
る
。
す
な
わ
ち
、「
般
若
経
」

の
研
究
者
は
、『
般
若
心
経
』
を
「
般
若
波
羅
蜜
多
の
核
心
を
説
く
経
」
と
考
え
、
密
教
の
専
門
家
は
「
般
若
波
羅
蜜
多
の
心
真
言
を
説
く
経
」

と
秘
釈
す
る
。 

こ
の
ち
が
い
は
、
古
く
て
新
し
い
問
題
だ
が
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、『
般
若
心
経
』
を
大
乗
の
「
般
若
波
羅
蜜
多
」、
す
な
わ
ち
「
人
法
二
空
」

の
「
無
自
性
」「
不
可
得
」
の
「
空
」
を
説
く
大
乗
経
典
と
見
る
か
、
経
の
末
尾
に
「
般
若
波
羅
蜜
多
」
の
「
心
真
言
」（
羯
諦 

羯
諦
～
～
）
を

説
く
密
教
経
典
と
見
る
か
の
問
題
と
直
結
し
て
い
る
。
私
は
、『
般
若
心
経
』
と
は
、
釈
尊
の
仏
教
や
部
派
仏
教
が
説
く
「
五
蘊
」、「
生
・
滅
」

「
垢
・
浄
」「
増
・
減
」、「
六
根
」「
六
境
」「
六
識
」、「
十
二
因
縁
」「
四
諦
」
く
ら
い
し
か
理
解
で
き
な
い
大
乗
の
在
家
修
行
者
の
た
め
に
、

そ
れ
ら
の
「
一
切
皆
空
」
を
説
き
、
そ
の
「
一
切
皆
空
」
の
サ
ト
リ
を
生
み
出
す
「
般
若
母
」（「
仏
母
」）
マ
ー
ヤ
ー
に
サ
ト
リ
を
祈
る
真
言
を

説
い
た
密
教
的
大
乗
経
典
だ
と
考
え
て
い
る
。 

 



然
る
に
、
鳩
摩
羅
什
は
こ
の
「
フ
リ
ダ
ヤ
」
を
「
大
明
呪
」
と
訳
し
た
（
羅
什
訳
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
大
明
咒
経
』（「
小
品
」））。
宗
祖
大
師

が
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
で
羅
什
訳
の
『
般
若
心
経
』
を
「

（B
u
d
d
h
a-qb

h
asa-m

ah
q-  

p
raj`

qp
ram

ita-h
3d

a-su
tra/

」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
羅
什
が
「
大
明
呪
」
と
漢
訳
し
た
の
は
「

フ
リ
ダ h

3d
a

」（
フ
リ
ダ
ヤh

3d
ay

a

に
同
じ
）
に
相
違
な
く
、
旧
訳
の
時
代
に
羅
什
は
「
フ
リ
ダ
ヤ
」
を
「
心
真
言
」
の
意
味
に
と
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。 

ま
た
、
新
訳
の
時
代
の
玄
奘
三
蔵
は
「
フ
リ
ダ
ヤ
」
を
「
心
」
と
訳
し
た
。
時
に
、
こ
の
玄
奘
訳
と
ほ
ぼ
相
応
す
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
本

（『
般
若
心
経 

金
剛
般
若
経
』（
中
村
元 

紀
野
一
義
、
岩
波
文
庫
）
所
収
の
校
訂
本
）
を
見
る
と
、『
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
』
と
い
う
「
表
題
」

は
な
く
、
末
尾
の
「
尾
題
」
に
「iti p

raj`
qp

qram
itq-h

3d
ay

a/
 sam

qp
tam

」（
以
上
、
般
若
波
羅
蜜
多
の
フ
リ
ダ
ヤ
を
終
る
）
と
あ
る
だ
け
で
、

そ
の
「p

raj̀
qp

qram
itq-h

3d
ay

a
」
が
の
ち
に
「
表
題
」
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「p

raj`
qp

qram
itq-h

3d
ay

a

」（
般
若
波
羅
蜜
多
の
フ
リ
ダ
ヤ
）

と
は
、
原
文
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
か
ら
し
て
、「
尾
題
」
の
直
前
に
説
か
れ
た
「
羯
諦 

羯
諦 

波
羅
羯
諦 

波
羅
僧
羯
諦 

菩
提 

僧
莎
訶 g

ate 
g
ate 

p
qra-g

ate p
qra-sa/

g
ate b

o
d
h
i sv

qh
q

」
を
指
す
。
つ
ま
り
、
玄
奘
訳
『
般
若
心
経
』
の
「
心
」
は
、
も
と
も
と
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
文
か
ら

推
す
と
「
心
真
言
」
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
、『
般
若
心
経
』
は
「
心
真
言
」
を
説
く
密
教
経
典
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

然
る
と
こ
ろ
、
近
代
仏
教
学
の
世
界
で
は
、
こ
の
「
心
（
フ
リ
ダ
ヤ
）」
を
幾
本
も
あ
る
大
小
の
「
般
若
経
」
の
「
要
略
」「
核
心
」「
心
髄
」

「
綱
要
」「
エ
ッ
セ
ン
ス
」
と
解
釈
す
る
の
が
一
般
的
の
よ
う
で
、
例
え
ば
、
一
級
の
「
般
若
経
」
研
究
者
が
次
の
よ
う
に
言
っ
て
お
ら
れ
る
。 

 

般
若
心
経
の
核
心
（
フ
リ
ダ
ヤ
）
を
説
く
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
示
す
よ
う
に
、
本
経
は
初
期
大
乗
経
典
の
代
表
で
あ
る 

「（
摩
訶
）
般
若
波
羅
蜜
（
多
）
経
」
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
説
い
た
経
典
で
あ
る
。 

 

歴
史
的
に
み
る
と
、
イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
の
解
釈
は
、
ほ
ぼ
例
外
な
く
、『
般
若
心
経
』
は
「『
十
万
頌
般
若
』
等
の
心
髄
」
と 

い
う
意
味
で
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
、
プ
ラ
シ
ャ
ー
ス
ト
ラ
セ
ー
ナ
、
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ
ミ
ト
ラ
、
ヴ
ィ
マ
ラ 

ミ
ト
ラ
、
シ
ュ
リ
ー
マ
ハ
ー
ジ
ャ
ナ
と
い
っ
た
本
経
に
註
釈
を
加
え
て
い
る
思
想
家
に
共
通
す
る
解
釈
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
十
万
頌 

般
若
』『
二
万
五
千
頌
般
若
』『
八
千
頌
般
若
』
の
、
そ
れ
ぞ
れ
を
広
・
中
・
略
と
呼
び
、
心
経
は
そ
れ
ら
の
核
心
で
あ
る
と
い
う 



見
解
で
あ
る
。（「
総
論 

『
般
若
心
経
』
の
成
立
と
展
開
」
渡
辺
章
悟
。『
般
若
心
経
註
釈
集
成
』
所
収
） 

 
こ
の
断
言
に
、
私
は
目
を
白
黒
す
る
ば
か
り
な
の
だ
が
、
私
に
は
高
名
・
著
名
・
そ
の
道
の
権
威
と
言
わ
れ
る
方
の
「
有
名
虚
実
」
を
問
い

た
く
な
る
悪
い
ク
セ
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
仏
教
学
界
の
著
名
な
碩
学
の
「
有
名
虚
実
」
を
何
度
か
見
つ
け
出
し
、
鈴
木
大
拙
・
西
田
幾
多
郎

の
「
有
名
虚
実
」
を
問
う
て
き
た
。 

然
る
に
、
市
井
の
草
学
道
の
私
な
ど
が
学
術
の
専
門
家
の
断
言
を
検
証
す
る
の
も
失
礼
な
話
で
あ
る
が
、
渡
辺
氏
の
こ
の
断
言
が
は
た
し
て

『
般
若
心
経
』
解
釈
と
し
て
正
鵠
を
射
た
も
の
か
、
引
用
の
傍
線
部
は
本
当
か
、『
般
若
心
経
註
釈
集
成
』
に
説
か
れ
る
チ
ベ
ッ
ト
訳
の
註
釈
の

一
つ
一
つ
に
目
を
通
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
私
の
視
点
か
ら
判
釈
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。 

  

①
カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
（K

am
ala-1]la

、
蓮
華
戒
）
註
：『S

h
es rab

 k
y
i p

h
a ro

l tu
 p

h
in

 p
a’ i sn

y
in

g
 p

o
 zh

es b
y
a b

a’i 
 ‘g

rel p
a

』。 

イ
ン
ド
語
で
「P

raj̀
qp

qram
itqh

3d
ay

a
と
名
づ
け
る
広
註
」。 

チ
ベ
ッ
ト
語
で
「
般
若
の
完
成
に
至
っ
た
〈
核
心
〉
と
言
わ
れ
る
註
」。 

こ
れ
は
渡
辺
氏
ご
自
身
の
訳
で
、「
核
心
」
に
こ
だ
わ
っ
て
お
ら
れ
る
が
、「
般
若
の
完
成
に
至
っ
た
〈
核
心
〉」
と
い
う
訳
は
、
教
理
的
に

も
通
常
の
日
本
語
と
し
て
も
適
訳
だ
ろ
う
か
。『
般
若
心
経 

金
剛
般
若
経
』（
前
掲
）
に
お
け
る
中
村
元
・
紀
野
一
義
両
先
生
の
ぎ
こ
ち
な
く
・

意
味
不
明
な
現
代
語
訳
を
思
わ
せ
る
。
原
文
は
『S

h
es rab

 k
y
i p

h
a ro

l tu
 p

h
y
in

 p
a’i sn

y
in

g
 p

o
 zh

es b
y
a b

a’i ’g
rel p

a

』
の
は
ず
で
あ
り
、

私
な
ら
、
カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
と
そ
の
時
代
背
景
を
考
慮
し
て
「
仏
母
般
若
波
羅
蜜
多
の
心
真
言
と
名
づ
け
ら
れ
た
註
」
と
訳
す
。 

お
そ
ら
く
渡
辺
氏
は
、
カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
が
言
う
、 

 

こ
こ
で
、（
広
・
中
・
略
の
）
三
つ
の
般
若
波
羅
蜜
（
般
若
経
）
の
要
略
で
あ
る
こ
の
教
え
（
心
経
）
の
中
に
、 

五
種
類
（
の
道
）
の
本
体
で
あ
る
八
種
の
意
味
（
八
句
義
）
が
述
べ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

を
根
拠
に
、「
フ
リ
ダ
ヤsn

y
in

g
 p

o

」
を
〈
核
心
〉
と
訳
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。「（
広
・
中
・
略
の
）
三
つ
の
般
若
波
羅
蜜
」
と
は
『
十
万
頌



般
若
』『
二
万
五
千
頌
般
若
』『
八
千
頌
般
若
』
で
あ
る
。
だ
か
ら
、 

 

歴
史
的
に
み
る
と
、
イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
の
解
釈
は
、
ほ
ぼ
例
外
な
く
、『
般
若
心
経
』
は
「『
十
万
頌
般
若
』
等
の
心
髄
」
と 

い
う
意
味
で
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
、
プ
ラ
シ
ャ
ー
ス
ト
ラ
セ
ー
ナ
、
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ
ミ
ト
ラ
、
ヴ
ィ
マ
ラ 

ミ
ト
ラ
、
シ
ュ
リ
ー
マ
ハ
ー
ジ
ャ
ナ
と
い
っ
た
本
経
に
註
釈
を
加
え
て
い
る
思
想
家
に
共
通
す
る
解
釈
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
十
万
頌 

般
若
』『
二
万
五
千
頌
般
若
』『
八
千
頌
般
若
』
の
、
そ
れ
ぞ
れ
を
広
・
中
・
略
と
呼
び
、
心
経
は
そ
れ
ら
の
核
心
で
あ
る
と
い
う 

見
解
で
あ
る
。 

 

な
の
だ
ろ
う
。 

し
か
し
で
あ
る
。
カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
の
こ
の
解
釈
は
、
同
氏
も
言
わ
れ
る
通
り
、
マ
イ
ト
レ
ー
ヤ
（
弥
勒
）
の
作
と
言
わ
れ
る
「
般
若
経
」
の

綱
要
書
『
現
観
荘
厳
論A

b
h
isam

ay
a-ala/

k
qra

』
に
基
づ
き
、
瑜
伽
行
派
が
説
く
「
資
糧
道
」「
加
行
道
」「
見
道
」「
修
道
」「
無
学
（
究
竟
）

道
」
の
修
行
道
（
五
道
）
に
依
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
「
五
道
」
の
修
行
位
か
ら
見
る
な
ら
、『
般
若
心
経
』
は
「
広
・
中
・
略
」（『
十
万

頌
般
若
』『
二
万
五
千
頌
般
若
』『
八
千
頌
般
若
』）
の
要
略
だ
と
言
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。 

私
は
、『
十
万
頌
般
若
』『
二
万
五
千
頌
般
若
』『
八
千
頌
般
若
』
が
説
く
広
範
・
膨
大
な
「
般
若
波
羅
蜜
多
」
の
内
容
か
ら
し
て
、
そ
れ
ら

の
微
々
た
る
一
部
で
し
か
な
い
「
五
蘊
」「
生
・
滅
」「
垢
・
浄
」「
増
・
減
」「
六
根
」「
六
境
」「
六
識
」「
十
二
因
縁
」「
四
諦
」
の
「
無
自
性
」

「
空
」
を
説
く
『
般
若
心
経
』
が
、
は
た
し
て
そ
れ
ら
増
広
本
類
「
般
若
経
」
の
「
核
心
」「
心
髄
」
か
、
と
い
う
こ
と
を
問
う
て
い
る
の
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
が
「
五
道
」
の
修
行
位
の
主
観
的
視
座
か
ら
『
般
若
心
経
』
を
解
釈
す
る
の
を
以
て
、 

 

そ
れ
は
『
十
万
頌
般
若
』『
二
万
五
千
頌
般
若
』『
八
千
頌
般
若
』
の
、
そ
れ
ぞ
れ
を
広
・
中
・
略
と
呼
び
、
心
経
は
そ
れ
ら
の 

核
心
で
あ
る
と
い
う
見
解
で
あ
る
。 

 

と
拡
大
解
釈
し
、
そ
う
断
言
し
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
。 



こ
の
註
の
冒
頭
、
カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
は
、「
般
若
波
羅
蜜
多
母
に
頂
礼
す
る
」
と
言
っ
て
「
般
若
波
羅
蜜
多
」
が
「
仏
母
」
マ
ー
ヤ
ー
で
あ
る

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
チ
ベ
ッ
ト
訳
原
典
の
経
題
に
沿
っ
た
も
の
だ
ろ
う
が
、
タ
ン
ト
ラ
化
の
進
ん
だ
時
代
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
原
典
の
経
題
の

「
般
若
波
羅
蜜
多
」
は
自
明
的
に
「
仏
母
」
マ
ー
ヤ
ー
を
意
味
し
て
い
る
。
な
ら
ば
、「〈
核
心
〉
に
対
す
る
註
」
で
は
な
く
、「（
仏
母
の
）
心

真
言
に
対
す
る
註
」
と
す
る
の
も
可
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
こ
ん
な
草
学
道
程
度
の
横
ヤ
リ
は
、
一
級
の
「
般
若
経
」
研
究
者
で
あ
る
渡
辺
氏
に
通
じ
ま
い
。
同
氏
ほ
ど
の
学
者
が
こ
こ
ま
で

言
い
切
る
に
は
、
そ
れ
な
り
の
学
識
経
験
に
基
づ
い
て
い
る
は
ず
で
、
氏
は
と
う
に
『
十
万
頌
般
若
』『
二
万
五
千
頌
般
若
』『
八
千
頌
般
若
』

の
梵
蔵
漢
の
原
典
研
究
は
言
う
に
及
ば
ず
、
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
（N

qg
a-arju

n
a

、
龍
樹
）
の
『
大
智
度
論
』『
根
本
中
頌
』
を
読
み
、『
解
深

密
経
』
の
「
分
別
瑜
伽
品
」
を
読
み
、
ア
サ
ン
ガ
（A
sax

g
a

、
無
著
）
の
『
摂
大
乗
論
』
な
ど
を
読
み
、
マ
イ
ト
レ
ー
ヤ
（M

aitrey
a

、
弥
勒
）

の
『
現
観
荘
厳
論
』（A

b
h
isam

ay
a-ala/

k
qra

）
を
読
み
、
ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
（V

asu
-b

an
d
h
u

、
世
親
）
の
『
唯
識
三
十
頌
』
な
ど
を
読
み
、

チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
（C

an
d
ra-k

]rti
、
月
称
）
の
『
浄
明
句
論
』（P

rasan
n
a-p

ad
q

）
を
読
み
、
ブ
ㇵ
ー
ヴ
ァ
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
（B

h
qv

a-v
iv

ek
a

、

清
弁
）
の
『
般
若
灯
論
』（P

raj̀
q-p

rad
]p

a
）
を
読
み
、
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
（D

ig
-n

qg
a

陳
那
）
の
『
因
明
正
理
門
論
』（N

y
qy

a-m
u
k
h
a

）
な
ど

を
読
み
、
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ
ガ
ル
バ
（J`

qn
a-g

arb
h
a

、
智
蔵
）
の
『
二
諦
分
別
論
』（S

aty
a-d

v
ay

a-v
ib

h
ax

g
a

）
を
読
み
、
弟
子
の
シ
ャ
ー
ン
タ

ラ
ク
シ
タ
（!

qn
ta-rak

2ita

、
寂
護
）
の
『
中
観
荘
厳
論
』（M

ad
h
y
am

ak
a-ala/

k
qra

）、
ま
た
『
真
実
綱
要
』（T

attv
a-sa/

g
rah

a

）
を
読
み
、

カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
の
作
で
『
大
日
経
』
住
心
品
の
「
三
句
」
も
依
用
す
る
『
修
習
次
第
』（B

h
qv

an
q-k

ram
a

）
も
解
読
し
、
大
乗
の
般
若
思
想
を

は
じ
め
イ
ン
ド
大
乗
の
後
期
中
観
派
学
系
に
連
な
る
中
観
思
想
・
瑜
伽
行
思
想
・
因
明
論
理
学
に
、
そ
し
て
『
大
日
経
』『
金
剛
頂
経
』
両
部

の
密
教
に
精
通
し
て
お
ら
れ
る
に
相
違
な
い
。
有
名
な
「
サ
ム
イ
ェ
ー
寺
の
宗
論
」
で
中
国
僧
摩
訶
衍
と
の
論
争
に
勝
利
し
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の

イ
ン
ド
仏
教
化
の
礎
と
な
っ
た
カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
を
読
む
と
い
う
こ
と
は
、
そ
う
い
う
こ
と
の
は
ず
で
あ
る
。 

ち
な
み
に
、
私
の
師
父
の
實
導
（
元
大
正
大
学
教
授
、
智
山
教
化
研
究
所
初
代
所
長
）
は
唯
識
学
・
密
教
学
を
専
門
と
し
た
が
、
学
位
論
文

は
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ
ガ
ル
バ
を
中
心
に
し
た
「
大
乗
仏
教
瑜
伽
行
思
想
の
研
究
」
だ
っ
た
。
師
父
が
後
期
中
観
派
の
研
究
発
表
を
し
て
い
た
頃
、

よ
く
資
料
や
レ
ジ
ュ
メ
の
ガ
リ
版
刷
り
や
リ
コ
ピ
ー
を
さ
せ
ら
れ
、
カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
や
ア
テ
ィ
ー
シ
ャ
を
盗
み
読
み
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 



②
ヴ
ィ
マ
ラ
ミ
ト
ラ
（V

im
ala-m

itra

）
註
：『‘p

h
ag

s p
a sh

es rab
 k

y
i p

a ro
l tu

 p
h
y
in

 p
a’i sn

y
in

g
 p

o
’i rg

y
a ch

er b
sh

ad
 p

a

』。 
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
は
「Q

ry
ap

raj`
qp

qram
itqh

3d
ay

a-w]k
q

」。 
チ
ベ
ッ
ト
語
で
は
「
聖
般
若
波
羅
蜜
多
心
（
経
）
の
広
大
な
註
釈
」。 

こ
れ
は
共
著
者
大
八
木
隆
祥
氏
の
訳
だ
が
、
な
ぜ
「
経
」
の
一
字
を
補
う
必
要
が
あ
る
の
か
、
な
ぜ
「
聖
般
若
波
羅
蜜
多
心
の
註
」
で
は
ダ

メ
な
の
か
。
お
そ
ら
く
、
渡
辺
氏
が
言
う
「『
十
万
頌
般
若
』『
二
万
五
千
頌
般
若
』『
八
千
頌
般
若
』
の
そ
れ
ぞ
れ
を
広
・
中
・
略
と
呼
び
、

心
経
は
そ
れ
ら
の
核
心
で
あ
る
と
い
う
見
解
」
を
考
慮
し
、「
心
（
経
）」
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
般
若
波
羅
蜜
多
心
」
で
は
な
く
「
心
経
」

が
「
心
髄
」
だ
と
し
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
私
な
ら
「
聖
な
る
般
若
（
波
羅
蜜
多
）
母
の
心
真
言
の
註
釈
」
と
す
る
。 

氏
が
言
う
に
は
、
ヴ
ィ
マ
ラ
ミ
ト
ラ
が
、「
心
（
フ
リ
ダ
ヤsn

y
in

g
 p

o

）」
は
『
般
若
心
経
』
が
説
く
「
空
性
」「
無
相
」「
不
生
」「
不
滅
」

「
不
垢
」「
不
浄
」「
不
増
」「
不
減
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
三
解
脱
門
」（
三
三
昧
）
の
、
①
「
空
」
三
昧
（「
空
性
」「
無
相
」）、
②
「
無
相
」

三
昧
（「
不
生
」「
不
滅
」「
不
垢
」「
不
浄
」）、
③
「
無
願
」
三
昧
（「
不
増
」「
不
減
」）
で
あ
り
、「
他
の
す
べ
て
の
部
分
よ
り
勝
れ
、
重
要
で

あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
、
と
。
ヴ
ィ
マ
ラ
ミ
ト
ラ
は
「
心
（
フ
リ
ダ
ヤ
）」
を
具
体
的
に
「
空
性
」「
無
相
」「
不
生
」「
不
滅
」「
不
垢
」「
不
浄
」

「
不
増
」「
不
減
」
の
「
八
義
」
だ
と
言
い
、
そ
れ
を
「
三
解
脱
門
」（
三
三
昧
）
に
充
て
て
い
る
。
な
ぜ
そ
う
い
う
見
方
で
解
釈
す
る
の
か
、

お
そ
ら
く
、
こ
の
ヴ
ィ
マ
ラ
ミ
ト
ラ
の
解
釈
も
、
瑜
伽
行
派
が
説
く
「
止
観
」
行
の
修
行
位
か
ら
見
た
も
の
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
、
渡
辺

氏
と
同
じ
く
、
こ
の
ヴ
ィ
マ
ラ
ミ
ト
ラ
の
瑜
伽
行
派
的
な
主
観
に
よ
る
解
釈
を
も
っ
て
、 

 

そ
れ
は
『
十
万
頌
般
若
』『
二
万
五
千
頌
般
若
』『
八
千
頌
般
若
』
の
、
そ
れ
ぞ
れ
を
広
・
中
・
略
と
呼
び
、
心
経
は
そ
れ
ら
の
核
心 

で
あ
る
と
い
う
見
解
で
あ
る
。 

 

と
い
う
断
言
に
加
担
し
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
。 

そ
も
そ
も
、
ヴ
ィ
マ
ラ
ミ
ト
ラ
が
、『
般
若
心
経
』
の
「
心
（
フ
リ
ダ
ヤ
）」
を
「
空
性
」「
無
相
」「
不
生
」「
不
滅
」「
不
垢
」「
不
浄
」「
不

増
」「
不
減
」
の
「
八
義
」
だ
と
い
う
解
釈
自
体
が
、『
十
万
頌
般
若
』『
二
万
五
千
頌
般
若
』『
八
千
頌
般
若
』
を
具
に
読
ん
だ
私
に
は
不
可
解

で
、
増
広
本
類
の
「
般
若
経
」
が
説
く
「
般
若
波
羅
蜜
多
」
は
八
つ
な
ど
に
要
略
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。 



最
後
の
「
心
真
言
」
に
つ
い
て
、
ヴ
ィ
マ
ラ
ミ
ト
ラ
は
具
体
的
に
何
も
註
釈
せ
ず
、「
秘
か
に
解
説
さ
れ
る
べ
き
も
の
」
と
避
け
て
い
る
。

お
そ
ら
く
ヴ
ィ
マ
ラ
ミ
ト
ラ
は
密
教
に
疎
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。『
大
日
経
』
を
引
用
は
し
て
も
、
密
教
的
観
点
か
ら
で
は
な
か
っ
た
。 

  

③
シ
ュ
リ
ー
シ
ン
ハ
（!

r]-si/
h
a

）（
デ
ル
ゲ
版
）・
ヴ
ァ
イ
ロ
ー
チ
ャ
ナ
（V
airo

can
a

）（
北
京
版
）
註
：『S

h
er sn

y
in

g
 ‘g

rel p
a sn

g
ag

s su
 ‘g

rel 

 
P

a

』。 

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
は
「M

an
trav

iv
3tap

raj`
qh

3d
ay

av
3tti

」、「
真
言
を
開
示
せ
る
般
若
心
（
経
）
の
註
」。 

こ
れ
は
、
私
の
尊
敬
す
る
親
戚
筋
の
碩
学
高
橋
尚
夫
師
（
大
正
大
学
名
誉
教
授
、
真
言
宗
豊
山
派
総
合
研
究
院
宗
学
研
究
所
所
長
、
仏
教
学

密
教
学
者
）
の
訳
。
こ
こ
に
も
「
経
」
の
字
の
補
い
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
註
釈
の
タ
イ
ト
ル
は
、『
般
若
心
経
』
が
仏
母
の
真
言
を

説
く
お
経
だ
と
い
う
こ
と
を
ハ
ッ
キ
リ
明
示
し
て
い
る
。
恐
縮
な
が
ら
、
私
な
ら
「（
羯
諦 

羯
諦
～
の
四
つ
の
）
真
言
に
よ
っ
て
明
か
さ
れ
た
、

仏
母
般
若
波
羅
蜜
多
の
心
咒
の
註
」
と
訳
す
。 

高
橋
師
は
多
く
を
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
註
釈
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
密
教
で
あ
る
。
先
ず
帰
敬
偈
に
「
世
尊 

ヴ
ァ
イ
ロ
ー
チ
ャ
ナ
」

が
登
場
さ
せ
、
二
人
の
「
仏
母
」（
高
橋
氏
は
『
十
万
頌
般
若
』
と
『
二
万
五
千
頌
般
若
』、
あ
る
い
は
『
二
万
五
千
頌
般
若
』
と
『
八
千
頌
春
』

と
見
て
お
ら
れ
る
が
、
私
は
宗
祖
大
師
が
言
う
般
若
菩
薩
と
文
殊
菩
薩
と
見
る
）
に
帰
命
頂
礼
す
る
。 

 

さ
ら
に
、
例
を
挙
げ
れ
ば
、「
時
」
の
意
味
を
、
教
主
と
眷
属
が
集
っ
た
時
と
解
釈
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
単
な
る
「
あ
る
時
」
で
は
な
く
、

他
の
密
教
経
典
と
同
じ
く
、
文
字
通
り
「
阿
吽
の
呼
吸
」
で
あ
り
、
聞
く
者
の
根
機
が
秘
釈
を
聞
く
に
堪
え
る
「
啐
啄
同
時
」
に
な
っ
た
時
で
、

ま
さ
に
密
教
で
あ
る
。
詳
細
は
省
く
が
、
こ
の
註
は
、
宗
祖
大
師
も
よ
く
用
い
る
浅
略
釈
と
深
秘
釈
と
同
じ
よ
う
に
、「
通
常
」
と
「
殊
勝
」、

さ
ら
に
「
無
上
殊
勝
」
を
加
え
た
解
釈
を
用
い
る
。
例
え
ば
「
聖
」
に
通
常
（
大
乗
）
の
「
聖
」
と
殊
勝
（
密
教
）
の
「
聖
」、「
五
蘊
」
に
通

常
の
「
五
蘊
」（
色
・
受
・
想
・
行
・
識
）
と
殊
勝
の
「
五
蘊
」（
五
部
・
五
仏
・
五
智
）、「
菩
薩
」
は
通
常
が
「
学
処
に
住
す
る
者
（
求
法
者
）」、

殊
勝
が
「
十
地
ま
で
の
菩
薩
」、
無
上
殊
勝
が
「
フ
リ
ダ
ヤ
」
と
い
う
よ
う
に
。 

こ
の
註
で
明
ら
か
な
こ
と
は
、「
フ
リ
ダ
ヤ
」
と
い
う
語
が
「
核
心
」「
心
髄
」
で
は
な
く
、
法
身
で
あ
り
自
内
証
で
あ
り
菩
提
心
で
あ
り
、

法
身
の
コ
ト
バ
・
自
内
証
の
コ
ト
バ
・
菩
提
心
の
コ
ト
バ
と
い
う
意
味
で
「
心
真
言
」
で
あ
る
。 

 



 
④
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ
ミ
ト
ラ
（J`

qn
a-m

itra

）
註
：『‘p

h
ag

s p
a sh

es rab
 k

y
i p

a ro
l tu

 p
h
y
in

 p
a’i sn

y
in

g
 p

o
’i rn

am
 p

ar b
sh

ad
 p

a

』。 

イ
ン
ド
の
言
葉
で
「Q

ry
ap

raj`
qp

qram
itqh

3d
ay

av
y
qk

h
y
q

」。 
チ
ベ
ッ
ト
の
言
葉
で
「
聖
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
解
説
」。 

こ
れ
は
共
著
者
望
月
海
慧
氏
の
訳
で
あ
る
が
、
同
氏
の
解
説
で
は
「
般
若
波
羅
蜜
多
の
心
髄
の
解
説
」
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
帰
敬
偈

に
は
こ
こ
で
も
「
仏
母
」
と
あ
り
、
最
後
の
「
心
真
言
」
を
「
加
持
の
陀
羅
尼
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
註
の
内
容
か
ら
し
て
、「
心
髄
」
に

こ
だ
わ
る
必
要
は
な
く
「
般
若
波
羅
蜜
多
の
心
真
言
の
解
説
」
で
も
お
か
し
く
は
な
い
。
ち
な
み
に
、
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ
ミ
ト
ラ
は
密
教
経
典
の

註
釈
家
で
も
あ
り
、『
般
若
理
趣
経
』
の
註
釈
『
聖
般
若
波
羅
蜜
多
理
趣
百
五
十
註
釈
』
で
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
考
慮
す
れ
ば
、
私
な
ら

「
般
若
波
羅
蜜
多
の
心
真
言
の
解
説
」
と
密
教
的
に
訳
す
。 

  

⑤
プ
ラ
シ
ャ
ー
ス
ト
ラ
セ
ー
ナ
（P

ra1qstra-sen
a

）
註
：『‘p

h
ag

s p
a sh

es rab
 k

y
i p

a ro
l tu

 p
h
y
in

 p
a’i sn

y
in

g
 p

o
 rg

y
a ch

en
  ‘g

rel p
a

』。 

イ
ン
ド
語
で
「Q

ry
ap

raj̀
qp

qram
itqh

3d
ay

a-w]k
q

」。 

チ
ベ
ッ
ト
語
で
「
聖
な
る
智
慧
の
完
成
の
核
心
（
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
）
の
広
註
」。 

こ
れ
は
渡
辺
氏
の
独
特
の
訳
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
「
聖
な
る
智
慧
の
完
成
の
核
心
」
と
い
う
、
仏
典
和
訳
と
し
て
は
意
味
不
明
の
日
本
語

で
あ
る
。「
聖
な
る
智
慧
」
と
は
、
教
理
的
に
言
っ
て
具
体
的
に
ど
う
い
う
意
味
か
、
前
回
と
同
様
「
智
慧
の
完
成
」
と
は
何
か
、「
智
慧
の
完

成
の
核
心
」
と
は
何
か
、
仏
典
の
訳
語
と
し
て
も
通
常
の
日
本
語
と
し
て
も
言
わ
ん
と
し
て
い
る
意
味
が
わ
か
ら
な
い
。 

さ
ら
に
言
え
ば
、
氏
は
、「
核
心
」
の
解
説
で
、 

 

「
核
心
」（sn

y
in

g
 p

o
: h

3d
ay

a

）
と
い
う
の
は
『
十
万
頌
〔
か
ら
な
る
〕
智
慧
の
完
成
の
経
』
の
す
べ
て
を
内
部
に
収
め
て
い
る 

か
ら
、「
核
心
」
と
も
さ
れ
、 

 

と
言
い
、「
核
心
」
の
註
で
、D

.S
.L

o
p
ez.J

r

の
『E

la
b
ora

tion
s o

n
 E

n
p
tin

e
ss: U

ses o
f th

e H
ea

rt S
[
tra

』（P
rin

ceto
n

 U
n

iv
e
rsity

 

P
re

ss: P
rin

ceton
, 1

9
6
6
,P

1
4
2

）
を
参
照
せ
よ
と
言
っ
て
お
ら
れ
る
。
い
か
に
も
「
核
心
」「
心
髄
」
に
確
信
的
で
い
て
、
実
の
と
こ
ろ
は



他
人
の
研
究
を
傍
証
と
し
て
い
る
。
自
ら
『
十
万
頌
般
若
』
の
梵
蔵
漢
原
典
解
読
や
般
若
思
想
の
研
究
な
ど
を
十
全
に
な
さ
れ
た
上
で
の
断
言

で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

私
が
『
十
万
頌
般
若
』
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
（『
梵
文
十
万
頌
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
木
村
髙
尉
、
山
喜
房
仏
書
林
、
既
刊
分
）
や
そ
の

類
本
と
言
わ
れ
る
（
が
梵
漢
の
対
応
が
不
明
確
と
言
わ
れ
る
）
玄
奘
訳
の
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
初
会
を
調
べ
て
み
て
も
、
あ
の
広
大
無
辺

の
『
十
万
頌
般
若
』
の
「
心
髄
」
が
『
般
若
心
経
』
の
経
説
だ
と
は
、
と
て
も
思
え
な
か
っ
た
。 

  

⑥
ア
テ
ィ
ー
シ
ャ
（A

t]1a
本
名
デ
ィ
ー
パ
ン
カ
ラ
・
シ
ュ
リ
ー
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ
（D

]p
an

k
ara-1r]-j̀

qn
a

））
註
：『S

h
es rab

 sn
y
in

g
 p

o
’i rn

am
 p

ar 

b
sh

ad
 p

a

』 

「
般
若
心
（
経
）
解
説
」。 

こ
れ
は
共
著
者
望
月
海
慧
氏
の
訳
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
「
経
」
が
補
わ
れ
て
い
る
。
原
文
は
「
般
若
心
の
解
説
」
で
は
な
い
の
か
。
冒
頭

で
、『
般
若
心
経
』
は
『
七
百
（
頌
般
若
）』
な
ど
を
「
心
髄
」
と
し
て
説
い
た
も
の
と
し
、
ヴ
ィ
マ
ラ
ミ
ト
ラ
が
言
っ
た
「
八
義
」
を
是
と
し
、

カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
と
同
じ
く
瑜
伽
行
の
「
五
道
」（
資
糧
道
（
資
糧
位
）・
加
行
道
（
加
行
位
）・
見
道
（
通
達
位
）・
修
道
（
修
習
位
）・
無
学
道

（
究
竟
位
）
を
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か
を
説
き
、
最
後
の
真
言
は
「
五
道
」
の
「
十
義
」
を
ま
と
め
た
も
の
だ
と
。
さ
ら
に
は
、『
解
深
密
経
』

『
現
観
荘
厳
論
』
の
依
用
も
見
ら
れ
る
。 

 

⑦
シ
ュ
リ
ー
マ
ハ
ー
ジ
ャ
ナ
（!

r]-m
ah

q-jan
a

）
註
：『S

h
es rab

 k
y
i p

h
a ro

l tu
 p

h
y
o
n
 p

a’i sn
y
in

g
 p

o
’i d

o
n
 y

o
n
g
s su

 sh
es p

a

』
ほ
か
。 

イ
ン
ド
語
で
「P
raj̀

qp
qram

itqh
3d

ay
a-arth

a-p
arij`

qn
a

」。 

チ
ベ
ッ
ト
語
で
「〈
般
若
波
羅
蜜
多
（
経
）
の
心
髄
の
意
味
が
遍
く
分
か
る
〉
と
い
う
名
の
註
釈
」。 

こ
れ
は
共
著
者
現
銀
谷
史
明
氏
の
訳
で
あ
る
が
、「
経
」
の
一
字
を
補
い
、「
フ
リ
ダ
ヤsn

y
in

g
 p

o

」
を
「
心
髄
」
と
し
、『
般
若
心
経
』
の

「
心
髄
」
説
を
強
調
す
る
た
め
な
の
だ
ろ
う
か
、
原
文
に
素
直
で
は
な
い
訳
を
試
み
て
い
る
よ
う
に
私
に
は
見
え
る
。
こ
の
稿
の
「
２ 

般
若

（
経
の
）
心
髄
そ
の
も
の
」
に
、 

 



そ
れ
故
ま
た
、
大
・
中
・
小
・
極
小
の
般
若
経
の
中
、
こ
の
般
若
（
経
）
心
髄
は
知
性
の
劣
っ
た
会
衆
の
た
め
に
お
造
り
に 

な
っ
た
。 

 

と
あ
る
。
こ
の
「
般
若
（
経
）
心
髄
」
と
い
う
訳
、
原
文
は
「
般
若
心
」
の
は
ず
で
あ
る
。
ま
し
て
や
「
知
性
の
劣
っ
た
会
衆
の
た
め
に
」
と

続
く
の
だ
か
ら
、
世
間
利
益
で
あ
る
な
ら
「
般
若
の
心
髄
」
で
な
く
「
般
若
の
心
真
言
」
と
私
な
ら
訳
す
。 

こ
の
註
も
、
中
観
と
瑜
伽
行
（『
現
観
荘
厳
論
』）
の
立
場
か
ら
、「
六
道
」（
資
糧
道
・
加
行
道
・
見
道
・
修
道
・
勝
進
道
・
無
学
道
）
を
基
本

に
『
般
若
心
経
』
を
解
釈
し
て
い
る
。 

  

⑧
ヴ
ァ
ジ
ュ
ラ
パ
ー
ニ
（V

ajra-p
qz

i

）
註
： 

イ
ン
ド
語
で
「B

h
ag

av
at]-p

raj̀
qp

qram
itqh

3d
ay

a-w]k
q-arth

a-p
rad

]p
a-n

qm
a

」。 

チ
ベ
ッ
ト
語
で
「
仏
母
般
若
波
羅
蜜
多
の
心
髄
（
心
呪
）
の
「
義
灯
」
と
称
す
る
註
釈
」。 

こ
れ
は
高
橋
尚
夫
師
の
訳
で
、
師
ら
し
く
「
心
髄
」（「
心
呪
」）
と
し
、
③
と
同
様
、
註
で
密
教
的
に
は
「
心
呪
」
だ
と
言
っ
て
お
ら
れ
る
。

こ
の
註
も
、「
三
解
脱
門
」（「
三
三
昧
」）
を
説
く
。
さ
ら
に
「
化
身
」「
報
身
」「
法
身
」
の
「
三
身
」
を
そ
れ
に
重
ね
る
。
最
後
の
「
般
若
波

羅
蜜
多
」
の
「
心
真
言
」
も
、「
三
解
脱
門
」（「
三
三
昧
」）
の
「
真
言
」
で
あ
る
と
。 

 

以
上
、
冒
頭
か
ら
長
く
な
っ
た
が
、
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
所
収
の
八
つ
の
註
釈
の
タ
イ
ト
ル
に
出
て
く
る
「
フ
リ
ダ
ヤsn

y
in

g
 p

o
:

」
が
「
核
心
」

「
心
髄
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
問
い
つ
つ
、
そ
の
所
説
も
概
観
し
て
み
た
。
結
果
、「
フ
リ
ダ
ヤsn

y
in

g
 p

o
:

」
を
、
八
人
の
註
釈
家
た
ち
は
、

ほ
ぼ
例
外
な
く
、『
十
万
頌
般
若
』
等
の
「
心
髄
」
と
す
る
、
と
い
う
渡
辺
氏
の
断
言
は
一
人
合
点
の
上
、
註
釈
家
た
ち
の
視
点
の
多
く
は
瑜
伽

行
派
の
言
う
「
五
道
」
や
「
三
解
脱
門
」（「
三
三
昧
」）、
す
な
わ
ち
「
止
観
行
」
の
修
道
レ
ベ
ル
か
ら
の
も
の
で
、「
般
若
経
」
の
原
典
が
説
く

「
般
若
波
羅
蜜
多
」
そ
の
も
の
の
「
核
心
」「
心
髄
」
論
で
は
な
か
っ
た
。 

 

つ
ま
る
と
こ
ろ
、「
般
若
経
」
よ
り
は
る
か
後
世
の
瑜
伽
行
中
観
派
に
近
い
註
釈
を
も
と
に
、「
心
」（
フ
リ
ダ
ヤ
）
を
「
核
心
」「
心
髄
」
と



言
い
、『
般
若
心
経
』
を
『
十
万
頌
般
若
』
な
ど
増
広
本
類
の
「
核
心
」「
心
髄
」
と
言
う
ア
プ
リ
オ
リ
な
固
定
観
念
が
、「
般
若
経
」
研
究
者
の

一
部
に
顕
著
で
あ
る
と
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
れ
は
ま
た
「
般
若
波
羅
蜜
多
」
を
「
智
慧
の
完
成
」
と
か
「
般
若
の
完
成
に
至
っ
た
」
と
か
、

意
味
不
明
の
珍
訳
を
自
明
の
よ
う
に
用
い
て
い
る
点
に
も
共
通
す
る
。 

失
礼
な
が
ら
、
研
究
室
や
書
斎
で
文
献
片
手
に
頭
だ
け
で
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
や
チ
ベ
ッ
ト
語
を
和
訳
し
て
い
る
学
者
、
つ
ま
り
私
た
ち
密
教

の
瑜
伽
観
法
や
禅
の
「
止
観
」
な
ど
「
瞑
想
」
行
の
体
験
が
な
い
書
斎
派
の
学
者
に
は
、「
般
若
波
羅
蜜
多
」（
私
が
言
う
「（
深
い
観
想
に
お
い

て
現
前
す
る
）
サ
ト
リ
（「
空
」「
ゼ
ロ
ゾ
ー
ン
」）
に
到
達
し
た
直
観
智
」、
公
案
禅
で
い
う
「
見
解
（
け
ん
げ
）」）
は
わ
か
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

わ
か
ら
な
い
と
「
智
慧
の
完
成
」
な
ど
と
い
う
珍
訳
が
仏
教
学
界
の
大
御
所
に
ま
で
飛
び
出
す
の
で
あ
る
。 

 

以
上
、『
般
若
心
経
』
の
「
心
」（
フ
リ
ダ
ヤ

h
3d

ay
a

）
に
つ
い
て
述
べ
た
。
こ
の
あ
と
「
十
、」
で
も
、『
般
若
心
経
』
は
『
十
万
頌
般
若
』

な
ど
増
広
本
類
の
「
核
心
」「
心
髄
」
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
別
な
角
度
か
ら
ま
た
ふ
れ
る
。 

 

二
、
次
に
、「
観
自
在
菩
薩
」
の
こ
と
で
あ
る
。『
般
若
心
経
秘
鍵
』
を
読
む
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
な
り
の
数
の
『
般
若
心
経
』
に
関
す
る
参
考
書

や
学
術
論
文
を
座
右
に
置
い
て
参
照
し
て
み
た
が
、
こ
の
だ
い
じ
な
「
観
自
在
菩
薩
」
の
問
題
に
つ
い
て
具
体
的
に
、
明
確
に
、
論
じ
て
い
る

も
の
は
な
か
っ
た
。 

然
る
に
、
こ
の
「
観
自
在
菩
薩
」
は
、『
般
若
心
経
』
の
説
法
主
で
、『
妙
法
蓮
華
経
』
観
世
音
菩
薩
第
二
十
五
（
通
称
、『
観
音
経
』）
で
も

知
ら
れ
る
大
悲
利
他
を
仏
徳
と
す
る
大
乗
の
「
菩
薩
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
初
期
仏
教
が
言
う
「
サ
ト
リ
（b

o
d
h
i

）
を
求
め
て
「
六
波
羅
蜜
」

の
修
行
を
し
て
い
る
凡
夫
（sattv

a

）」
で
は
な
く
、
す
で
に
サ
ト
リ
（
正
等
覚
（sam

y
ak

sa/
b
o
d
h
i

、
三
藐
三
菩
提
））
を
得
て
「
仏
（B

u
d
d
h
a

）」

と
な
り
な
が
ら
、「
空
」
の
実
践
と
し
て
の
世
間
利
益
・
衆
生
済
度
の
菩
薩
行
を
行
う
た
め
に
、
方
便
と
し
て
世
間
の
凡
夫
の
姿
を
と
っ
て
い
る

大
乗
の
「
菩
薩
」
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
羅
什
訳
の
『
大
品
般
若
』（『
二
万
五
千
頌
般
若
』）
に
も
『
小
品
般
若
』（『
八
千
頌
般
若
』）
に
も
、

説
法
主
の
「
観
自
在
菩
薩
」
は
ど
こ
に
も
出
て
こ
な
い
。
思
う
に
、「
観
自
在
菩
薩
」
が
説
法
主
で
あ
る
『
般
若
心
経
』
は
、「
般
若
経
」
で
は

例
外
的
と
も
言
え
る
。
こ
こ
に
着
目
を
し
な
い
『
般
若
心
経
』
解
釈
は
私
に
は
不
可
解
で
あ
る
。 

 



然
る
に
、
仏
教
学
の
大
御
所
中
村
元
博
士
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
、
東
方
研
究
所
・
東
方
学
院
主
宰
）
と
紀
野
一
義
博
士
（
宝
仙
学
園
短
期

大
学
学
長
、
正
眼
短
期
大
学
副
学
長
）
共
著
の
『
般
若
心
経 

金
剛
般
若
経
』（
岩
波
文
庫
）
は
、
冒
頭
の
「
聖
な
る
観
自
在
菩
薩Q

ry
a-av

alo
k
ite1v

aro
 

b
o
d
h
isattv

o

」
を
「
求
道
者
に
し
て
聖
な
る
観
音
は
」
と
訳
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
現
代
語
訳
、
私
に
は
？
？
？
で
あ
る
。 

 

先
ず
、「
観
自
在
菩
薩
」（
羅
什
の
旧
訳
で
は
「
観
世
音
菩
薩
」）
は
、
先
に
も
述
べ
た
が
、
す
で
に
サ
ト
リ
（
正
等
覚sam

y
ak

sa/
b
o
d
h
i

）
を

得
て
「
仏
」（B

u
d
d
h
a

）
と
な
る
も
、
大
乗
「
空
」
の
実
践
と
し
て
の
大
悲
利
他
行
（
菩
薩
行
）
に
よ
っ
て
、
世
間
の
凡
夫
を
サ
ト
リ
の
境
地
に

導
く
た
め
に
、
方
便
と
し
て
仮
に
凡
夫
（sattv

a

）
の
姿
を
と
っ
て
い
る
も
の
で
、
初
期
仏
教
が
言
う
正
等
覚
の
以
前
の
「
菩
薩
」
で
は
な
い
。

あ
の
『
妙
法
蓮
華
経
』
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五
（『
観
音
経
』）
に
三
十
三
の
変
化
身
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
、
大
乗

の
『
般
若
心
経
』
の
説
法
主
で
あ
る
大
乗
の
「
菩
薩
」
観
自
在
を
、
正
等
覚
以
前
の
「
菩
薩
」
の
よ
う
に
「
求
道
者
」
と
訳
す
の
は
、
失
礼
な

が
ら
仏
教
に
素
人
の
訳
で
は
な
い
か
。
こ
ん
な
初
歩
的
な
ま
ち
が
い
を
仏
教
学
の
大
御
所
が
す
る
と
は
思
え
ず
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
大
学
院
の

学
生
に
で
も
ア
ル
バ
イ
ト
で
訳
さ
せ
た
か
、
な
ど
と
い
う
邪
推
が
頭
を
よ
ぎ
る
。『
般
若
心
経
』
は
そ
も
そ
も
、
大
悲
利
他
を
仏
徳
と
す
る
大
乗

の
「
観
自
在
菩
薩
」
が
、
釈
尊
の
十
大
弟
子
の
一
人
で
智
慧
第
一
の
舎
利
弗
（
釈
尊
仏
教
の
代
表
）
に
対
し
て
、
大
乗
の
「
空
」
と
そ
の
「
空
」

の
実
践
と
し
て
の
利
他
行
（
菩
薩
行
）、
す
な
わ
ち
世
間
利
益
・
衆
生
済
度
を
説
き
聞
か
せ
る
お
経
で
あ
る
。 

 

念
の
た
め
、「
般
若
経
」
が
言
う
大
乗
の
「
菩
薩
」
と
は
何
か
、
玄
奘
訳
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
初
会
に
説
か
れ
る
「
菩
薩
」
を
見
る
と
、 

 

於
無
上
正
等
菩
提
已
得
受
記
。
此
菩
薩
摩
訶
薩
。
於
無
上
正
等
菩
提
正
得
受
記
。
此
菩
薩
摩
訶
薩
。 

於
無
上
正
等
菩
提
當
得
受
起
。
此
菩
薩
摩
訶
薩
。
於
無
上
正
等
菩
提
得
不
退
轉
。
此
菩
薩
摩
訶
薩
。 

於
無
上
正
等
菩
提
猶
可
退
轉
。
此
菩
薩
摩
訶
薩
。
已
住
不
退
轉
地
。
此
菩
薩
摩
訶
薩
。
未
住
不
退
轉
地
。
此
菩
薩
摩
訶
薩
。 

神
通
已
圓
滿
。
此
菩
薩
摩
訶
薩
。
神
通
未
圓
滿
。
此
菩
薩
摩
訶
薩
。 

神
通
已
圓
滿
故
。
能
往
十
方
殑
伽
沙
等
諸
佛
世
界
。
供
養
供
敬
尊
重
讃
歎
一
切
如
來
應
正
等
覺
及
諸
菩
薩
摩
訶
薩
衆
。
此
菩
薩
摩
訶
薩
。 

神
通
未
圓
滿
故
。
不
能
往
十
方
殑
伽
沙
等
諸
佛
世
界
。
供
養
恭
敬
尊
重
讃
歎
一
切
如
來
應
正
等
覺
及
諸
菩
薩
摩
訶
薩
衆
。
此
菩
薩
摩
訶
薩
。 



已
得
神
通
。
此
菩
薩
摩
訶
薩
。
未
得
神
通
。
此
菩
薩
摩
訶
薩
。 

已
得
無
生
法
忍
。
此
菩
薩
摩
訶
薩
。
未
得
無
生
法
忍
。
此
菩
薩
摩
訶
薩
。 

已
得
殊
勝
根
。
此
菩
薩
摩
訶
薩
。
未
得
殊
勝
根
。
此
菩
薩
摩
訶
薩
。 

已
嚴
淨
佛
土
。
此
菩
薩
摩
訶
薩
。
未
嚴
淨
佛
土
。
此
菩
薩
摩
訶
薩
。 

已
成
熟
有
情
。
此
菩
薩
摩
訶
薩
。
未
成
熟
有
情
。
此
菩
薩
摩
訶
薩
。 

已
得
大
願
。
此
菩
薩
摩
訶
薩
。
未
得
大
願
。
此
菩
薩
摩
訶
薩
。 

已
得
諸
佛
共
所
稱
譽
。
此
菩
薩
摩
訶
薩
。
未
得
諸
佛
共
所
稱
譽
。
此
菩
薩
摩
訶
薩
。 

已
親
近
諸
佛
。
此
菩
薩
摩
訶
薩
。
未
親
近
諸
佛
。
此
菩
薩
摩
訶
薩
。 

壽
命
無
量
。
此
菩
薩
摩
訶
薩
。
壽
命
有
量
。
此
菩
薩
摩
訶
薩
。 

當
得
無
上
正
等
菩
提
時
苾
芻
僧
無
量
。
此
菩
薩
摩
訶
薩
。
當
得
無
上
正
等
菩
提
時
苾
芻
僧
有
量
。
此
菩
薩
摩
訶
薩
。 

當
得
無
上
正
等
菩
提
時
有
菩
薩
僧
。
此
菩
薩
摩
訶
薩
。
當
得
無
上
正
等
菩
提
時
無
菩
薩
僧
。
此
菩
薩
摩
訶
薩
。 

專
修
利
他
行
。
此
菩
薩
摩
訶
薩
。
兼
修
自
利
行
。
此
菩
薩
摩
訶
薩
。 

有
難
行
苦
行
。
此
菩
薩
摩
訶
薩
。
無
難
行
苦
行
。
此
菩
薩
摩
訶
薩
。 

爲
一
生
所
繋
。
此
菩
薩
摩
訶
薩
。
爲
多
生
所
繋
。
此
菩
薩
摩
訶 

薩
。 

已
住
最
後
有
。
此
菩
薩
摩
訶
薩
。
未
住
最
後
有
。
此
菩
薩
摩
訶
薩
。 

已
坐
妙
菩
提
座
。
此
菩
薩
摩
訶
薩
。
未
坐
妙
菩
提
座
。
此
菩
薩
摩
訶
薩
。 

無
魔
來
嬈
。
此
菩
薩
摩
訶
薩
。
有
魔
來
嬈
。（
此
菩
薩
摩
訶
薩
。） 

 

で
あ
る
。 

す
で
に
サ
ト
リ
（
絶
対
「
空
」
の
境
地
）
を
得
て
「
仏
」（
ブ
ッ
ダB

u
d
d
h
a

）
に
な
っ
た
修
行
者
が
、「
仏
」
の
立
場
に
と
ど
ま
ら
ず
、
世
間

の
凡
夫
の
立
場
に
住
し
、
利
他
行
を
専
ら
修
す
る
こ
と
、
な
ど
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。 

 



三
、
次
に
、「
般
若
波
羅
蜜
多p

raj`
q-p

qram
itq

」
で
あ
る
が
、「
般
若
波
羅
蜜
多
」
と
は
い
っ
た
い
何
の
こ
と
か
、
具
体
的
で
、
な
る
ほ
ど
と
思
う

説
明
に
私
は
こ
れ
ま
で
出
会
っ
た
こ
と
が
な
い
。
そ
も
そ
も
鳩
摩
羅
什
も
玄
奘
三
蔵
も
他
の
漢
訳
者
も
す
べ
て
、「p

raj`
q-p

qram
itq

」
は
音
訳

で
「
般
若
波
羅
蜜
多
」
と
言
い
、「
到
彼
岸
智
」
な
ど
と
漢
訳
し
な
か
っ
た
。「
到
彼
岸
智
」
な
ど
で
は
言
い
尽
せ
な
い
た
め
、
敢
え
て
漢
訳
を

避
け
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。
そ
れ
ほ
ど
「
般
若
経
」
に
説
か
れ
る
「
般
若
波
羅
蜜
多
」
は
広
範
・
多
義
で
あ
る
。 

思
う
に
「
般
若
波
羅
蜜
多
」
は
、
大
乗
の
「
人
法
二
空
」「
無
自
性
」
の
「
空
」
観
が
内
実
で
あ
り
、「
空
」
観
は
彼
岸
（
サ
ト
リ
）
に
渡
る

船
（
修
行
）
で
あ
り
、
同
時
に
ま
た
サ
ト
リ
に
到
達
し
た
「
一
切
皆
空
」
の
境
地
で
あ
る
。 

然
る
に
こ
の
「
空
」
観
、
研
究
室
や
書
斎
な
ど
で
「
般
若
経
」
を
学
問
的
に
読
み
、
頭
で
「
空
」
を
思
惟
・
思
考
・
思
索
を
す
れ
ば
証
得
で

き
る
も
の
で
は
な
い
。
仏
典
が
説
く
「
般
若p

raj̀
q

」
は
す
べ
か
ら
く
「
瞑
想
智
」
で
あ
っ
て
、
頭
で
思
惟
・
思
考
・
思
索
し
た
「
公
案
禅
」
の

「
知
解
（
ち
げ
）
分
別
」
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
本
格
的
な
「
止
観
」「
観
法
」
の
行
が
大
前
提
で
あ
る
。
従
っ
て
「
空
」
は
、
禅
の
「
看
話
」

「
黙
照
」
や
天
台
の
「
四
種
三
昧
」
や
真
言
の
「
観
法
」（「
入
我
我
入
観
」
な
ど
）
を
修
習
し
、
実
際
に
「
ゼ
ロ
」
の
ゾ
ー
ン
に
入
っ
た
体
験

を
し
た
人
で
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
「
ゼ
ロ
」
ゾ
ー
ン
の
境
地
に
お
い
て
瞬
時
に
現
前
す
る
直
観
的
な
「
空
」
観
智
（
頓
知
）、
そ
れ
を

私
は
「
般
若
波
羅
蜜
多

p
raj`

q-p
qram

itq

」
の
基
本
的
な
意
味
と
考
え
て
い
る
。「
公
案
禅
」
の
「
見
解
（
け
ん
げ
）」
で
あ
る
。
従
っ
て
私
は
、

「
般
若
波
羅
蜜
多

p
raj`

q-p
qram

itq

」
を
訳
す
に
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
法
も
考
慮
し
た
直
訳
で
あ
る
が
「（
深
い
観
想
に
お
い
て
現
前
す
る
）

サ
ト
リ
に
到
達
し
た
直
観
智
」
と
言
う
こ
と
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
具
体
例
と
な
る
と
、
釈
尊
の
初
期
仏
教
か
ら
ア
ビ
ダ
ル
マ
に
至
る

ま
で
の
諸
法
の
概
念
が
す
べ
て
「
無
自
性
」「
一
切
皆
空
」
と
否
定
さ
れ
る
広
大
な
も
の
で
、『
十
万
頌
般
若
』『
二
万
五
千
頌
般
若
』『
八
千
頌

般
若
』
を
読
め
ば
わ
か
る
。 

 

然
る
に
、『
般
若
心
経 

金
剛
般
若
経
』（
前
掲
）
で
大
御
所
は
、「
般
若
波
羅
蜜
多

p
raj`

qp
qram

itqy
q/

」
を
「
智
慧
の
完
成
を
」
と
訳
し
て

お
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
教
理
的
に
も
文
法
的
に
も
、
ま
た
仏
典
の
訳
語
と
し
て
も
通
常
の
日
本
語
と
し
て
も
、
意
味
の
よ
く
わ
か
ら
な
い
現
代

語
訳
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
「p

raj`
qp

qram
itqy

q/

」
は
、
名
詞
「p

raj`
qp

qram
itq

」
の
処
格
（L

o
ca

tiv
e

）
で
、
普
通
「
～
に
お
い
て
」（
英
語

で
「in

」）
と
訳
し
、「
～
を
」
と
目
的
語
の
よ
う
に
は
訳
さ
な
い
。「
智
慧
の
完
成
」
と
い
う
現
代
語
訳
は
問
題
で
、
サ
ト
リ
を
す
で
に
得
て
い

る
「
観
自
在
菩
薩
」
は
常
に
サ
ト
リ
の
境
地
に
あ
っ
て
大
悲
の
利
他
行
を
行
じ
て
い
る
。
ど
う
し
て
「
求
道
者
」
と
し
て
「
智
慧
の
完
成
」
の



修
行
を
ま
た
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。「
観
自
在
菩
薩
」
を
正
等
覚
以
前
の
初
期
仏
教
の
「
求
道
者
」
と
ま
ち
が
う
か
ら
、「
智
慧
の
完
成
」

な
ど
と
い
う
わ
か
っ
た
よ
う
で
よ
く
わ
か
ら
な
い
現
代
語
訳
に
な
る
の
で
あ
る
。 

 

さ
ら
に
、「
智
慧

p
raj̀

q

」
は
仏
典
の
場
合
、「
瞑
想
智
」
で
あ
っ
て
頭
で
考
え
る
思
惟
・
思
考
・
思
索
の
知
恵
で
は
な
い
。「
深
い
観
想
に
お

い
て
現
前
す
る
サ
ト
リ
に
到
達
し
た
直
観
智
」
の
こ
と
で
、
つ
ま
り
「
現
等
覚ab

h
isa/

b
o
d
h
i

」
あ
る
い
は
「
一
切
智sarv

a-j`
a (tq )

」
で
あ
る
。

こ
ん
な
こ
と
は
ど
ん
な
「
仏
教
辞
典
」「
仏
教
語
辞
典
」
に
も
書
い
て
な
い
。「
般
若
経
」
の
参
考
書
に
も
書
か
れ
て
い
な
い
。
書
い
て
い
る
人

が
「
瞑
想
智
」
体
験
の
な
い
書
斎
派
の
研
究
者
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

ま
た
「p

qram
itq

」
は
、
形
容
詞
的
過
去
分
詞
と
し
て
は
「
彼
岸
（
サ
ト
リ
）
に
（p

qram

）、
到
達
し
た
（itq

）」
で
、
そ
の
名
詞
的
用
法
と

し
て
は
「
彼
岸
（
サ
ト
リ
）
に
到
達
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
辞
書
を
見
れ
ば
、「p

qram
itq

」
に
は
確
か
に
「
～
の
完
成
」
と
い
う
意
味
が
あ
る

が
、
仏
典
の
現
代
語
訳
に
「
完
成
」
と
い
う
訳
は
不
適
当
で
あ
る
。「p

raj̀
q-p

qram
itq

」
と
い
う
合
成
語
（
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
）
は
「p

raj̀
q

」
の

方
に
重
き
が
あ
る
。
だ
か
ら
「p

qram
itq

」
に
重
き
を
置
く
「
智
慧
の
完
成
」
と
い
う
訳
は
、
こ
の
点
で
も
不
適
当
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

こ
の
「
智
慧
の
完
成
」
と
い
う
訳
語
は
、
今
で
も
「
般
若
経
」
研
究
者
の
論
文
で
自
明
の
よ
う
に
よ
く
見
る
。
大
御
所
の
名
に
よ
る
、
日
本

語
と
し
て
は
意
味
不
明
の
現
代
語
訳
を
、
無
批
判
的
に
受
け
売
り
し
て
い
る
と
し
た
ら
安
直
す
ぎ
る
。 

後
世
、
イ
ン
ド
仏
教
に
タ
ン
ト
ラ
化
が
進
む
と
、「
般
若
波
羅
蜜
多
」
は
「
聖
な
る
仏
母 

般
若
波
羅
蜜
多
」「
聖
な
る
般
若
母
」
と
な
る
が
、

「
智
慧
の
完
成
」
と
い
う
訳
を
自
明
の
こ
と
に
し
て
い
る
人
は
「
聖
な
る
仏
母 

智
慧
の
完
成
」
と
で
も
訳
す
の
だ
ろ
う
か
。 

 

四
、
次
に
「
深
いg

a/
b
h
]ra

」
で
あ
る
が
、
禅
す
な
わ
ち
止
観
行
や
瑜
伽
観
法
の
経
験
を
も
つ
人
な
ら
、「
深
い
」
と
は
瞬
時
に
「
深
い
瞑
想
」
だ

と
直
観
す
る
。
す
な
わ
ち
一
点
集
中
が
深
ま
っ
た
境
地
、「
ゼ
ロ
」
ゾ
ー
ン
に
入
っ
た
「
無
」
の
境
地
で
、
心
中
に
瞬
時
に
直
観
智
が
現
前
す
る

境
地
。『
般
若
心
経 

金
剛
般
若
経
』（
岩
波
文
庫
）
は
「
深
遠
な
」
と
訳
し
て
「
智
慧
の
完
成
」
の
修
飾
語
と
し
て
お
ら
れ
る
が
、「
深
遠
な
智

慧
」
と
は
何
な
の
か
。「
深
般
若
波
羅
蜜
」
は
『
大
品
』『
小
品
』
共
通
の
常
套
句
で
あ
る
。『
小
品
』
の
不
可
思
議
品
第
十
に
は
「
般
若
波
羅
蜜

甚
深
」「
色
甚
深
」「
受
想
行
識
甚
深
」
と
い
う
句
も
あ
る
。
こ
れ
を
訳
す
に
「
深
遠
な
～
」
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
。 

 



五
、
次
に
「
実
践
し
て
い
た
時
にcary

q/
 caram

qz
o

」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
が
、
私
は
、「
行cary

q/

」
は
「
観
自
在
菩
薩
」
の
行
で
あ
る

か
ら
「
世
間
の
凡
夫
を
彼
岸
に
導
く
大
悲
方
便
の
菩
薩
行
」
と
考
え
、
こ
の
冒
頭
の
行
全
体
を
「
深
い
（
観
想
に
お
い
て
現
前
す
る
）
サ
ト
リ

に
到
達
し
た
直
観
智
（
の
境
地
）
に
お
い
て
、（
大
乗
の
菩
薩
と
し
て
）（
世
間
の
凡
夫
を
サ
ト
リ
（
彼
岸
）
に
導
く
大
悲
方
便
の
菩
薩
）
行
を

行
じ
て
い
る
尊
き
観
自
在
菩
薩
は
」
と
訳
し
た
。「
度
一
切
苦
厄
」「
能
除
一
切
苦
」
は
「
観
自
在
菩
薩
」
の
大
悲
利
他
の
行
果
・
得
益
で
あ
る
。 

ち
な
み
に
『
般
若
心
経 

金
剛
般
若
経
』（
岩
波
文
庫
）
を
見
る
と
、
文
法
無
視
が
は
な
は
だ
し
い
。「cary

q/
 
caram

qz
o

」
に
「
～
時
に
」
と

い
う
意
味
は
な
い
。「caram

qz
o

」
は
「
～
は
」「
～
が
」
と
訳
す
主
格
（N

om
in

a
tiv

e

）
で
あ
り
「
～
に
お
い
て
」
と
訳
す
処
格
（L

oca
tiv

e

）

で
は
な
い
。「caram

qz
o

」
は
「qry

a-av
alo

k
ite1v

aro
 b

o
d
h
isattv

o

」
に
か
か
る
形
容
詞
的
過
去
分
詞
で
あ
る
。 

 

六
、
次
に
「
度
一
切
苦
厄
」
で
あ
る
が
、
こ
の
一
句
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
本
（
校
訂
本
）
に
は
な
い
。
研
究
者
間
で
は
玄
奘
が
自
ら
挿
入
し
た

も
の
と
い
う
推
定
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
羅
什
訳
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
大
明
呪
經
』
に
も
同
じ
句
が
同
じ
と
こ
ろ
に
見
え
る
。
も
し
か
し
て
、

羅
什
・
玄
奘
と
も
に
見
て
い
た
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
が
同
じ
で
、
そ
れ
に
「
度
一
切
苦
厄
」
に
対
応
す
る
梵
文
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
「
度
一
切
苦
厄
」
と
後
段
の
「
能
除
一
切
苦
」
に
よ
り
、『
般
若
心
経
』
は
『
小
品
般
若
』『
大
品
般
若
』
と
ち
が
い
、

大
乗
の
「
観
自
在
菩
薩
」
が
、「
般
若
波
羅
蜜
多
」
の
「
空
」
だ
け
で
な
く
「
真
言
」
に
よ
る
世
間
利
益
を
説
く
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。 

 

七
、
次
に
、『
般
若
心
経
』
が
説
く
「
般
若
波
羅
蜜
多
」、
す
な
わ
ち
私
が
言
う
「（
深
い
観
想
に
お
い
て
現
前
す
る
）
サ
ト
リ
に
到
達
し
た
直
観
智
」

と
は
、 

①
初
期
仏
教
が
説
く
「
五
蘊
」（
色
・
受
・
想
・
行
・
識
）
は
み
な
「
無
自
性
」「
空
」
で
あ
る
こ
と
。 

②
同
じ
く
、「
生
・
滅
」「
垢
・
浄
」「
増
・
減
」
も
「
無
自
性
」「
空
」
で
あ
る
こ
と
。 

③
同
じ
く
、「
六
根
」（
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
）
も
「
無
自
性
」「
空
」
で
あ
る
こ
と
。 

④
同
じ
く
、「
六
境
」（
色
・
声
・
香
・
味
・
触
・
法
）
も
「
無
自
性
」「
空
」
で
あ
る
こ
と
。 

⑤
同
じ
く
、「
六
識
」（
眼
識
・
耳
識
・
鼻
識
・
舌
識
・
身
識
・
意
識
）
も
「
無
自
性
」「
空
」
で
あ
る
こ
と
。 

⑥
釈
尊
が
言
う
、「
十
二
因
縁
」（
無
明
～
行
～
識
～
名
色
～
六
処
～
触
～
受
～
愛
～
取
～
有
～
生
＝
老
死
）
も
「
無
自
性
」「
空
」
で
あ
る
。 



⑦
同
じ
く
。「
四
諦
」（
苦
・
集
・
滅
・
道
）
も
「
無
自
性
」「
空
」
で
あ
る
こ
と
。 

⑧
同
じ
く
、「
智
」（
一
切
智
、
仏
智
）
と
「
得
」（
一
切
智
を
得
る
こ
と
）
も
「
無
自
性
」「
空
」
で
あ
る
こ
と
。 

の
八
つ
で
あ
る
。『
十
万
頌
般
若
』『
二
万
五
千
頌
般
若
』『
八
千
頌
般
若
』
が
説
く
「
般
若
波
羅
蜜
多
」
の
万
分
の
一
で
あ
る
。 

 

八
、
次
に
、「
是
大
神
呪 

是
大
明
呪 

是
無
上
呪 

是
無
等
等
呪
」
で
あ
る
。 

「
是
大
神
呪 

是
大
明
呪 

是
無
上
呪 

是
無
等
等
呪
」
は
、『
小
品
般
若
』（『
八
千
頌
般
若
』）
明
呪
品
第
四
に
、 

 

釋
提
桓
因
（
帝
釈
天
）
白
佛
言
。
世
尊
、
般
若
波
羅
蜜
、
是
大
明
呪
、
般
若
波
羅
蜜
、
是
無
上
呪
。
般
若
波
羅
蜜
、
是
無
等
等
呪
。 

佛
言
。
如
是
如
是
、
憍
尸
迦
（
帝
釈
天
）。
般
若
波
羅
蜜
、
是
大
明
呪
、
般
若
波
羅
蜜
、
是
無
上
呪
、
般
若
波
羅
蜜
、
是
無
等
等
呪
。 

何
以
故
。
憍
尸
迦
（
帝
釈
天
）。
過
去
諸
佛
、
因
是
明
呪
、
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。
未
來
諸
佛
、
亦
因
是
呪
。
當
得
阿
耨
多
羅 

三
藐
三
菩
提
。
今
十
方
現
在
諸
佛
、
亦
因
是
呪
。
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。
憍
尸
迦
（
帝
釈
天
）。
因
是
明
呪
、
十
善
道
出
現
於
世
、 

四
禪
・
四
無
量
心
・
四
無
色
定
・
五
神
通
、
出
現
於
世
。 

 

と
あ
る
。
た
だ
し
「
是
大
神
呪
」
が
な
い
。
同
じ
羅
什
訳
の
「
小
本
」『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
大
明
呪
經
』
と
同
じ
で
あ
る
。 

 

然
る
に
、
玄
奘
訳
は
「
大
神
呪
」（m

ah
q-m

an
tra

）
を
言
う
。『
般
若
心
経 

金
剛
般
若
経
』（
岩
波
文
庫
）
は
こ
れ
を
「
智
慧
の
完
成
の
大
い

な
る
真
言
」
と
訳
さ
れ
た
が
、
現
代
語
訳
と
は
い
え
意
訳
も
甚
だ
し
い
。
玄
奘
が
「
大
神
呪
」
と
漢
訳
し
た
意
図
く
ら
い
咀
嚼
し
た
ら
ど
う
か

と
思
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
を
す
な
お
に
解
釈
す
れ
ば
「
偉
大
な
（
神
威
も
つ
）
真
言
」
程
度
の
訳
が
頭
に
浮
ぶ
も
の
で
あ
る
。
真
言
の
「m

ah
q

」

と
い
う
語
に
「
偉
大
な
神
威
」
を
見
て
も
お
か
し
く
は
な
い
し
、『
大
品
般
若
』（『
二
万
五
千
頌
般
若
』）
に
も
『
小
品
般
若
』（『
八
千
頌
般
若
』）

に
も
「
般
若
波
羅
蜜
」
の
神
通
が
説
か
れ
て
い
る
。「m

ah
q-m

an
tra

」
の
ど
こ
に
「
智
慧
の
完
成
の
大
い
な
る
真
言
」
と
い
う
意
味
が
潜
ん
で
い

る
の
か
、
真
言
・
陀
羅
尼
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
に
疎
い
人
の
空
想
的
意
訳
と
し
か
思
え
な
い
。 

「
大
明
呪
」（m

ah
q-v

id
y
q-m

an
tra

）
は
、「
偉
大
な
（「
無
我
」「
無
執
著
」
の
）
明
知
あ
る
真
言
」
で
、
「v

id
y
q

」
は
我
執
・
煩
悩
に
染
ま



ら
な
い
知
恵
で
「
般
若
波
羅
蜜
」
そ
の
も
の
。
「m

ah
q-v

id
y
q

」
は
神
通
に
通
じ
る
。
『
般
若
心
経 

金
剛
般
若
経
』（
岩
波
文
庫
）
は
、
こ
れ
を

「
さ
と
り
の
真
言
」
と
言
う
が
「m

ah
q-v

id
y
q

」
は
「
サ
ト
リ
」（b

o
d
h
i

）
だ
ろ
う
か
。
解
説
で
は
マ
ン
ト
ラ
に
つ
い
て
博
学
な
視
座
を
明
か
し

て
お
ら
れ
な
が
ら
、
こ
の
訳
は
別
人
の
よ
う
で
あ
る
。 

「
無
上
呪
」（’n

u
ttara-m

an
tra

）
は
、「
無
上
の
（
三
藐
三
菩
提
を
生
む
）
真
言
」
で
、
何
が
無
上
か
と
言
え
ば
、
無
上
の
「
三
藐
三
菩
提
」

で
あ
る
。「’n

u
ttara-sam

y
ak

sa/
b
o
d
h
i

」（「
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
」）
は
大
乗
経
典
の
常
套
句
で
あ
る
。 

「
無
等
等
呪
」（’sam

asam
a-m

an
tra

）
は
、「
比
類
な
き
（
世
間
利
益
の
）
真
言
」
で
、
具
体
的
に
は
密
教
の
真
言
、
す
な
わ
ち
世
間
利
益
・

衆
生
済
度
の
真
言
、
唱
え
れ
ば
唱
え
た
こ
と
が
現
実
に
顕
現
す
る
現
世
利
益
の
真
言
で
あ
る
。 

 

九
、
次
い
で
「
羯
諦 

羯
諦 

波
羅
羯
諦 

波
羅
僧
羯
諦 

菩
提 

僧
莎
訶 g

ate g
ate p

qra-g
ate p

qra-sa/
g
ate b

o
d
h
i sv

qh
q

」
で
あ
る
が
、 

『
般
若
心
経 

金
剛
般
若
経
』（
岩
波
文
庫
）
は
、
こ
れ
を
「
往
け
る
者
よ
、
往
け
る
者
よ
、
彼
岸
に
往
け
る
者
よ
、
彼
岸
に
全
く
往
け
る
者
よ
、

さ
と
り
よ
、
幸
い
あ
れ
」
と
訳
し
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
私
か
ら
見
れ
ば
珍
訳
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、「
往
け
る
者
」
と
は
「
死
ん
で
い
っ
た

者
」
と
誤
解
さ
れ
る
。「
彼
岸
に
往
け
る
者
」
も
「
あ
の
世
に
往
生
し
た
者
」
と
誤
解
さ
れ
る
。「
彼
岸
に
全
く
往
け
る
者
」
は
「
完
全
に
彼
岸

に
往
っ
た
」
と
い
う
意
味
な
の
だ
ろ
う
が
、「
完
全
に
彼
岸
に
往
く
」
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
、
教
理
学
的
な
説
得
力
が
な
い
。 

大
御
所
は
、
原
語
の
「g

ate

」
を
「
行
く
」「
去
る
」「
死
す
」「
達
す
る
」「
得
る
」
と
い
う
意
味
の
動
詞
「g

am

」
の
過
去
分
詞
「g

ata

」
の
、

そ
の
女
性
形「g

atq

」の
呼
格（V

o
ca

tiv
e

）と
解
釈
し
て
、「
往
け
る
者
よ
」と
訳
さ
れ
た
に
ち
が
い
な
い
が
、「g

ate g
ate p

qra-g
ate p

qra-sa/
g
ate

」

と
、
そ
の
あ
と
に
続
く
「b

o
d
h
i

」
は
異
語
同
義
で
あ
る
か
ら
、「g

ate

＝b
o
d
h
i

」
で
「
往
け
る
者
よ
」
と
い
う
人
的
な
表
現
は
「
サ
ト
リ
よ
」
と

い
う
事
象
的
表
現
と
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
「
～
者
よ
」
で
は
な
く
「
～
こ
と
よ
」
と
す
べ
き
が
こ
の
真
言
の
ミ
ソ
で
あ
る
。 

 

さ
ら
に
、「
彼
岸
に
全
く
往
け
る
者
よ
」
で
あ
る
が
、
原
語
「p

qra-sa/
g
ate

」
の
「sa/

g
ate

」
の
接
頭
語
「sa/

」
は
「
共
に
」「
み
ん
な
で
」

と
い
う
意
味
が
あ
り
、「
全
く
往
け
る
者
」
と
い
う
訳
に
は
「
み
な
共
に
」
と
い
う
大
乗
の
衆
生
済
度
へ
の
教
理
的
考
慮
が
見
ら
れ
な
い
。 

そ
も
そ
も
真
言
・
陀
羅
尼
に
は
、
尊
格
な
ど
に
「
～
よ
」
と
呼
び
か
け
る
呼
格
（V

oca
tiv

e

）
の
語
が
多
用
さ
れ
、
そ
の
語
は
み
な
女
性
形
で

あ
る
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
特
有
の
修
辞
で
、
そ
の
一
語
一
語
に
現
世
利
益
を
生
み
出
す
霊
力
（
シ
ャ
ク
テ
ィ
）
が
宿
っ
て
い
て
、
真
言
・
陀
羅



尼
を
唱
え
れ
ば
そ
れ
が
現
実
に
顕
現
す
る
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
由
来
の
信
仰
的
言
語
法
で
あ
る
。「
往
け
る
者
よ
」
に
は
そ
れ
も
感
じ
な
い
。 

 
以
上
の
こ
と
か
ら
、
私
は
、「g

ate

」
を
女
性
名
詞
の
「g

ati

」
の
呼
格
（V

oca
tiv

e

）
と
と
っ
た
上
で
、「
達
す
る
こ
と
よ
、
達
す
る
こ
と
よ
、

サ
ト
リ
（
彼
岸
）
に
到
達
す
る
こ
と
よ
、
み
な
共
に
サ
ト
リ
（
彼
岸
）
に
到
達
す
る
こ
と
よ
、
サ
ト
リ
よ
、
成
就
あ
れ
」
と
訳
し
て
い
る
。 

畏
友
宮
坂
宥
洪
師
（
智
山
伝
法
院
院
長
・
岡
谷
市
照
光
寺
住
職
）
は
、
こ
の
真
言
に
イ
ン
ド
で
見
聞
さ
れ
た
「
仏
母
（
母
神
化
し
た
釈
尊
の

母
マ
ー
ヤ
ー
）」
へ
の
信
仰
を
重
ね
ら
れ
、「
仏
」「
サ
ト
リ
」
を
「
産
み
出
す
力
」
の
意
味
に
言
及
し
て
お
ら
れ
る
。
イ
ン
ド
留
学
の
経
験
者
で

な
け
れ
ば
そ
う
し
た
着
想
は
浮
ば
な
い
も
の
で
あ
る
。
も
し
、
「g

ate

」
が
「
仏
母
」
を
意
味
す
る
と
す
れ
ば
、「b

o
d
h
i

（
サ
ト
リ
）」
は
「
仏
母

マ
ー
ヤ
ー
」
か
ら
生
れ
出
る
も
の
で
、
人
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、「g

ate

」
は
事
象
的
な
「g

ati

（
達
す
る
こ
と
）」
の
呼
格
で
は
な
く
、
人
的

な
「g

atq

（
到
達
し
た
者
）」
の
呼
格
と
と
る
こ
と
に
な
ろ
う
。 

 

加
う
る
に
、
私
が
「
サ
ト
リ
よ
」
と
訳
し
た
「b

o
d
h
i

」（
ボ
ー
デ
ィ
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
ク
ラ
シ
カ
ル
・
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
、
女
性
名
詞
・

男
性
名
詞
の
ど
ち
ら
も
あ
る
「b

o
d
h
i

」（
ボ
ー
デ
ィ
）
の
呼
格
（V

oca
tiv

e

）
だ
と
言
う
人
が
い
た
ら
「
喝
！
」
で
、「b

o
d
h
i

」
の
呼
格
は
「b

o
d
h
i

」

（
ボ
ー
デ
ィ
）
で
は
な
く
「b

o
d
h
e

」（
ボ
ー
デ
ー
）
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
「b

o
d
h
i

」（
ボ
ー
デ
ィ
）
を
ど
う
と
る
か
、
専
門
家
に
い
ろ
い
ろ

な
解
釈
が
あ
り
、
な
か
に
は
合
成
語
「b

o
d
h
i-sv

qh
q

」
な
ど
と
い
う
珍
釈
ま
で
あ
る
。
私
は
「b

o
d
h
i

（
ボ
ー
デ
ィ
）」
を
女
性
名
詞
「b

o
d
h
]

」（
ボ

ー
デ
ィ
ー
）
の
呼
格
「b

o
d
h
i

」
と
と
り
、「
達
す
る
こ
と
よ
、
達
す
る
こ
と
よ
、
彼
岸
（
サ
ト
リ
）
に
到
達
す
る
こ
と
よ
、
み
な
共
に
彼
岸
（
サ
ト
リ
）

に
到
達
す
る
こ
と
よ
、
サ
ト
リ
よ
、
成
就
あ
れ
」
と
訳
し
て
い
る
。 

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
は
、
本
宗
イ
ン
ド
学
仏
教
学
・
印
欧
語
の
大
碩
学
渡
辺
照
宏
先
生
（
元
智
山
専
門
学
校
教
授
・
東
洋
大
学
教
授
）
が
、

マ
ガ
デ
ィ
ー
語
（
イ
ン
ド
東
部
の
マ
ガ
ダ
方
言
）
が
男
性
名
詞
・
単
数
・
主
格
（N

om
in

a
tiv

e

）
の
語
尾
を
「e

」
と
す
る
こ
と
か
ら
、「g

ate

～p
qra-sa/

g
ate

」
を
そ
の
よ
う
に
と
り
、「b

o
d
h
i

」
を
対
格
（
目
的
格
、A

ccu
sa

tiv
e

）
と
し
て
「
到
れ
り
、
到
れ
り
、
彼
岸
に
到
れ
り
、
彼

岸
に
到
着
せ
り
、
菩
提
に
。
め
で
た
し
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
こ
と(

『
お
経
の
話
』
岩
波
新
書
）
が
い
つ
も
頭
か
ら
離
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ

の
「g

ate 
g
ate 

～
」
を
イ
ン
ド
方
言
（
プ
ラ
ー
ク
リ
ッ
ト
）
や
混
淆
語
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
仏
教
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
）
を
知
ら
ず
、
ク
ラ
シ
カ

ル
・
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
知
識
程
度
で
和
訳
し
、
わ
か
っ
た
つ
も
り
に
な
っ
て
い
て
い
い
の
か
と
い
う
自
問
で
あ
る
。
た
だ
先
生
の
ご
指
摘
で



は
、「g

ate

」
が
男
性
名
詞
・
主
格
で
マ
ン
ト
ラ
特
有
の
女
性
形
・
呼
格
で
は
な
く
、「
仏
母
」（「
般
若
母
」）
と
の
関
連
性
も
不
明
で
は
あ
る
が
・
・
・
。 

 
も
う
一
つ
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
文
で
、「g

ate g
ate

～
」
の
直
前
に
あ
る
「tad

 y
ath

q

」
を
玄
奘
訳
『
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
』（「
小
本
」）
な

ど
は
「
即
説
咒
曰
」
と
い
う
句
の
な
か
に
含
め
て
い
る
が
、
後
世
の
施
護
訳
『
聖
佛
母
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
は
「
怛[

寧+

也]

切
身

他
引
一 

唵
引 

誐

帝
引 

誐
帝
引
二 
播
引

囉 

誐
帝
引
三 

播
引

囉
僧
誐
帝
引
四 

冐
提 

莎
引

賀
引
五

」
と
、「
怛[

寧+

也]

他
」（tad

 
y
ath

q

）
に
「
唵
」（o

/

）
も
加
え
、

私
た
ち
真
言
僧
が
よ
く
唱
え
る
陀
羅
尼
と
同
様
「
タ
ニ
ャ
タ 

オ
ン
」
を
「g

ate g
ate

～
」
の
冒
頭
に
含
め
て
い
る
。
私
は
、
玄
奘
訳
で
い
い
と

考
え
る
。 

 

十
、
最
後
に
、『
般
若
心
経
』
は
『
十
万
頌
般
若
』
な
ど
増
広
本
類
「
般
若
経
」
の
略
出
、
あ
る
い
は
「
核
心
」「
心
髄
」「
綱
要
」「
エ
ッ
セ
ン
ス
」

か
と
い
う
問
題
。「
一
、」
で
も
「
フ
リ
ダ
ヤ
」
の
訳
語
の
こ
と
か
ら
こ
の
問
題
に
言
及
し
た
が
、
ち
な
み
に
羅
什
訳
の
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』

全
篇
（『
大
品
般
若
』『
二
万
五
千
頌
般
若
経
』、
第
一
巻
～
第
二
十
七
巻
）
と
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
と
チ
ベ
ッ
ト
訳
が
現
存
す
る
『
十
万
頌

般
若
経
』
の
類
本
と
言
わ
れ
る
（
が
梵
漢
の
対
応
が
不
明
確
な
）
玄
奘
訳
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
の
初
会
全
篇
（
第
一
巻
～
第
二
百
巻
）
を

具
に
調
べ
た
結
果
か
ら
述
べ
て
み
る
に
、 

 

●
羅
什
訳
『
大
品
般
若
』（「
序
品
」
第
一
～
「
嘱
累
品
」
第
九
十
、
第
一
巻
～
第
二
十
七
巻
）
で
は
、 

「
奉
鉢
品
」
第
二
に
、 

佛
告
舍
利
弗
。
菩
薩
摩
訶
薩
、
行
般
若
波
羅
蜜
時
、
不
見
菩
薩
、
不
見
菩
薩
字
、
不
見
般
若
波
羅
蜜
、
亦
不
見
我
行
般
若
波
羅
蜜
、 

亦
不
見
我
不
行
般
若
波
羅
蜜
。
何
以
故
。
菩
薩
菩
薩
字
性
空
。
空
中
無
色
無
受
想
行
識
。
離
色
亦
無
空
。
離
受
想
行
識
亦
無
空
。 

色
即
是
空
。
空
即
是
色
。
受
想
行
識
即
是
空
。
空
即
是
識
。 

「
習
應
品
」
第
三
に
、 

舍
利
弗
。
色
不
異
空
、
空
不
異
色
。
色
即
是
空
、
空
即
是
色
。
受
想
行
識
亦
如
是
。
舍
利
弗
。
是
諸
法
空
相
。
不
生
不
滅
。 

不
垢
不
淨
、
不
増
不
減
。
是
空
法
、
非
過
去
非
未
來
非
現
在
。
是
故
空
中
、
無
色
無
受
想
行
識
。
無
眼
耳
鼻
舌
身
意
。 



無
色
聲
香
味
觸
法
。
無
眼
界
乃
至
無
意
識
界
。
亦
無
無
明
亦
無
無
明
盡
。
乃
至
亦
無
老
死
亦
無
老
死
盡
。
無
苦
集
滅
道
。 

亦
無
智
亦
無
得
。 

「
集
散
品
」
第
九
に
、 

世
尊
。
色
空
不
名
爲
色
。
離
空
亦
無
色
。
色
即
是
空
、
空
即
是
色
。
受
想
行
識
。
識
空
不
名
爲
識
、
離
空
亦
無
識
。 

識
即
是
空
、
空
即
是
識
。
乃
至
老
死
老
死
相
空
。
世
尊
。
老
死
空
不
名
老
死
、
離
空
亦
無
老
死
、
老
死
即
是
空
、
空
即
是
老
死
。 

「
幻
學
品
」
第
十
一
に
、 

復
次
、
須
菩
提
。
菩
薩
摩
訶
薩
行
般
若
波
羅
蜜
、
如
是
思
惟
。
不
以
空
色
故
色
空
、
色
即
是
空
、
空
即
是
色
。
受
想
行
識
亦
如
是
。 

不
以
空
眼
故
眼
空
。
眼
即
是
空
、
空
即
是
眼
。 

「
佛
母
品
」
第
四
十
八
に
、 

是
深
般
若
波
羅
蜜
中
、 

無
衆
生
無
衆
生
名
、
無
色
無
色
名
、
無
受
想
行
識
無
受
想
行
識
名
、
無
眼
乃
至
無
意
、
無
眼
識
乃
至
無
意
識
、 

無
眼
觸
乃
至
無
意
觸
、
乃
至
無
一 
切
種
智
、
無
一
切
種
智
名
。
如
是
、
須
菩
提
、
是
深
般
若
波
羅
蜜
、
能
示
世
間
相
。
須
菩
提
、 

是
深
般
若
波
羅
蜜
、
亦
不
示
色
、
不
示
受
想
行
識
、
乃
至
不
示
一
切
種
智
。
何
以
故
。
須
菩
提
、
是
深
般
若
波
羅
蜜
中
、 

尚
無
般
若
波
羅
蜜
。
何
況
、
色
乃
至
一
切
種
智
。 

 

●
玄
奘
訳
『
大
般
若
波
羅
蜜
経
』
初
会
（「
縁
起
品
」
第
一
之
一
～
「
難
信
解
品
」
第
三
十
四
之
十
九
、
第
一
巻
～
第
二
百
巻
）
で
は
、 

「
學
観
品
」
第
二
之
二
に
、 

爾
時
舍
利
子
白
佛
言
。
世
尊
。
云
何
菩
薩
摩
訶
薩
應
行
般
若
波
羅
蜜
多
。
佛
告
具
壽
舍
利
子
言
。
舍
利
子
。
菩
薩
摩
訶
薩
修 

行
般
若
波
羅
蜜
多
時
。
應
如
是
觀
。
實
有
菩
薩
不
見
有
菩
薩
。
不
見
菩
薩
名
。
不
見
般
若
波
羅
蜜
多
。
不
見
般
若
波
羅
蜜
多
名
。 

不
見
行
。
不
見
不
行
。
何
以
故
。
舍
利
子
。
菩
薩
自
性
空
。
菩
薩
名
空
。
所
以
者
何
。
色
自
性
空
。
不
由
空
故
。
色
空
非
色
。 

色
不
離
空
。
空
不
離
色
。
色
即
是
空
。
空
即
是
色
。
受
想
行
識
自
性
空
。
不
由
空
故
。
受
想
行
識
空
。
非
受
想
行
識
。
受
想
行
識 

不
離
空
。
空
不
離
受
想
行
識
。
受
想
行
識
即
是
空
。
空
即
是
受
想
行
識
。
何
以
故
。
舍
利
子
。
此
但
有
名
謂
爲
菩
提
。
此
但
有
名 

謂
爲
薩
埵
。
此
但
有
名
謂
爲
菩
提
薩
埵
。
此
但
有
名
謂
之
爲
空
。
此
但
有
名
謂
之
爲
色
受
想
行
識
。 



 
 
 

（
中
略
） 

復
次
舍
利
子
。
諸
菩
薩
摩
訶
薩
修
行
般
若
波
羅
蜜
多
時
。
應
如
是
觀
。
菩
薩
但
有
名
。
佛
但
有
名
。
般
若
波
羅
蜜
多
但
有
名
。 

色
但
有
名
。
受
想
行
識
但
有
名
。
眼
處
但
有
名
。
耳
鼻
舌
身
意
處
但
有
名
。
色 

處
但
有
名
。
聲
香
味
觸
法
處
但
有
名
。 

眼
界
但
有
名
。
耳
鼻
舌
身
意
界
但
有
名
。
色
界
但
有
名
。
聲
香
味
觸
法
界
但
有
名
。
眼
識
界
但
有
名
。
耳
鼻
舌
身
意
識
界
但
有
名
。 

眼
觸
但
有
名
。
耳
鼻
舌
身
意
觸
但
有
名
。
眼
觸
爲
縁
所
生
諸
受
但
有
名
。
耳
鼻
舌
身
意
觸
爲
縁
所
生
諸
受
但
有
名
。 

「
相
應
品
」
第
三
之
一
に
、 

舍
利
子
。
色
不
異
空
。
空
不
異
色
。
色
即
是
空
。
空
即
是
色
。
受
想
行
識
不
異
空
。
空
不
異
受
想
行
識
。
受
想
行
識
即
是
空
。 

空
即
是
受
想
行
識
。
何
以
故
。
舍
利
子
。
是
諸
法
空
相
。
不
生
不
滅
。
不
染
不
淨
。
不
増
不
減
。
非
過
去
。
非
未
來
。
非
現
在
。 

舍
利
子
。
如
是
空
中
。
無
色
。
無
受
想
行
識
。
無
地
界
。
無
水
火
風
空
識
界
。
無
眼
處
。
無
耳
鼻
舌
身
意
處
。
無
色
處
。 

無
聲
香
味
觸
法
處
。
無
眼
界
。
無
耳
鼻
舌
身
意
界
。
無
色
界
。 

聲
香
味
觸
法
界
。
無
眼
識
界
。
無
耳
鼻
舌
身
意
識
界
。
無
眼
觸
。 

無
耳
鼻
舌
身
意
觸
。
無
眼
觸
爲
縁
所
生
諸
受
。
無
耳
鼻
舌
身
意
觸
爲
縁
所
生
諸
受
。
無
無
明
生
。
無
無
明
滅
。
無
行
識
名
色 

六
處
觸
受
愛
取
有
生
老
死
愁
歎
苦
憂
惱
生
。
無
行
乃
至
老
死
愁
歎
苦
憂
惱
滅
。
無
苦
聖
諦
。
無
集
滅
道
聖
諦
。 

「
般
若
行
相
品
」
第
十
之
一
に
、 

舍
利
子
。
色
法
無
所
有
不
可
得
。
受
想
行
識
法
無
所
有
不
可
得
。
舍
利
子
。
眼
處
法
無
所
有
不
可
得
。
耳
鼻
舌
身
意
處
法
無
所
有 

不
可
得
。
色
處
法
無
所
有
不
可
得
。
聲
香
味
觸
法
處
法
無
所
有
不
可
得
。
舍
利
子
。
眼
界
法
無
所
有
不
可
得
。
色
界
眼
識
界
及 

眼
觸
眼
觸
爲
縁
所
生
諸
受
法
無
所
有
不
可
得
。
耳
界
法
無
所
有
不
可
得
。
聲
界
耳
識
界
及
耳
觸
耳
觸
爲
縁
所
生
諸
受
法
無
所
有 

不
可
得
。
鼻
界
法
無
所
有
不
可
得
。
香
界
鼻
識
界
及
鼻
觸
鼻
觸
爲
縁
所
生
諸
受
法
無
所
有
不
可
得
。
舌
界
法
無
所
有
不
可
得
。 

味
界
舌
識
界
及
舌
觸
舌
觸
爲
縁
所
生
諸
受
法
無
所
有
不
可
得
。
身
界
法
無
所
有
不
可
得
。
觸
界
身
識
界 

及
身
觸
身
觸
爲
縁
所
生 

諸
受
法
無
所
有
不
可
得
。
意
界
法
無
所
有
不
可
得
。
法
界
意
識
界
及
意
觸
意
觸
爲
縁
所
生
諸
受
法
無
所
有
不
可
得
。 

 

と
、『
般
若
心
経
』
に
近
似
の
経
句
は
、
私
の
見
た
限
り
で
は
以
上
の
通
り
、
広
大
な
ペ
ー
ジ
数
の
う
ち
で
こ
ん
な
程
度
、
実
に
微
々
た
る
も
の

で
、
各
品
の
経
句
の
な
か
で
さ
え
ご
く
ご
く
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
ま
さ
に
「
雑
草
か
ら
油
を
し
ぼ
る
が
如
し
」
で
、
こ
れ
ら
が
『
般
若
心
経
』



の
経
説
と
近
似
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で
、『
般
若
心
経
』
が
『
大
品
般
若
』（『
二
万
五
千
頌
般
若
』）
や
『
大
般
若
』
初
会
（『
十
万
頌
般
若
』）

な
ど
増
広
本
類
の
略
出
と
か
「
核
心
」「
心
髄
」
と
か
「
綱
要
」「
エ
ッ
セ
ン
ス
」
だ
と
言
う
な
ら
、
何
を
か
云
わ
ん
や
で
あ
る
。 

 

私
は
、
市
井
の
草
学
道
な
が
ら
、
こ
の
機
会
に
、
羅
什
訳
の
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』（『
大
品
般
若
』『
二
万
五
千
頌
般
若
経
』、
九
十
品
・

二
十
七
巻
）
と
、
玄
奘
訳
の
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』（『
大
般
若
』）
の
初
会
（
三
十
四
品
・
二
百
巻
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
『
十
万
頌
般
若
経
』）

の
全
篇
に
目
を
通
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
説
く
「
般
若
波
羅
蜜
多
」
の
経
説
を
確
認
し
た
。
そ
の
結
果
、
私
が
言
い
た
い
の
は
、「
七
、」
に
述
べ
た

『
般
若
心
経
』
に
説
か
れ
る
「
般
若
波
羅
蜜
多
」、
す
な
わ
ち
「
五
蘊
皆
空
」「
色
不
異
空
～
不
生
不
滅
～
無
眼
耳
鼻
舌
身
意
～
無
無
明
～
無
苦

集
滅
道
～
無
智
亦
無
得
」
は
、『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』（『
大
品
般
若
』『
二
万
五
千
頌
般
若
』）
や
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』（『
大
般
若
』）
の

初
会
（『
十
万
頌
般
若
』）
が
説
く
「
般
若
波
羅
蜜
多
」
の
「
核
心
」「
心
髄
」
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
教
理
内
容
と
し
て
は
微
々
た
る
一
部
に

過
ぎ
ず
、
と
て
も
増
広
本
類
の
「
般
若
経
」
が
説
く
初
期
仏
教
や
有
部
な
ど
部
派
仏
教
へ
の
広
範
な
批
判
の
「
核
心
」「
心
髄
」
と
言
え
る
も
の

で
は
な
い
。『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』（『
大
品
般
若
』）
と
か
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』（『
大
般
若
』）
初
会
が
説
く
「
無
自
性
」「
不
可
得
」「
空
」

は
、『
般
若
心
経
』
が
説
く
「
五
蘊
」、「
生
・
滅
」「
垢
・
浄
」「
増
・
減
」、「
六
根
」「
六
境
」「
六
識
」、「
十
二
因
縁
」「
四
諦
」
に
と
ど
ま
ら

な
い
。
す
な
わ
ち
、「
般
若
波
羅
蜜
多
」
の
教
理
の
視
座
に
お
い
て
、『
般
若
心
経
』
は
増
広
本
「
般
若
経
」
の
「
核
心
」「
心
髄
」
で
も
「
綱
要
」

「
エ
ッ
セ
ン
ス
」
で
も
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

し
か
も
、『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』（『
大
品
般
若
』）
や
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』（『
大
般
若
』）
初
会
の
説
法
主
は
、
ー
大
乗
の
「
空
」
観
を

説
く
説
法
主
で
あ
る
の
に
な
ぜ
か
ー
、
初
期
仏
教
の
「
仏
」（
釈
尊
・
世
尊
）
で
、
聞
衆
は
須
菩
提
な
ど
の
弟
子
で
あ
り
、
一
方
『
般
若
心
経
』

は
、
説
法
主
が
大
乗
の
慈
悲
利
他
の
「
菩
薩
」「
観
自
在
菩
薩
」
で
、
聞
衆
が
大
乗
を
知
ら
な
い
釈
尊
仏
教
の
代
表
者
舎
利
弗
で
あ
る
。『
摩
訶

般
若
波
羅
蜜
経
』（『
大
品
般
若
』）
や
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』（『
大
般
若
』）
初
会
で
は
一
度
も
「
観
自
在
菩
薩
」
が
説
法
主
に
は
な
ら
な
い
。

こ
の
説
法
主
の
ち
が
い
に
は
、
後
述
の
通
り
、
大
き
な
意
味
が
あ
る
。 

 

然
る
に
、「
一
、」
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
イ
ン
ド
人
ほ
か
の
学
匠
に
よ
る
チ
ベ
ッ
ト
訳
の
『
般
若
心
経
』
註
釈
が
言
う
「
心
髄
」
を
あ
た
か
も

傍
証
の
如
く
し
て
、
さ
か
ん
に
「
般
若
心
経
」
は
『
十
万
頌
般
若
』
の
「
核
心
」「
心
髄
」
で
あ
り
「
綱
要
」「
エ
ッ
セ
ン
ス
」
だ
と
公
言
し
て



は
ば
か
ら
な
い
一
級
の
「
般
若
経
」
研
究
者
に
、
羅
什
は
な
ぜ
「
フ
リ
ダ
ヤ

h
3d

ay
a

」
を
「
大
明
咒
」
と
訳
し
た
の
か
、
あ
ん
な
に
わ
ず
か
な

「
般
若
波
羅
蜜
多
」
し
か
説
か
な
い
『
般
若
心
経
』
が
「
綱
要
」
と
し
て
イ
ン
ド
大
乗
の
中
後
期
に
な
ぜ
必
要
だ
っ
た
の
か
、
お
聞
き
し
た
い
。 

も
し
、
イ
ン
ド
大
乗
の
中
後
期
に
、「
知
性
の
劣
っ
た
会
衆
の
た
め
」
に
、
増
広
本
類
「
般
若
経
」
の
「
心
髄
」
の
必
要
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

「
般
若
波
羅
蜜
多
」
の
否
定
の
哲
学
を
説
く
「
綱
要
」
で
は
な
く
、「
般
若
波
羅
蜜
多
咒
」、
す
な
わ
ち
「
般
若
波
羅
蜜
多
の
心
真
言
」
で
あ
る
。

こ
の
「
心
真
言
」
に
は
、「
般
若
母
」「
仏
母
」
マ
ー
ヤ
ー
へ
の
母
神
信
仰
も
あ
り
、「
知
性
の
劣
っ
た
会
衆
」
に
は
有
効
だ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を

チ
ベ
ッ
ト
訳
の
註
釈
者
は
タ
イ
ト
ル
で
「B

h
ag

av
at]

」
と
言
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『
般
若
心
経
』
は
、
増
広
本
類
「
般
若
経
」
の
「
綱
要
」

経
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
大
乗
が
「
必
有
仏
性
」「
如
来
蔵
」「
本
有
菩
提
心
」
と
い
っ
た
「
本
覚
」
思
想
や
「
諸
法
実
相
」
な
ど

と
と
も
に
、「
空
」
観
の
現
実
否
定
よ
り
も
世
間
利
益
・
衆
生
済
度
の
現
実
肯
定
（
世
俗
化
）
に
傾
く
時
代
、
同
時
に
、
真
言
・
陀
羅
尼
を
説
く

密
教
経
典
が
登
場
し
た
時
代
、「
空
」観
に
よ
る
現
実
否
定
か
ら
脱
し
、中
観
派
は
言
語（
仮
名
）と
い
う「
仮
設
」（p

raj̀
ap

ti

）の「
世
俗（v

y
av

ah
qra

）

諦
」
を
説
く
時
代
、
マ
ン
ト
ラ
（
如
義
語
）
が
世
間
利
益
に
有
効
性
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
時
代
、
そ
う
い
う
時
代
に
世
間
利
益
・
現
実
肯
定

の
マ
ン
ト
ラ
を
説
く
『
般
若
心
経
』
が
編
纂
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

以
上
が
、
私
の
考
え
る
『
般
若
心
経
』（
玄
奘
訳
）
の
諸
問
題
で
あ
る
。 

 

宗
学
の
専
門
家
で
も
な
い
私
が
宗
祖
大
師
の
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
に
関
心
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ふ
と
し
た
き
っ
か
け
か
ら
だ
っ
た
。

ふ
と
し
た
き
っ
か
け
と
は
、
宗
祖
大
師
に
は
顕
密
経
典
の
「
開
題
」（
＝
解
題
、
文
献
の
略
解
説
・
手
引
）
が
多
い
の
に
、『
般
若
心
経
』
だ
け

は
「
開
題
」
で
は
な
く
「
秘
鍵
」
と
ま
で
名
づ
け
た
註
釈
で
、
そ
こ
に
何
か
特
別
な
事
情
・
意
図
を
感
じ
た
こ
と
で
あ
る
。「
開
題
」
と
言
え
ば
、

「
大
日
経
開
題
」「
金
剛
頂
経
開
題
」「
教
王
経
開
題
」「
理
趣
経
開
題
」「
仁
王
経
開
題
」「
法
華
経
開
題
」「
金
剛
般
若
経
開
題
」「
梵
網
経
開
題
」

「
最
勝
王
経
開
題
」
な
ど
、
顕
密
両
教
の
重
要
な
経
典
が
並
ん
で
い
る
だ
け
に
、
そ
れ
ら
を
越
え
る
か
の
よ
う
な
『
般
若
心
経
』
の
特
別
扱
い

を
感
じ
た
の
で
あ
る
。 

加
え
て
私
に
は
、『
般
若
心
経
秘
鍵
』
に
お
け
る
宗
祖
大
師
の
独
特
な
密
教
的
『
般
若
心
経
』
解
釈
を
、
宗
学
の
独
善
だ
と
し
て
こ
れ
を
長
く

異
端
視
し
て
き
た
仏
教
学
界
に
強
い
不
満
が
あ
り
、
長
い
間
ホ
ゾ
を
か
む
思
い
で
い
た
と
こ
ろ
、
近
年
そ
れ
に
変
化
が
起
き
、『
般
若
心
経
』
の



「
核
心
」「
心
髄
」
は
、
最
後
に
「
掲
帝 

掲
帝
～
」
と
い
う
「
般
若
波
羅
蜜
多
咒
」、
す
な
わ
ち
「
仏
母
」「
般
若
母
」
マ
ー
ヤ
ー
の
「
真
言
」

を
世
間
利
益
・
衆
生
済
度
の
方
便
と
し
て
説
く
と
こ
ろ
に
あ
り
、「
無
」（
大
乗
「
空
」
観
）
の
連
発
に
よ
る
初
期
仏
教
の
否
定
は
そ
の
前
提
と

見
る
、
私
の
よ
う
な
解
釈
に
も
光
明
が
差
し
て
き
た
。
こ
の
光
明
に
つ
い
て
は
あ
と
で
ふ
れ
る
が
、
そ
れ
が
こ
の
た
び
私
が
『
般
若
心
経
秘
鍵
』

を
腰
を
据
え
て
読
む
気
に
な
っ
た
も
う
一
つ
の
理
由
で
あ
る
。 

 

付
け
加
え
れ
ば
、『
般
若
心
経 

金
剛
般
若
経
』（
前
掲
）
を
は
じ
め
、
著
名
な
仏
教
学
者
・
仏
教
者
か
ら
仏
教
著
述
家
・
識
者
に
至
る
ま
で
、

出
版
物
と
い
う
出
版
物
は
、「
無
」
の
連
発
に
よ
る
「
空
」
観
ば
か
り
を
強
調
し
、
後
段
の
「
大
神
呪
～
無
等
等
呪
」「
般
若
波
羅
蜜
多
呪
」
や

「
羯
諦 

掲
帝
～
」
を
秘
密
の
「
呪
文
」
程
度
に
し
か
扱
わ
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
に
共
通
し
て
い
た
の
は
、『
般
若
心
経
』
の
「
心
（h

3d
ay

a

）」

を
「
枢
要
」「
精
髄
」「
核
心
」「
心
髄
」「
要
略
」「
綱
要
」「
エ
ッ
セ
ン
ス
」
な
ど
と
言
っ
て
い
る
こ
と
だ
っ
た
。 

そ
の
意
味
に
お
い
て
、『
般
若
心
経 
金
剛
般
若
経
』（
前
掲
）
は
、
豊
富
な
註
記
に
学
ぶ
べ
き
も
の
が
多
々
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
悪
し
き

典
拠
と
な
っ
た
。
こ
の
仏
教
学
の
大
御
所
の
文
庫
本
が
、
後
の
『
般
若
心
経
』
研
究
や
関
連
出
版
物
に
与
え
た
影
響
は
大
き
く
、
そ
れ
を
受
け

売
り
し
て
「
か
た
よ
ら
な
い
心
、
こ
だ
わ
ら
な
い
心
、
と
ら
わ
れ
な
い
心
、
ひ
ろ
く
ひ
ろ
く
、
も
っ
と
ひ
ろ
く
」
だ
と
か
、「
生
き
方
を
学
ぶ
」

「
生
き
る
智
慧
を
学
ぶ
」「
人
生
を
生
き
や
す
く
す
る
た
め
の
智
慧
」「
生
き
方
の
ヒ
ン
ト
」「
こ
だ
わ
り
を
捨
て
る
」「
の
ん
び
り
、
ゆ
っ
た
り
、

ほ
ど
ほ
ど
に
」「
が
ん
ば
ら
な
い
菩
薩
の
す
す
め
」
だ
と
か
、「
す
べ
て
の
悩
み
が
小
さ
く
見
え
て
く
る
」
だ
と
か
、「
心
の
大
そ
う
じ
」
だ
と
か
、

「
生
き
て
死
ぬ
智
慧
」
だ
と
か
、
見
当
ち
が
い
の
チ
ャ
ッ
チ
が
つ
け
ら
れ
た
マ
ユ
ツ
バ
出
版
物
ま
で
が
書
店
の
店
頭
を
に
ぎ
わ
せ
た
。 

 

こ
の
マ
ユ
ツ
バ
『
般
若
心
経
』
の
独
り
歩
き
状
態
に
一
石
を
投
じ
た
の
が
、
宮
坂
宥
洪
師
（
前
述
）
の
「
般
若
心
経
入
門
」（『
大
法
輪
』）
と

『
真
釈 

般
若
心
経
』（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
）
だ
っ
た
。
折
か
ら
大
学
の
大
先
輩
の
福
井
文
雅
博
士
（
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
・
天
台
宗
勧
学
）

の
ご
労
作
『
般
若
心
経
の
歴
史
的
研
究
』『
般
若
心
経
の
総
合
的
研
究
ー
歴
史
・
社
会
・
資
料
ー
』（
春
秋
社
）
が
世
に
出
て
、
一
級
の
学
術
上

で
も
「
空
」
の
否
定
哲
学
一
辺
倒
の
『
般
若
心
経
』
解
釈
と
は
異
な
る
光
明
が
差
し
込
ん
だ
。 

福
井
先
生
に
よ
れ
ば
、『
般
若
心
経
』
は
、
唐
代
ま
で
は
「
咒
」「
真
言
」
に
よ
る
世
間
利
益
・
衆
生
済
度
を
説
く
呪
術
経
典
と
し
て
尊
ば
れ
、

宋
・
明
代
に
な
っ
て
「
空
」
に
よ
る
否
定
の
哲
学
を
説
く
経
典
と
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
の
こ
と
。
な
ら
ば
、
宗
祖
大
師
が
不
空
・



恵
果
の
両
部
密
教
を
青
龍
寺
で
受
法
し
、
般
若
三
蔵
訳
の
『
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
』
を
醴
泉
寺
で
学
ん
だ
で
あ
ろ
う
唐
代
の
後
期
、
都
長
安
の

仏
教
界
に
お
い
て
『
般
若
心
経
』
は
密
呪
経
典
だ
っ
た
。 

す
な
わ
ち
宗
祖
大
師
は
、
長
安
で
は
当
た
り
前
だ
っ
た
『
般
若
心
経
』
の
解
釈
を
、
当
然
の
如
く
し
た
ま
で
と
い
う
こ
と
が
言
え
て
く
る
。

そ
し
て
お
そ
ら
く
、
宋
の
時
代
に
な
る
と
、
禅
宗
の
大
き
な
発
展
の
な
か
で
、
禅
宗
が
伝
統
的
に
重
ん
じ
る
『
金
剛
般
若
経
』
の
「
即
非
」
と

と
も
に
『
般
若
心
経
』
の
「
無
」
の
連
続
に
よ
る
否
定
の
「
空
」
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。
宗
祖
大
師
は
唐
代
の
人
で
宋
・

明
代
を
知
ら
な
い
。
従
っ
て
、
宗
祖
大
師
の
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
は
宗
学
の
独
善
で
も
何
で
も
な
く
、
宗
祖
大
師
の
時
代
と
し
て
は
当
然
の
も

の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

時
に
、
私
た
ち
が
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
『
般
若
心
経
』
は
、
周
知
の
通
り
、
字
数
に
し
て
三
〇
〇
字
に
満
た
な
い
簡
略
な
経
典
で
あ
る
が
、

古
来
、
イ
ン
ド
の
ほ
か
大
乗
仏
教
が
伝
え
ら
れ
た
中
国
・
チ
ベ
ッ
ト
・
日
本
に
お
い
て
最
も
流
布
し
た
仏
典
で
あ
る
。「
小
本
」
と
「
大
本
」
の

二
種
あ
る
が
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
の
ほ
か
に
漢
訳
・
チ
ベ
ッ
ト
訳
・
モ
ン
ゴ
ル
語
訳
な
ど
の
類
本
が
あ
り
、
注
釈
書
も
数
々
あ
る
。 

 

私
の
知
る
限
り
を
挙
げ
れ
ば
、 

 

■
小
本 

 
 

１
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本 

①
『T

h
e P

raj`
qp

qram
itq-h

3d
ay

a S
[
tra

』（E
d
w

a
rd

 C
o
n

ze
、『J

ou
rn

a
l o

f th
e R

oy
a
l A

sia
tic S

o
ciety

』1
9
4
8

）。 

②
『
般
若
心
経 

金
剛
般
若
経
』（
中
村
元
・
紀
野
一
義
、
岩
波
文
庫
）
所
収
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
。
原
本
の
法
隆
寺
貝
葉
梵
本
ほ
か
、 

諸
写
本
の
独
自
校
訂
本
。 

③
「
梵
文
『
小
本
・
般
若
心
経
』
和
訳
」（
原
田
和
宗
、『
密
教
文
化
』
二
〇
〇
二
巻
・
二
〇
九
号
）。 

④
「
校
訂
梵
文
般
若
心
経
」（
鈴
木
勇
夫
、『
椙
山
女
学
園
大
学
研
究
論
集
』
第
十
一-

一
） 

２
漢
訳 



 
 
 

①
鳩
摩
羅
什
訳
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
大
明
呪
經
』。 

 
 
 

②
玄
奘
訳
『
般
若
波
羅
蜜
多
心
經
』。 

  

■
大
本 

 
 

１
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
（
イ
ン
ド
・
中
国
・
チ
ベ
ッ
ト
に
現
存
せ
ず
、
奇
跡
的
に
わ
が
国
長
谷
寺
に
伝
わ
る
貝
葉
本
の
み
）。 

①
『
般
若
心
経 
金
剛
般
若
経
』（
中
村
元
・
紀
野
一
義
、
岩
波
文
庫
）
所
収
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
。
原
本
の
長
谷
寺
貝
葉
本
の
ほ
か 

マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ー
ラ
ー
の
校
訂
・
チ
ベ
ッ
ト
訳
・「
小
本
」
の
異
本
等
を
参
照
し
た
独
自
の
校
訂
本
。 

 
 
 

②
「『
般
若
心
経
』
の
ネ
パ
ー
ル
写
本
」（
鈴
木
広
隆
、『
印
度
哲
学
仏
教
学
』
第
十
号
）。 

 
 
 

③
『
般
若
心
経
ー
テ
ク
ス
ト
・
思
想
・
文
化
ー
』（
渡
辺
章
悟
、
大
法
輪
閣
）。 

２
漢
訳 

 
 
 

①
法
月
訳
『
普
遍
智
藏
般
若
波
羅
蜜
多
心
經
』。 

 
 
 

②
般
若
・
利
言
共
訳
『
般
若
波
羅
蜜
多
心
經
』。 

 
 
 

③
智
慧
輪
訳
『
般
若
波
羅
蜜
多
心
經
』。 

 
 
 

④
法
成
訳
『
般
若
波
羅
蜜
多
心
經
』（
燉
煌
石
室
本
）。 

 
 

⑤
施
護
訳
『
佛
説
聖
佛
母
般
若
波
羅
蜜
多
經
』。 

 

こ
の
ほ
か
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
に
、 

①
『
梵
唐
対
訳
般
若
心
経
』、
最
澄
・
円
仁
の
将
来
（
九
世
紀
）。 

②
『
梵
語
心
経
』（
大
本
）、
恵
運
の
将
来
（
九
世
紀
）。 

③
『
梵
文
般
若
波
羅
蜜
多
心
經
』（
小
本
）（
音
訳
・
漢
訳
）、
不
空
訳
（
唐
代
）。 

④
『
梵
文
般
若
波
羅
蜜
多
心
經
』（
小
本
）（
音
訳
）、
慈
賢
訳
（
宋
代
）。 

⑤
『
畧
梵
語
心
経
』、
蘭
渓
道
隆
が
将
来
（
十
三
世
紀
）。 



が
知
ら
れ
る
が
①
②
⑤
は
現
存
し
な
い
。
③
④
は
福
井
文
雅
博
士
の
『
般
若
心
経
の
歴
史
的
研
究
』『
般
若
心
経
の
総
合
的
研
究
ー
歴
史
・
社
会
・

資
料
ー
』
に
見
え
る
。 

漢
訳
に
、 

①
支
謙
訳
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
咒
經
』（
二
二
三
年
）（
ま
た
は
「
摩
訶
」
な
し
）、
円
照
『
貞
元
新
定
釈
教
目
録
』。 

②
菩
提
流
志
訳
『
般
若
波
羅
蜜
那
經
』（
六
九
三
年
）（
ま
た
は
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』）、
智
昇
『
開
元
釈
教
録
』、
円
照
『
貞
元
新
定
釈 

教
目
録
』。 

③
実
叉
難
陀
訳
『
摩
訶
般
若
隨
心
經
』（
七
〇
〇
年
）。 

④
義
浄
訳
『
佛
説
般
若
波
羅
蜜
多
心
經
』（
七
〇
〇
年
）。 

が
言
わ
れ
る
が
、
①
②
③
は
現
存
し
な
い
。
④
は
玄
奘
訳
に
酷
似
し
て
い
る
と
い
う
。 

チ
ベ
ッ
ト
訳
に
、「
大
本
」
の
み
大
蔵
経
に
見
え
る
が
、
敦
煌
か
ら
は
「
小
本
」
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
写
本
が
出
土
し
て
い
る
。 

①『(’P
h
ag

s p
a ) b

co
m

 ld
an

 ’d
as m

a 1es rab
 k

y
i p

h
a ro

l tu
 p

h
y
in

 p
a’i sn

y
in

g
 p

o

』（
北
京
版NO.160

、ヴ
ィ
マ
ラ
・
ミ
ト
ラ（V

im
ala-m

itra

）

と
訳
経
官
比
丘
リ
ン
・
チ
ェ
ン
・
デ
の
共
訳
『（Q

ry
a

）B
h
ag

av
at]-p

raj`
qp

qram
itq-h

3d
ay

a

』）。 

 

註
釈
も
古
来
イ
ン
ド
・
中
国
・
チ
ベ
ッ
ト
・
日
本
に
お
い
て
数
多
く
試
み
ら
れ
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は 

○
『
西
藏
文
般
若
心
經
註
釋
集
』（
榛
葉
元
水
、
相
模
書
房
） 

○
『
般
若
心
経 

金
剛
般
若
経
』（
中
村
元
・
紀
野
一
義
、
岩
波
文
庫
） 

○
『
現
代
語
訳 

般
若
心
経
秘
鍵
』（
福
田
亮
成
、
ノ
ン
ブ
ル
社
） 

○
『
訳
注 

般
若
心
経
秘
鍵
』（
松
長
有
慶
、
春
秋
社
） 

○
『
般
若
心
経
註
釈
集
成 

イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
編
』（
渡
辺
章
悟
・
高
橋
尚
夫
編
、
起
心
書
房
） 

な
ど
に
詳
し
く
、『
昭
和
法
宝
総
目
録
』（
高
楠
順
次
郎
・
渡
辺
海
旭
監
修
、
小
野
玄
妙
編
、
大
蔵
出
版
）
に
よ
る
と
（
巻
一
）、
中
国
に
お
け
る

註
釈
が
七
十
七
部
、
日
本
で
は
四
十
五
部
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
『
般
若
心
経 
金
剛
般
若
経
』）。 

日
本
の
も
の
で
は
、
元
興
寺
智
光
の
『
般
若
心
經
述
義
』
が
最
も
古
く
、
伝
教
大
師
最
澄
に
は
『
摩
訶
般
若
心
經
釋
』
が
、
宗
祖
大
師
に
は



こ
の
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
が
あ
る
。
蛇
足
な
が
ら
、
興
教
大
師
覚
鑁
は
宗
祖
大
師
の
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
を
註
釈
し
て
『
般
若
心
経
秘
鍵
略
註
』

を
、
仁
和
寺
済
暹
は
『
般
若
心
経
秘
鍵
開
門
訣
』
を
著
し
て
い
る
。 

 

こ
の
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
を
読
む
に
当
り
、
原
文
は
「
大
正
新
脩
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
版
（
大
正

NO.2203A

）
を
依
用
し
た
。

さ
ら
に
「
電
子
版 

定
本
弘
法
大
師
全
集
」
第
三
巻
所
収
の
「
般
若
心
経
秘
鍵
」
を
参
照
し
た
。 

 

原
文
に
続
い
て
「
書
き
下
し
」
を
付
し
た
。「
書
き
下
し
」
に
当
っ
て
は
、
ほ
ぼ
『
電
子
版 

定
本
弘
法
大
師
全
集
』
に
従
っ
た
が
、
自
分
な
り

の
送
り
仮
名
を
用
い
た
箇
所
も
あ
る
。 

 

「
書
き
下
し
」
に
続
い
て
「
註
記
」
を
付
け
た
。
専
門
語
や
難
解
な
語
の
解
説
で
あ
る
。
で
き
る
だ
け
正
確
を
期
し
た
が
、
調
べ
尽
く
せ
な

い
も
の
や
長
く
な
る
の
で
簡
略
に
し
た
も
の
も
あ
る
。
ご
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 

「
註
記
」
の
あ
と
に
「
私
訳
」
を
付
け
た
。
私
な
り
の
現
代
語
訳
で
あ
る
。
現
代
語
訳
に
当
っ
て
は
で
る
だ
け
原
文
に
忠
実
な
こ
と
を
心
が

け
、
時
々
お
導
き
い
た
だ
い
て
い
る
松
長
有
慶
博
士
（
元
高
野
山
真
言
宗
管
長
・
総
本
山
金
剛
峯
寺
座
主
、
元
高
野
山
大
学
学
長
、
補
陀
落
院

住
職
）
の
『
訳
注 

般
若
心
経
秘
鍵
』
や
、
本
宗
の
碩
学
で
大
先
輩
の
福
田
亮
成
博
士
（
大
正
大
学
名
誉
教
授
、
東
京
東
上
野
成
就
院
住
職
）
の

『
現
代
語
訳 

般
若
心
経
秘
鍵
』
や
、
同
じ
本
宗
の
碩
学
で
旧
友
（
大
学
の
同
級
生
）
松
本
照
敬
博
士
（
元
大
東
文
化
大
学
教
授
・
成
田
山
仏
教

研
究
所
所
長
）
の
「
般
若
心
経
秘
鍵
」（『
弘
法
大
師 

空
海
全
集
』
第
二
巻
所
収
）
を
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

 

加
う
る
に
、
こ
の
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
を
書
く
際
、
宗
祖
大
師
は
漢
訳
の
ど
の
『
般
若
心
経
』
を
見
て
い
た
か
、
古
来
、
羅
什
訳
・
玄
奘
訳

両
論
あ
り
、
伝
統
教
学
の
世
界
で
は
私
の
知
る
限
り
決
着
を
見
て
い
な
い
。
私
は
、
真
言
宗
豊
山
派
の
碩
学
大
沢
聖
寛
博
士
（
東
京
阿
佐
ヶ
谷

世
尊
院
住
職
、
親
戚
筋
）
の
『
空
海
思
想
の
研
究
』（
山
喜
房
仏
書
林
）
や
「『
般
若
心
経
秘
鍵
』
の
未
決
の
問
題
」（『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』

第
五
十
六
巻
第
二
号
）
に
多
く
を
教
え
ら
れ
た
。
私
見
は
「
あ
と
が
き
」
で
述
べ
る
。 

ま
た
、
大
沢
博
士
と
と
も
に
親
戚
筋
の
碩
学
高
橋
尚
夫
師
か
ら
拝
領
し
た
『
般
若
心
経
註
釈
集
成
〈
イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
編
〉』（
渡
辺
章
悟
・

高
橋
尚
夫
編
、
起
心
書
房
）
に
も
学
ぶ
も
の
が
多
く
あ
っ
た
。
真
摯
な
第
一
級
の
学
術
書
で
あ
る
こ
と
を
充
分
に
認
め
つ
つ
で
あ
る
が
、
失
礼



に
も
「
フ
リ
ダ
ヤh

3d
ay

a

」
等
に
つ
い
て
思
う
と
こ
ろ
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
お
詫
び
旁
学
恩
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。 

 
最
後
に
、『
般
若
心
経 

金
剛
般
若
経
』（
中
村
元 

紀
野
一
義
、
岩
波
文
庫
）
に
は
、『
般
若
心
経
』（「
小
本
」「
大
本
」）
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

原
文
（
校
訂
文
）
で
多
く
の
学
恩
に
浴
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
イ
ン
ド
学
仏
教
学
界
の
大
御
所
の
現
代
語
訳
や
註
記
に
異
を
唱
え
る
こ
と

し
ば
し
ば
で
、
失
礼
か
つ
恐
れ
多
い
こ
と
で
あ
る
。
何
卒
、
極
楽
浄
土
で
苦
笑
し
ご
海
容
い
た
だ
き
た
い
。 

 

最
近
の
仏
教
学
界
や
宗
祖
大
師
の
伝
統
教
学
に
う
と
い
私
な
り
に
先
学
の
研
究
論
文
も
で
き
る
だ
け
探
し
出
し
、
そ
れ
に
も
目
を
通
し
た
。

多
く
の
学
恩
に
感
謝
し
て
い
る
。
誤
字
・
誤
記
に
は
ご
容
赦
い
た
だ
き
た
い
。 

              



■
『
般
若
心
経
』（「
小
本
」）
梵
漢
対
照
私
訳 

『
般
若
心
経
秘
鍵
』
を
読
む
に
あ
た
っ
て
、
参
考
ま
で
に
、
鳩
摩
羅
什
訳
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
大
明
呪
經
』（
大
正
大
蔵
経
第
八
巻
、N

o.2
5
0

）

と
、
玄
奘
訳
『
般
若
波
羅
蜜
多
心
經
』（
大
正
大
蔵
経
第
八
巻
、N

o.2
5
1

）
と
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
文
（『
般
若
心
経
』
中
村
元
・
紀
野
一
義
、

岩
波
文
庫
、
諸
写
本
の
校
訂
）（
い
ず
れ
も
「
小
本
」）
に
私
訳
を
付
け
た
も
の
を
載
せ
て
お
く
。 

 

●
羅
什
訳 

【
原
文
】 

觀
世
音
菩
薩
。
行
深
般
若
波
羅
蜜
時
。
照
見
五
陰
空
。
度
一
切
苦
厄
。 

【
書
き
下
し
】 

觀
世
音
菩
薩
は
、
深
般
若
波
羅
蜜
を
行
じ
て
い
た
時
、
五
陰
は
空
で
あ
る
と
照
見
し
、
一
切
の
苦
厄
を
度
し
た
。 

●
玄
奘
訳 

【
原
文
】 

觀
自
在
菩
薩
。
行
深
般
若
波
羅
蜜
多
時
。
照
見
五
蘊
皆
空
。
度
一
切
苦
厄
。 

【
書
き
下
し
】 

觀
自
在
菩
薩
は
、
深
般
若
波
羅
蜜
多
を
行
じ
て
い
た
時
、
五
蘊
は
皆
空
で
あ
る
と
照
見
し
、
一
切
の
苦
厄
を
度
し
た
。 

●
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本 

【
原
文
】 

N
am

as sarv
a-j`

qy
a.qry

a-av
alo

k
ite1v

aro
 b

o
d
h
isattv

o
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q/
 cary

q/
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o
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k
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ati sm
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p
a`

ca-sk
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d
h
qs tq/

1 ca sv
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h
qv

a-1[
n
y
qn

 p
a1y

ati sm
a.  

【
私
訳
】 

一
切
智
者
（
釈
尊
・
世
尊
）
に
頂
礼
し
た
て
ま
つ
る
。
深
い
（
観
想
に
お
い
て
現
前
す
る
）
サ
ト
リ
に
到
達
し
た
直
観
智
（
の
境
地
）
に
お
い



て
、（
大
乗
の
菩
薩
と
し
て
）（
世
間
の
衆
生
・
凡
夫
を
彼
岸
に
導
く
大
悲
方
便
の
菩
薩
）
行
を
行
じ
て
い
る
尊
き
観
自
在
菩
薩
は
、
（
よ
く
よ
く

世
間
の
凡
夫
・
衆
生
を
）
観
察
し
た
。
そ
し
て
（
例
え
ば
、
私
の
身
体
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
）
五
つ
の
（
も
の
の
）
集
ま
り
（
五
蘊
）
は
、
そ

れ
ら
は
本
性
（
自
性
）
が
空
で
あ
る
と
見
抜
い
た
。 

 

●
羅
什
訳 

【
原
文
】 

舍
利
弗
。
色
空
故
無
惱
壞
相
。
受
空
故
無
受
相
。
想
空
故
無
知
相
。
行
空
故
無
作
相
。
識
空
故
無
覺
相
。
何
以
故
。
舍
利
弗
。
非
色
異
空
。
非

空
異
色
。
色
即
是
空
。
空
即
是
色
。
受
想
行
識
亦
如
是
。 

【
書
き
下
し
】 

舍
利
弗
よ
、
色
は
空
の
故
に
惱
壞
の
相
無
く
、
受
は
空
の
故
に
受
の
相
無
く
、
想
は
空
の
故
に
知
の
相
無
く
、
行
は
空
の
故
に
作
の
相
無
く
、

識
は
空
の
故
に
覺
の
相
無
し
。
何
を
以
て
の
故
に
。
舍
利
弗
よ
、
色
に
非
ず
空
に
異
な
ら
ず
、
空
に
非
ず
色
に
異
な
ら
ず
、
色
は
即
ち
是
れ
空
、

空
は
即
ち
是
れ
色
な
り
。
受
想
行
識
も
亦
た
是
く
の
如
し
。 

●
玄
奘
訳 

【
原
文
】 

舍
利
子
。
色
不
異
空
。
空
不
異
色
。
色
即
是
空
。
空
即
是
色
。
受
想
行
識
亦
復
如
是
。 

【
書
き
下
し
】 

舍
利
子
よ
、
色
は
空
に
異
な
ら
ず
、
空
は
色
に
異
な
ら
ず
。
色
は
即
ち
是
れ
空
、
空
は
即
ち
是
れ
色
な
り
。
受
想
行
識
も
亦
復
た
是
く
の
如
し
。 

●
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
： 

【
原
文
】 
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u
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p
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n
y
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n
y
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n
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【
私
訳
】 



然
る
に
、
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
よ
、
（
例
え
ば
、
私
の
身
体
の
）
物
質
的
な
も
の
（
肉
体
）
は
空
性
で
あ
り
、
空
性
だ
か
ら
こ
そ
物
質
的
な
も
の

（
肉
体
）
で
あ
る
。
物
質
的
な
も
の
（
肉
体
）
か
ら
離
れ
て
空
性
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
空
性
か
ら
離
れ
て
物
質
的
な
も
の
（
肉
体
）
が
あ
る

の
で
は
な
い
。
物
質
的
な
も
の
（
肉
体
）
、
そ
れ
が
空
性
で
あ
り
、
空
性
と
い
う
も
の
、
そ
れ
が
物
質
的
な
も
の
（
肉
体
）
で
あ
る
。
同
様
に
、

（
私
の
身
体
の
精
神
的
な
は
た
ら
き
で
あ
る
）
感
受
作
用
（
受
）
も
思
惟
（
想
）
も
潜
在
意
識
（
行
）
も
識
別
（
識
）
も
（
そ
う
で
あ
る
）
。 

 

●
羅
什
訳 

【
原
文
】 

舍
利
弗
。
是
諸
法
空
相
。
不
生
不
滅
。
不
垢
不
淨
。
不
増
不
減
。
是
空
法
。
非
過
去
非
未
來
非
現
在
。
是
故
空
中
。
無
色
無
受
想
行
識
。
無
眼

耳
鼻
舌
身
意
。
無
色
聲
香
味
觸
法
。
無
眼
界
乃
至
無
意
識
界
。
無
無
明
亦
無
無
明
盡
。
乃
至
無
老
死
無
老
死
盡
。
無
苦
集
滅
道
。
無
智
亦
無
得
。

以
無
所
得
故
。 

【
書
き
下
し
】 

舍
利
弗
よ
、
是
れ
諸
法
は
空
相
な
り
。
不
生
に
し
て
不
滅
、
不
垢
に
し
て
不
淨
、
不
増
に
し
て
不
減
な
り
。
是
れ
空
の
法
な
り
。
過
去
に
非
ず

未
來
に
非
ず
現
在
に
非
ず
。
是
の
故
に
空
の
中
に
、
色
も
無
く
受
も
想
も
行
も
識
も
無
く
、
眼
も
耳
も
鼻
も
舌
も
身
も
意
も
無
く
、
色
も
聲
も

香
も
味
も
觸
も
法
も
無
く
、
眼
界
も
無
く
乃
至
意
識
界
も
無
く
、
無
明
も
無
く
亦
た
無
明
の
盡
き
る
こ
と
も
無
く
、
乃
至
老
死
も
無
く
老
死
の

盡
き
る
こ
と
も
無
く
、
苦
も
集
も
滅
も
道
も
無
く
、
智
も
無
く
亦
た
得
も
無
し
。 

●
玄
奘
訳 

【
原
文
】 

舍
利
子
。
是
諸
法
空
相
。
不
生
不
滅
。
不
垢
不
淨
不
増
不
減
。
是
故
空
中
。
無
色
。
無
受
想
行
識
。
無
眼
耳
鼻
舌
身
意
。
無
色
聲
香
味
觸
法
。

無
眼
界
。
乃
至
無
意
識
界
。
無
無
明
。
亦
無
無
明
盡
。
乃
至
無
老
死
。
亦
無
老
死
盡
。
無
苦
集
滅
道
。
無
智
亦
無
得
。
以
無
所
得
故
。 

【
書
き
下
し
】 

舍
利
子
よ
、
是
れ
諸
法
は
空
相
な
り
。
不
生
に
し
て
不
滅
、
不
垢
に
し
て
不
淨
、
不
増
に
し
て
不
減
な
り
。
是
の
故
に
空
の
中
に
は
、
色
も
無

く
受
も
想
も
行
も
識
も
無
く
、
眼
も
耳
も
鼻
も
舌
も
身
も
意
も
無
く
、
色
も
聲
も
香
も
味
も
觸
も
法
も
無
く
、
眼
界
も
無
く
乃
至
意
識
界
も
無



く
、
無
明
も
無
く
亦
た
無
明
の
盡
き
る
こ
と
も
無
く
、
乃
至
老
死
も
無
く
亦
た
老
死
の
盡
き
る
こ
と
も
無
く
、
苦
も
集
も
滅
も
道
も
無
く
、
智

も
無
く
得
る
こ
と
も
無
し
。 

●
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本 

【
原
文
】 
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【
私
訳
】 

然
る
に
、
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
よ
、
一
切
の
法
（
存
在
す
る
も
の
の
属
性
）
は
空
性
を
特
色
（
相
）
と
し
て
い
る
。
生
じ
る
の
で
も
な
く
（
不
生
）
、

滅
す
る
の
で
も
な
く
（
不
滅
）
、
垢
れ
て
い
る
の
で
も
な
く
（
不
垢
）
、
垢
れ
な
き
も
の
で
も
な
く
（
不
浄
）
、
減
る
の
で
も
な
く
（
不
減
）
、

満
ち
る
の
で
も
な
い
（
不
増
）
。
そ
の
故
に
、
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
よ
、
空
性
に
お
い
て
は
（
私
の
身
体
の
）
物
質
的
な
も
の
（
肉
体
）
も
な
く
、

（
精
神
的
な
）
感
受
作
用
（
受
）
も
な
く
、
思
惟
（
想
）
も
な
く
、
潜
在
意
識
（
行
）
も
な
く
、
識
別
（
識
）
も
な
い
。
（
だ
か
ら
六
根
の
）

眼
も
耳
も
鼻
も
舌
も
身
体
も
意
（
こ
こ
ろ
）
も
な
く
、
（
六
境
の
）
色
や
形
も
声
も
香
り
も
味
も
触
れ
ら
れ
る
べ
き
も
の
（
触
）
も
意
識
対
象

（
法
）
も
な
く
、
（
六
識
の
）
眼
が
認
識
す
る
世
界
（
眼
界
）
も
な
く
、
意
（
こ
こ
ろ
）
が
知
覚
す
る
世
界
（
意
識
界
）
に
至
る
ま
で
な
い
。

（
ま
た
、
十
二
因
縁
の
）
明
知
（
明
）
も
な
く
、
明
知
の
な
い
こ
と
（
無
明
）
も
な
く
、
明
知
（
明
）
が
滅
す
る
こ
と
も
な
く
、
明
知
の
な
い

こ
と
（
無
明
）
が
滅
す
る
こ
と
も
な
い
。
老
い
る
こ
と
（
老
）
も
死
ぬ
こ
と
（
死
）
も
な
く
、
老
い
る
こ
と
（
老
）
や
死
ぬ
こ
と
（
死
）
が
滅

す
る
こ
と
も
な
い
、
に
至
る
ま
で
（
そ
う
な
の
で
あ
る
）
。
（
四
諦
の
）
苦
（
苦
諦
）
も
集
（
集
諦
）
も
滅
（
滅
諦
）
も
道
（
道
諦
）
も
な
く
、

一
切
智
（
般
若
、
智
）
も
な
く
、
そ
れ
を
得
る
こ
と
（
菩
提
、
得
）
も
な
い
。 

 

●
羅
什
訳 

【
原
文
】 



以
無
所
得
故
。
菩
薩
依
般
若
波
羅
蜜
故
。
心
無
罣
礙
。
無
罣
礙
故
無
有
恐
怖
。
離
一
切
顛
倒
夢
想
苦
惱
。
究
竟
涅
槃
。
三
世
諸
佛
依
般
若
波
羅

蜜
故
。
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。 

【
書
き
下
し
】 

得
る
所
無
き
を
以
て
の
故
に
、
菩
薩
は
般
若
波
羅
蜜
に
依
る
が
故
に
、
心
に
罣
礙
無
く
、
罣
礙
無
き
が
故
に
恐
怖
宥
る
こ
と
無
く
、
一
切
の
顛

倒
す
る
夢
想
・
苦
惱
を
離
れ
、
涅
槃
を
究
竟
す
。
三
世
の
諸
佛
も
般
若
波
羅
蜜
に
依
る
が
故
に
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
。 

●
玄
奘
訳 

【
原
文
】 

以
無
所
得
故
。
菩
提
薩
埵
。
依
般
若
波
羅
蜜
多
故
。
心
無
罣
礙
。
無
罣
礙
故
。
無
有
恐
怖
。
遠
離
顛
倒
夢
想
。
究
竟
涅
槃
。
三
世
諸
佛
。
依
般

若
波
羅
蜜
多
故
。
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。 

【
書
き
下
し
】 

得
る
所
無
き
を
以
て
の
故
に
、
菩
提
薩
埵
は
般
若
波
羅
蜜
多
に
依
る
が
故
に
、
心
に
罣
礙
無
く
、
罣
礙
無
き
が 

 

故
に
、
恐
怖
宥
る
こ
と
無

し
。
顛
倒
す
る
夢
想
を
遠
離
し
、
涅
槃
を
究
竟
す
。
三
世
の
諸
佛
も
、
般
若
波
羅
蜜
多
に
依
る
が
故
に
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
。 

●
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本 

【
原
文
】 
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【
私
訳
】 

こ
の
よ
う
に
、
（
一
切
智
を
）
得
る
こ
と
も
な
い
こ
と
か
ら
し
て
。
諸
菩
薩
は
（
観
想
に
お
い
て
現
前
す
る
）
サ
ト
リ
に
到
達
し
た
直
観
智
に

依
っ
て
（
心
の
覆
い
を
）
取
り
去
り
、
心
の
覆
い
の
な
い
も
の
（
無
罣
礙
）
と
な
る
。
心
の
覆
い
が
な
い
こ
と
（
無
罣
礙
）
か
ら
し
て
、
恐
怖

の
な
い
も
の
と
な
り
、
逆
さ
ま
の
考
え
（
顛
倒
）
を
超
越
し
た
も
の
と
な
り
、
寂
静
の
境
地
（
涅
槃
）
に
導
か
れ
た
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。

三
世
の
す
べ
て
の
仏
は
、
（
観
想
に
お
い
て
現
前
す
る
）
サ
ト
リ
に
到
達
し
た
直
観
智
に
依
り
、
無
上
の
正
等
覚
を
現
前
に
覚
っ
た
も
の
な
の



で
あ
る
。 

 

●
羅
什
訳
：  

【
原
文
】 

故
知
般
若
波
羅
蜜
、
是
大
明
呪
。
無
上
明
呪
。
無
等
等
明
呪
。
能
除
一
切
苦
眞
實
不
虚
故
説
般
若
波
羅
蜜
呪
即
説
呪
曰 

竭
帝
竭
帝 

波
羅
竭

帝 

波
羅
僧
竭
帝 
菩
提
僧
莎
呵 

摩
訶
般
若
波
羅
蜜
大
明
呪
經 

【
書
き
下
し
】 

故
に
知
る
べ
し
。
般
若
波
羅
蜜
は
、
是
れ
大
い
な
る
明
呪
な
り
、
無
上
の
明
呪
な
り
、
無
等
等
の
明
呪
な
り
。
能
く
一
切
の
苦
を
除
き
、
眞
實

に
し
て
虚
し
か
ら
ざ
る
が
故
に
、
般
若
波
羅
蜜
呪
を
説
く
。
即
ち
呪
を
説
い
て
曰
く
。
竭
帝 

竭
帝 

波
羅
竭
帝 

波
羅
僧
竭
帝 

菩
提 

僧
莎
呵
。

摩
訶
般
若
波
羅
蜜
大
明
呪
經
。 

●
玄
奘
訳
： 

【
原
文
】 

故
知
般
若
波
羅
蜜
多
。
是
大
神
咒
。
是
大
明
咒
、
是
無
上
咒
。
是
無
等
等
咒
。
能
除
一
切
苦
。
眞
實
不
虚
故
。
説
般
若
波
羅
蜜
多
咒 

即
説
咒

曰  

掲
帝 

掲
帝 

般
羅
掲
帝 

般
羅
僧
掲
帝 

菩
提
僧
莎
訶 

般
若
波
羅
蜜
多
心
經 

【
書
き
下
し
】 

故
に
知
る
べ
し
。
般
若
波
羅
蜜
多
は
、
是
れ
大
い
な
る
神
咒
な
り
、
是
れ
大
い
な
る
明
咒
な
り
。
是
れ
無
上
の
咒
な
り
。
是
れ
無
等
等
の
咒
な

り
。
能
く
一
切
苦
を
除
き
、
眞
實
に
し
て
虚
し
か
ら
ざ
る
が
故
に
、
般
若
波
羅
蜜
多
咒
を
説
く
。
即
ち
咒
を
説
い
て
曰
く
。
掲
帝 

掲
帝 

般
羅

掲
帝 

般
羅
僧
掲
帝 

菩
提 

僧
莎
訶
。
般
若
波
羅
蜜
多
心
經 

●
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
： 

【
原
文
】 
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【
私
訳
】 

こ
の
故
に
、
知
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。（
観
想
に
お
い
て
現
前
す
る
）
サ
ト
リ
に
到
達
し
た
直
観
智
は
、
偉
大
な
（
神
威
も
つ
）
真
言
で
あ
り
、

偉
大
な
（「
無
我
」「
無
執
著
」
の
）
明
知
あ
る
真
言
で
あ
り
、
無
上
の
（
三
藐
三
菩
提
を
生
む
）
真
言
で
あ
り
、
比
類
な
き
（
世
間
利
益
の
）

真
言
で
あ
り
、
一
切
の
苦
を
除
く
も
の
で
あ
る
と
。
真
実
は
偽
り
が
な
い
こ
と
か
ら
し
て
、（
深
い
観
想
に
お
い
て
現
前
す
る
）
サ
ト
リ
に
到
達

し
た
直
観
智
に
お
い
て
真
言
が
説
か
れ
た
。
す
な
わ
ち
、 

達
す
る
こ
と
よ
、
達
す
る
こ
と
よ
、
彼
岸
（
サ
ト
リ
）
に
到
達
す
る
こ
と
よ
、
み
な
共
に
彼
岸
（
サ
ト
リ
）
に
到
達
す
る
こ
と
よ
、 

サ
ト
リ
よ
、
成
就
あ
れ
。 

以
上
、（
観
想
に
お
い
て
現
前
す
る
）
サ
ト
リ
に
到
達
し
た
直
観
智
の
真
言
を
（
説
く
経
を
）
終
る
。 

 

※
羅
什
訳
の
経
題
「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
大
明
呪
」
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
玄
奘
訳
の
「
般
若
波
羅
蜜
多
心
」
の
「
心
（h

3d
ay

a

）
」
は
「
大
明
呪
」

で
あ
り
、
す
な
わ
ち
『
般
若
心
経
』
と
は
、
サ
ト
リ
の
智
慧
の
境
地
に
お
け
る
菩
薩
行
と
し
て
の
世
間
利
益
の
真
言
を
説
く
お
経
で
あ
る
。 

※
羅
什
訳
・
玄
奘
訳
・
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
そ
れ
ぞ
れ
、
末
尾
に
「
大
神
咒
～
無
等
等
咒
」
は
「
よ
く
一
切
の
苦
を
除
く
（
能
除
一
切
苦
）
」

「sarv
a-d

u
4
k
h
a-p

ra1am
an

a4

」
と
説
き
、
ま
た
羅
什
訳
・
玄
奘
訳
は
経
初
で
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
に
は
出
て
こ
な
い
「
度
一
切
苦
厄
」
を
説

く
。
こ
れ
は
羅
什
・
玄
奘
が
漢
訳
す
る
際
に
用
い
た
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
に
「
度
一
切
苦
厄
」
と
訳
す
べ
き
一
句
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
わ
せ

る
が
、
こ
れ
を
羅
什
・
玄
奘
が
玄
奘
が
意
図
し
て
挿
入
し
た
も
の
と
い
う
推
測
説
も
あ
る
。 

      



■
『
般
若
心
経
秘
鍵
』 

原
文
・
書
き
下
し
・
註
記
・
私
訳
・
付
記 

一
、
序
分 

【
原
文
】 

般
若
心
経
秘
鍵
幷
序 

【
書
き
下
し
】 

般
若
心
経
秘
鍵 

序
を
幷
せ
た
り 

【
私
訳
】 

般
若
心
経
の
深
秘
を
解
く
鍵
。 

【
付
記
】 

「
般
若
心
経
秘
鍵
」
の
読
み
方
に
古
来
二
種
あ
り
、
「
般
若
心
経
の
秘
の
鍵
（
般
若
心
経
の
秘
奥
を
解
く
鍵
）」（
古
義
系
）
と
「
般
若
心
経
の

秘
鍵
（
般
若
心
経
を
解
く
秘
密
の
鍵
）」（
新
義
系
）
で
あ
る
。
私
は
新
義
系
に
属
し
て
い
る
が
古
義
系
に
倣
い
「
般
若
心
経
の
深
秘
を
解
く
鍵
」

と
い
う
解
釈
の
方
が
宗
祖
大
師
ら
し
い
と
考
え
る
。 

 

１
帰
敬
序 

【
原
文
】 

文
殊
利
劍
絶
諸
戲 

覺
母
梵
文
調
御
師 

眞
言
爲
種
子 

含
藏
諸
教
陀
羅
尼 

【
書
き
下
し
】 

文
殊
の
利
劍
は
諸
戲

し
ょ
げ

を
絶
つ
。
覺
母

か
く
も

の
梵 ぼ

ん

文 も
ん

は
調
御

じ
ょ
う
ご

の
師
な
り
。

（
チ
ク
・
マ
ム
）
の
眞
言
を
種
子
と
爲
す
。
諸
教
を
含
藏
せ
る
陀
羅

尼
な
り
。 



【
註
記
】 

①
文
殊
利
劍
：
文
殊
菩
薩
が
右
手
に
持
つ
剣
。
衆
生
の
無
知
・
煩
悩
を
切
る
智
剣
。
仏
智
の
象
徴
。
文
殊
菩
薩
の
三
昧
耶
形
。 

②
諸
戲
：
諸
々
の
戯
論
。
我
執
に
染
ま
る
衆
生
レ
ベ
ル
の
考
え
方
。
空
に
は
遠
い
有
自
性
の
見
解
。 

③
覺
母
：
般
若
菩
薩
の
別
称
。
般
若
菩
薩
は
サ
ト
リ
の
智
慧
で
あ
る
「
般
若
（p

raj`
q

）」
の
女
性
原
理
を
仏
格
化
し
た
密
教
の
菩
薩
。
サ
ト
リ

の
智
慧
を
産
み
出
す
意
味
で
「
覚
母
」、
サ
ト
リ
の
智
慧
を
得
た
者
（
仏
）
を
産
み
出
す
意
味
で
「
仏
母
」。
右
手
に
説
法
印
、
左
手
に
「
般

若
経
」
が
入
っ
た
梵
筐
を
も
つ
。 

④
梵
文
：
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
書
か
れ
た
「
般
若
経
」
を
入
れ
た
梵
筐
。
梵
筐
は
般
若
菩
薩
の
三
昧
耶
形
。 

⑤
調
御
：
仏
の
十
号
の
一
つ
「
調
御
丈
夫
」。
煩
悩
を
調
伏
す
る
諸
仏
の
意
。 

⑥

：「d
h
i4

」。
般
若
菩
薩
の
一
字
真
言
（
種
子
）。 

⑦

：「m
a/

」。
文
殊
菩
薩
の
一
字
真
言
（
種
子
）。 

【
私
訳
】 

文
殊
菩
薩
の
（
三
昧
耶
形
で
あ
る
）
智
剣
は
空
に
は
遠
い
我
執
に
染
ま
る
考
え
方
を
絶
ち
、
般
若
菩
薩
の
（
三
昧
耶
形
で
あ
る
）『
般
若
経
』
を

入
れ
た
梵
筐
は
煩
悩
を
調
伏
す
る
諸
仏
の
師
で
あ
る
。

（d
h
i4

）
と
い
う
一
字
真
言
を
般
若
菩
薩
の
種
子
と
し
、

（m
a/

）
と
い
う
一
字

真
言
を
文
殊
菩
薩
の
種
子
と
す
る
。
こ
れ
は
い
ろ
い
ろ
な
教
理
を
そ
の
な
か
に
包
含
す
る
陀
羅
尼
で
あ
る
。 

【
付
記
】 

 

帰
敬
序
は
通
常
、
世
尊
（
釈
尊
（B

h
ag

av
at

））
や
経
の
主
尊
や
経
主
へ
の
帰
依
・
頂
礼
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
宗
祖
大
師
は
、『
般
若
心

経
』
の
主
尊
を
、
右
手
に
降
魔
・
調
伏
の
利
剣
を
も
つ
文
殊
菩
薩
と
左
手
に
「
般
若
経
」
を
入
れ
た
梵
筐
を
も
つ
般
若
菩
薩
と
し
、
さ
ら
に
は

両
菩
薩
の
一
字
真
言
（
種
子
）
を
明
か
し
、『
般
若
心
経
』
を
密
教
経
典
と
み
な
す
立
場
、
あ
る
い
は
『
般
若
心
経
』
を
密
教
の
立
場
か
ら
解
釈

す
る
こ
と
を
帰
敬
序
で
表
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
宗
祖
大
師
は
、
の
ち
に
説
か
れ
る
「
五
分
科
」
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、『
般
若
心
経
』
を

確
信
的
に
密
教
経
典
と
み
な
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
が
宗
祖
大
師
の
時
代
（
中
国
で
は
唐
代
）
で
は
当
然
の
『
般
若
心
経
』
解
釈
法

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

 



２
発
起
序 

【
原
文
】 

 

無
邊
生
死
何
能
斷 

唯
有
禪
那
正
思
惟 

尊
者
三
摩
仁
不
讓 

我
今
讃
述
垂
哀
悲 

【
書
き
下
し
】 

 

無
邊
の
生
死

し
ょ
う
じ

は
何

い
か
ん

が
能
く
斷
つ
。
唯
だ
禪
那
正
思

ぜ
ん
な
し
ょ
う
し

惟 ゆ
い

の
み
有
っ
て
す
。
尊
者
の
三
摩
は
仁
讓
ら
ず
。
我
れ
今
讃 さ

ん

述
じ
ゅ
つ

す
、
哀
悲

あ
い
ひ

を
垂
れ
た
ま
え
。 

【
註
記
】 

 

①
禪
那
：
禅
定
（d

h
y
qn

a
）。
心
が
雑
念
か
ら
離
れ
一
点
に
集
中
し
た
瞑
想
。 

 

②
正
思
惟
：
無
執
著
の
状
態
に
お
け
る
偏
ら
な
い
思
考
。 

 

③
尊
者
：
こ
こ
で
は
般
若
菩
薩
。 

 

④
三
摩
：
三
摩
地
（
三
昧
（sam

qd
h
i

））。
禅
定
が
さ
ら
に
深
ま
り
、
無
念
無
想
の
深
い
「
空
」
の
境
地
で
の
瞑
想
。 

 

⑤
仁
：
仏
陀
・
釈
尊
、
仁
者
（jin

a

）。 

【
私
訳
】 

際
限
な
く
果
て
し
な
い
生
と
死
の
く
り
返
し
を
ど
の
よ
う
に
し
て
断
つ
の
か
。
そ
れ
に
は
た
だ
、
心
が
雑
念
か
ら
離
れ
一
点
に
集
中
し
た
瞑
想

（
般
若
菩
薩
の
仏
徳
）
と
無
執
著
の
状
態
に
お
け
る
偏
ら
な
い
思
考
（
文
殊
菩
薩
の
仏
徳
）
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
尊
者
（
般
若
菩
薩
）
の
三

昧
を
釈
尊
が
他
に
譲
ら
ず
自
分
か
ら
説
い
て
み
せ
た
。
私
も
（
そ
の
よ
う
に
）
今
（『
般
若
心
経
』
を
）
讃
仰
し
述
べ
よ
う
と
思
う
。（
ど
う
か

般
若
・
文
殊
の
二
菩
薩
は
）
慈
し
み
の
情
け
を
垂
れ
て
く
だ
さ
い
。 

 

３
大
綱
序 

【
原
文
】 

夫
佛
法
非
遙
。
心
中
即
近
。
眞
如
非
外
。
棄
身
何
求
。
迷
悟
在
我
。
則
發
心
即
到
。
明
暗
非
他
。
則
信
修
忽
證
。
哀
哉
哀
哉
長
眠
子
。
苦
哉
痛

哉
狂
醉
人
。
痛
狂
笑
不
醉
。
酷
睡
嘲
覺
者
。
不
曾
訪
醫
王
之
藥
。
何
時
見
大
日
之
光
。
至
若
翳
障
輕
重
覺
悟
遲
速
。
機
根
不
同
。
性
欲
即
異
。



遂
使
二
教
殊
轍
。
分
手
金
蓮
之
場
。
五
乘
並
鏕
。
踠
蹄
幻
影
之
埒
。
隨
其
解
毒
得
藥
即
別
。
慈
父
導
子
之
方
。
大
綱
在
此
乎
。 

【
書
き
下
し
】 

夫
れ
佛
法
遙
か
に
非
ず
、
心
中

し
ん
じ
ゅ
う

に
し
て
即
ち
近
し
。
眞
如
外 ほ

か

に
非
ず
、
身
を
棄
て
て

何
い
ず
く
ん

か
求
め
ん
。
迷
悟
我
に
在
り
、
則
ち
發
心
す
れ
ば
即

ち
到
る
。
明
暗

み
ょ
う
あ
ん

他
に
非
ず
、
則
ち
信
修

し
ん
じ
ゅ

す
れ
ば
忽
ち
に
證
す
。
哀
れ
な
る
哉
、
哀
れ
な
る
哉
、
長
眠

じ
ょ
う
め
ん

の
子
、
苦
し
い
哉
、
痛
い
哉
、
狂
醉

き
ょ
う
す
い

の

人
、
痛
狂

つ
う
き
ょ
う

は
醉
わ
ざ
る
を
笑
い
、
酷
睡

こ
く
す
い

は
覺
者
を
嘲

あ
ざ
け

る
。
曾
て
醫
王
の
藥
を
訪

と
ぶ
ら

わ
ず
ん
ば
、
何
れ
の
時
に
か
大
日
の
光
を
見
ん
。
翳
障

え
い
し
ょ
う

の

輕
重
、
覺
悟
の
遲
速
の
ご
と
く
に
至
っ
て
は
、
機
根
不
同
に
し
て
、
性
欲
即
ち
異
な
り
、
遂
使

つ
い
ん

じ
て
二
教
轍 あ

と

を
殊 こ

と

ん
じ
て
、
手
を
金 こ

ん

蓮 れ
ん

の
場
に

分
か
ち
、
五
乘

鑣
く
つ
ば
み

を
並
べ
て
、
蹄

ひ
づ
め

を
幻
影
の
埒 ら

ち

に
踠 あ

が

つ
。
其
の
解
毒
に
隨
い
て
藥
を
得
る
こ
と
即
ち
別
な
り
。
慈
父
導
子
の
方 ほ

う

、
大
綱
此

れ
に
在
ら
ん
か
。 

【
註
記
】 

 

①
眞
如
：
一
切
皆
空
・
事
理
無
礙
の
法
界
に
お
け
る
万
象
円
融
の
真
理
。 

 

②
發
心
：
菩
提
心
を
発
起
す
る
。 

 

③
到
：
サ
ト
リ
に
至
る
。 

 

④
信
修
：
サ
ト
リ
に
到
る
こ
と
を
信
じ
、
修
行
に
励
む
こ
と
。 

 

⑤
長
眠
：
惰
眠
を
む
さ
ぼ
る
こ
と
。 

 

⑥
狂
醉
：
ひ
ど
く
酔
い
乱
れ
て
い
る
こ
と
。 

 

⑦
痛
狂
：
酒
乱
。 

 

⑧
酷
睡
：
眠
り
こ
け
て
い
る
人
。 



 
⑨
覺
者
：
覚
っ
た
人
。 

 
⑩
醫
王
の
藥
：
真
言
密
教
の
教
え
。 

 

⑪
大
日
の
光
：
大
日
如
来
の
智
慧
（
五
智
）。 

 

⑫
翳
障
：
霧
が
か
か
っ
た
よ
う
に
覆
わ
れ
て
か
す
ん
で
見
え
な
い
障
礙
。
煩
悩
。 

 

⑬
機
根
：
仏
道
修
行
者
の
能
力
。 

 

⑭
性
欲
：
性
向
や
意
欲
。 

 

⑮
遂
使
：
帰
す
る
と
こ
ろ
。 

 

⑯
二
教
：
金
剛
界
と
胎
蔵
界
の
教
理
。 

⑰
金
蓮
の
場
：
金
剛
界
と
胎
蔵
界
の
教
場
。 

 

⑰
幻
影
の
埒
：
真
実
の
よ
う
に
見
え
て
真
実
で
は
な
い
（
各
乗
の
）
境
界
柵
。 

 

⑱
大
綱
：
根
本
・
基
本
。
大
要
・
概
要
。 

【
私
訳
】 

そ
も
そ
も
、
仏
法
（
仏
教
が
説
く
真
理
）
は
は
る
か
遠
く
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
わ
が
心
中
、
す
な
わ
ち
す
ぐ
近
く
に
あ
る
。
真
如
（
万
物
の

在
り
方
の
真
理
）
は
わ
が
心
の
外
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
身
以
外
に
ど
こ
に
求
め
る
の
か
。
迷
妄
に
さ
ま
よ
う
も
真
理
を
悟
る
も
こ
の
私

に
あ
り
、
菩
提
心
を
発
起
す
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
に
サ
ト
リ
に
到
る
。
サ
ト
リ
に
到
る
明
暗
は
他
に
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
自
ら
サ
ト
リ
に
到
る

こ
と
を
信
じ
修
行
に
励
め
ば
、
た
ち
ま
ち
に
そ
れ
は
実
現
す
る
。
哀
れ
な
こ
と
に
、
惰
眠
を
長
く
む
さ
ぼ
っ
て
い
る
人
の
よ
う
に
、
苦
し
く
、

ま
た
痛
い
こ
と
に
、
ひ
ど
く
酔
い
乱
れ
て
い
る
人
の
よ
う
に
、
酒
乱
は
酒
に
酔
わ
な
い
人
を
笑
い
、
眠
り
こ
け
て
い
る
人
は
覚
っ
た
人
を
あ
ざ

笑
う
の
だ
。
一
度
で
も
医
王
の
藥
を
（
真
言
密
教
の
教
え
）
を
訪
ね
ず
し
て
、
い
つ
大
日
如
来
の
智
慧
（
五
智
）
を
身
に
体
す
る
こ
と
が
あ
ろ

う
か
。
煩
悩
の
軽
い
重
い
や
、
覺
悟
の
遅
い
速
い
の
よ
う
な
も
の
は
、
仏
道
修
行
者
の
能
力
は
同
じ
で
は
な
く
、
性
向
や
意
欲
も
異
な
っ
て
い

る
。
帰
す
る
と
こ
ろ
、
金
剛
界
と
胎
蔵
界
の
二
つ
の
教
理
は
わ
だ
ち
を
異
に
し
、
手
段
を
金
剛
界
と
胎
蔵
界
の
二
つ
の
教
場
に
分
け
、
人
乗
・

天
乗
・
声
聞
乗
・
縁
覚
乗
・
菩
薩
乗
の
五
乗
も
く
つ
わ
を
並
べ
、
ひ
づ
め
を
真
実
の
よ
う
に
見
え
て
真
実
で
な
い
（
各
乗
の
）
境
界
柵
に
ぶ
つ

け
て
も
が
き
苦
し
む
。
そ
の
（
煩
悩
の
）
解
毒
の
程
度
に
隨
っ
て
薬
を
用
い
る
こ
と
も
異
な
る
の
で
あ
る
。
慈
父
（
如
来
）
の
よ
う
に
、
子
供



（
衆
生
）
を
化
導
す
る
方
法
も
、
基
本
は
こ
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

【
付
記
】 

宗
学
の
世
界
で
は
古
来
、
こ
の
大
綱
序
冒
頭
の
「
夫
佛
法
非
遙
、
心
中
即
近
。
眞
如
非
外
、
棄
身
何
求
。
迷
悟
在
我
、
則
發
心
即
到
。
明
暗
非

他
、
則
信
修
忽
證
」
と
少
し
あ
と
の
「
不
曾
訪
醫
王
之
藥
、
何
時
見
大
日
之
光
。」
が
、
唐
の
天
台
宗
学
僧
明
曠
（
？
七
七
七
？
、
湛
然
の
弟
子
）

の
『
般
若
心
経
疏
』
か
ら
引
用
し
た
も
の
だ
と
い
う
説
（
鈴
木
宗
奕
「
般
若
心
経
秘
鍵
に
就
い
て
」）
が
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
真
言
宗
関
係
の

著
名
な
仏
教
研
究
者
の
間
で
従
来
賛
否
両
論
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
（
松
長
有
慶
『
訳
注 

般
若
心
経
秘
鍵
』）。
宗
学
に
う
と
い
私
に
は
口
を

出
す
能
力
も
資
格
も
な
い
が
、
察
す
る
に
、 

１
天
台
山
国
清
寺
に
学
ん
で
荊
渓
湛
然
に
師
事
し
、
菩
薩
戒
・
止
観
・
浄
土
系
に
明
る
く
、『
天
台
菩
薩
戒
疏
』（『
梵
網
経
』
が
説
く
菩
薩
戒
の

註
釈
）
や
『
天
台
八
教
大
意
』
を
著
わ
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
天
台
学
僧
の
明
曠
が
、
天
台
山
そ
の
他
で
密
教
を
学
ん
だ
事
蹟
は
伝
え
ら
れ
て

い
な
い
。
そ
も
そ
も
、
そ
の
時
代
の
天
台
山
に
不
空
や
恵
果
の
よ
う
な
密
教
が
あ
っ
た
か
。
同
時
代
の
最
澄
が
生
半
可
な
密
教
を
受
法
し
た

の
は
天
台
山
で
は
な
く
浙
江
省
越
州
龍
興
寺
の
順
暁
だ
っ
た
。
密
教
に
明
る
く
な
い
は
ず
の
天
台
学
僧
に
「
佛
法
非
遙
、
心
中
即
近
。
眞
如

非
外
、
棄
身
何
求
。
迷
悟
在
我
、
則
發
心
即
到
」
と
い
う
大
胆
な
「
即
身
成
仏
」
の
要
文
が
書
け
る
と
は
思
え
な
い
。 

２
専
門
家
の
間
で
は
、
明
曠
は
生
没
年
も
湛
然
に
師
事
し
た
年
限
も
著
作
の
成
立
年
代
も
不
明
で
、『
般
若
心
経
疏
』
も
同
じ
で
、
か
つ
真
偽
の

ほ
ど
は
「
偽
作
」
で
あ
る
（「
明
曠
撰
『
天
台
菩
薩
戒
疏
』
と
『
天
台
八
教
大
意
』
の
成
立
の
前
後
に
関
す
る
一
試
論
」、
村
上
明
也
、『
印
度

学
佛
教
学
研
究
』
第
六
十
四
巻
第
二
号
）。 

３
宗
祖
大
師
が
、
晩
年
に
な
り
、
い
よ
い
よ
自
ら
の
真
言
密
教
に
確
信
的
に
な
っ
て
顕
密
の
ち
が
い
を
明
快
に
説
く
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
に
、

消
息
不
明
の
天
台
学
僧
の
著
述
な
ど
か
ら
引
用
し
て
な
り
す
ま
す
な
ど
、
あ
り
得
な
い
。 

４
こ
の
大
綱
序
の
文
体
に
、
他
人
か
ら
の
引
用
め
い
た
違
和
感
を
感
じ
な
い
。 

５
勘
ぐ
れ
ば
、
鈴
木
宗
奕
師
が
見
て
い
た
『
般
若
心
経
疏
』
こ
そ
原
本
あ
る
い
は
写
本
で
は
な
く
、
江
戸
時
代
の
頃
に
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
の

大
綱
序
か
ら
名
文
の
一
部
を
切
り
取
っ
て
、
冒
頭
の
序
に
く
っ
つ
け
た
偽
作
の
可
能
性
の
方
が
は
る
か
に
大
き
い
。 

と
思
わ
れ
る
。 

 



４
大
意
序 

①
『
般
若
心
経
』
と
は 

【
原
文
】 

大
般
若
波
羅
蜜
多
心
經
者
。
即
是
大
般
若
菩
薩
大
心
眞
言
三
摩
地
法
門
。
文
缺
一
紙
。
行
則
十
四
。 

可
謂
簡
而
要
約
而
深
。
五
藏
般
若
嗛
一
句

而
不
飽
。
七
宗
行
果
歠
一
行
而
不
足
。 

【
書
き
下
し
】 

大
般
若
波
羅
蜜
多
心
經
と
い
っ
ぱ
、
即
ち
是
れ
大
般
若
菩
薩
の
大
心
眞
言

だ
い
し
ん
し
ん
ご
ん

三
摩
地
の
法
門
な
り
。
文 も

ん

は
一
紙
に
缺
け
、
行
は
則
ち
十
四
な
り
。 

謂 い

っ
つ
可 べ

し
、
簡
に
し
て
要
、

約
つ
づ
ま
や
か

に
し
て
深
し
。
五
藏
の
般
若
は
一
句
に
嗛 ふ

く

ん
で
飽
か
ず
、
七
宗
の
行
果
は
一
行

い
ち
ご
う

に
歠 の

ん
で
足
ら
ず
。 

【
註
記
】 

 

①
大
般
若
波
羅
蜜
多
心
經
：『
般
若
心
経
秘
鍵
』
を
書
く
際
、
宗
祖
大
師
が
見
て
い
た
漢
訳
の
経
名
？ 

 

②
大
心
眞
言
：
大
い
な
る
心
真
言
。 

 

③
五
藏
：
経
蔵
・
律
蔵
・
論
蔵
（
以
上
、
三
蔵
）
に
般
若
蔵
（
大
乗
）・
陀
羅
尼
蔵
（
密
教
）。 

 

④
七
宗
：
俱
舎
・
律
・
成
実
・
三
論
・
法
相
・
華
厳
（
南
都
六
宗
）
に
天
台
、
あ
る
い
は
建
（
建
立
如
来
、
華
厳
）・
絶
（
無
戯
論
如
来
、
三
論
）・

相
（
摩
訶
栴
多
羅
冐
地
薩
怛
嚩
（
弥
勒
菩
薩
）、
法
相
）・
二
（
声
聞
・
縁
覚
の
二
乗
）・
一
（
天
台
）
の
六
宗
に
真
言
、
あ
る
い
は
南
都
六
宗

か
ら
律
を
除
き
天
台
・
真
言
を
加
え
た
も
の
、
の
三
種
あ
り
。
宗
学
で
は
大
方
が
最
初
の
七
宗
を
と
る
。
宗
祖
大
師
は
南
都
六
宗
に
学
び
、

最
澄
を
法
友
と
し
た
。 

 

⑤
一
句
：「
深
般
若
波
羅
蜜
多
」
の
説
と
『
般
若
心
経
』
の
一
句
一
句
、
と
い
う
二
説
あ
り
。 

 

⑥
一
行
：「
三
世
諸
仏
依
般
若
波
羅
蜜
多
故
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
」
の
説
と
『
般
若
心
経
』
の
一
行
一
行
、
と
い
う
二
説
あ
り
。 

【
私
訳
】 

『
大
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
』
と
は
、
般
若
菩
薩
の
サ
ト
リ
の
智
慧
の
真
言
を
誦
し
、「
空
」
観
の
深
い
境
地
に
住
し
て
、「
空
」
の
実
践
で
あ
る



大
悲
方
便
の
菩
薩
行
（
利
他
行
）
の
行
果
の
、「
度
一
切
苦
厄
」「
能
除
一
切
苦
」
を
説
く
密
教
法
門
で
あ
る
。
経
文
は
一
枚
の
紙
に
書
い
て
余

り
が
あ
り
、
行
数
は
た
だ
の
十
四
行
で
あ
る
。 

言
う
べ
き
だ
ろ
う
、
簡
略
に
し
て
枢
要
、
要
約
に
し
て
意
味
が
深
い
、
と
。
経
蔵
・
律
蔵
・
論

蔵
・
般
若
蔵
・
陀
羅
尼
蔵
の
う
ち
の
般
若
蔵
（
大
乗
）
は
、『
般
若
心
経
』
の
「
深
般
若
波
羅
蜜
多
」
の
一
句
に
包
含
さ
れ
て
飽
く
こ
と
な
く
、

俱
舎
・
律
・
成
実
・
三
論
・
法
相
・
華
厳
・
天
台
の
七
宗
の
修
行
の
果
位
は
、『
般
若
心
経
』
の
「
三
世
諸
仏
依
般
若
波
羅
蜜
多
故
得
阿
耨
多
羅

三
藐
三
菩
提
」
と
い
う
一
行
に
飲
み
込
ま
れ
て
も
足
り
な
い
く
ら
い
で
あ
る
。 

【
付
記
】 

宗
祖
大
師
が
見
て
い
た
と
思
わ
れ
る
こ
の
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
』
は
、
た
だ
の
十
四
行
だ
っ
た
と
す
る
と
、
お
そ
ら
く
「
小
本
」
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
般
若
菩
薩
の
大
心
眞
言
三
摩
地
の
法
門
、
す
な
わ
ち
、
般
若
菩
薩
の
サ
ト
リ
の
智
慧
の
真
言
を
誦
し
、「
空
」
観
の
深
い
境
地
に

住
し
、「
空
」
の
実
践
で
あ
る
大
悲
方
便
の
菩
薩
行
（
利
他
行
）
の
行
果
の
、「
度
一
切
苦
厄
」「
能
除
一
切
苦
」
を
説
く
密
教
経
典
で
あ
る
と
、

宗
祖
大
師
が
こ
こ
で
ハ
ッ
キ
リ
言
明
し
て
い
る
。 

 

②
『
般
若
心
経
』
の
概
要 

【
原
文
】 

觀
在
薩
埵
則
擧
諸
乘
之
行
人
。
度
苦
涅
槃
則
褰
諸
教
之
得
樂
。
五
蘊
横
指
迷
境
。
三
佛
竪
示
悟
心
。
言
色
空
則
普
賢
解
頤
圓
融
之
義
。
談
不
生

則
文
殊
破
顏
。
絶
戲
之
觀
。
説
之
識
界
簡
持
拍
手
。
泯
之
境
智
歸
一
快
心
。
十
二
因
縁
指
生
滅
於
麟
角
。
四
諦
法
輪
驚
苦
空
於
羊
車
。
況
復

二
字
呑
諸
藏
之
行
果
。

兩
言
孕
顯
密
之
法
教
。
一
一
聲
字
歴
劫
之
談
不
盡
。
一
一
名
實
塵
滴
之
佛
無
極
。 

【
書
き
下
し
】 

觀
在
薩
埵
は
則
ち
諸
乘
の
行
人
を
擧
げ
、
度
苦
涅
槃
は
則
ち
諸
教
の
得
樂
を
褰 か

か

ぐ
。
五
蘊
は
横
に
迷
境
を
指
し
、
三
佛
は
竪
に
悟
心
を
示
す
。

色
空
と
言
え
ば
則
ち
普
賢

頤
お
と
が
い

を
圓 え

ん

融 ゆ
う

の
義
に
解
き
、
不
生
を
談
じ
れ
ば
則
ち
文
殊

顏
か
ん
ば
せ

を
絶
戲

ぜ
つ
げ

の
觀
に
破
る
。
之
を
識
界
に
説
け
ば
簡
持

け
ん
じ

手



を
拍 う

ち
、
之
を
境
智
に
泯 み

ん

ず
れ
ば
歸
一

き
い
ち

心
を
快
く
す
。
十
二
因
縁
は
生
滅
を
麟 り

ん

角 か
く

に
指
し
、
四
諦
法
輪
は
苦
空
を
羊
車

よ
う
じ
ゃ

に
驚
か
す
。
況
ん
や
復

た

の
二
字
は
諸
藏
の
行
果
を
呑
み
、

の
兩
言
は
顯
密
の
法
教
を
孕 は

ら

む
。
一
一
の
聲
字
は
歴
劫

り
ゃ
く
こ
う

の
談
に
盡
き
ず
、
一
一
の
名
實
は
塵 ぢ

ん

滴 て
き

の
佛
も
極
ま
る
こ
と
無
し
。 

【
註
記
】 

①
觀
在
薩
埵
：A

v
alo

k
ite1v

ara-(b
o
d
h
i)sattv

a

（
世
間
を
観
察
す
る
に
自
在
な
（
す
で
に
サ
ト
リ
（b

o
d
h
i

）
を
得
て
「
仏
（B

u
d
d
h
a

）」
で
あ
る

が
、「
空
」
の
実
践
と
し
て
の
大
悲
利
他
を
行
じ
る
た
め
、
方
便
と
し
て
仮
に
凡
夫
（sattv

a

）
の
姿
を
と
る
）「
菩
薩
」。 

「
ま
え
が
き
」
に
も
述
べ
た
通
り
で
、
こ
の
「
観
自
在
菩
薩
」
は
、
初
期
仏
教
が
言
う
「
サ
ト
リ
を
求
め
て
六
波
羅
蜜
を
修
行
す
る
」
正
等
覚

以
前
の
「
因
位
」
の
「
菩
薩
」
で
は
な
い
。
大
乗
の
「
果
位
」
の
「
菩
薩
」
で
あ
る
。 

然
る
に
、
宗
祖
大
師
は
こ
の
「
観
自
在
菩
薩
」「
諸
乗
の
行
人
」
と
言
う
。
宗
学
に
お
い
て
は
。
だ
か
ら
「
観
自
在
菩
薩
」
で
は
な
く
「
観
在

薩
埵
」
と
言
っ
た
、
と
い
う
説
を
聞
く
が
、
興
教
大
師
覚
鑁
（『
般
若
心
経
秘
鍵
略
注
』）
に
は
、「
観
自
在
菩
薩
」
の
意
味
と
「
菩
薩
」
全
般

と
い
う
意
味
と
『
般
若
心
経
』
を
説
く
私
と
聞
く
あ
な
た
、
と
い
う
意
味
の
三
種
あ
る
と
言
う
（
前
述
『
訳
注 

般
若
心
経
秘
鍵
』）。 

私
は
、
宗
祖
大
師
が
言
っ
た
「
観
在
薩
埵
と
は
諸
乗
の
行
人
」
の
、「
諸
乗
」
と
は
大
乗
の
諸
乗
、「
観
自
在
菩
薩
」
と
は
「
大
乗
の
大
悲
方
便

の
菩
薩
行
を
行
じ
て
い
る
者
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
な
の
で
わ
ざ
わ
ざ
「
挙
げ
」（
取
り
た
て
て
言
う
）
と
強
調
し
た
と
解
釈
す
る
。 

②
諸
乗
：
こ
の
場
合
、
大
乗
の
三
論
・
法
相
・
華
厳
・
天
台
に
密
乗
の
真
言
と
と
る
。 

③
行
人
：
大
乗
の
大
悲
方
便
の
菩
薩
行
（
利
他
行
）
を
行
じ
て
い
る
者
、
と
と
る
。 

④
度
苦
涅
槃
：「
度
一
切
苦
厄
～
究
竟
涅
槃
」。 

⑤
褰
ぐ
：
か
か
げ
る
、
持
ち
上
げ
る
。 

⑥
三
佛
：
三
世
の
諸
仏
。 

⑦
色
空
：
経
文
の
「
色
不
異
空
」。
普
賢
菩
薩
の
三
摩
地
。
華
厳
の
円
融
無
礙
法
界
。 



⑧
頤
を
解
く
：
わ
が
意
を
得
て
、
口
を
開
け
て
笑
う
こ
と
。 

⑨
圓
融
：
華
厳
の
円
融
。
事
事
無
礙
。 

⑩
絶
戲
：
我
執
に
染
ま
っ
た
偏
っ
た
見
解
。 

⑪
簡
持
：
外
界
の
認
識
対
象
へ
の
迷
妄
を
簡
択
し
、
深
層
意
識
の
ア
ー
ラ
ヤ
識
（
蔵
識
）
の
な
か
に
持
す
る
唯
識
の
こ
と
。。
弥
勒
菩
薩
。 

⑫
泯
：
滅
び
る
、
尽
き
る
、
な
く
な
る
。 

 

⑬
歸
一
：
一
念
三
千
、
一
心
三
観
、
法
華
一
乗
、
一
道
無
為
心
に
帰
す
る
天
台
。
観
世
音
菩
薩
。 

 

⑭
十
二
因
縁
：
釈
尊
が
説
い
た
苦
の
原
因
を
知
る
順
観
と
苦
を
減
す
る
逆
観
。
無
明
か
ら
行
が
生
じ
、
行
か
ら
識
が
生
じ
、
識
か
ら
名
色
が
生

じ
、
名
色
か
ら
六
処
が
生
じ
、
六
処
か
ら
触
が
生
じ
、
触
か
ら
受
が
生
じ
、
受
か
ら
愛
が
生
じ
、
愛
か
ら
取
が
生
じ
、
取
か
ら
有
が
生
じ
、

有
か
ら
生
が
生
じ
、
生
か
ら
老
死
が
生
じ
る
、
と
い
う
の
が
順
観
。
無
明
が
滅
す
れ
ば
行
が
滅
し
～
生
が
滅
す
れ
ば
老
師
も
滅
す
、
と
う
の

が
逆
観
。 

 

⑮
麟
角
：
麒
麟
の
一
本
の
角
。
こ
こ
で
は
独
り
で
覚
る
縁
覚
（
独
覚
）。 

 

⑯
四
諦
：
釈
尊
が
説
い
た
「
苦
諦
・
集
諦
・
滅
諦
・
道
諦
」。「
苦
諦
」
は
、
我
執
に
染
ま
る
凡
夫
・
衆
生
は
本
能
な
生
命
欲
か
ら
生
き
る
上
で

す
べ
て
の
執
着
か
ら
離
れ
ら
れ
ず
、
そ
の
苦
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
真
実
。「
集
諦
」
は
、「
苦
」
の
原
因
は
人
間
の
本
能
的
な
欲
望
（
煩
悩
）

が
凡
夫
・
衆
生
の
世
間
に
は
い
く
つ
も
集
ま
っ
て
い
る
真
実
。「
滅
諦
」
は
、
苦
の
原
因
で
あ
る
本
能
的
な
煩
悩
を
仏
道
修
行
に
よ
っ
て
断
ち
、

無
執
著
の
サ
ト
リ
の
境
地
を
得
る
、
と
い
う
真
実
。「
道
諦
」
は
、
そ
の
た
め
に
「
八
正
道
」（
正
見
・
正
思
惟
・
正
語
・
正
業
・
正
命
・
正

精
進
・
正
念
・
正
定
）
を
実
践
す
る
こ
と
、
と
い
う
真
実
。 

 

⑰
羊
車
：『
法
華
経
』
が
説
く
「
三
車
」。
す
な
わ
ち
牛
車
（
菩
薩
）・
鹿
車
（
縁
覚
）・
羊
車
（
声
聞
）
の
羊
車
。 

 

⑱

：「g
ate

」。 

 

⑲

：「p
rasu

」。 

 

⑳
歴
劫
：
無
時
間
的
な
長
い
時
間
を
経
て
も
、
の
意
。 

 

㉑
塵
滴
：
塵
の
粒
ほ
ど
の
多
さ
。 

【
私
訳
】 



『
般
若
心
経
』
の
冒
頭
に
説
か
れ
る
経
主
「
観
在
薩
埵
」（
世
間
を
観
察
す
る
こ
と
自
在
の
宥
情
（
凡
夫
・
衆
生
））
と
は
、
大
乗
諸
乘
の
菩
薩

行
（
利
他
行
）
を
行
じ
て
い
る
者
と
い
う
意
味
で
「
行
人
」
と
取
り
た
て
て
言
っ
た
の
で
あ
り
、「
度
一
切
苦
厄
～
究
竟
涅
槃
」
の
と
こ
ろ
は
、

諸
教
（
華
厳
・
三
論
・
法
相
・
二
乗
・
天
台
）
の
得
果
と
し
て
の
行
益
を
か
か
げ
た
。「
照
見
五
蘊
皆
空
」
の
「
五
蘊
」
と
は
、
空
間
的
な
横
の

広
が
り
に
お
け
る
迷
妄
の
世
界
を
意
味
し
、「
三
世
諸
仏
」
の
「
三
仏
」
は
、
過
去
・
現
在
・
未
来
に
わ
た
る
時
間
的
な
竪
の
広
が
り
に
お
け
る

サ
ト
リ
の
境
地
を
示
し
て
い
る
。「
色
不
異
空
」
の
「
色
空
」
は
、
普
賢
菩
薩
が
華
厳
の
事
事
無
礙
だ
と
大
き
く
ほ
ほ
笑
み
、「
不
生
不
滅 

不
垢

不
浄 

不
増
不
減
」
の
「
不
生
」
を
談
じ
れ
ば
、
文
殊
菩
薩
は
我
執
に
染
ま
っ
た
偏
っ
た
見
解
を
絶
つ
三
論
の
空
観
で
破
顏
一
笑
す
る
。
こ
れ
を

「
五
蘊
（
色
・
受
・
想
・
行
・
識
）、
六
根
（
眼
・
鼻
・
耳
・
舌
・
身
・
意
）、
六
境
（
色
・
声
・
香
・
味
・
触
・
法
）。
六
識
（
眼
識
・
鼻
識
・

耳
識
・
舌
識
・
身
識
・
意
識
）」
を
代
表
し
て
「
識
界
」
に
説
け
ば
、
唯
識
を
説
く
弥
勒
菩
薩
が
手
を
打
っ
て
喜
び
、
こ
れ
を
「
無
智
亦
無
得
以

無
所
得
故
」
が
言
う
よ
う
に
「
境
智
」
と
も
に
尽
き
る
と
す
れ
ば
、
一
念
三
千
・
一
心
三
観
な
ど
主
客
一
体
を
主
張
す
る
天
台
（
一
道
無
為
）

の
観
自
在
菩
薩
は
心
が
爽
快
に
な
る
。「
無
無
明 

亦
無
無
明
尽 

乃
至
無
老
死 

亦
無
老
死
尽
」
す
な
わ
ち
「
十
二
因
縁
」
は
、
生
と
滅
へ
無
執

著
の
理
を
独
覚
（
縁
覚
）
に
指
し
示
し
、「
無
苦
集
滅
道
」
す
な
わ
ち
「
四
諦
」
と
い
う
法
輪
（
釈
尊
の
教
え
）
は
苦
観
・
空
観
な
ど
十
六
行
観

を
声
聞
に
説
い
て
驚
か
す
。
ま
し
て
や
、「
掲
帝 

掲
帝 

般
羅
掲
帝 

般
羅
僧
掲
帝 

菩
提 

僧
莎
訶
」
の
「

掲
帝 

掲
帝
」（「g

a

」「te

」）
の

二
字
は
、
諸
蔵
（
声
聞
と
縁
覚
）
の
修
行
の
成
果
を
含
み
、「

般
羅
掲
帝 

般
羅
僧
掲
帝
」（「p

ra

」「su

」）（
が
言
う
「p

rag
ate

」（「p
qra-g

ate

」）

と
「p

rasu
g
ate

」（「p
qra-sa/

g
ate

」））
の
二
言
は
大
乗
と
密
教
の
教
え
を
内
包
し
て
い
る
。
一
つ
一
つ
の
声
字
は
、
無
時
間
的
な
長
い
時
間
を

か
け
て
談
義
し
て
も
尽
き
る
こ
と
が
な
い
。
一
一
の
名
称
と
意
味
は
、
数
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
塵
数
の
仏
で
あ
っ
て
も
極
ま
る
こ
と
が
な
い
。 

【
付
記
】 

『
般
若
心
経
』
の
経
主
「
観
自
在
菩
薩
」
を
宗
祖
大
師
が
「
観
在
薩
埵
」
と
言
う
意
味
を
計
り
か
ね
る
が
、『
般
若
心
経
』
は
、
こ
の
「
観
自
在

菩
薩
」
が
釈
尊
の
弟
子
で
智
慧
第
一
の
舎
利
弗
に
、
大
乗
の
「
人
法
二
空
」
の
「
空
」
観
を
前
段
で
説
き
明
か
す
。
す
な
わ
ち
『
般
若
心
経
』

は
、
舎
利
弗
を
通
し
て
、
釈
尊
の
無
執
著
の
教
え
と
釈
尊
以
後
の
部
派
仏
教
の
「
人
我
法
無
我
」
を
否
定
し
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の

こ
と
に
加
え
、
大
乗
の
大
悲
方
便
に
よ
る
世
間
利
益
を
説
く
主
役
が
「
観
自
在
菩
薩
」
な
の
で
あ
る
。
私
の
知
る
限
り
だ
が
、『
般
若
心
経
』
に

お
け
る
経
主
「
観
自
在
菩
薩
」
を
大
乗
の
世
間
利
益
の
視
点
か
ら
言
及
し
た
参
考
書
を
見
た
こ
と
が
な
い
。 

 



③
『
般
若
心
経
』
誦
持
等
の
利
益 

【
原
文
】 

是
故
誦
持
講
供
則
拔
苦
與
樂
。
修
習
思
惟
則
得
道
起
通
。
甚
深
之
稱
誠
宜
可
然
。 

【
書
き
下
し
】 

是
の
故
に
、
誦
持

じ
ゅ
じ

講
供

こ
う
く

す
れ
ば
則
ち
苦
を
拔
き
樂
を
與
え
、
修
習

し
ゅ
う
じ
ゅ

思
惟
す
れ
ば
則
ち
道
を
得
て
通
を
起
こ
す
。
甚
深
の
稱

し
ょ
う

、
誠
に
宜
し
く
然

る
可
し
。 

【
註
記
】 

 

①
誦
持
：『
般
若
心
経
』
を
読
誦
し
受
持
す
る
こ
と
。
菩
薩
行
の
一
つ
「
十
種
法
行
」
の
一
つ
。「
十
種
法
行
」
は
、
世
親
の
『
中
辺
分
別
論
』

無
上
乗
品
第
七
に
説
か
れ
る
十
種
正
行
。
す
な
わ
ち
、
書
写
・
供
養
・
布
施
・
聴
聞
・
読
誦
・
受
持
・
解
説
・
諷
誦
・
思
惟
・
修
習
で
あ
る
。 

漢
訳
の
『
中
辺
分
別
論
』
無
上
乗
品
第
七
に
、 

何
者
十
種
法
行
。
書
寫 

供
養 

施 
聽 

讀
及
受
持 

廣
説
及
讀
誦 

思
惟
及
修
習
。
大
乘
法
修
行
有
十
。
一
書
寫
。
二
供
養
。 

三
施
與
他 

四
若
他
讀
誦
一
心
聽
聞
。
五
自
讀
。
六
自
如
理
取
名
句
味
及
義
。
七
如
道
理
及
名
句
味
顯
説
。
八
正
心
聞
誦
。
九
空
處 

如
理
思
量
。
十
已
入
意
爲
不
退
失
故
修
習 
無
量
功
徳
聚 

是
十
種
正
行
。 

と
あ
り
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
（『M

ad
h
y
a-an

ta-v
ib

h
qg

a-b
h
q2y

a

』）
第
五
章
無
上
乗
品
に
、 

lek
h
an

q p
[
jan

q d
qn

a/
 1rav

az
a/

 v
qcan

o
d
g
rah

a4
/

 p
rak

q1an
an

qth
a sv

qd
h
y
qy

a1 cin
tan

q b
h
qv

an
q ca tat/

/
 

と
あ
る
。 

 

②
講
供
：『
般
若
心
経
』
を
講
述
し
供
養
す
る
こ
と
。
菩
薩
行
の
一
つ
「
十
種
法
行
」
の
一
つ
。 

 

③
修
習
：『
般
若
心
経
』
に
つ
い
て
「
十
種
法
行
」
を
く
り
返
し
修
練
す
る
こ
と
。
菩
薩
行
の
一
つ
「
十
種
法
行
」
の
一
つ
。 

 

④
思
惟
：『
般
若
心
経
』
を
常
に
思
惟
す
る
こ
と
。
菩
薩
行
の
一
つ
「
十
種
法
行
」
の
一
つ
。 

 

⑤
通
：
神
通
。 

 

⑥
稱
：
称
え
。 



【
私
訳
】 

で
あ
る
か
ら
、『
般
若
心
経
』
を
読
誦
し
受
持
し
、
講
述
し
供
養
す
れ
ば
、
苦
厄
を
拔
き
取
り
安
楽
を
与
え
、「
十
種
法
行
」
を
く
り
返
し
修
練

し
常
に
『
般
若
心
経
』
を
思
惟
す
れ
ば
、
サ
ト
リ
を
得
て
神
通
が
現
実
化
す
る
。『
般
若
心
経
』
が
意
味
深
く
無
上
甚
深
微
妙
の
法
で
あ
る
と
い

う
称
え
は
、
ま
こ
と
に
そ
の
通
り
で
あ
る
。 

 

④
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
著
述
の
目
的 

【
原
文
】 

余
教
童
之
次
。
聊
撮
綱
要
釋
彼
五
分
。
釋
家
雖
多
。
未
釣
此
幽
。
翻
譯
同
異
顯
密
差
別
。
並
如
後
釋
。 

【
書
き
下
し
】 

余
、
童
を
教
う
る
の
次

つ
い
で

に
、
聊

い
さ
さ

か
綱
要
を
撮
り
、
彼
の
五
分

ご
ぶ
ん

を
釋
す
。
釋
家

し
ゃ
く
け

多
し
と
雖
も
、
未
だ
此
の
幽 ゆ

う

を
釣
ら
ず
。
翻
譯
の
同
異
、
顯
密

の
差
別
、
並
び
に
後
に
釋
す
る
が
如
し
。 

【
註
記
】 

①
五
分
：
本
文
の
五
分
科
。
人
法
総
通
分
・
分
別
諸
乗
分
・
行
人
得
益
分
・
総
帰
持
明
分
・
秘
蔵
真
言
分
。 

②
釋
家
：
経
典
を
註
釈
す
る
学
者
・
論
者
。 

③
幽
：
幽
玄
。
奥
深
い
こ
と
。 

④
翻
譯
：
漢
訳
。 

【
私
訳
】 

私
は
、
ま
だ
仏
道
に
未
熟
な
弟
子
を
教
え
る
つ
い
で
に
、
わ
ず
か
ば
か
り
『
般
若
心
経
』
を
つ
ま
ん
で
綱
要
書
を
作
り
、
そ
の
内
容
を
五
分
科

に
分
け
て
註
釈
し
ま
し
た
。『
般
若
心
経
』
を
註
釈
す
る
学
者
・
論
者
は
多
い
が
、
い
ま
だ
こ
の
お
経
の
奥
深
い
教
理
を
汲
み
取
っ
た
た
こ
と
が

な
い
。
漢
訳
の
異
同
と
か
顯
密
二
教
の
ち
が
い
と
か
に
つ
い
て
は
、
の
ち
に
註
釈
す
る
通
り
で
あ
る
。 

 



⑤
『
般
若
心
経
』
解
釈
の
対
論 

【
原
文
】 

或
問
云
。
船
若
第
二
未
了
之
教
。
何
能
呑
三
顯
之
經
。
如
來
説
法
。
一
字
含
五
乘
之
義
。
一
念
説
三
藏
之
法
。
何
況
一
部
一
品
何
匱
何
無
。
龜

卦
爻
蓍
含
萬
象
而
無
盡
。
帝
網
聲
論
呑
諸
義
而
不
窮
。
難
者
曰
。
若
然
前
來
法
匠
何
不
吐
斯
言
。
答
。
聖
人
投 

藥
隨
機
深
淺
。
賢
者
説
默
待
時

待
人
。
吾
未
知
蓋
可
言
不
言
不
言
不
言
。
不
言
言
之
。
失
智
人
斷
而
已
。 

【
書
き
下
し
】 

或
る
ひ
と
問
う
て
云
く
、
船
若
は
第
二
未
了
の
教
な
り
。
何
ぞ
能
く
三
顯
の
經
を
呑
ま
ん
。
如
來
の
説
法
は
、
一
字
に
五
乘
の
義
を
含
み
、
一

念
に
三
藏
の
法
を
説
く
。
何 い

か

に
況
ん
や
一
部
一
品
、
何
ぞ
匱 と

ぼ

し
く
何
ぞ
無
か
ら
ん
。
龜
卦

き

け

、
爻
蓍

ぎ
ょ
う
し

、
萬
象
を
含
ん
で
盡
き
る
こ
と
無
く
、
帝
網

た
い
も
う

、

聲
論

し
ょ
う
ろ
ん

、
諸
義
を
呑
ん
で
窮
ら
ず
。
難
者
の
曰
く
、
若
し
然
ら
ば
、
前
來
の
法 ほ

っ

匠
し
ょ
う

、
何
ぞ
斯
の
言
を
吐
か
ず
。
答
う
。
聖
人

し
ょ
う
に
ん

の
藥
を
投
ぐ
る

こ
と
、
機
の
深
淺
に
隨
い
、
賢
者
の
説
默
は
時
を
待
ち
、
人
を
待
つ
。
吾
、
未
だ
知
ら
ず
。
蓋 け

だ

し
言
う
可
き
を
言
わ
ざ
る
か
、
言
う
ま
じ
け
れ

ば
言
わ
ざ
る
か
。
言
う
ま
じ
き
、
之
を
言
え
ら
ん
。
失 と

が

、
智
人
は
斷
わ
ら
ん
の
み
。 

【
註
記
】 

 

①
般
若
：「
般
若
経
」。
お
そ
ら
く
羅
什
訳
の
『
大
品
般
若
』、
玄
奘
訳
の
『
大
般
若
』
の
意
。 

 

②
第
二
未
了
：
法
相
が
言
う
初
時
宥
教
・
第
二
時
空
教
・
第
三
時
中
道
教
の
第
二
時
空
教
で
、
第
三
時
中
道
教
に
ま
だ
達
せ
ず
未
完
成
の
教
え
。 

『
解
深
密
経
』
無
自
性
相
品
第
五
に
説
か
れ
る
「
三
時
教
判
」。 

爾
時
勝
義
生
菩
薩
復
白
佛
言
。
世
尊
。
初
於
一
時
在
婆
羅
痆
斯
仙
人
墮
處
施
鹿
林
中
。
惟
爲
發
趣
聲
聞
乘
者
。
以
四
諦
相
轉
正
法
輪
。 

雖
是
甚
奇
甚
爲
希
有
。
一
切
世
間
諸
天
人
等
先
無
有
能
如
法
轉
者
。
而
於
彼
時
所
轉
法
輪
。
有
上
有
容
是
未
了
義
。
是
諸
諍
論
安
足
處
所
。

世
尊
。
在
昔
第
二
時
中
惟
爲
發
趣
修
大
乘
者
。
依
一
切
法
皆
無
自
性
無
生
無
滅
。
本
來
寂
靜
自
性
涅
槃
。
以
隱
密
相
轉
正
法
輪
。 



雖
更
甚
奇
甚
爲
希
有
。
而
於
彼
時
所
轉
法
輪
。
亦
是
有
上
有
所
容
受
。
猶
未
了
義
。
是
諸
諍
論
安
足
處
所
。
世
尊
。
於
今
第
三
時
中
普
爲

發
趣
一
切
乘
者
。
依
一
切
法
皆
無
自
性
無
生
無
滅
。
本
來
寂
靜
自
性
涅
槃
無
自
性
性
。
以
顯
了
相
轉
正
法
輪
。
第
一
甚
奇
最
爲
希
有
。 

于
今
世
尊
所
轉
法
輪
。
無
上
無
容
是
眞
了
義
。
非
諸
諍
論
安
足
處
所
。 

③
三
顯
：
第
三
時
顕
了
の
中
道
の
教
え
。 

 

④
五
乘
：
人
・
天
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
。 

 

⑤
三
藏
：
経
・
律
・
論
。 

 

⑥
匱
し
く
：
乏
し
い
・
尽
き
る
。 

 

⑦
龜
卦
：『
易
経
』
繋
辞
伝
上
の
「
伏
羲
八
卦
」
に
あ
る
易
の
八
卦
の
故
事
。 

『
易
経
』
繋
辞
伝
上
に
、 

天
垂
象
，
見
吉
凶
，
聖
人
象
之
。
河
出
圖
，
洛
出
書
，
聖
人
則
之
。（
天
、
象
を
垂
れ
，
吉
凶
を
見
す
。
聖
人
こ
れ
に
象
る
。
河
は
圖
を

出
し
，
洛
は
書
を
出
す
。
聖
人
こ
れ
に
則
る
）。 

 

と
あ
り
、「
聖
人
」
は
「
八
卦
」
を
画
い
た
伏
羲
、「
河
」
は
黄
河
、「
洛
」
は
洛
河
。
洛
河
か
ら
神
亀
が
現
わ
れ
、
そ
の
背
に
あ
っ
た
文
様
が

「
洛
書
」
と
言
わ
れ
、
そ
れ
を
伏
羲
が
見
て
天
地
万
象
の
原
理
を
八
卦
で
表
し
た
と
い
う
。 

 

⑧
爻
蓍
：
爻
は
八
卦
の
記
号
。
☰
（
陽
）
と
☷
（
陰
）
の
二
種
が
あ
り
、
こ
の
組
み
合
せ
で
八
卦
が
で
き
る
。
蓍
は
筮
竹
（
卜
筮
に
使
う
細
い

棒
）。
⑦
龜
卦
と
と
も
に
、
中
国
の
故
事
を
筆
の
流
れ
の
な
か
で
巧
み
に
挿
入
す
る
宗
祖
大
師
な
ら
で
は
の
修
辞
。 

 

⑨
帝
網
：
帝
釈
天
の
宮
殿
の
天
井
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
イ
ン
ド
ラ
網
。 

 

⑩
聲
論
：
帝
釈
天
が
編
纂
し
た
と
い
う
「
声
明
論
」（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
法
書
）。 

 

⑪
法
匠
：
仏
教
を
伝
え
た
学
匠
。 

 

⑫
聖
人
：「
十
地
」
の
菩
薩
。 

 

⑬
賢
者
：「
十
地
」
以
前
の
三
位
、「
十
廻
向
」
の
「
入
法
界
無
量
廻
向
」「
無
縛
無
著
解
脱
廻
向
」「
真
如
相
廻
向
」。 

 

⑭
智
人
：
一
切
智
者
。
仏
陀
。 

 

⑮
吾
未
知
～
：
古
来
宗
学
で
は
、
こ
の
一
文
が
『
論
語
』『
老
子
』
に
由
来
す
る
と
い
う
説
が
あ
る
。
原
文
を
さ
ぐ
れ
ば
、 



 
『
論
語
』
衛
霊
公
第
十
五
に
、 

子
曰
、
可
與
言
而
不
與
之
言
、
失
人
。
不
可
與
言
而
與
之
言
、
失
言
。
知
者
不
失
人
、
亦
不
失
言
。 

子
曰 い

わ

く
、
與 と

も

に
言
ふ
可
き
も
の
に
し
て
之
れ
と
言
わ
ざ
れ
ば
、
人
を
失
ふ
、
與
に
言
ふ
可
か
ら
ざ
る
も
の
に
し
て
之
れ
と
言
わ
ば
、 

言
を
失
う
。
知
る
者
は
人
を
失
わ
ず
、
言
を
失
わ
ず
。 

『
老
子
』（『
老
子
道
徳
経
』、
道
教
で
は
『
道
徳
真
経
』）
玄
徳
第
五
十
六
に
、 

知
者
不
言
、
言
者
不
知
。
塞
其
兌
、
閉
其
門
、
挫
其
鋭
、
解
其
紛
、
和
其
光
、
同
其
塵
。
是
謂
玄
同
。
故
不
可
得
而
親
、
亦
不
可
得
而
疎
。 

不
可
得
而
利
、
亦
不
可
得
而
害
。
不
可
得
而
貴
、
亦
不
可
得
而
賤
。
故
爲
天
下
貴
。 

知
る
者
は
言
わ
ず
、
言
う
者
は
知
ら
ざ
る
な
り
。
そ
の
兌
を
塞
ぎ
、
そ
の
門
を
閉
じ
、
そ
の
鋭
を
挫
き
、
そ
の
紛
を
解
き
、
そ
の
光
を 

和
げ
、
そ
の
塵
に
同
じ
く
す
。
是
れ
を
玄
同
と
謂
う
。
故
に
得
て
も
親
し
む
べ
か
ら
ず
。
ま
た
得
て
も
疎
ん
ず
べ
か
ら
ず
。
得
て
も 

利
す
べ
か
ら
ず
。
ま
た
得
て
も
害
す
べ
か
ら
ず
。
得
て
も
貴
ぶ
べ
か
ら
ず
。
ま
た
得
て
も
賤
し
む
べ
か
ら
ず
。
故
に
天
下
の
貴
と 

な
る
な
り
。 

同
じ
く
、
知
病
第
七
十
一
に
、 

知
不
知
上
、
不
知
知
病
。
夫
惟
病
病
、
是
以
不
病
。
聖
人
不
病
、
以
其
病
病
。
是
以
不
病
。 

知
り
て
知
ら
ず
と
す
る
は
上
、
知
ら
ず
し
て
知
る
と
す
る
は
病
な
り
。
夫
れ
、
惟
だ
病
を
病
と
す
。
是
を
以
て
病
な
ら
ず
。 

聖
人
病
な
ら
ざ
る
は
、
其
の
病
を
病
と
す
る
を
以
て
な
り
。
是
を
以
て
病
な
ら
ず
。 

【
私
訳
】 

あ
る
（
法
相
の
）
人
が
私
に
聞
い
て
き
た
。「
般
若
経
」
は
、（
法
相
が
言
う
）
初
時
宥
教
・
第
二
時
空
教
・
第
三
時
中
道
教
と
い
う
「
三
時
教

判
」
の
第
二
時
空
教
の
教
え
で
あ
る
。
ど
う
し
て
第
三
時
顕
了
の
中
道
の
完
全
な
教
え
を
説
く
経
を
含
ん
で
い
る
と
言
え
よ
う
か
、
と
。 

（
私
が
答
え
る
に
）
如
來
の
説
法
は
、
一
文
字
に
人
・
天
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
と
い
う
五
乗
の
教
理
を
を
含
み
、
一
瞬
位
経
・
律
・
論
の
三

蔵
の
教
法
を
説
く
。
何
を
か
云
ん
や
、
お
経
の
一
部
で
も
一
品
（
章
）
で
も
、
ど
う
し
て
説
く
内
容
が
乏
し
く
、
ど
う
し
て
内
容
が
な
い
こ
と

に
な
ろ
う
か
。
中
国
の
故
事
で
あ
る
神
亀
の
文
様
や
八
卦
の
記
号
や
筮
竹
は
、
天
地
自
然
の
万
象
を
含
ん
で
尽
き
る
こ
と
が
な
く
、
帝
釈
天
の



宮
殿
の
天
井
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
イ
ン
ド
ラ
ジ
ャ
ー
ラ
の
網
目
に
あ
る
宝
珠
は
他
の
す
べ
て
の
宝
珠
を
映
し
出
し
、
帝
釈
天
が
編
纂
し
た
「
声

明
論
」（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
法
書
）
は
、
多
く
の
語
法
・
修
辞
を
含
ん
で
窮
る
こ
と
が
な
い
（
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
）。 

こ
れ
に
批
判
的
な
人
が
言
う
に
、
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
こ
れ
ま
で
仏
教
を
伝
え
た
学
匠
は
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
わ
な
か
っ
た
の

か
、
と
。 

（
私
が
）
答
え
る
に
、
十
地
の
菩
薩
は
機
根
の
深
い
浅
い
に
随
っ
て
投
薬
し
、
十
地
以
前
の
菩
薩
は
時
機
を
待
ち
人
を
待
っ
て
法
を
説
い
た
り

沈
黙
し
た
り
す
る
。
私
は
い
ま
だ
に
わ
か
ら
な
い
の
だ
が
、
も
し
か
す
る
と
、（
こ
れ
ま
で
の
学
匠
は
た
ち
）『
般
若
心
経
』
の
奥
深
い
教
理
を

説
く
べ
き
な
の
に
説
か
な
か
っ
た
の
か
、
説
か
な
い
方
が
い
い
と
思
っ
て
説
か
な
か
っ
た
の
か
、
私
が
説
く
べ
き
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
の

だ
が
、
そ
れ
を
私
は
説
こ
う
と
思
う
。
そ
れ
に
過
失
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
一
切
智
者
（
仏
陀
）
の
判
断
に
ゆ
だ
ね
る
だ
け
で
あ
る
。 

【
付
記
】 

宗
祖
大
師
の
時
代
、
南
都
で
は
『
般
若
心
経
』
を
密
教
経
典
と
す
る
解
釈
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
く
、
そ
の
事
情
を
熟
知
し
て
い
た
宗
祖

大
師
は
、『
般
若
心
経
』
の
密
教
的
講
釈
を
晩
年
ま
で
公
に
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
公
に
す
れ
ば
、
若
い
時
代
か
ら
ず
っ
と
友
好
関
係
に
あ
る

南
都
六
宗
や
天
台
か
ら
反
論
・
批
判
が
出
る
の
を
予
知
し
て
、
法
相
の
学
匠
が
言
い
そ
う
な
「
第
二
時
空
教
」
説
を
引
き
合
い
に
出
し
、
自
ら

の
密
教
の
立
場
を
明
か
し
て
い
る
。 

宗
祖
大
師
の
密
教
の
立
場
か
ら
の
『
般
若
心
経
』
解
釈
は
、
お
そ
ら
く
不
空
か
ら
の
も
の
で
、
青
龍
寺
で
恵
果
和
尚
か
ら
伝
授
さ
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
当
然
な
が
ら
、
当
時
で
は
密
教
の
中
心
地
に
お
け
る
解
釈
で
、
宗
祖
大
師
が
言
う
「
こ
れ
ま
で
の
学
匠
が
説
か
な
か
っ
た
」

も
の
だ
っ
た
。「
こ
れ
ま
で
の
学
匠
は
、
密
教
の
中
心
地
の
解
釈
を
知
ら
な
い
」
と
い
う
意
味
に
も
聞
こ
え
る
。
そ
の
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
サ
ル
な
解
釈

を
確
信
的
に
平
安
期
の
仏
教
界
に
宗
祖
大
師
は
満
を
持
し
て
問
う
た
の
で
あ
る
。 

お
そ
ら
く
、
平
安
期
の
仏
教
界
で
も
宗
祖
大
師
の
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
は
四
面
楚
歌
だ
っ
た
ろ
う
。
近
代
仏
教
学
の
世
界
で
さ
え
、
つ
い
最
近

ま
で
宗
祖
大
師
の
『
般
若
心
経
』
解
釈
は
宗
学
の
独
善
と
さ
れ
、
異
端
視
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
福
井
文
雅
先
生
の
ご
労
作
か
ら
つ
く
づ
く

思
う
こ
と
は
、
近
代
仏
教
学
が
文
献
考
証
・
文
献
解
読
に
偏
重
し
、
イ
ン
ド
や
中
国
や
日
本
の
歴
史
事
情
や
社
会
事
情
に
う
と
い
こ
と
で
あ
る
。

学
問
と
し
て
は
学
際
的
な
視
座
や
思
想
的
配
慮
に
欠
け
て
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。 

 



二
、
正
宗
分 

１
『
般
若
心
経
』
の
経
題
解
釈 

【
原
文
】 

佛
説
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
多
心
經
者
。
就
此
題
額
有
二
別
。
梵
漢
別
故
。
今
謂
佛
説
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
多
心
經
者
。
胡
漢
雜
擧
。
説･

心･

經
三
字

漢
名
。
餘
九
字
胡
號
。
若
具
梵
名
曰

初
二
字
圓
滿
覺
者
之
名
。
次
二
字
開
悟
密
藏
施
甘

露
之
稱
。
次
二
字
就
大
多
勝
立
義
。
次
二
字
約
定
慧
樹
名
。
次
三
就
所
作
已
辯
爲
號
。
次
二
據
處
中
表
義
。
次
二
以
貫
線
攝
持
等
顯
字
。
若
以

總
義
説
。
皆
具
人
法
喩
。
斯
則
大
般
若
波
羅
蜜
多
菩
薩
之
名
。
即
是
人
。
此
菩
薩
具
法
曼
荼
羅
眞
言
三
摩
地
門
。
一
一
字
即
法
。
此
一
一
名
皆

以
世
間
淺
名
表
法
性
深
號
。
即
是
喩
。 

【
書
き
下
し
】 

佛
説
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
多
心
經
と
い
っ
ぱ
、
此
の
題
額
に
就
い
て
二
別
有
り
。
梵
漢
の
別
な
る
が
故
に
。
今
謂
わ
く
、
佛
説
摩
訶
般
若
波
羅
蜜

多
心
經
と
い
っ
ぱ
、
胡
漢
雜
え
擧
げ
た
り
。
説･
心･

經
の
三
字
は
漢
名
、
餘
の
九
字
は
胡
號
な
り
。
若
し
具
に
梵
名
な
ら
ば
、

と
曰
う
べ
し
。
初
め
の
二
字
は
圓
滿
覺
者
の
名
、
次
の
二
字
は
密
藏
を
開
悟
し
甘
露
を
施
す
の
稱
な
り
。

次
の
二
字
は
大
多
勝
に
就
い
て
義
を
立
つ
。
次
の
二
字
は
定
慧
に
約
し
て
名
を
樹
つ
。
次
の
三
つ
は
所
作
已
辯

し
ょ
さ
い
べ
ん

に
就
い
て
號
と
爲
す
。
次
の
二

つ
は
處
中
に
據
り
義
を
表
す
。
次
の
二
つ
は
貫
線
攝
持

か
ん
せ
ん
し
ょ
う
じ

等
を
以
て
字
を
顯
わ
す
。
若
し
總
の
義
を
以
て
説
か
ば
、
皆
、
人
法

に
ん
ぼ
う

喩
を
具
す
。
斯
れ

則
ち
大
般
若
波
羅
蜜
多
菩
薩
の
名
な
り
。
即
ち
是
れ
人
な
り
。
此
の
菩
薩
に
法
曼
荼
羅
眞
言
三
摩
地
門
を
具
す
。
一
一
の
字
は
即
ち
法
な
り
。

此
の
一
一
の
名
は
皆
、
世
間
の
淺
名
を
以
て
法
性
の
深
號
を
表
わ
す
。
即
ち
是
れ
喩
な
り
。 

【
註
記
】 

 

①
佛
説
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
多
心
經
：「
序
分
」
の
「
大
意
序
」
で
は
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
心
經
』
と
言
い
、
こ
こ
で
は
「
佛
説
」
を
頭
に
つ
け
て

『
佛
説
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
多
心
經
』
と
言
う
。
宗
祖
大
師
に
し
て
経
題
が
一
定
し
な
い
。
悉
曇
の
経
題
に
も
頭
に
「
仏
説
」
が
見
え
る
。 



 
②
梵
漢
：
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
と
漢
訳
。 

 
③
胡
漢
：
異
国
語
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
）
と
漢
語
。 

 

④
胡
號
：
異
国
語
。 

 

⑤

：
ロ
ー
マ
ナ
イ
ズ
す
る
とB

u
d
d
h
a-qb

h
asa-m

ah
q-p

raj̀
q-p

ram
ita-h

3d
a-su

tra/

。

ク
ラ
シ
カ
ル
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
に
直
せ
ば
、B

u
d
d
h
a-qb

h
q2a-m

ah
q-p

raj`
q-p

qram
itq-h

3d
ay

a-s[
tra/

。
冒
頭
の
「

B
u
d
d
h
q

」
語
尾

の
「q

」
は
、「B

u
d
d
h
a

」
語
尾
の
「a

」
と
次
の
「qb

h
asa

」
語
頭
の
「q

」
の
連
声
（S

an
d
h
i

）。
悉
曇
表
記
で
は
「

B
u
d
d
h
q

」
と
な

る
。
す
な
わ
ち
、「B

u
d
d
h
a-qb

h
q2a

仏
説
」「m

ah
q

摩
訶
」「p

raj̀
q-p

qram
itq

般
若
波
羅
蜜
多
」「h

3d
ay

a

心
」「s[tra/

經
」
で
あ
る
。 

 

⑥
圓
滿
覺
者
：
円
満
に
サ
ト
リ
を
得
た
者
。
仏
陀
。 

 

⑦
大
多
勝
：
偉
大
な
・
す
ぐ
れ
た
、
の
意
。 

⑧
定
慧
：
三
昧
の
深
い
境
地
に
お
い
て
得
ら
れ
る
サ
ト
リ
の
智
慧
。 

 

⑨
所
作
已
辯
：
為
す
べ
き
こ
と
を
す
で
に
済
ま
し
終
え
た
、
の
意
。 

 

⑩
處
中
：
中
心
部
。 

 

⑪
貫
線
攝
持
：
タ
テ
糸
で
貝
葉
や
紙
の
経
典
を
貫
通
し
ば
ら
け
な
い
よ
う
に
す
る
の
と
、
同
様
に
経
典
の
教
え
を
摂
受
し
堅
く
保
つ
、
の
意 

 

⑫
法
曼
荼
羅
眞
言
三
摩
地
門
：
種
子
で
表
現
さ
れ
た
法
曼
陀
羅
と
、
真
言
に
よ
る
三
摩
地
の
法
門 

 

⑬
世
間
の
淺
名
：
世
間
で
使
わ
れ
て
い
る
浅
略
の
名
称
。 

【
私
訳
】 

『
佛
説
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
多
心
經
』
と
は
、
そ
の
経
題
に
二
種
類
あ
る
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
と
漢
訳
の
も
の
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
今
、
佛
説

摩
訶
般
若
波
羅
蜜
多
心
經
と
言
う
に
、
異
国
語
と
漢
訳
と
が
混
ざ
っ
て
い
る
。「
説
」「
心
」「
經
」
の
三
文
字
は
漢
語
で
、
他
の
九
文
字
は
異
国

語
の
呼
び
名
で
あ
る
。
具
体
的
に
梵
名
を
説
け
ば
、

「B
u
-d

d
h
q

ブ
ッ
ダ
ー
」「b

h
a-sa

バ
サ
」「m

a-h
q

マ
ハ
ー
」「p

ra-j̀
q

プ
ラ
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
」「p

ra-m
i-ta

プ
ラ
ミ
タ
」「h3-d

a

フ
リ
ダ
」「su

-tra/

ス
ト
ラ
ム
」
と
言
う
。 

初
め
の
二
字
（B

u
-d

d
h
q

）
は
円
満
に
サ
ト
リ
を
得
た
者
の
名
、
つ
ま
り
「
仏
陀
」
で
あ
り
、
次
の
二
字
（bh

a-sa

）
は
密
教
の
奥
義
を
開
悟
し

て
そ
の
教
え
を
説
い
て
世
間
に
施
す
名
称
で
あ
る
。
次
の
二
字
（m

a-h
q

）
は
偉
大
な
・
す
ぐ
れ
た
と
い
う
意
味
。
次
の
二
字
（p

ra-j̀
q

）
は
三



昧
の
深
い
境
地
に
お
い
て
得
ら
れ
る
サ
ト
リ
の
直
観
智
の
呼
称
。
次
の
三
つ
（p

ra-m
i-ta

）
は
為
す
べ
き
こ
と
を
す
で
に
済
ま
し
終
え
た
（
彼
岸

（
サ
ト
リ
の
岸
）
に
到
達
し
た
）
と
い
う
名
号
。
次
の
二
つ
（h

3-d
a

）
は
中
心
の
場
所
と
い
う
意
味
。
次
の
二
つ
（su

-tra/

）
は
、
タ
テ
糸
で

貝
葉
や
紙
の
経
典
を
貫
通
し
ば
ら
け
な
い
よ
う
に
す
る
の
と
、
同
様
に
経
典
の
教
え
を
摂
受
し
堅
く
保
つ
意
味
で
あ
る
。 

も
し
総
論
的
に
言
え
ば
、「
人
」
と
「
法
」
と
「
比
喩
」
か
ら
成
っ
て
い
る
。
先
ず
、
経
題
の
「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
多
」
と
は
大
般
若
波
羅
蜜
多

菩
薩
の
名
で
、
こ
れ
は
「
人
」
で
あ
る
。
こ
の
般
若
菩
薩
に
は
種
子
で
表
現
さ
れ
た
法
曼
陀
羅
と
真
言
に
よ
る
三
摩
地
の
法
門
が
あ
る
。
一
つ

一
つ
の
文
字
が
「
法
」
で
あ
る
。
こ
の
一
つ
一
つ
の
文
字
は
皆
、
世
間
で
使
わ
れ
て
い
る
浅
略
の
名
称
で
真
理
の
世
界
の
深
い
意
味
を
表
わ
し

て
い
る
。
つ
ま
り
こ
れ
が
「
比
喩
」
で
あ
る
。 

【
付
記
１
】 

悉
曇
表
記
の
経
題
『

』
を
見
る
と
、
宗
祖
大
師
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
本
を
見
て
い
た

こ
と
を
思
わ
せ
る
。
仮
に
、
ど
こ
で
知
っ
た
か
で
あ
る
が
、「
御
請
来
目
録
」
に
は
な
い
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
入
唐
の
前
に
南
都
で
玄
昉
な
ど
の

将
来
本
で
見
い
出
し
た
か
と
思
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
お
そ
ら
く
長
安
に
留
学
中
、
青
龍
寺
か
般
若
三
蔵
の
醴
泉
寺
で
漢
訳
類
本
と

対
照
し
な
が
ら
大
乗
と
密
教
の
立
場
の
読
み
の
両
方
を
教
え
ら
れ
た
か
と
思
う
。
こ
の
『

』
を
漢
訳
で
冒
頭
『
佛
説
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
多
心
經
』
と
言
っ
て
い
る
。 

【
付
記
２
】 

宗
祖
大
師
は
「
次
の
二
字
（

 
p
ra-j`

q

）
は
定
慧
に
約
し
て
」
と
言
っ
て
い
る
が
、「
定
慧
」
と
言
う
と
こ
ろ
は
さ
す
が
で
あ
る
。「p

raj̀
q

プ
ラ
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
」
は
「
瞑
想
知
」
で
あ
る
。「
定
」
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
「
禅
定
」「
止
」「
三
昧
」「
三
摩
地
」「
観
想
」「
観
法
」、
す
な
わ
ち

「
定
慧
」
と
は
、「
深
い
観
想
に
お
い
て
現
前
す
る
サ
ト
リ
に
到
達
し
た
直
観
智
」
で
あ
る
。
宗
祖
大
師
の
「
定
慧
」
と
い
う
釈
は
ズ
バ
リ
そ
の

通
り
で
あ
り
、
近
代
仏
教
学
の
大
御
所
が
「
智
慧
の
完
成
」
な
ど
と
現
代
語
訳
し
て
い
る
の
と
比
べ
る
と
、
宗
祖
大
師
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の

語
学
力
と
仏
教
学
の
深
さ
に
到
底
及
ば
な
い
。 

【
付
記
３
】 

宗
祖
大
師
は
「

（h
3-d

a

）」
を
「
處
中
（
に
據
り
義
を
表
す
）」
と
釈
し
た
。
宗
祖
大
師
は
羅
什
訳
の
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
大
明
咒
経
』
を

見
て
い
な
か
っ
た
の
か
。
ち
な
み
に
、
ク
ラ
シ
カ
ル
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
に
「h

3d
a

」
と
い
う
語
は
な
く
「h

3d

」
か
「h

3d
ay

a

」
で
あ
る
が
、
原
意



は
「
身
体
の
内
部
・
中
心
部
」「
中
心
」「
心
」
で
、
宗
祖
大
師
の
言
う
「
處
中
」（
中
心
部
）
も
そ
の
意
味
に
ち
が
い
な
い
。
こ
の
宗
祖
大
師
の

釈
に
つ
い
て
、
私
が
参
照
し
た
碩
学
の
ご
労
作
は
す
べ
て
註
記
し
て
い
な
い
。
碩
学
の
間
で
は
問
題
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
こ
こ

は
、「h

3d
a

」
を
「
心
咒
」「
心
真
言
」
と
訳
す
私
に
問
題
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
思
う
に
、
不
空
も
恵
果
和
尚
も
般
若
三
蔵
も
お
そ
ら
く

「
中
心
部
」
と
釈
し
て
い
て
、
そ
れ
を
宗
祖
大
師
は
踏
襲
し
た
ま
で
か
、
と
。
ま
た
、
真
言
宗
の
宗
学
に
お
い
て
も
そ
れ
が
伝
統
で
、「h

3d
ay

a

」

を
「
心
咒
」「
心
真
言
」
と
釈
す
の
は
つ
い
最
近
に
な
っ
て
な
の
か
、
と
。
し
か
し
、
そ
う
思
い
つ
つ
、
そ
れ
に
し
て
も
、『
般
若
心
経
』
を
冒

頭
か
ら
密
教
的
に
解
釈
し
て
い
る
宗
祖
大
師
が
、「
心
（h

3d
ay

a

）」
を
「
處
中
」
な
ど
と
言
う
の
は
解
せ
な
い
。 

 

２
『
般
若
心
経
』
の
概
説 

①
説
者
・
説
処
・
聞
衆 

【
原
文
】 

此
三
摩
地
門
。
佛
在
鷲
峯
山
。
爲
鶖
子
等
説
之
。 

【
書
き
下
し
】 

此
の
三
摩
地
門
は
、
佛
、
鷲 じ

ゅ

峯
山

ぶ

せ

ん

に
在
し
て
、
鶖
子

じ
ゅ
う
し

等
の
爲
に
之
を
説
け
り
。 

【
註
記
】 

 

①
鷲
峯
山
：
釈
尊
の
説
法
地
と
し
て
有
名
な
霊
鷲
山
。
イ
ン
ド
・
ビ
ハ
ー
ル
州
の
中
央
部
に
あ
る
。「
大
本
」
に
は
、 

ek
asm

in
 sam

ay
e b

h
ag

av
qn

 R
qjag

3h
e v

ih
arati sm

a G
3d

h
rak

[
we p

arv
ate m

ah
atq b

h
ik

2u
-sa/

g
h
en

a sqrd
h
a/

 m
ah

atq  

ca b
o
d
h
isattv

a-sa/
g
h
en

a. 

あ
る
時
、
世
尊
は
、
ラ
ー
ジ
ャ
グ
リ
ハ
（
王
舎
城
）
の
グ
リ
ダ
ラ
ク
ー
タ
山
（
霊
鷲
山
）（
の
説
法
処
）
に
お
い
て
、
あ
ま
た
の 

比
丘
衆
や
あ
ま
た
の
菩
薩
衆
と
共
に
お
ら
れ
た
。 

と
あ
る
。 

 

②
鶖
子
：
舎
利
弗
。
鶖
鷺
子
の
略
。
鶖
鷺
は
舎
利
弗
の
母
の
名
。 



【
私
訳
】 

こ
の
般
若
菩
薩
の
三
摩
地
の
法
門
（『
般
若
心
経
』）
は
、
仏
（
釈
尊
）
が
、
自
ら
の
説
法
所
と
し
て
い
る
霊
鷲
山
に
在
っ
て
、
弟
子
の
舎
利
弗

た
ち
の
た
め
に
説
い
た
も
の
で
あ
る
。 

【
付
記
１
】 

「
大
本
」
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
文
（
校
訂
本
）（『
般
若
心
経 

金
剛
般
若
経
』（
中
村
元 

紀
野
一
義
、
岩
波
文
庫
））
に
は
、 

ten
a k

h
alu

 sam
ay

en
a b

h
ag

av
qn

 g
a/

b
h
]ra-av

asa/
b
o
d
h
a/

 n
qm

a sam
qd

h
i/

 sam
qp

an
n
a4

. 

（
略
） 

ath
a-qy

u
2m

qn
 C

h
qrip

u
tro

 b
u
d
d
h
a-an

u
b
h
qv

en
a-qry

qv
alo

k
ite1v

ara/
 b

o
d
h
isattv

am
 etad

 av
o
ceat.  

y
a4

 k
a1cit k

u
la-p

u
tro

 g
a/

b
h
]rqy

q/
p
raj̀

qp
qram

itqy
q/

 cary
q/

 cartu
-k

qm
a4

 k
ath

a/
 1ik

2itav
y
a4

.  

ev
a/

 u
k
ta qry

a-av
alo

k
ite1v

aro
 b

o
d
h
isattv

o
 m

ah
qsattv

a qy
u
2m

a/
ta/

 !
qrip

u
tram

 etad
 av

o
cet. 

し
か
ら
ば
、
そ
の
時
、
世
尊
は
、「
深
い
開
悟
（
等
覚
）」
と
い
わ
れ
る
（
と
い
う
名
の
）
三
昧
（
瞑
想
）
に
入
ら
れ
た
。 

（
略
） 

そ
の
時
、
大
徳
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
が
、
仏
の
威
徳
に
よ
っ
て
、
尊
き
観
自
在
菩
薩
に
こ
の
（
次
の
）
こ
と
を
言
っ
た
。 

「
も
し
誰
か
、
善
男
子
が
、
深
い
（
集
中
の
）
般
若
波
羅
蜜
に
お
い
て
、
行
を
実
践
し
た
い
と
望
ん
だ
ら
、
ど
の
よ
う
に 

学
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
か
」
と
。 

こ
の
よ
う
に
言
わ
れ
た
尊
き
観
自
在
菩
薩
・
大
薩
埵
（
摩
訶
薩
）
が
、
大
徳
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
に
こ
の
（
次
の
）
こ
と
を 

言
っ
た
。 

と
あ
り
、
釈
尊
は
三
昧
に
入
っ
て
い
て
説
法
せ
ず
、
舎
利
弗
が
聞
法
す
る
の
は
観
自
在
菩
薩
で
あ
る
。
ま
た
、「
小
本
」
に
は
、
仏
（
釈
尊
）
は

出
て
こ
な
い
。
説
法
主
は
観
自
在
菩
薩
で
あ
る
。
こ
ん
な
初
歩
的
な
読
み
ま
ち
が
い
を
宗
祖
大
師
が
す
る
だ
ろ
う
か
。 

【
付
記
２
】 

「
霊
鷲
山
」
の
説
法
処
の
記
述
は
「
大
本
」
に
あ
っ
て
「
小
本
」
に
は
な
い
。
宗
祖
大
師
が
悉
曇
表
記
で
経
題
を
明
示
し
た
『
仏
説
摩
訶
般
若

波
羅
蜜
多
心
経
』
は
「
大
本
」
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
現
存
の
「
大
本
」
に
『
仏
説
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
』
は
見
え
ず
、
所
在
不
明



で
あ
る
。
ち
な
み
に
宗
祖
大
師
は
、「
序
分
」
の
「
大
意
序
」
で
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
心
經
』
は
た
っ
た
の
十
四
行
だ
と
言
い
、「
小
本
」
を
思

わ
せ
る
。 

 

②
漢
訳
の
類
本 

【
原
文
】 

此
經
數
翻
譯
。
第
一
羅
什
三
藏
譯
。
今
所
説
本
是
。
次
唐
遍
覺
三
藏
翻
。
題
無
佛
説
摩
訶
四
字
。
五
蘊
下
加
等
字
。
遠
離
下
除
一
切
字
。
陀
羅

尼
後
無
功
能
。
次
大
周
義
淨
三
藏
本
。
題
省
摩
訶
字
。
眞
言
後
加
功
能
。
又
法
月
及
般
若
兩
三 

藏
翻
。
並
有
序
分･

流
通
。
又
陀
羅
尼
集
經
第

三
卷
説
此
眞
言
法
。
經
題
與
羅
什
同
。 

【
書
き
下
し
】 

此
の
經
に
數

あ
ま
た

の
翻
譯
あ
り
。
第
一
に
羅
什
三
藏
の
譯
に
し
て
、
今
説
く
所
の
本
、
是
れ
な
り
。
次
に
唐
の
遍
覺

へ
ん
が
く

三
藏
の
翻
に
は
、
題
に
「
佛
説

摩
訶
」
の
四
字
無
し
。「
五
蘊
」
の
下
に
「
等
」
の
字
を
加
え
、「
遠
離
」
の
下
に
「
一
切
」
の
字
を
除
く
。
陀
羅
尼
の
後
に
、
功
能
無
し
。
次

に
大
周
の
義
淨
三
藏
本
に
は
、
題
に
「
摩
訶
」
の
字
を
省
き
、
眞
言
の
後
に
功
能
を
加
え
た
り
。
又
、
法
月
及
び
般
若
の
兩
三
藏
の
翻
に
は
、

並
び
に
序
分
・
流
通
有
り
。
又
、『
陀
羅
尼
集
經
』
第
三
卷
に
、
此
の
眞
言
法
を
説
く
。
經
題
は
羅
什
と
同
じ
な
り
。 

【
註
記
】 

 

①
羅
什
三
藏
：
鳩
摩
羅
什
（K

u
m
āra-j īv

a

）。
五
胡
十
六
国
の
後
秦
（
姚
秦
）（
三
八
四
～
四
一
七
）
の
時
代
に
亀
茲
国
（
ク
チ
ャ
）
か
ら
長
安
に

来
た
西
域
の
学
僧
。
三
〇
〇
巻
か
ら
の
仏
典
を
漢
訳
し
た
。
三
論
・
成
実
に
長
じ
た
。 

 

②
遍
覺
：
玄
奘
三
蔵
（
六
〇
二
～
六
六
四
）。
俗
名
は
陳
褘

ち
ん
い

、
玄
奘
は
戒
名
。
大
遍
覚
は
諡
。
六
二
九
年
、
国
禁
を
破
っ
て
秘
密
裏
に
出
国
し
、

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
経
由
で
イ
ン
ド
に
向
っ
た
。
ナ
ー
ラ
ン
ダ
ー
寺
院
に
滞
在
し
、
唯
識
学
の
戒
賢
（!

]ra-b
h
ad

ra

）
に
師
事
し
て
唯
識
を
学
び
、

そ
の
の
ち
イ
ン
ド
各
地
を
歴
訪
し
て
仏
跡
を
参
拝
し
、
六
五
七
部
の
仏
典
を
携
え
て
六
四
五
年
に
帰
国
し
た
。
帰
国
後
は
大
慈
恩
寺
に
お
い

て
将
来
し
た
仏
典
の
漢
訳
に
励
ん
だ
。 



 
③
大
周
：
？ 

 
④
義
浄
三
蔵
：
六
三
五
～
七
一
三
。
六
七
一
年
、
イ
ン
ド
に
渡
り
ナ
ー
ラ
ン
ダ
ー
寺
院
で
修
学
。
四
〇
〇
部
の
仏
典
を
中
国
に
将
来
し
た
。 

 

⑤
法
月
三
蔵
：D

h
arm

a-can
d
ra

。
六
五
三
～
七
四
三
。
東
イ
ン
ド
出
身
。
中
イ
ン
ド
で
学
ん
で
経
・
律
・
論
の
ほ
か
医
明
に
も
通
じ
、
入
唐
し
て

仏
典
漢
訳
に
励
む
。 

 

⑥
般
若
三
蔵
：P

raj̀
q

。
七
三
四
～
？
。
カ
ー
ビ
シ
ー
・
カ
ー
ブ
ル
地
方
出
身
。
ナ
ー
ラ
ン
ダ
ー
寺
院
で
諸
大
乗
を
学
び
、
辛
苦
の
末
入
唐
し
て

長
安
の
醴
泉
寺
に
住
し
、
ソ
グ
ド
語
の
『
六
波
羅
蜜
経
』
を
は
じ
め
『
四
十
華
厳
』『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』『
守
護
国
界
主
陀
羅
尼
経
』
な

ど
を
漢
訳
し
た
。
宗
祖
大
師
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
教
師
で
あ
り
、
留
学
中
の
宗
祖
大
師
を
支
え
て
く
れ
た
恩
人
の
一
人
。 

 

⑦
陀
羅
尼
集
經
：
阿
地
瞿
多
訳
。
十
二
巻
。
諸
尊
法
の
経
典
・
儀
軌
を
集
め
、
仏
部
・
菩
薩
部
・
金
剛
部
・
諸
天
部
・
普
集
会
壇
法
に
分
け
た
。

諸
尊
の
印
・
真
言
・
供
養
法
・
図
像
も
詳
細
（『
密
教
辞
典
』）。 

【
私
訳
】 

『
般
若
心
経
』
に
い
く
つ
も
の
漢
訳
が
あ
る
。
第
一
に
鳩
摩
羅
什
の
訳
で
、
今
説
く
所
の
経
本
が
こ
れ
で
あ
る
。
次
に
、
玄
奘
三
蔵
の
訳
で
、

こ
の
訳
に
は
経
題
に
「
仏
説
摩
訶
」
の
四
文
字
が
な
い
。「
五
蘊
」
の
下
に
「
等
」
を
加
え
、「
遠
離
」
の
下
に
「
一
切
」
が
な
い
。
最
後
の
陀

羅
尼
（「
竭
帝
～
僧
莎
呵
」）
の
世
間
利
益
が
な
い
。
次
に
大
周
の
義
浄
の
漢
訳
本
で
、
経
題
に
は
「
摩
訶
」
を
省
略
し
、
最
後
の
真
言
の
あ
と

に
は
真
言
の
効
能
を
加
え
て
い
る
。
ま
た
、
法
月
と
般
若
の
二
人
の
三
蔵
の
漢
訳
に
は
、
序
分
と
流
通
分
と
が
あ
る
。
ま
た
、『
陀
羅
尼
集
経
』

第
三
卷
「
般
若
波
羅
蜜
多
大
心
経
」
に
は
、
こ
の
真
言
の
法
を
説
く
。
経
題
は
羅
什
訳
と
同
じ
で
あ
る
。 

【
付
記
１
】 

こ
こ
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、「
今
説
く
所
の
本
」
と
言
わ
れ
て
い
る
の
は
羅
什
訳
で
、
先
ほ
ど
の
悉
曇
表
記
の
『
仏
説
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
』

で
あ
り
、「
霊
鷲
山
」「
釈
尊
」
が
出
て
く
る
「
大
本
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
そ
れ
は
所
在
不
明
で
、
現
存
す
る
羅
什
訳
は
『
摩
訶
般

若
波
羅
蜜
大
明
呪
経
』（「
小
本
」）
で
あ
る
。 

智
積
院
第
十
一
世
覺
眼
に
、
羅
什
に
『
大
明
呪
経
』『
心
経
』
の
二
訳
（
と
も
に
「
小
本
」）
あ
り
、
宗
祖
大
師
は
『
心
経
』
の
方
を
用
い
た
と

い
う
う
が
っ
た
説
が
あ
る
そ
う
だ
が
、「
今
説
く
所
の
本
」、
す
な
わ
ち
『
仏
説
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
』
に
「
大
本
」
に
し
か
登
場
し
な
い

「
霊
鷲
山
」「
釈
尊
」
が
出
て
く
る
こ
と
と
一
致
し
な
い
。
そ
の
他
、
羅
什
訳
を
見
な
が
ら
玄
奘
訳
を
書
き
換
え
た
も
の
を
宗
祖
大
師
が
見
て
い



た
と
い
う
推
論
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
こ
れ
も
「
今
説
く
所
の
本
」
に
「
霊
鷲
山
」「
釈
尊
」
が
登
場
す
る
こ
と
と
整
合
性
が
な
い
。「
あ
と
が
き
」

で
ふ
れ
る
勝
又
俊
教
博
士
の
説
に
も
ほ
ぼ
似
た
説
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
結
論
は
同
じ
で
あ
る
。 

【
付
記
２
】 

宗
祖
大
師
は
こ
こ
で
、『
般
若
心
経
』
の
漢
訳
類
本
を
羅
什
訳
・
玄
奘
訳
・
義
浄
訳
・
法
月
訳
・
般
若
訳
の
五
種
挙
げ
て
い
る
。 

現
存
す
る
の
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

１
羅
什
訳
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
大
明
呪
經
』（
小
本
）。 

２
玄
奘
訳
『
般
若
波
羅
蜜
多
心
經
』（
小
本
）。 

３
義
浄
訳
『
佛
説
般
若
波
羅
蜜
多
心
經
』。 

４
法
月
訳
『
普
遍
智
藏
般
若
波
羅
蜜
多
心
經
』（
大
本
）。 

５
般
若
訳
『
般
若
波
羅
蜜
多
心
經
』（
大
本
）。 

【
付
記
３
】 

こ
こ
で
、
羅
什
訳
に
、 

１
宗
祖
大
師
が
「
今
説
く
所
の
本
」
と
言
う
悉
曇
表
記
の
『
仏
説
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
』（
大
本
）。 

２
現
存
す
る
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
大
明
呪
經
』（
小
本
）。 

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
宗
学
の
世
界
で
は
古
来
、
羅
什
訳
に
数
本
あ
っ
た
と
す
る
議
論
が
あ
る
と
言
う
。 

余
談
な
が
ら
、
宗
祖
大
師
が
も
し
現
存
の
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
大
明
呪
經
』（
小
本
）
を
こ
の
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
を
書
く
時
に
見
て
い
た
ら
、 

こ
の
経
題
の
「「

h
3d

ay
a

」
を
「
大
明
呪
」
と
訳
す
こ
と
に
気
づ
き
、『
仏
説
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
多
「
心
」
経
』
と
訳
さ
な
か
っ
た
は
ず
で

あ
る
。 

 

③
「
般
若
心
」
は
「
心
真
言
」 

【
原
文
】 

言
般
若
心
者
。
此
菩
薩
有
身
心
等
陀
羅
尼
。
是
經
眞
言
即
大
心
呪
。
依
此
心
眞
言
得
般
若
心
名
。
或
云
。
略
出
大
般
若
經
心
要
故
名
心
。
不
是



別
會
説
云
云
、
所
謂
如
有
龍
之
蛇
鱗
。 

【
書
き
下
し
】 

般
若
心
と
い
っ
ぱ
、
此
の
菩
薩
に
身
心
等
の
陀
羅
尼
有
り
、
是
の
經
の
眞
言
は
即
ち
大
心
呪
な
り
。
此
の
心
眞
言
に
依
っ
て
般
若
心
の
名
を
得

た
り
。
或
い
は
云
わ
く
、
大
般
若
經
の
心
要
を
略
出
す
る
が
故
に
心
と
名
づ
く
。
是
れ
別
會
の
説
に
あ
ら
ず
と
、
云
云
。
所
謂
、
龍
に
之
れ
蛇

の
鱗
有
る
が
如
し
。 

【
註
記
】 

①
般
若
心
：
般
若
波
羅
蜜
多
心
。 

②
此
の
菩
薩
：
般
若
菩
薩
。 

③
身
心
等
の
陀
羅
尼
：
般
若
菩
薩
の
身
陀
羅
尼
と
心
陀
羅
尼
。「
般
若
（
波
羅
蜜
多
）
心
」
は
こ
の
般
若
菩
薩
の
心
陀
羅
尼
（
心
真
言
）
で
あ
る
。 

④
大
心
呪
：
大
い
な
る
（
利
益
を
も
た
ら
す
）
心
真
言
。 

⑤
心
眞
言
：
真
言
。 

⑥
大
般
若
經
：「
般
若
経
」
系
経
典
の
総
称
。
具
に
は
羅
什
訳
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』（『
大
品
般
若
』、『
二
万
五
千
頌
般
若
経
』）、
あ
る
い
は

玄
奘
訳
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
第
二
会
。 

⑦
別
會
：
別
々
の
説
法
処
・
説
法
の
機
会
。 

⑧
龍
に
蛇
の
鱗
：
龍
と
蛇
に
は
同
じ
く
鱗
が
あ
る
が
、
両
者
は
同
じ
で
は
な
い
。
こ
こ
は
、『
大
般
若
経
』
と
『
般
若
心
経
』
は
同
じ
で
は
な
い
、

『
般
若
心
経
』
は
『
大
般
若
経
』
の
略
出
で
は
な
い
、
の
意
。 

【
私
訳
】 

「
般
若
（
波
羅
蜜
多
）
心
」
と
は
、
般
若
菩
薩
に
身
陀
羅
尼
と
心
陀
羅
尼
が
あ
り
、
こ
の
『
般
若
心
経
』
の
最
後
に
説
か
れ
る
真
言
（
般
若
波

羅
蜜
多
呪
）
は
大
い
な
る
（
利
益
を
も
た
ら
す
）
心
真
言
で
あ
る
。
こ
の
心
真
言
に
よ
っ
て
「
般
若
心
」
の
名
を
得
た
の
で
あ
る
。
或
る
人
が

云
っ
た
。『
大
般
若
経
』
の
「
心
要
」
を
略
出
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
「
心
」
と
言
う
の
で
あ
り
、
別
々
の
説
法
処
や
時
機
に
説
か
れ
た
も
の
で

は
な
い
（
同
じ
会
場
で
説
か
れ
た
も
の
だ
）
と
、
云
々
。
だ
が
言
う
な
れ
ば
、
龍
と
蛇
に
は
同
じ
く
鱗
が
あ
る
が
、
両
者
は
同
じ
で
は
な
い
。

そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、『
大
般
若
経
』
と
『
般
若
心
経
』
は
同
じ
で
は
な
く
、『
般
若
心
経
』
は
『
大
般
若
経
』
の
略
出
で
は
な
い
の
で
あ
る
。 



【
付
記
１
】 

こ
こ
で
宗
祖
大
師
は
、「
般
若
（
波
羅
蜜
多
）
心
」
の
「
心
」
と
は
『
大
般
若
経
』
の
「
心
要
」
で
は
な
く
、『
般
若
心
経
』
の
最
後
に
説
か
れ

る
「
般
若
波
羅
蜜
多
呪
」
で
あ
り
「
心
咒
」「
心
真
言
」
の
こ
と
で
あ
る
、
と
言
明
し
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、「
般
若
波
羅
蜜
多
心
」
の

「
心
」
を
前
の
項
で
は
「
処
中
」
と
釈
し
た
の
は
な
ぜ
か
と
言
い
た
く
な
る
。
自
ら
「
心
」
を
「
処
中
」
と
釈
し
て
お
い
て
、
こ
の
項
で
は
「
心
」

を
「
心
要
」
だ
と
言
う
「
或
云
」
に
対
し
て
「
龍
に
蛇
の
鱗
が
あ
る
よ
う
な
も
の
」
と
批
判
す
る
の
は
自
己
矛
盾
で
あ
る
。「
処
中
」
も
「
心
要
」

も
同
じ
で
は
な
い
か
。「
般
若
（
波
羅
蜜
多
）
心
」
の
「
心
」
を
「
処
中
」
と
釈
し
た
り
、「
心
要
」
と
言
う
論
者
を
比
喩
を
以
て
批
判
し
た
り
、

「
心
真
言
」
と
言
っ
た
り
、
こ
の
ち
ぐ
は
ぐ
、
と
て
も
宗
祖
大
師
の
も
の
と
は
思
え
な
い
。 

【
付
記
２
】 

「
般
若
菩
薩
の
身
心
の
陀
羅
尼
等
」
に
つ
い
て
、
松
長
有
慶
博
士
に
よ
れ
ば
、『
陀
羅
尼
集
経
』
巻
三
に
説
か
れ
る
般
若
菩
薩
の
十
三
の
印
と
九

種
の
陀
羅
尼
の
う
ち
、
大
心
陀
羅
尼
第
十
六
と
小
心
陀
羅
尼
第
十
九
が
心
陀
羅
尼
、
小
心
陀
羅
尼
の
あ
と
に
説
か
れ
る
「
般
若
身
印
を
結
ん
で

前
の
大
呪
を
二
十
一
返
誦
す
」
の
「
大
呪
」
が
身
陀
羅
尼
で
あ
る
、
と
の
会
通
説
が
あ
る
と
言
う
。 

ち
な
み
に
、
大
心
陀
羅
尼
第
十
六
と
は
「
掲
帝 
掲
帝 

波
羅
掲
帝 

波
囉
僧
掲
帝 

菩
提 

莎
訶
」。
小
心
陀
羅
尼
第
十
九
は
「
室
唎
曳 

室
唎
曳 

室

唎 

室
吒 

莎
訶
」。「
般
若
身
印
を
結
ん
で
前
の
大
呪
を
二
十
一
返
誦
す
」
と
は
、「
供
養
已 

次
作
般
若
身
印
。
誦
前
大
呪
二
十
一
遍
。」。「
般
若

身
印
」
と
は
、「
二
手
合
腕
。
掌
中
相
開
。
即
用
二
手
頭
指
中
指
無
名
指
。
頭
曲
相
拄
。
其
二
小
指
二
大
指
。
各
直
竪
磔
開
」、
す
な
わ
ち
右
手

は
施
無
畏
印
、
左
手
は
掌
を
仰
い
で
梵
筐
を
も
つ
。 

『
付
記
３
』 

最
後
に
宗
祖
大
師
は
、「
龍
に
之
れ
蛇
の
鱗
有
る
が
如
し
」
と
い
う
比
喩
を
も
っ
て
、『
般
若
心
経
』
が
『
大
般
若
経
』（
羅
什
訳
『
摩
訶
般
若
波

羅
蜜
経
』
か
玄
奘
訳
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
第
二
会
）
の
略
出
で
は
な
い
こ
と
を
言
明
し
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
今
回
私
が
し
た
よ
う

に
、
宗
祖
大
師
も
こ
の
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
羅
什
訳
の
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』（『
小
品
般
若
』、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本

で
『
二
万
五
千
頌
般
若
』）
や
玄
奘
訳
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
第
二
会
を
具
に
読
ん
で
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
読
ん
で
い
な
け
れ
ば
、『
般
若

心
経
』
は
『
大
般
若
経
』
の
略
出
で
は
な
い
な
ど
と
明
言
は
で
き
な
い
。 

 



３
『
般
若
心
経
』
の
本
論
（
五
分
科
） 

【
原
文
】 

此
經
總
有
五
分
。
第
一
人
法
總
通
分
。
觀
自
在
云
至
度
一
切
苦
厄
是
。
第
二
分
別
諸
乘
分
。
色
不
異
空
云
至
無
所
得
故
是
。
第
三
行
人
得
益
分
。

菩
提
薩
埵
云
至
三
藐
三
菩
提
是
也
。
第
四
總
歸
持
明
分
。
故
知
般
若
云
至
眞
實
不
虚
是
也
。
第
五
祕
藏
眞
言
分
。

云
至

是

也
。 

【
書
き
下
し
】 

此
の
經
に
總
じ
て
五
分
有
り
。
第
一
に
、
人
法
總

に
ん
ぼ
う
そ
う

通 つ
う

分
。「
觀
自
在
」
と
云
う
よ
り
「
度
一
切
苦
厄
」
に
至
る
、
是
れ
な
り
。
第
二
に
、
分
別
諸
乘

ふ
ん
べ
つ
し
ょ
じ
ょ
う

分
。「
色
不
異
空
」
と
云
う
よ
り
「
無
所
得
故
」
に
至
る
、
是
れ
な
り
。
第
三
に
、
行
人

ぎ
ょ
う
に
ん

得
益

と
く
や
く

分
。「
菩
提
薩
埵
」
と
云
う
よ
り
「
三
藐
三
菩
提
」

に
至
る
、
是
れ
な
り
。
第
四
に
、
總
歸
持

そ

う

き

じ

明
み
ょ
う

分
。「
故
知
般
若
」
と
云
う
よ
り
「
眞
實
不
虚
」
に
至
る
、
是
れ
な
り
。
第
五
に
。
祕
藏

ひ
ぞ
う

眞 し
ん

言 ご
ん

分
。

「

」
と
云
う
よ
り
「

」
に
至
る
、
是
れ
な
り
。 

【
註
記
】 

 

①
人
法
総
通
分: 

「
觀
自
在
」
～
「
度
一
切
苦
厄
」。「
般
若
波
羅
蜜
多
」、
こ
の
経
を
説
く
「
人
」
と
説
か
れ
る
「
法
」
の
部
分
。 

 

②
分
別
諸
乗
分
：「
色
不
異
空
」
～
「
無
所
得
故
」。
華
厳
、
三
論
、
法
相
、
声
聞
・
縁
覚
、
天
台
の
五
乗
の
要
諦
を
説
く
部
分
。 

 

③
行
人
得
益
分
：「
菩
提
薩
埵
」
～
「
三
藐
三
菩
提
」。「
菩
薩
」「
三
世
諸
仏
」
が
行
果
と
し
て
得
る
得
益
を
説
く
部
分
。 

 

④
総
帰
持
明
分
：「
故
知
般
若
」
～
「
眞
實
不
虚
」。
五
乗
の
行
果
が
最
後
の
「
般
若
波
羅
蜜
多
咒
」（
真
言
）
に
帰
す
る
こ
と
を
説
く
部
分
。 

 

⑤
秘
蔵
真
言
分
：「

」
～
「

」。「
般
若
波
羅
蜜
多
咒
」（
真
言
）
を
説
く
部
分
。 

 

⑥
「

」：「
ギ
ャ
ー
テ
ー 

ギ
ャ
ー
テ
ー 

g
ate g

ate

」。 

⑦
「

」：「
ソ
ワ
カ
（
ス
ヴ
ァ
ー
ハ
ー
）sv

qh
q

」。 

【
私
訳
】 



こ
の
『
般
若
心
経
』
に
総
じ
て
五
つ
の
分
段
が
あ
る
。 

一
つ
に
は
「
人
法
総
通
分
」
と
言
い
、「
觀
自
在
」
か
ら
「
度
一
切
苦
厄
」
ま
で
。 

二
つ
に
は
「
分
別
諸
乗
分
」
で
、「
色
不
異
空
」
か
ら
「
無
所
得
故
」
ま
で
。 

三
つ
に
は
「
行
人
得
益
分
」
で
、「
菩
提
薩
埵
」
か
ら
「
三
藐
三
菩
提
」
ま
で
。 

四
つ
に
は
「
総
帰
持
明
分
」
で
、「
故
知
般
若
」
か
ら
「
眞
實
不
虚
」
ま
で
、 

五
つ
に
は
「
秘
蔵
真
言
分
」
で
、「

」
か
ら
「

」
ま
で
。 

で
あ
る
。 

 

①
人
法
総
通
分 

【
原
文
】 

第
一
人
法
總
通
分
有
五
。
因･

行･

證･
入･
時
是
也
。
言
觀
自
在
能
行
人
。
即
此
人
本
覺
菩
提
爲
因
。
深
般
若
能
所
觀
法
。
即
是
行
。
照
空
則
能

證
智
。
度
苦
則
所
得
果
。
果
即
入
也
。
依
彼
教
人
智
無
量
。
依
智
差
別
時
亦
多
。
三
生
三
劫
六
十
百
妄
執
差
別
。
是
名
時
。
頌
曰 

  
 

觀
人
修
智
慧 

 

深
照
五
衆
空  
 

歴
劫
修
念
者 

 

離
煩
一
心
通 

【
書
き
下
し
】 

第
一
の
人
法
總
通
分
に
五
つ
有
り
。「
因
」「
行
」「
證
」「
入
」「
時
」、
是
れ
な
り
。「
觀
自
在
」
と
い
っ
ぱ
、
能
行
の
人 に

ん

、
即
ち
此
の
人
、
本
覺

の
菩
提
を
「
因
」
と
爲
す
。「
深
般
若
」
は
能
所
觀
の
法
、
即
ち
是
れ
「
行
」
な
り
。「
照
空
」
は
則
ち
能
「
證
」
の
智
、「
度
苦
」
は
則
ち
所
得

の
果
、
果
は
即
ち
「
入
」
な
り
。
彼
の
教
に
依
っ
て
人
の
智
、
無
量
な
り
。
智
の
差
別
に
依
っ
て
時
亦
た
多
し
。
三
生
三
劫

さ
ん
し
ょ
う
さ
ん
ご
う

、
六
十
百
妄
執

も
う
じ
ゅ
う

の
差
別
、
是
れ
を
時
と
名
づ
く
。
頌
に
曰
わ
く
、 

  
 

觀
人

か
ん
じ
ん

、
智
慧
を
修
し
て 

 

深
く
五 ご

衆 し
ゅ

の
空
を
照
ら
す  

 

歴
劫
修 し

ゅ

念 ね
ん

の
者
は 

 
煩
を
離
れ
て
一
心
に
通
ず 



【
註
記
】 

 
①
「
因
」「
行
」「
證
」「
入
」：「
因
」
は
発
菩
提
心
、「
行
」
は
瑜
伽
観
法
、「
證
」
は
仏
尊
と
の
「
入
我
我
入
」、「
入
」
は
悟
入
・
入
涅
槃
の
「
四

転
」。「
持
」
は
瑜
伽
観
法
の
時
間
。 

 

②
三
生
：
華
厳
で
言
う
修
行
の
段
階
、「
見
聞
位
」「
解
行
位
」「
証
人
位
」。 

③
三
劫
：
一
劫
の
三
倍
。
無
時
間
的
な
無
限
に
近
い
時
間
。 

 

③
六
十
百
妄
執
：
六
十
は
六
十
劫
。
声
聞
が
サ
ト
リ
に
要
す
る
時
間
。
百
は
百
劫
。
縁
覚
が
サ
ト
リ
に
要
す
る
時
間
。
妄
執
は
原
語
が
「k

alp
a

」

で
「
劫
」
の
こ
と
で
あ
る
が
、
密
教
で
は
「
妄
執
」
と
訳
す
。 

 

④
觀
人
：
観
自
在
菩
薩
。
世
間
を
よ
く
観
じ
て
、
菩
薩
行
（
利
他
行
・
世
間
利
益
）
を
実
践
す
る
行
人
、
の
意
。 

 

⑤
五
衆
：
五
蘊
。 

 

⑥
歴
劫
修
念
：
劫
を
経
て
無
限
に
近
い
修
行
（
顕
教
）
と
、
速
疾
に
サ
ト
リ
に
到
る
念
持
の
修
行
（
密
教
）。 

 

⑦
一
心
：
般
若
菩
薩
の
サ
ト
リ
の
境
地
。 

【
私
訳
】 

第
一
の
人
法
總
通
分
に
五
転
が
あ
る
。「
因
」「
行
」「
證
」「
入
」
の
四
転
に
「
時
」
で
あ
る
。 

１
「
觀
自
在
」
と
は
、「
般
若
波
羅
蜜
多
」
の
「
空
」
を
実
践
す
る
菩
薩
行
（
利
他
行
・
世
間
利
益
）
の
行
者
で
、
こ
の
人
は
、
本
来
具
有
す
る

菩
提
心
を
「
因
」
と
す
る
。 

２
「
深
般
若
」
と
は
、
深
い
観
想
の
境
地
で
現
前
す
る
「
サ
ト
リ
に
到
達
し
た
直
観
智
」
を
観
じ
る
行
者
（
能
）
と
、
観
法
の
対
象
と
な
る
、

深
い
観
想
の
境
地
で
現
前
す
る
「
サ
ト
リ
に
到
達
し
た
智
慧
」（
所
）
で
、
能
と
所
が
「
入
我
我
入
」
す
る
か
ら
瑜
伽
観
法
の
「
行
」
で
あ
る
。 

３
「
照
空
」
つ
ま
り
「
照
見
五
蘊
皆
空
」
は
、
仏
尊
と
の
「
入
我
我
入
」
で
「
空
」
を
証
悟
し
た
「
證
」
の
智
慧
。 

４
「
度
苦
」
と
は
、
菩
薩
行
（
利
他
行
・
世
間
利
益
）
の
行
果
。
行
果
と
し
て
の
凡
夫
・
衆
生
の
悟
入
・
入
涅
槃
、
そ
の
「
入
」
で
あ
る
。
こ

の
四
転
に
よ
っ
て
人
の
智
慧
は
無
量
と
な
る
。 

５
智
慧
の
ち
が
い
で
修
行
の
時
間
の
「
時
」
も
ま
た
多
い
。
華
厳
で
言
う
修
行
の
段
階
の
「
見
聞
位
」「
解
行
位
」「
証
人
位
」、
無
時
間
的
な
無

限
に
近
い
時
間
、
声
聞
が
サ
ト
リ
に
要
す
る
六
十
劫
と
縁
覚
が
サ
ト
リ
に
要
す
る
百
劫
の
ち
が
い
、
こ
れ
を
「
時
」
と
言
う
。
偈
頌
に
言
う
、 



観
自
在
菩
薩
が
、「
般
若
波
羅
蜜
多
」
の
「
空
」
を
実
践
す
る
菩
薩
行
を
行
じ
て
、
深
く
五
蘊
の
「
空
」
を
照
見
す
。 

劫
を
経
て
無
限
に
近
い
修
行
を
す
る
者
（
顕
教
）
と
、
速
疾
に
サ
ト
リ
に
到
る
念
持
の
修
行
を
す
る
者
（
密
教
）
と
は
、 

煩
悩
を
離
れ
て
般
若
菩
薩
の
サ
ト
リ
の
境
地
に
達
す
る
。 

【
付
記
１
】 

 

こ
の
「
人
法
総
通
分
」
は
「
觀
自
在
」
～
「
度
一
切
苦
厄
」。
経
文
全
体
を
示
せ
ば
、 

 
 
 

観
自
在
菩
薩 
行
深
般
若
波
羅
蜜
多
時 

照
見
五
蘊
皆
空 

度
一
切
苦
厄
。 

【
付
記
２
】 

こ
の
「
人
法
総
通
分
」
の
書
き
出
し
（「
觀
自
在
」
～
「
度
一
切
苦
厄
」）
に
、「
霊
鷲
山
」「
釈
尊
」
と
い
っ
た
「
大
本
」
の
語
が
見
ら
れ
な
い
。

宗
祖
大
師
が
言
う
羅
什
訳
の
『

』（
漢
訳
す
れ
ば
『
仏
説
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
』）

は
「
此
の
三
摩
地
門
は
、
佛
、
鷲
峯
山
に
在
し
て
、
鶖
子
等
の
爲
に
之
を
説
け
り
」
と
言
う
か
ら
「
大
本
」
だ
と
前
述
し
た
が
、
こ
の
「
人
法

総
通
分
」
の
書
き
出
し
は
「
小
本
」
の
冒
頭
で
あ
る
。
こ
の
「
大
本
」
の
「
霊
鷲
山
」「
釈
尊
」
を
言
い
な
が
ら
「
人
法
総
通
分
」
は
「
小
本
」

の
冒
頭
を
書
き
出
す
、
こ
の
ち
ぐ
は
ぐ
に
つ
い
て
は
「
あ
と
が
き
」
で
述
べ
る
。 

【
付
記
３
】 

こ
の
『
般
若
心
経
』
の
冒
頭
は
、
説
法
主
で
あ
る
「
観
自
在
菩
薩
」
の
大
乗
の
立
場
を
教
理
的
に
述
べ
て
い
る
の
だ
が
、
宗
祖
大
師
は
「
観
自

在
」
と
「
深
般
若
」
と
「
照
空
」
と
「
度
空
」
と
「
時
」
を
「
五
転
」
と
言
っ
て
略
説
す
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
と
く
に
「
五
蘊
皆
空
」

は
、
そ
れ
以
下
の
「
空
」
観
の
、
す
な
わ
ち
「
般
若
波
羅
蜜
多
」
の
前
段
と
な
る
句
な
の
だ
が
、
宗
祖
大
師
は
一
言
も
言
及
し
な
い
。 

「
五
蘊
皆
空
」
は
、
先
ず
「
例
え
ば
、
私
の
身
体
は
五
つ
の
も
の
の
集
り
」
と
言
う
意
味
で
「
人
」
に
「
我
」
が
な
く
「
人
空
」（「
我
空
」）、

そ
し
て
そ
の
「
五
つ
」
も
「
皆
空
」、
す
な
わ
ち
「
法
」
も
「
空
」（「
法
空
」）、
合
せ
て
「
人
空
法
空
（
人
法
俱
空
）」
と
い
う
意
味
で
、「
人
は

空
、
法
は
有
（
人
空
法
有
）」
を
説
く
部
派
仏
教
（
と
く
に
説
一
切
有
部
）
の
否
定
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
宗
祖
大
師
が
「
人
法
総
通
分
」
と
称

す
る
こ
の
冒
頭
の
句
は
、「
人
法
二
空
」
と
い
う
大
乗
の
根
本
的
立
場
を
先
ず
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
意
味
で
「
人
法
総
通
分
」
な
の
で
あ
る
。

『
小
品
般
若
』
を
見
て
も
『
大
品
般
若
』
を
見
て
も
、「
五
蘊
皆
空
」「
五
蘊
不
可
得
」
は
く
り
返
し
各
品
で
説
か
れ
る
。 

 



②
分
別
諸
乗
分 

【
原
文
】 

第
二
分
別
諸
乘
分
亦
五
。
建･

絶･

相･

二･

一
是
也
。 

【
書
き
下
し
】 

第
二
の
分
別
諸
乘
分
に
亦
た
五
つ
あ
り
。
建
・
絶
・
相
・
二
・
一
、
是
れ
な
り
。 

【
註
記
】 

①
建
：
建
立
如
来
。
普
賢
菩
薩
の
サ
ト
リ
の
境
地
。
華
厳
宗
、
の
意
。 

②
絶
：
無
戯
論
如
来
。
文
殊
菩
薩
の
サ
ト
リ
の
境
地
。
三
論
宗
、
の
意
。 

③
相
：
弥
勒
菩
薩
。
弥
勒
菩
薩
の
サ
ト
リ
の
境
地
。
法
相
宗
、
の
意
。 

④
二
：
声
聞
乗
・
縁
覚
乗
の
二
乗
の
行
地
。 

⑤
一
：
観
自
在
菩
薩
。
観
自
在
菩
薩
の
サ
ト
リ
の
境
地
。
天
台
宗
、
の
意
。 

【
私
訳
】 

第
二
の
「
分
別
諸
乗
分
」
に
ま
た
五
種
あ
り
、
建
・
絶
・
相
・
二
・
一
で
あ
る
。「
建
」
は
、
建
立
如
来
。
普
賢
菩
薩
の
サ
ト
リ
の
境
地
。
華
厳

宗
、
の
意
。「
絶
」
は
、
無
戯
論
如
来
。
文
字
菩
薩
の
サ
ト
リ
の
境
地
。
三
論
宗
、
の
意
。「
相
」
は
、
弥
勒
菩
薩
。
弥
勒
菩
薩
の
サ
ト
リ
の
境

地
。
法
相
宗
、
の
意
。「
二
」
は
、
声
聞
乗
・
縁
覚
乗
の
二
乗
の
教
え
。「
一
」
は
、
観
自
在
菩
薩
。
観
自
在
菩
薩
の
サ
ト
リ
の
境
地
。
天
台
宗
、

の
意
。 

【
付
記
】 

宗
祖
大
師
に
詳
し
い
方
な
ら
す
ぐ
に
気
づ
く
と
思
う
が
、
こ
の
「
五
分
科
」、
他
宗
を
認
め
つ
つ
秘
蔵
真
言
に
包
摂
す
る
方
法
は
「
十
住
心
」
を

思
わ
せ
る
。
し
か
し
、
史
実
的
に
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
『
般
若
心
経
』
が
書
か
れ
た
時
代
に
、
実
際
は
華
厳
も
三
論
も
法
相
も
天
台
も
な
く
、

こ
の
「
五
分
科
」
の
方
法
は
、
当
時
の
南
都
及
び
平
安
京
に
お
い
て
は
、「
十
住
心
」
と
と
も
に
、
宗
祖
大
師
の
独
善
的
な
宗
義
解
釈
と
言
わ
れ

た
だ
ろ
う
。
こ
の
あ
と
に
も
述
べ
る
が
、
宗
祖
の
学
に
随
順
す
べ
き
私
さ
え
、
こ
の
「
五
分
科
」
の
論
に
は
す
な
お
に
従
え
な
い
。 

 



●
建
立
如
来
（
普
賢
菩
薩
）
の
三
摩
地
法
門
（
華
厳
宗
） 

【
原
文
】 

初
建
者
。
所
謂
建
立
如
來
三
摩
地
門
是
。
色
不
異
空
云
至
亦
復
如
是
是
也
。
建
立
如
來
即
普
賢
菩
薩
祕
號
。
普
賢
圓
因
以
圓
融
三
法
爲
宗
。
故

以
名
之
。
又
是
一
切
如
來
菩
提
心
行
願
之
身
。
頌
曰 

 
 
 

色
空
本
不
二 

 

事
理
元
來
同 

 

無
礙
融
三
種 

 

金
水
喩
其
宗 

【
書
き
下
し
】 

初
め
に
建
と
い
っ
ぱ
、
所
謂
、
建
立
如
來
の
三
摩
地
門
、
是
れ
な
り
。「
色
不
異
空
」
と
云
う
よ
り
「
亦
復
如
是
」
に
至
る
ま
で
是
れ
な
り
。 

建
立
如
來
は
即
ち
普
賢
菩
薩
の
祕
號
な
り
。
普
賢
の
圓
因
は
圓
融
の
三
法
を
以
て
宗
と
爲
す
。
故
に
以
て
之
に
名
づ
く
。
又
、
是
れ
一
切
如
來

の
菩
提
心
行
願
の
身
な
り
。
頌
に
曰
わ
く
。 

 
 
 

色
空
本
よ
り
不
二
な
り
。
事
理
元
よ
り
こ
の
か
た
同
な
り
。
無
礙
に
し
て
三
種
を
融
ず
。
金 こ

ん

水 す
い

の
喩
え
、
其
の
宗
な
り
。 

【
註
記
】 

 

①
普
賢
菩
薩
：
菩
提
心
の
象
徴
。 

 

②
祕
號
：
密
教
の
別
称
。 

 

③
圓
因
：
普
賢
菩
薩
の
堅
固
な
菩
提
心
が
、
大
日
如
来
の
円
や
か
な
サ
ト
リ
の
因
と
な
る
こ
と
。 

 

④
圓
融
の
三
法
：
事
理
無
礙
・
理
理
無
礙
・
事
事
無
礙
。 

 

⑤
行
願
：
菩
提
心
か
ら
発
す
る
上
求
菩
提
・
下
化
衆
生
の
願
い
。 

 

⑥
金
水
：
浄
源
の
『
金
獅
子
章
雲
間
類
解
』
に
言
う
黄
金
と
獅
子
の
無
礙
。
法
蔵
の
『
探
玄
記
』
や
杜
順
の
『
五
教
止
観
』
が
説
く
水
と
波
の

円
融
。 

【
私
訳
】 

初
め
に
、「
建
」
と
言
う
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
建
立
如
來
」
の
サ
ト
リ
の
境
地
と
い
う
の
が
こ
れ
で
あ
る
。「
色
不
異
空
」
～
「
亦
復
如
是
」
が

こ
れ
で
あ
る
。「
建
立
如
來
」
と
は
、
普
賢
菩
薩
の
密
教
の
名
で
あ
る
。
普
賢
菩
薩
の
堅
固
な
菩
提
心
が
大
日
如
来
の
円
や
か
な
サ
ト
リ
の
因
位



と
な
る
の
は
、
普
賢
菩
薩
が
事
理
無
礙
・
理
理
無
礙
・
事
事
無
礙
の
理
（
華
厳
の
教
理
）
を
建
立
す
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
建
立
如
来
と

名
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
は
一
切
如
來
が
菩
提
心
に
よ
っ
て
上
求
菩
提
・
下
化
衆
生
を
行
じ
る
願
を
起
す
仏
身
で
も
あ
る
。
頌

に
言
う
。 

 
 
 

色
と
空
は
も
と
よ
り
不
二
で
あ
る
。
事
と
理
は
元
か
ら
等
同
で
あ
る
。 

無
礙
で
あ
り
三
法
の
通
り
円
融
で
あ
る
。
黄
金
と
獅
子
、
水
と
波
の
喩
え
は
そ
の
通
り
で
あ
る
。 

【
付
記
１
】 

 

こ
の
「
建
立
如
来
（
普
賢
菩
薩
）
の
三
摩
地
法
門
」
は
「
色
不
異
空
」
～
「
亦
復
如
是
」。
経
文
全
体
を
示
せ
ば
、 

色
不
異
空 

空
不
異
色 
色
即
是
空 

空
即
是
色 

受
想
行
識
亦
復
如
是
。 

【
付
記
２
】 

こ
の
分
段
を
宗
祖
大
師
は
普
賢
菩
薩
、
す
な
わ
ち
華
厳
の
法
門
と
し
、「
色
」（
現
象
態
）
は
「
空
」（
真
実
態
）
と
不
二
一
体
だ
と
い
う
解
釈
を

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
華
厳
の
言
う
「
事
」（
現
象
態
）
と
「
理
」（
真
実
態
）
の
一
如
で
、「
事
理
無
礙
」「
理
々
無
礙
」「
事
々
無
礙
」

の
円
融
の
無
礙
法
界
、「
五
蘊
」
も
ま
た
「
空
」
に
異
な
ら
ず
、「
空
」
と
一
如
の
円
融
だ
と
。 

【
付
記
３
】 

し
か
し
、
こ
の
部
分
は
冒
頭
の
「
照
見
五
蘊
皆
空
」
を
補
完
す
る
よ
う
に
、「
五
蘊
」
す
な
わ
ち
「
色
・
受
・
想
・
行
・
識
」
の
「
無
自
性
」「
空
」

を
具
体
的
に
説
い
た
も
の
で
、「
五
蘊
皆
空
」
を
華
厳
の
「
事
理
無
礙
」「
理
理
無
礙
」「
事
事
無
礙
」
と
解
釈
す
る
も
の
だ
ろ
う
か
、
し
か
し
、

宗
祖
大
師
は
、「
色
即
是
空 

空
即
是
色
」
を
現
象
態
と
真
実
態
の
円
融
だ
と
見
た
。 

 

●
無
戯
論
如
来
（
文
殊
菩
薩
）
の
三
摩
地
法
門
（
三
論
宗
） 

【
原
文
】 

二
絶
者
。
所
謂
無
戲
論
如
來
三
摩
地
門
是
也
。
是
諸
法
空
相
云
至
不
増
不
減
是
。
言
無
戲
論
如
來
。
即
文
殊
菩
薩
密
號
。
文
殊
利
劍
能
揮
八
不

絶
彼
妄
執
之
心
乎
。
是
故
以
名
。
頌
曰 

 
 
 

八
不
絶
諸
戲 

 

文
殊
是
彼
人 

 

獨
空
畢
竟
理 

 

義
用
最
幽
眞 



【
書
き
下
し
】 

二
に
絶
と
い
っ
ぱ
、
所
謂
、
無
戲
論

ぶ

き

ろ

ん

如
來
の
三
摩
地
門
、
是
れ
な
り
。
是
れ
「
諸
法
空
相
」
と
云
う
よ
り
「
不
増
不
減
」
に
至
る
、
是
な
り
。

無
戲
論
如
來
と
言
う
は
、
即
ち
文
殊
菩
薩
の
密
號
な
り
。
文
殊
の
利
劍
は
能
く
八 は

っ

不 ぷ

を
揮 ふ

る

い
、
彼
の
妄
執
の
心
を
絶
つ
。
是
の
故
に
以
て
名
づ

く
。
頌
に
曰
わ
く
、 

 
 
 

八
不
は
諸
戲
を
絶
つ
、
文
殊
は
是
れ
彼
の
人
な
り
。 

 
 

獨 ど
っ

空 く
う

畢
竟
の
理
、
義
用

ぎ
ゆ
う

最
も
幽 ゆ

う

眞 し
ん

な
り
。 

【
註
記
】 

 

①
絶
：
文
殊
の
智
剣
で
凡
夫
・
衆
生
の
煩
悩
を
絶
つ
。 

②
無
戲
論
如
來
：
文
殊
菩
薩
の
密
教
の
名
称
。
文
殊
菩
薩
の
三
昧
耶
形
の
智
剣
が
煩
悩
に
染
ま
っ
た
凡
夫
・
衆
生
の
見
解
（
戲
論
）
を
絶
つ
、

そ
の
尊
格
の
如
来
。 

 

③
八
不
：
不
生
不
滅
・
不
断
不
常
・
不
一
不
異
・
不
去
不
来
。
龍
樹
の
『
中
論
』
の
帰
敬
序
に
あ
る
。
相
対
す
る
両
極
を
否
定
し
そ
の
中
間
に

立
つ
中
道
。 

 

④
獨
空
：
三
論
で
言
う
「
相
待
空
」「
絶
対
空
」「
独
空
」
の
「
独
空
」。
言
亡
慮
絶
の
法
爾
自
然
の
空
。 

 

⑤
義
用
：
般
若
の
内
実
か
ら
で
る
方
便
。 

 

⑥
幽
眞
：
幽
玄
な
奥
深
い
真
実
。 

【
私
訳
】 

第
二
に
「
絶
」
と
言
う
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
無
戲
論
如
來
」
の
サ
ト
リ
の
境
地
と
い
う
の
が
こ
れ
で
あ
る
。「
諸
法
空
相
」
～
「
不
増
不
減
」
が

こ
れ
で
あ
る
。「
無
戲
論
如
來
」
と
は
、
文
殊
菩
薩
の
密
教
の
名
で
あ
る
。
文
殊
の
利
劍
は
不
生
不
滅
・
不
断
不
常
・
不
一
不
異
・
不
去
不
来
の

八
不
を
揮
っ
て
、
凡
夫
・
衆
生
の
妄
執
に
さ
ま
よ
う
心
を
絶
つ
の
で
あ
る
。
こ
の
故
に
「
絶
」
と
言
う
の
で
あ
る
。
頌
に
曰
わ
く
、 



 
 
 

八
不
は
諸
々
の
戲
論
を
絶
つ
、
文
殊
は
そ
の
当
人
で
あ
る
。 

 
 

三
論
の
「
独
空
」
に
極
ま
る
教
理
は
、
般
若
の
内
実
の
方
便
と
し
て
最
も
幽
玄
で
奥
深
い
真
実
で
あ
る
。 

【
付
記
１
】 

 

こ
の
「
無
戯
論
如
来
（
文
殊
菩
薩
）
の
三
摩
地
法
門
」
は
「
諸
法
空
相
」
～
「
不
増
不
減
」。
経
文
全
体
を
示
せ
ば
、 

是
諸
法
空
相 

不
生
不
滅 

不
垢
不
淨 

不
増
不
減
。 

【
付
記
２
】 

こ
の
分
段
を
宗
祖
大
師
は
文
殊
菩
薩
、
す
な
わ
ち
三
論
の
法
門
だ
と
言
う
。
文
殊
菩
薩
の
三
昧
耶
形
の
智
剣
と
は
、
す
な
わ
ち
諸
戲
論
を
断
つ 

「
八
不
」。「
八
不
」
と
は
、
イ
ン
ド
中
観
派
の
論
師
・
龍
樹
の
『
中
論
』
帰
敬
序
に
言
う
「
不
生
不
滅
・
不
断
不
常
・
不
一
不
異
・
不
去
不
来
」。 

「
生
と
滅
」「
断
と
常
」「
一
と
異
」「
去
る
と
来
る
」
と
い
う
相
対
す
る
二
項
の
ど
ち
ら
か
が
な
け
れ
ば
ほ
か
も
な
い
「
相
依
相
待
」
の
「
中
」。

「
生
じ
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
滅
す
る
こ
と
も
な
い
」
と
い
う
論
理
。
宗
祖
大
師
は
、
こ
の
分
段
の
「
不
生
不
滅 

不
垢
不
淨 

不
増
不
減
」
を

「
八
不
」
に
同
じ
意
味
と
見
た
の
だ
ろ
う
。
三
論
の
「
独
空
」
に
極
ま
る
「
空
」
の
教
理
は
、
般
若
の
内
実
の
方
便
と
し
て
最
も
幽
玄
で
奥
深

い
真
実
で
あ
る
、
と
。 

 

『
中
論
』（『
根
本
中
頌
』）
帰
敬
序
。 

an
iro

d
h
am

 an
u
tp

qd
am

 an
u
cch

ed
am

 a1q1v
atam

. an
ek

qrth
am

 an
qn

qrth
am

 an
qg

am
am

 an
irg

am
am

.  

y
a4

 p
rat]ty

a-sam
u
tp

qd
a/

 p
rap

a`
ca-u

p
a1am

a/
 1iv

am
.d

e1ay
qm

qsa sam
b
u
d
d
h
as ta/

 v
an

d
e v

ad
atq/

 v
aram

. 

（
諸
法
は
）
不
減
で
あ
り
不
生
、
不
断
で
あ
り
不
常
、
不
一
で
あ
り
不
異
、
不
来
で
あ
り
不
去
で
あ
る
。 

（
そ
の
よ
う
に
）
戯
論
が
寂
滅
し
、
吉
祥
な
る
縁
起
を
お
説
き
に
な
っ
た
正
等
覚
者
、
説
法
者
の
な
か
で
最
上
の 

彼
の
方
に
稽
首
礼
し
ま
す
。 

 

【
付
記
３
】 

こ
の
部
分
の
「
不
生
不
滅
・
不
垢
不
浄
・
不
増
不
減
」
は
大
乗
の
「
無
自
性
」「
法
空
」
を
言
う
。「
生
じ
も
し
な
い
し
、
滅
し
も
し
な
い
」
と



い
う
常
套
句
で
あ
る
。
こ
れ
を
宗
祖
大
師
は
中
観
派
・
三
論
の
「
八
不
」
だ
と
言
う
。
し
か
し
、『
中
論
』
が
説
く
「
八
不
」
は
有
名
な
「
相
依

相
待
」
の
縁
起
。「
生
じ
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
滅
す
る
こ
と
も
な
い
」「
垢
が
な
け
れ
ば
浄
も
な
い
」、
相
対
二
項
を
否
定
し
て
「
中
」
を
と
る

「
中
道
」
で
あ
る
。
龍
樹
は
羅
什
訳
の
『
大
品
般
若
』
の
註
釈
『
大
智
度
論
』
も
書
き
、『
中
論
』
で
は
「
般
若
経
」
の
「
空
」
を
「
空
・
仮
・

中
」
の
「
三
諦
」
に
昇
華
し
て
い
る
。 

 

●
摩
訶
梅
多
羅
冒
地
薩
怛
嚩
（
弥
勒
菩
薩
）
の
三
摩
地
法
門
（
法
相
宗
） 

【
原
文
】 

三
相
者
。
所
謂
摩
訶
梅
多
羅
冐
地
薩
怛
嚩
三
摩
地
門
是
也
。
是
故
空
中
無
色
云
至
無
意
識
界
是
也
。
大
慈
三
昧
以
與
樂
爲
宗
。
示
因
果
爲
誡
。

相
性
別
論
。
唯
識
遮
境
。
心
只
在
此
乎
。
頌
曰 

 
 
 

二
我
何
時
斷 

 

三
祇
證
法
身 

 

阿
陀
是
識
性 

 

幻
影
即
名
賓 

【
書
き
下
し
】 

三
に
相
と
い
っ
ぱ
、
所
謂
、
摩
訶
梅
多
羅
冐
地
薩
怛
嚩

ま

か

ば

い

た

ら

ぼ

う

じ

さ

と

ば

の
三
摩
地
門
、
是
れ
な
り
。「
是
故
空
中
無
色
」
と
云
う
よ
り
「
無
意
識
界
」
に
至
る
、

是
れ
な
り
。
大
慈
三
昧
は
與
樂
を
以
て
宗
と
爲
し
、
因
果
を
示
し
て
誡
と
爲
す
。
相
性

そ
う
し
ょ
う

別
論
し
、
唯
識
境
を
遮
す
。
心
は
只
だ
此
れ
に
在
り
。

頌
に
曰
わ
く
、 

 
 
 

二
我
何
れ
の
時
に
か
斷
つ
。
三
祇

さ
ん
ぎ

に
法
身
を
證
す
。
阿
陀

あ

だ

は
是
れ
識 し

き

性
し
ょ
う

な
り
。
幻
影
は
即
ち
名
賓

み
ょ
う
ひ
ん

な
り
。 

【
註
記
】 

 

①
相
：
法
相
宗
の
「
相
」。
一
切
諸
法
の
現
象
態
。 

 

②
摩
訶
梅
多
羅
冐
地
薩
怛
嚩
：M

ah
q-m

aitrey
a-b

o
d
h
isattv

a

、
マ
ハ
ー
・
マ
イ
ト
レ
ー
ヤ
・
ボ
ー
デ
ィ
サ
ッ
ト
ヴ
ァ
、
弥
勒
菩
薩
。 

 

③
大
慈
三
昧
：
弥
勒
菩
薩
の
三
摩
地
。 



 
④
相
性
：
相
は
一
切
諸
法
の
現
象
態
。
性
は
法
性
・
真
如
。
一
切
諸
法
の
現
象
態
（
有
為
法
）
と
真
実
態
（
無
為
法
）
と
は
別
に
論
じ
ら
れ
る

も
の
、
の
意
。
唯
識
で
は
、
現
象
態
は
ア
ー
ラ
ヤ
識
か
ら
生
じ
、
真
実
態
は
現
象
態
に
転
じ
な
い
こ
と
。 

 

⑤
三
祇
：
三
阿
僧
祇
劫
、
三
劫
。
無
時
間
的
に
無
限
に
近
い
長
い
時
間
。 

 

⑥
阿
陀
：
阿
陀
那
識
。「qd

qn
a-v

ij̀
qn

a

」
の
真
諦
訳
（
旧
訳
）、
執
持
識
・
相
続
識
と
も
言
う
。
新
訳
で
は
ア
ー
ラ
ヤ
識
。
第
八
識
。 

 

⑦
識
性
：
前
七
識
を
発
生
す
る
本
源
の
意
味
で
識
性
。 

⑧
幻
影
：
幻
と
影
。
唯
識
で
言
う
依
他
起
性
（
仮
の
縁
起
生
）
の
八
喩
の
二
。『
大
日
経
』
の
十
喩
で
も
説
か
れ
る
。 

 

⑨
名
賓
：
内
実
に
対
し
て
名
称
、
主
人
に
対
し
て
賓
客
。
ど
ち
ら
も
相
対
関
係
に
あ
っ
て
仮
の
存
在
。 

【
私
訳
】 

第
三
に
「
相
」
と
言
う
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
摩
訶
梅
多
羅
冐
地
薩
怛
嚩
（
弥
勒
菩
薩
）」
の
サ
ト
リ
の
境
地
と
い
う
の
が
こ
れ
で
あ
る
。「
是
故

空
中
無
色
」
～
「
無
意
識
界
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
大
慈
三
昧
、
す
な
わ
ち
弥
勒
菩
薩
の
三
摩
地
は
、
抜
苦
与
楽
を
第
一
と
し
、（
蔵
識
と
現
象
態

の
）
因
果
の
理
を
示
し
て
戒
め
と
す
る
。
一
切
諸
法
の
現
象
態
（
有
為
法
）
と
真
実
態
（
無
為
法
）
と
は
別
に
論
じ
ら
れ
、
た
だ
識
の
み
あ
っ

て
認
識
対
象
の
外
界
は
な
い
（
唯
識
無
境
）。
心
は
た
だ
唯
識
無
境
に
あ
る
。
頌
に
曰
わ
く
、 

 
 
 

人
法
の
二
我
を
い
つ
断
つ
の
か
。
無
時
間
的
に
無
限
に
近
い
長
い
時
間
か
け
て
菩
薩
行
を
行
じ
、
は
じ
め
て
法
身
を
証
悟
す
る
の
で
あ
る
。

ア
ー
ラ
ヤ
識
は
識
の
本
源
で
あ
る
。
ア
ー
ラ
ヤ
識
か
ら
生
じ
る
現
象
態
は
、
幻
や
影
の
よ
う
に
有
名
無
実
の
仮
の
も
の
で
あ
り
、
内
実
に

対
し
て
名
称
、
主
人
に
対
し
て
賓
客
の
よ
う
に
相
対
的
な
も
の
で
実
体
が
な
い
。 

【
付
記
１
】 

 

こ
の
「
摩
訶
梅
多
羅
冒
地
薩
怛
嚩
（
弥
勒
菩
薩
）
の
三
摩
地
法
門
」
は
「
是
故
空
中
無
色
」
～
「
無
意
識
界
」。
経
文
全
体
を
示
せ
ば
、 

是
故
空
中 

無
色 

無
受
想
行
識 

無
眼
耳
鼻
舌
身
意 

無
色
聲
香
味
觸
法 

無
眼
界 

乃
至
無
意
識
界
。 

【
付
記
２
】 

こ
の
分
段
を
宗
祖
大
師
は
弥
勒
菩
薩
、
す
な
わ
ち
法
相
の
法
門
だ
と
言
う
。「
五
蘊
」
と
「
六
根
」「
六
境
」「
六
識
」、
す
な
わ
ち
人
間
の
身
体

と
認
識
の
器
官
と
認
識
の
対
象
と
そ
の
対
象
を
認
識
す
る
は
た
ら
き
が
「
空
」
の
故
に
実
在
し
な
い
、
と
い
う
こ
の
主
張
を
、
宗
祖
大
大
師
は

法
相
、
す
な
わ
ち
唯
識
の
法
門
だ
と
言
う
。「
三
界
唯
心
」「
唯
識
無
境
」、
諸
法
は
す
べ
て
第
八
識
の
「
ア
ー
ラ
ヤ
識
（
蔵
識
）」
か
ら
転
じ
て



現
象
態
と
な
る
。
現
象
態
は
依
他
起
性
（
仮
の
縁
起
生
）
に
し
て
、
幻
の
如
く
影
の
如
く
実
体
が
な
い
。『
摂
大
乗
論
』
に
は
「
蛇
縄
麻
の
譬
」

が
あ
り
、『
大
日
経
』
に
は
「
十
喩
」
が
説
か
れ
て
い
る
。 

【
付
記
３
】 

「
五
蘊
」
と
「
十
八
界
」
を
否
定
す
る
こ
の
部
分
が
、「
ア
ー
ラ
ヤ
識
（
蔵
識
）」
に
帰
一
す
る
唯
識
説
か
ど
う
か
、
諸
法
は
「
空
」
の
故
に
、

幻
の
如
く
影
の
如
く
実
体
が
な
い
と
説
く
の
は
唯
識
だ
け
で
は
な
い
。
唯
識
に
は
「
ア
ー
ラ
ヤ
識
」
の
「
有
」
と
「
空
」
を
言
う
二
派
も
あ
る
。

「
五
蘊
」「
十
八
界
」
を
「
無
自
性
」「
空
」
で
否
定
す
る
の
は
大
乗
に
よ
る
部
派
仏
教
（
有
部
）
批
判
で
、
言
う
な
ら
唯
識
も
そ
う
だ
が
。 

 

●
二
乗
の
三
摩
地
法
門
（
小
乗
の
声
聞
・
縁
覚
） 

【
原
文
】 

四
二
者
。
唯
蘊
無
我
拔
業
因
種
是
也
。
是
即
二
乘
三
摩
地
門
也
。
無
無
明
云
至
無
老
死
盡
。
即
是
因
縁
佛
之
三
昧
。
頌
曰 

 
 
 

風
葉
知
因
縁 

 

輪
迴
覺
幾
年 

 
露
花
除
種
子 

 

羊
鹿
號
相
連 

無
苦
集
滅
道
。
此
是
一
句
五
字
即
依
聲
得
道
之
三
昧
頌
曰 

 
 
 

白
骨
我
何
在 

 

青
瘀
人
本
無 
 

吾
師
是
四
念 

 

羅
漢
亦
何
虞  

【
書
き
下
し
】 

四
に
二
と
い
っ
ぱ
、
唯
蘊

ゆ
い
う
ん

無
我

む

が

・
拔
業
因

ば
つ
ご
う
い
ん

種 し
ゅ

、
是
れ
な
り
。
是
れ
即
ち
二
乘
の
三
摩
地
門
な
り
。「
無
無
明
」
云
う
よ
り
「
無
老
死
盡
」
に
至
る

ま
で
、
即
ち
是
れ
因
縁
佛

い
ん
ね
ん
ぶ
つ

の
三
昧
な
り
。
頌
に
曰
わ
く
、 

 
 
 

風
葉
に
因
縁
を
知
る
。
輪
迴
、

幾
い
く
ば
く

の
年
に
か
覺
る
。 

露
花
に
種
子

し
ゅ
う
じ

を
除
く
。
羊 よ

う

鹿 ろ
く

の
號 な

、
相 あ

い

連
れ
り
。 



「
無
苦
集
滅
道
」、
此
れ
是
の
一
句
五
字
は
即
ち
依
聲

え
し
ょ
う

得
道

と
く
ど
う

の
三
昧
な
り
。
頌
に
曰
わ
く
、 

 
 
 

白
骨
に
、
我
、
何

い
ず
く

に
か
在
る
。
青
瘀

し
ょ
う
お

に
、
人
、
本
よ
り
無
し
。 

 
 

吾
が
師
は
是
れ
四
念
な
り
。
羅
漢
亦
た
何
ぞ
虞
し
ま
ん
。 

【
註
記
】 

 

①
唯
蘊
無
我
：
五
蘊
（
法
）
は
実
在
し
私
（
人
）
は
五
蘊
の
集
り
。
他
の
説
を
聞
い
て
覚
る
声
聞
、
の
意
。 

 

②
拔
業
因
種
：
悪
業
（
苦
）
の
原
因
と
な
る
十
二
因
縁
（
老
死
～
無
明
）
や
そ
の
根
本
因
の
無
明
の
種
子
を
抜
く
。
独
り
十
二
因
縁
を
順
逆
に

観
じ
て
覚
る
縁
覚
（
独
覚
）、
の
意
。 

 

③
二
乘
：
声
聞
と
縁
覚
。 

 

④
因
縁
佛
：
縁
覚
（
独
覚
）、
の
意
。 

 

⑤
依
聲
得
道
：
他
の
声
を
聞
い
て
道
を
得
る
声
聞
、
の
意
。 

 

⑥
青
瘀
：「
青
瘀
相
」。
死
体
が
青
黒
く
な
る
こ
と
。
死
体
が
朽
ち
て
い
く
過
程
を
九
段
階
に
分
け
た
「
九
相
」
の
五
番
目
。 

 

⑦
四
念
：「
四
念
処
」、
四
種
の
観
想
法
。
身
体
の
不
浄
を
観
じ
る
（
身
念
処
）・
感
受
作
用
は
皆
苦
と
観
じ
る
（
受
念
処
）・
心
の
無
常
を
観
じ

る
（
心
念
処
）・
諸
法
の
無
我
を
観
じ
る
（
法
念
処
）。 

 

⑧
羅
漢
：「
阿
羅
漢
」。
声
聞
と
縁
覚
の
最
高
位
。
た
だ
し
ま
だ
「
仏
（B

u
d
d
h
a

）」
で
は
な
い
。 

【
私
訳
】 

第
四
に
「
二
」
と
言
う
の
は
、
唯
蘊
無
我
と
拔
業
因
種
が
こ
れ
で
、
声
聞
と
縁
覚
の
サ
ト
リ
の
境
地
で
あ
る
。「
無
無
明
」
～
「
無
老
死
盡
」
が

縁
覚
の
三
昧
で
、
頌
に
曰
わ
く
、 

 
 
 

風
に
吹
か
れ
て
舞
い
散
る
葉
を
見
て
諸
法
の
無
常
を
自
覚
し
、
因
縁
を
知
る
。 

輪
迴
に
さ
ま
よ
う
凡
夫
・
衆
生
は
、
何
年
た
っ
た
ら
覺
る
の
か
。 

露
に
し
ぼ
む
花
の
は
か
な
さ
に
無
明
の
種
子
を
除
く
。
声
聞
（
羊
）
と
縁
覚
（
鹿
）
の
名
を
並
べ
た
の
で
あ
る
。 



「
無
苦
集
滅
道
」
の
こ
の
一
句
五
字
は
声
聞
の
三
昧
で
、
頌
に
曰
わ
く
、 

 
 
 

白
骨
に
な
れ
ば
、「
我
」
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
青
黒
く
な
っ
た
屍
に
「
人
」
は
も
と
よ
り
な
い
。 

 
 

声
聞
の
師
は
、「
身
念
処
」「
受
念
処
」「
心
念
処
」「
法
念
処
」
の
「
四
念
処
」
で
あ
る
。
た
ど
り
つ
い
た
阿
羅
漢
の
位
も
ど
う
し
て
楽
し

め
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。 

【
付
記
１
】 

 

こ
の
「
二
乘
の
三
摩
地
法
門
」
は
「
無
無
明
」
～
「
無
老
死
盡
」、「
無
苦
集
滅
道
」。
経
文
全
体
を
示
せ
ば
、 

無
無
明 

亦
無
無
明
盡 

乃
至
無
老
死 

亦
無
老
死
盡 

無
苦
集
滅
道 

「
無
無
明
」
～
「
無
老
死
盡
」
が
縁
覚
の
三
昧
、「
無
苦
集
滅
道
」
が
声
聞
の
三
昧
。 

【
付
記
２
】 

「
無
無
明
」
～
「
無
老
死
盡
」
は
「
十
二
因
縁
」、「
無
苦
集
滅
道
」
は
「
四
諦
」。
す
な
わ
ち
、
釈
尊
の
仏
教
の
基
本
で
あ
り
、
こ
れ
を
大
乗
の

「
無
自
性
」「
空
」
の
立
場
か
ら
「
無
実
体
」
と
否
定
す
る
。
宗
祖
大
師
は
、「
十
二
因
縁
」
を
「
拔
業
因
種
」
を
言
う
縁
覚
の
三
昧
、「
四
諦
」

を
「
唯
蘊
無
我
」
を
言
う
声
聞
の
三
昧
と
す
る
。「
十
二
因
縁
」「
四
諦
」
は
、
風
葉
の
喩
え
の
よ
う
に
「
諸
行
無
常
」
の
教
え
で
あ
り
、
白
骨

（
骨
相
）・
青
瘀
（
青
瘀
）
で
不
浄
が
説
か
れ
る
死
体
の
よ
う
に
「
無
執
著
」
の
教
え
で
あ
る
。 

こ
の
「
十
二
因
縁
」「
四
諦
」
否
定
は
、
私
の
解
釈
で
は
、
大
乗
に
よ
る
釈
尊
仏
教
の
直
接
否
定
で
、
そ
れ
を
釈
尊
の
智
慧
第
一
の
弟
子
舎
利
弗

に
聞
か
せ
て
い
る
。
釈
尊
が
説
い
た
真
理
と
雖
も
、「
無
実
体
」
の
名
色
に
偏
し
て
執
着
す
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。 

 

●
阿
哩
也
嚩
路
枳
帝
冒
地
薩
怛
嚩
（
観
自
在
菩
薩
）
の
三
摩
地
法
門
（
天
台
宗
） 

【
原
文
】 

五
一
者
。
阿
哩
也
嚩
路
枳
帝
冐
地
薩
怛
嚩
之
三
摩
地
門
也
。
無
智
云
至
無
所
得
故
是
也
。
此
得
自
性
清
淨
如
來
。
以
一
道
清
淨
妙
蓮
不
染
。 

開
示
衆
生
拔
其
苦
厄
。
智
擧
能
達
。
得
名
所
證
。
既
泯
理
智
。
強
以
一
名
。
法
華･
涅
槃
等
攝
末
歸
本
教
。
唯
含
此
十
字
。
諸
乘
差
別
智
者
察
之
。

頌
曰 

  
 
 

觀
蓮
知
自
淨 

 

見
菓
覺
心
徳 

 

一
道
泯
能
所 

 

三
車
即
歸
默 



【
書
き
下
し
】 

五
に
「
一
」
と
い
っ
ぱ
、
阿
哩
也
嚩
路
枳
帝
冐
地
薩
怛
嚩

あ

り

や

ば

ろ

き

て

い

ぼ

う

じ

さ

と

ば

の
三
摩
地
門
な
り
。「
無
智
」
と
云
う
よ
り
「
無
所
得
故
」
に
至
る
ま
で
、
是
れ
な
り
。 

此
の
得 と

く

自
性
清
淨
如
來

じ
し
ょ
う
し
ょ
う
じ
ょ
う
に
ょ
ら
い

は
、
一
道
清
淨

い
ち
ど
う
し
ょ
う
じ
ょ
う

妙
み
ょ
う

蓮 れ
ん

不
染

ふ
ぜ
ん

を
以
て
、
衆
生
に
開
示
し
其
の
苦
厄
を
拔
け
り
。「
智
」
は
能 の

う

達 だ
つ

を
擧
げ
、「
得
」
は

所
證
に
名
づ
く
。
既
に
理
智
に
泯
ず
れ
ば
、

強
あ
な
が
ち

ち
に
「
一
」
の
名
を
以
て
す
。「
法
華
」・「
涅
槃
」
等
の
攝
末
歸
本

し
ょ
う
ま
つ
き
ほ
ん

の
教
、
唯
だ
此
の
十
字
を

含
め
り
。
諸
乘
の
差
別
、
智
者
は
こ
れ
を
察
せ
よ
。
頌
に
曰
わ
く
、 

  
 
 

蓮
を
觀
じ
て
自
淨
を
知
り
、
菓

こ
の
み

を
見
て
心
徳
を
覺
る
。 

 
 

一
道
に
能
所
を
泯
ず
れ
ば
、
三
車
は
即
ち
歸
默
す
。 

【
註
記
】 

 

①
阿
哩
也
嚩
路
枳
帝
冐
地
薩
怛
嚩
：Q

ry
a-av

alo
k
ite-b

o
d
h
isattv

a

、
ア
ー
ル
ヤ
・
ア
ヴ
ァ
ロ
キ
テ
ー
・
ボ
ー
デ
ィ
サ
ッ
ト
ヴ
ァ
、
尊
き
観
自
在

菩
薩
。
天
台
。 

 

②
得
自
性
清
淨
如
來
： 

密
教
で
自
性
清
淨
を
得
た
如
来
。
観
自
在
菩
薩
。 

 

③
一
道
清
淨
妙
蓮
不
染
：
観
自
在
菩
薩
が
左
手
に
持
つ
、
清
浄
無
垢
の
未
敷
蓮
華
。
凡
夫
・
衆
生
の
本
有
菩
提
心
。 

④
能
達
：
サ
ト
リ
に
達
し
た
者
（
能
、
主
体
）。
智
。 

⑤
所
證
：
サ
ト
リ
（
所
、
客
体
）。
理
。 

 

⑤
法
華
涅
槃
：『
法
華
経
』『
涅
槃
経
』。
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
「
三
乗
」
を
兼
ね
具
え
た
「
一
乗
」。 

 

⑥
攝
末
歸
本
教
：「
三
乗
」（「
末
」）
を
兼
ね
具
え
「
一
乗
」（「
本
」）
に
帰
す
る
教
え
。 

 

⑦
心
徳
：
一
心
に
仏
徳
が
宿
っ
て
い
る
こ
と
。 

 

⑧
三
車
：
前
出
。「
三
乗
」。『
法
華
経
』
比
喩
品
に
言
う
「
羊
車
」（
声
聞
）・「
鹿
者
」（
縁
覚
）・「
牛
車
」（
菩
薩
）。 



【
私
訳
】 

第
五
に
「
一
」
と
言
う
の
は
、
阿
哩
也
嚩
路
枳
帝
冐
地
薩
怛
嚩
（
観
自
在
菩
薩
）
の
サ
ト
リ
の
境
地
で
あ
る
。「
無
智
」
～
「
無
所
得
故
」
が
そ

れ
で
あ
る
。
こ
の
得
自
性
清
浄
如
來
の
三
昧
に
入
っ
た
観
自
在
菩
薩
は
、
清
浄
無
垢
の
本
有
菩
提
心
に
よ
っ
て
「
本
来
自
性
清
浄
」
を
凡
夫
・

衆
生
に
説
き
、
彼
ら
の
苦
厄
を
抜
濟
し
た
。「
智
」
は
サ
ト
リ
に
到
達
し
た
者
（
能
、
智
）
を
言
い
、「
得
」
は
サ
ト
リ
（
所
、
理
）
を
言
う
。

す
で
に
理
智
が
滅
し
不
二
一
体
に
な
れ
ば
、
強
調
し
て
「
一
」
の
名
で
表
し
た
の
で
あ
る
。『
法
華
経
』『
涅
槃
経
』
な
ど
「
三
乗
」
を
「
一
乗
」

に
約
す
教
え
は
、「
無
智
亦
無
得 

以
無
所
得
故
」
と
い
う
十
文
字
に
含
ま
れ
て
い
る
。
諸
乘
の
ち
が
い
を
、
智
者
は
こ
れ
を
察
知
さ
れ
よ
。 

頌
に
曰
わ
く
、 

  
 
 

蓮
華
を
観
察
し
て
自
性
清
浄
を
知
り
、
蓮
の
種
を
見
て
、
そ
の
な
か
に
次
の
根
・
茎
・
花
が
蓄
え
ら
れ
て
い
る
の
と
同
じ
く
、
私
た
ち
の

一
心
に
仏
徳
が
宿
っ
て
い
る
こ
と
を
覚
る
の
で
あ
る
。 

 
 

法
華
一
乗
に
お
い
て
能
所
（
主
体
と
客
体
）
を
滅
す
れ
ば
、
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
「
三
乗
」
の
人
は
黙
っ
て
法
華
一
乗
に
帰
一
す
る
。 

【
付
記
１
】 

 

こ
の
「
観
自
在
菩
薩
の
三
摩
地
法
門
」
は
「
無
智
」
～
「
無
所
得
故
」、
経
文
全
体
を
示
せ
ば
、 

無
智
亦
無
得 

以
無
所
得
故 

【
付
記
２
】 

こ
の
「
智
」
と
「
得
」
は
、
こ
れ
だ
け
で
は
意
味
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
ち
な
み
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
は
「j`

qn
a

」
と
「p

rqp
ti

」
で
あ
る
。 

参
考
書
で
は
、
当
た
り
障
り
の
な
い
説
明
か
、
意
味
不
明
の
可
愛
説
が
目
立
つ
。 

唐
の
円
測
（
え
ん
じ
き
、
六
一
三
～
六
九
六
）
は
、『
佛
説
般
若
波
羅
蜜
多
心
經
賛
』（
大
正
蔵NO.1711

）
で
、 

一
の
曰
わ
く
、
因
に
在
っ
て
智
を
名
づ
く
に
即
ち
是
れ
般
若
、
果
位
に
得
を
名
づ
く
に
即
ち
是
れ
菩
提
。 

一
の
曰
わ
く
、
菩
提
を
智
と
名
づ
け
、
涅
槃
を
得
と
名
づ
く
。 

と
言
い
、
す
な
わ
ち
「
智
」
は
「
般
若
」、「
得
」
は
「
菩
提
」、
あ
る
い
は
「
智
」
は
「
菩
提
」、「
得
」
は
「
涅
槃
」
だ
と
言
う
。 

宗
祖
大
師
は
「
智
」
は
「
能
達
」、
す
な
わ
ち
「
サ
ト
リ
に
到
達
し
た
者
」、「
得
」
は
「
所
證
」、
す
な
わ
ち
「
サ
ト
リ
」
と
言
い
、「
サ
ト
リ
に

到
達
し
た
者
」
と
「
サ
ト
リ
」
と
の
不
二
一
体
を
「
一
」
と
表
現
し
た
。 



「
一
」
は
、
天
台
の
「
法
華
一
乗
」
や
「
一
乗
止
観
院
」「
三
権
一
実
諍
論
」「
一
乗
三
乗
」「
一
心
三
観
」「
一
念
三
千
」「
照
于
一
隅
」
に
通
じ

る
。「
観
蓮
知
自
浄
」「
見
菓
覺
心
徳
」
の
喩
え
は
、「
一
」
に
「
他
」
が
す
べ
て
包
摂
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
、
す
な
わ
ち
仏
法
は
す
べ
て

「
法
華
一
乗
」
に
帰
す
る
、
と
い
う
天
台
の
「
一
乗
」
思
想
を
言
っ
て
い
る
。 

【
付
記
３
】 

 

し
か
し
で
あ
る
。「
無
智
亦
無
得
無
所
得
故
」、
す
な
わ
ち
円
測
の
解
釈
を
借
り
れ
ば
、「
般
若
」「
菩
提
」
の
「
智
」
も
実
体
が
な
く
、「
菩
提
」

「
涅
槃
」
の
「
得
」
も
実
体
が
な
い
、
と
い
う
徹
底
し
た
大
乗
の
「
空
」
観
に
、「
本
覚
」「
菩
提
心
」「
仏
性
」「
如
来
蔵
」
と
い
っ
た
「
仮
有
」

の
「
空
」
観
を
許
容
し
、
ま
た
「
法
華
一
乗
』
に
固
執
す
る
天
台
本
覚
門
を
重
ね
る
の
は
ど
う
か
。 

【
付
記
４
】 

然
る
に
、
こ
こ
で
問
題
の
「
智
」
を
「
般
若
経
」
が
説
く
「
一
切
智
（sarv

a-j`
a (

tq )

）」
と
考
え
、「
得
」
を
「
一
切
智
」
を
得
る
こ
と
、
証
す

る
こ
と
と
考
え
る
の
は
ど
う
か
。
ま
た
『
二
万
五
千
頌
般
若
』（『
大
品
般
若
』
三
慧
品
第
七
十
）
が
「
一
切
智
」
を
分
け
て
言
う
「
三
智
」、
す

な
わ
ち
「
一
切
智
」「
道
種
智
」「
一
切
種
智
」
と
、
そ
れ
に
対
応
す
る
「
声
聞
・
縁
覚
」「
菩
薩
」「
仏
」
の
「
三
乗
」。
そ
し
て
、
そ
の
「
三
智
」

「
三
乗
」
が
「
道
種
智
」「
菩
薩
」
の
「
一
乗
」
に
帰
す
る
「
般
若
経
」
に
お
け
る
「
三
乗
一
乗
」
で
あ
る
。 

 

③
行
人
得
益
分 

【
原
文
】 

第
三
行
人
得
益
分
有
二
。
人･

法
是
也
。
初
人
有
七
。
前
六
後
一
。
隨
乘
差
別
薩
埵
有
異
故
。
又
薩
埵
有
四
。
愚･

識･

金･

智
是
也
。
次
又
法･

四
。

謂
因･ 

行･

證･

入
也
。
般
若
即
能
因
能
行
。
無
礙
離
障
即
入
涅
槃
。
能
證
覺
智
即
證
果
。
如
文
思
知
。
頌
曰 

 
 
 

行
人
數
是
七 

 

重
二
彼
之
法  

 

圓
寂
將
菩
提 

 

正
依
何
事
乏 

【
書
き
下
し
】 

第
三
の
行
人
得
益
分
に
二
つ
有
り
。
人
・
法
、
是
れ
な
り
。
初
め
の
人
に
七
つ
有
り
。
前
に
六
つ
、
後
に
一
つ
な
り
。
乘
の
差
別
に
隨
っ
て
、

薩
埵
に
異
宥
る
が
故
に
。
又
、
薩
埵
に
四
つ
有
り
。
愚
・
識
・
金
・
智
、
是
れ
な
り
。
次
に
又
、
法
に
四
つ
あ
り
。
謂
く
、
因
・ 

行
・
證
・
入



な
り
。
般
若
は
即
ち
能
因

の
う
い
ん

能 の
う

行
ぎ
ょ
う

、
無
礙
離
障
は
即
ち
入
涅
槃
。
能
證
の
覺
智
は
即
ち
證
果
な
り
。
文
の
如
く
思
知
せ
よ
。
頌
に
曰
わ
く
、 

 
 
 

行
人
の
數
は
是
れ
七
、
重
ね
て
二
つ
、
彼
の
法
な
り
。
圓
寂
、
將
た
菩
提
、
正
依
、
何
事
か
乏
し
か
ら
ん
。 

【
註
記
】 

 

①
行
人
：
諸
乘
の
修
行
者
。 

 

②
前
に
六
つ
：「
建
」（
華
厳
）・「
絶
」（
三
論
）・「
相
」（
法
相
）・「
二
」（
声
聞
と
縁
覚
）・「
一
」（
天
台
）。 

 

③
後
に
一
つ
：
秘
蔵
真
言
。 

 

④
愚
・
識
・
金
・
智
：
こ
の
菩
薩
の
四
つ
の
ち
が
い
に
つ
い
て
、
宗
学
で
は
古
来
諸
説
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
松
長
有
慶
博
士
の
『
訳
注 

般
若
心

経
秘
鍵
』
に
よ
れ
ば
、 

一
、「
愚
」
は
「
愚
童
凡
夫
」・「
識
」
は
「
有
識
、
声
聞
と
縁
覚
」・「
金
」
は
「
金
剛
薩
埵
。
真
言
」・「
智
」
は
「
菩
薩
、
大
乗
」
と
見
る
説

（
興
教
大
師
『
般
若
心
経
秘
鍵
略
註
』、
済
暹
『
般
若
心
経
秘
鍵
開
門
訣
』、
頼
瑜
『
般
若
心
経
秘
鍵
開
門
鈔
』）。 

二
、「
愚
」
は
「
凡
夫
」・「
識
」
は
「
二
乗
、
声
聞
と
縁
覚
」・「
金
」
は
「
金
剛
薩
埵
」・「
智
」
は
「
仏
」
と
見
る
説
（
真
済
『
高
雄
口
決
』）。 

こ
の
ほ
か
、
現
代
の
密
教
学
者
の
「
金
」
と
「
智
」
を
入
れ
替
え
る
説
な
ど
。 

 

⑤
因
・
行
・
證
・
入
：「
因
」
は
本
有
菩
提
心
、「
行
」
は
深
い
般
若
波
羅
蜜
多
の
境
地
に
お
け
る
菩
薩
行
、「
證
」
は
行
果
、
三
藐
三
菩
提
、「
入
」

は
「
涅
槃
」。 

 

⑥
能
因
能
行
：「
因
」（
本
有
菩
提
心
）
で
あ
り
、「
行
」（
菩
薩
行
）
で
あ
る
。 

 

⑦
重
ね
て
二
つ
：「
因
」「
行
」
と
「
証
」「
入
」。 

 

⑧
正
依
：
菩
薩
の
行
果
と
し
て
の
「
正
報
」、
す
な
わ
ち
仏
身
と
、
依
報
（
そ
の
身
の
置
き
所
）、
す
な
わ
ち
仏
国
土
・
浄
土
。 

【
私
訳
】 

第
三
の
行
人
得
益
分
に
二
つ
あ
る
。「
人
」
と
「
法
」
で
あ
る
。「
人
」
に
は
七
つ
あ
り
、
前
に
「
建
」（
華
厳
）・「
絶
」（
三
論
）・「
相
」（
法
相
）・

「
二
」（
声
聞
と
縁
覚
）・「
一
」（
天
台
）
の
六
つ
、
後
に
「
秘
蔵
真
言
」
の
一
つ
で
あ
る
。
諸
乗
の
ち
が
い
に
よ
っ
て
、
菩
薩
に
異
り
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
薩
埵
（
有
情
）
に
四
つ
あ
る
。「
愚
」（
凡
夫
）・「
識
」（
声
聞
・
縁
覚
）・「
金
」（
金
剛
薩
埵
）「
智
」（
大
乗
の
菩
薩
）



が
そ
れ
で
あ
る
。
次
に
ま
た
、「
法
」
に
四
つ
が
あ
る
。
因
（
本
有
菩
提
心
）・ 

行
（
菩
薩
行
）・
證
（
三
藐
三
菩
提
）・
入
（
涅
槃
）
で
あ
る
。

「
依
般
若
波
羅
蜜
多
故
」
の
「
般
若
」
は
、「
因
」（
本
有
菩
提
心
）
で
あ
り
「
行
」（
菩
薩
行
）
で
あ
る
。「
心
無
罣
礙 

無
罣
礙
故 

無
有
恐
怖 

遠
離
一
切
顛
倒
夢
想 

究
竟
涅
槃
」
が
言
う
無
礙
に
し
て
障
礙
を
離
れ
る
こ
と
が
「
入
涅
槃
」。「
三
世
諸
仏
依
般
若
波
羅
蜜
多
故 

得
阿
耨
多
羅

三
藐
三
菩
提
」
の
「
三
藐
三
菩
提
」
が
行
果
で
あ
る
。
経
文
の
通
り
に
よ
く
考
え
奥
深
い
教
理
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
頌
に
曰
わ
く
、 

 
 
 

行
人
の
数
は
「
華
厳
」「
三
論
」「
法
相
」「
声
聞
」「
縁
覚
」「
天
台
」「
真
言
」
の
七
つ
、「
法
」
は
「
因
」「
行
」
と
「
証
」「
入
」
を
二
つ

重
ね
て
四
つ
で
あ
る
。
圓
寂
（
涅
槃
）
と
菩
提
は
、
正
報
（
仏
身
）
に
も
依
報
（
仏
国
土
）
に
も
、
具
わ
っ
て
い
な
い
わ
け
が
な
い
。 

【
付
記
１
】 

 

こ
の
「
行
人
得
益
分
」
は
「
菩
提
薩
埵
」
～
「
依
般
若
波
羅
蜜
多
故
」
～
「
三
世
諸
仏
」
～
「
三
藐
三
菩
提
」
で
、
経
文
全
体
を
示
せ
ば
、 

菩
提
薩
埵 

依
般
若
波
羅
蜜
多
故 

心
無
罣
礙 

無
罣
礙
故 

無
有
恐
怖 

遠
離
一
切
顛
倒
夢
想 

究
竟
涅
槃 

三
世
諸
佛 

依
般
若
波
羅
蜜
多
故 

得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。 

【
付
記
２
】 

こ
の
「
菩
提
薩
埵
」
～
「
依
般
若
波
羅
蜜
多
故
」
～
「
三
世
諸
仏
」
～
「
三
藐
三
菩
提
」
を
普
通
に
読
め
ば
、「
菩
薩
」
は
「
深
い
観
想
に
お
い

て
現
前
す
る
サ
ト
リ
に
到
達
す
る
直
観
智
」
を
所
依
と
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
得
益
と
し
て
、
心
に
罣
礙
が
な
く
な
り
、
恐
怖
が
な
く
な
り
、

一
切
の
逆
さ
ま
な
夢
想
を
離
れ
、
究
極
涅
槃
に
入
り
、
三
世
の
諸
仏
に
は
行
果
と
し
て
「
三
藐
三
菩
提
」
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
、「
究
竟
涅
槃
」

も
「
三
藐
三
菩
提
」
も
大
乗
の
「
空
」
観
の
得
益
で
あ
り
、
ま
た
菩
薩
行
の
行
果
で
あ
る
。
こ
の
行
果
に
も
差
が
あ
る
と
い
う
の
が
宗
祖
大
師

の
言
い
分
だ
が
、『
般
若
心
経
』
が
説
い
て
い
る
こ
と
は
そ
ん
な
ち
が
い
の
こ
と
で
は
な
く
、「
心
無
罣
礙 

無
罣
礙
故 

無
有
恐
怖 

遠
離
顛
倒
夢

想 

究
竟
涅
槃
」「
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
」
で
あ
る
。 

【
付
記
３
】 

す
な
わ
ち
こ
の
部
分
は
、『
般
若
心
経
』
が
単
に
大
乗
の
「
空
」
観
を
説
く
ば
か
り
で
な
く
、「
空
」
観
の
果
報
も
説
く
と
い
う
意
味
で
、
最
後

に
説
か
れ
る
「
心
真
言
」
に
も
つ
な
が
る
重
要
な
部
分
で
あ
る
。
し
か
し
宗
祖
大
師
は
、「
般
若
は
即
ち
能
因
能
行
、
無
礙
離
障
は
即
ち
入
涅
槃
。

能
證
の
覺
智
は
即
ち
證
果
な
り
」
な
ど
と
言
っ
て
、「
菩
提
薩
埵
」
～
「
依
般
若
波
羅
蜜
多
故
」
～
「
三
世
諸
仏
」
～
「
三
藐
三
菩
提
」
を
「
因
・ 

行
・

證
・
入
」
に
パ
タ
ー
ン
化
す
る
こ
と
に
夢
中
だ
。
こ
の
解
釈
法
に
ど
れ
ほ
ど
の
意
味
が
あ
る
の
か
。
そ
ん
な
こ
と
よ
り
、
得
益
の
「
無
罣
礙
」



も
「
無
恐
怖
」
も
「
遠
離
顛
倒
夢
想
」
も
「
究
竟
涅
槃
」
も
「
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
」
も
み
な
「
無
自
性
」「
空
」
な
の
だ
が
。 

 

④
総
帰
持
明
分 

【
原
文
】 

第
四
總
歸
持
明
分
又
三
。
名･

體･

用
。
四
種
呪
明
擧
名
。
眞
實
不
虚
指
體
。
能
除
諸
苦
顯
用
。
擧
名
中
。
初
是
大
神
呪
聲
聞
眞
言
。
二
縁
覺
眞

言
。
三
大
乘
眞
言
。
四
祕
藏
眞
言
。
若
以
通
義
。
一
一
眞
言
皆
具
四
名
。
略
示
一
隅
。
圓
智
之
人
三
即
歸
一
。
頌
曰 

 
 
 

總
持
有
文
義 

 
忍
呪
悉
持
明 

 

聲
字
與
人
法 

 

實
相
具
此
名 

【
書
き
下
し
】 

第
四
の
總
歸
持
明
分
に
又
、
三
つ
あ
り
。
名

み
ょ
う

・
體 た

い

・
用 ゆ

う

な
り
。
四
種
の
呪 じ

ゅ

明
み
ょ
う

は
名
を
擧
げ
、
眞
實
不
虚
は
體
を
指
し
、
能
除
諸
苦
は
用
を
顯

わ
す
。
名
を
擧
ぐ
る
中
に
、
初
め
の
是
大
神
呪
は
聲
聞
の
眞
言
、
二
は
縁
覺
の
眞
言
、
三
は
大
乘
の
眞
言
、
四
は
祕
藏
の
眞
言
な
り
。
若
し
、

通
の
義
を
以
て
す
れ
ば
、
一
一
の
眞
言
に
皆
、
四
名

み
ょ
う

を
具
す
。
略
し
て
一
隅
を
示
す
。
圓
智
の
人
、
三 さ

ん

即 そ
く

歸
一

き
い
ち

せ
よ
。
頌
に
曰
わ
く
、 

 
 
 

總
持
に
文
・
義
・
忍
・
呪
有
り
。
悉
く
持
明
な
り
。
聲
と
字
と
人
と
法
と
實
相
に
、
此
の
名
を
具
す
。 

【
註
記
】 

 

①
名
・
體
・
用
：
名
称
・
本
性
・
は
た
ら
き
。 

 

②
四
種
の
呪
明
：
大
神
呪
・
大
明
呪
・
無
上
呪
・
無
等
等
呪
。 

 

③
圓
智
の
人
：
一
つ
を
聞
い
て
全
体
が
わ
か
る
人
。 

 

④
總
持
：d
h
qraz

]

、
陀
羅
尼
。 

 

⑤
文
・
義
・
忍
・
呪
：「
文
陀
羅
尼
」（
経
文
を
暗
記
し
持
す
る
こ
と
）・「
義
陀
羅
尼
」（
経
文
の
意
味
を
忘
れ
ず
持
す
る
こ
と
）・「
忍
陀
羅
尼
」

（
離
言
に
て
忍
持
し
失
う
こ
と
が
な
い
こ
と
）・「
呪
陀
羅
尼
」（
真
言
・
陀
羅
尼
の
効
用
を
高
め
る
こ
と
） 

 

⑥
持
明
：v

id
y
q-d

h
ara

、「
明
知
を
持
す
る
」
が
原
意
。
た
だ
密
教
で
「
明
」
と
は
、
真
言
・
陀
羅
尼
あ
る
い
は
神
威
力
の
意
味
。 



【
私
訳
】 

第
四
の
総
帰
持
明
分
に
ま
た
三
つ
あ
る
。
名
称
（「
名
」）
と
本
性
（「
体
」）
と
は
た
ら
き
（「
用
」）
で
あ
る
。「
大
神
呪
・
大
明
呪
・
無
上
呪
・

無
等
等
呪
」
の
四
種
の
真
言
は
「
名
」、「
真
実
不
虚
」
は
「
体
」、「
能
除
諸
苦
」
は
「
用
」
を
表
わ
し
て
い
る
。「
名
」
の
な
か
で
、
は
じ
め
の

「
是
大
神
呪
」
は
「
声
聞
」
の
真
言
、
二
つ
め
の
「
大
明
呪
」
は
「
縁
覚
」
の
真
言
、
三
つ
め
の
「
無
上
呪
」
は
大
乗
の
真
言
、
四
つ
め
の
「
無

等
等
呪
」
は
「
秘
蔵
」
の
真
言
で
あ
る
。
仮
に
、
共
通
と
い
う
意
味
で
言
え
ば
、
一
つ
一
つ
の
真
言
に
四
つ
の
「
名
」
を
含
む
。
略
し
て
言
え

ば
、
そ
れ
ぞ
れ
一
呪
一
呪
の
「
名
」
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
一
つ
を
聞
い
て
全
体
が
わ
か
る
人
は
、
三
つ
を
一
つ
に
ま
と
め
て
理
解
し
て
も
ら

い
た
い
。
頌
に
曰
わ
く
、 

 
 
 

陀
羅
尼
に
文
陀
羅
尼
・
義
陀
羅
尼
・
忍
陀
羅
尼
・
呪
陀
羅
尼
の
四
種
が
あ
る
。
全
部
、
神
威
力
を
持
す
る
も
の
で
あ
る
。 

現
象
態
は
声
と
字
と
人
と
法
と
実
相
に
集
約
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
大
神
呪
～
無
等
等
呪
」
の
名
を
具
有
し
て
い
る
。 

【
付
記
１
】 

 

こ
の
「
総
帰
持
明
分
」
は
（「
故
知
般
若
波
羅
蜜
多
」
～
）「
是
大
神
呪
」
～
「
能
除
一
切
苦
」
～
「
真
実
不
虚
」
で
、
経
文
全
体
を
示
せ
ば
、 

（
故
知
般
若
波
羅
蜜
多
） 

是
大
神
咒 
是
大
明
咒 

是
無
上
咒 

是
無
等
等
咒 

能
除
一
切
苦 

眞
實
不
虚
故
。 

【
付
記
２
】 

宗
祖
大
師
は
、
こ
の
部
分
の
「
大
神
呪
～
真
実
不
虚
」
を
、
陀
羅
尼
の
「
名
」「
体
」「
用
」
と
い
う
宗
祖
大
師
特
有
の
総
括
的
解
釈
で
見
た
。

宗
祖
大
師
の
脳
裡
に
は
、
す
で
に
『
声
字
実
相
義
』
に
書
い
た
「
五
大
に
皆
響
き
あ
り
」「
六
塵
こ
と
ご
と
く
文
字
な
り
」
な
ど
、「
声
字
実
相
」

の
言
語
哲
学
が
広
が
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

ち
な
み
に
、「
大
神
呪
」
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
は
「m

ah
q-m

an
tra

」
で
、
漢
訳
は
「
神
」（
神
威
・
威
神
力
）
を
見
て
い
る
。
玄
奘
は
イ
ン
ド
に

渡
っ
て
ナ
ー
ラ
ン
ダ
ー
寺
院
で
学
び
、
さ
ら
に
イ
ン
ド
各
地
を
歴
訪
し
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
マ
ン
ト
ラ
、
俗
信
の
マ
ン
ト
ラ
に
も
通
じ
て
い
た

は
ず
で
、「m

ah
q-m

an
tra

」
を
神
威
・
威
神
力
を
持
つ
と
言
う
意
味
で
「
大
神
呪
」
と
訳
し
た
と
私
は
解
釈
す
る
。
然
る
に
宗
祖
大
師
は
、
こ
れ

を
「
声
聞
」
の
真
言
だ
と
言
う
。
聞
法
修
行
の
過
程
に
あ
る
「
声
聞
」
の
真
言
に
威
神
力
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。 

さ
ら
に
、「
大
明
呪
」
の
原
語
は
「m

ah
q-v

id
y
q-m

an
tra

」
だ
が
、
宗
祖
大
師
は
こ
れ
を
「
縁
覚
」
の
真
言
だ
と
言
う
。
自
ら
覚
る
修
行
過
程
に

あ
る
「
縁
覚
」
に
、「
十
二
因
縁
」
の
「
無
明
」
を
否
定
し
た
「v

id
y
q

」（「
無
我
」「
無
執
著
」
の
明
知
）
を
持
つ
真
言
が
可
能
だ
ろ
う
か
。 



ち
な
み
に
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
で
「m

ah
q-v

id
y
q

」
と
言
え
ば
、
カ
ー
リ
ー
・
タ
ー
ラ
ー
・
ト
リ
プ
ラ
ス
ン
ダ
リ
ー
・
ブ
ヴ
ァ
ネ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
リ
ー
・

バ
イ
ラ
ヴ
ィ
―
・
チ
ン
ナ
マ
ス
タ
ー
・
ト
ゥ
ー
マ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
・
バ
ガ
ラ
ー
ム
キ
ー
・
マ
ー
タ
ン
ギ
ー
・
カ
マ
ラ
ー
ト
ミ
カ
の
「
十
大
女
神
」

の
こ
と
で
あ
る
。
原
語
的
に
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
や
俗
信
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
の
気
配
を
感
じ
る
。「
明
」
に
は
「
神
威
」
の
意
味
も
あ
る
。 

ま
た
、「
無
上
呪
」
の
原
語
は
「’n

u
ttara-m

an
tra

」
で
あ
る
が
、
宗
祖
大
師
は
こ
れ
を
「
大
乗
」
の
真
言
だ
と
言
う
。「
大
乗
」
と
は
こ
の
場
合
、

華
厳
・
三
論
・
法
相
・
天
台
で
、
宗
祖
大
師
に
と
っ
て
は
顕
教
で
あ
る
。
顕
教
に
は
「
こ
の
上
な
い
（
三
藐
三
菩
提
を
生
む
）
真
言
」
で
い
い

か
。
私
は
「
無
上
正
等
覚an

u
ttara-sam

y
ak

sa/
b
o
d
h
i

」
を
生
み
出
す
真
言
と
見
た
。 

こ
う
い
う
視
点
で
「
大
神
呪
」「
大
明
呪
」「
無
上
呪
」「
無
等
等
呪
」
を
考
え
る
と
、
ど
う
も
宗
祖
大
師
は
、「
大
神
呪
」
と
「
声
聞
」
な
ど
の

内
実
関
係
を
見
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
一
一
の
眞
言
に
皆
、
四
名
を
具
す
。
略
し
て
一
隅
を
示
す
。
圓
智
の
人
、
三
即
歸
一
せ
よ
」
と
、
す
な

わ
ち
「
総
帰
持
明
」
の
方
に
頭
が
い
っ
て
い
る
。「
真
言
不
思
議 

観
誦
無
明
除 

一
字
含
千
理 

即
身
證
法
如
」
な
の
だ
、 

し
か
し
、「
総
持
」
の
四
種
陀
羅
尼
を
「
法
」
に
約
す
解
釈
法
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、『
般
若
心
経
』
を
含
む
大
乗
経
典
に
見
ら
れ
る
「
呪
」「
咒
」

と
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
や
俗
信
と
混
淆
し
た
マ
ン
ト
ラ
信
仰
、
と
い
う
視
座
に
私
な
ど
は
目
が
行
く
。
そ
の
意
味
で
「P

raj̀
qp

qram
itqh

3d
ay

a

（『
般
若

心
経
』）
の
問
題
点
ー
マ
ン
ト
ラ
の
解
読
ー
」（
阿 

理
生
、『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
第
五
十
六
巻
第
二
号
）
は
お
も
し
ろ
い
。 

 

⑤
秘
蔵
真
言
分 

【
原
文
】 

第
五
祕
藏
眞
言
分
有
五
。
初

顯
聲
聞
行
果
。 

二

擧
縁
覺
行
果
。
三

指
諸
大
乘
最
勝
行
果
。
四

明
眞
言 

曼
荼
羅
具
足
輪
圓
行
果
。
五

説
上
諸
乘
究
竟
菩
提
證
入
義
。
句
義
如
是
。
若
約
字
相
義
等
釋
之
。
有
無
量
人
法
等
義
。
歴
劫 

難
盡
。
若
要
聞
者
依
法
更
問
ヘ
。
頌
曰 

  
 
 

眞
言
不
思
議 

 

觀
誦
無
明
除 

 

一
字
含
千
理 

 

即
身
證
法
如 

  
 
 

行
行
至
圓
寂 

 

去
去
入
原
初 

 

三
界
如
客
舍 

 

一
心
是
本
居 

【
書
き
下
し
】 

第
五
の
祕
藏
眞
言
分
に
五
つ
宥
り
。
初
め
の

は
聲
聞
の
行
果
を
顯
わ
し
、 

二
の

は
縁
覺
の
行
果
を
擧
げ
、
三
の

は
諸
大



乘
の
最
勝
の
行
果
を
指
し
、
四
の

は
眞
言
曼
荼
羅
具
足
輪
圓
の
行
果
を
明
か
し
、
五
の

は
上
の
諸
乘
究
竟
菩
提
證

入
の
義
を
説
く
。
句
義
は
是
く
の
如
し
。
若
し
字
相
義
等
に
約
し
て
之
を
釋
せ
ば
、
無
量
の
人
法
等
の
義
有
り
。
劫
を
歴
て
も
盡
し
難
し
。
若

し
要
聞
の
者
は
法
に
依
っ
て
更
に
問
ヘ
。
頌
に
曰
わ
く
、 

  
 
 

眞
言
は
不
思
議
な
り
。
觀
誦
す
れ
ば
無
明
を
除
く
。
一
字
に
千
理
を
含
み
、
即
身
に
法
如
を
證
す
。 

  
 
 

行
行
と
し
て
圓
寂
に
至
り
、
去
去
と
し
て
原
初
に
入
る
。
三
界
は
客
舍
の
如
し
、
一
心
は
是
れ
本
居
な
り
。 

【
註
記
】 

 

①
初
め
の

：g
ate

。「
ギ
ャ
ー
テ
ー
」「
掲
帝
」。
多
く
の
学
者
は
、「
行
く
」「
去
る
」「
死
ぬ
」「
通
過
」「
達
す
る
」「
得
る
」
な
ど
の
意
味

の
動
詞
「g

am

」
の
、
過
去
分
詞
「g

ata

」
の
、
女
性
形
「g

atq

」
の
、
呼
格
（N

om
in

a
tiv

e

）
と
と
り
、「
行
っ
た
者
よ
」「
往
け
る
者
よ
」

な
ど
と
訳
す
。
私
は
、
あ
と
に
く
る
「b

o
d
h
i

」（
ボ
ー
デ
ィ
、
菩
提
・
サ
ト
リ
）
と
「g

ate

」
は
同
義
語
と
見
る
の
で
、「
～
者
よ
」
と
人
の

意
味
で
訳
さ
ず
、「g

ate

」
は
女
性
名
詞
「g

ai

」（「
行
く
こ
と
」「
往
く
こ
と
」「
成
功
」「
獲
得
」「
至
る
こ
と
」「
到
達
」）
の
呼
格
と
と
り
、

「（
サ
ト
リ
に
）
到
達
す
る
こ
と
よ
」
と
訳
し
て
い
る
。
宗
祖
大
師
は
こ
の
「

」
を
声
聞
の
行
果
だ
と
言
う
。
行
果
な
ら
「
往
け
る
者

よ
」
で
は
な
く
、
私
の
「
達
す
る
こ
と
よ
」
の
方
が
合
っ
て
い
る
。 

 

②
二
の

：
①
に
同
じ
。 

 

③
三
の

：p
ra-g

ate

。
こ
の
語
は
「
前
進
」「
出
発
」「
離
別
」「
極
」
と
い
う
意
味
で
こ
こ
に
は
適
し
な
い
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
本
が

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
（
俗
語
と
混
淆
し
た
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
）
だ
っ
た
か
も
し
れ
ず
、
あ
る
い
は
宗
祖
大
師
が
悉
曇
表
記
を

ま
ち
が
え
た
か
で
あ
る
が
、
ク
ラ
シ
カ
ル
・
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
に
直
せ
ば
「p

qra-g
ate

」
で
あ
る
。
私
の
訳
で
は
「
サ
ト
リ
（
彼
岸
、p

qra

）

に
到
達
す
る
こ
と
よ
」
と
な
る
。 

 

④
四
の

：p
ra-su

-g
ate

。
こ
の
語
は
辞
典
に
見
当
た
ら
ず
、
敢
え
て
「su

-g
ate

」
と
見
れ
ば
、「
よ
く
行
っ
て
い
る
」「
う
ま
く
事

が
運
ん
だ
」
「
仏
」
「
善
逝
」
「
仏
教
徒
」
な
ど
の
意
味
で
こ
れ
も
こ
こ
に
は
適
さ
な
い
。
ク
ラ
シ
カ
ル
・
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
に
直
し
て

「p
qra-sa/

g
ate

」
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
彼
岸
に
全
く
往
け
る
者
よ
」
な
ど
と
現
代
語
訳
し
て
い
る
大
御
所
が
い
る
が
、「sa/

g
ate

」
の
「sa/

」

は
こ
の
場
合
「
全
く
」（「
完
全
に
」）
だ
ろ
う
か
。
私
は
「
サ
ト
リ
（
彼
岸
）
に
、
み
な
共
に
、
到
達
す
る
こ
と
よ
」
と
訳
し
て
い
る
。
な
ぜ

か
。『
般
若
心
経
』
は
観
自
在
菩
薩
が
説
く
大
乗
の
教
え
で
、
さ
ら
に
密
教
的
な
要
素
が
混
淆
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
最
後
の
真
言
は
、



大
乗
も
し
く
は
密
教
の
立
場
か
ら
訳
語
を
選
ぶ
必
要
が
あ
る
。
大
乗
の
菩
薩
は
世
間
の
凡
夫
を
一
人
残
ら
ず
「
み
な
共
に
」
サ
ト
リ
に
導
く

の
で
あ
る
か
ら
、
一
人
だ
け
「
全
く
」
で
は
大
乗
で
は
な
い
。「sa/

」
は
「
み
な
共
に
」
と
理
解
す
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

⑤
五
の

：b
o
d
h
i sv

qh
q

。
最
初
の
「g

ate

」
か
ら
こ
の
「b

o
d
h
i

」
ま
で
を
、
私
は
「
達
す
る
こ
と
よ
、
達
す
る
こ
と
よ
、
サ
ト
リ

（
彼
岸
）
に
到
達
す
る
こ
と
よ
、
サ
ト
リ
（
彼
岸
）
に
み
な
共
に
到
達
す
る
こ
と
よ
、
サ
ト
リ
よ
」
と
訳
し
て
い
る
。「sv

qh
q

」
は
、
真
言
の

最
後
に
よ
く
見
ら
れ
る
決
り
文
句
の
「
～
ソ
ワ
カ
」。「
成
就
あ
れ
」「
幸
い
あ
れ
」
と
訳
す
。 

 

⑥
眞
言
曼
荼
羅
具
足
輪
圓
：
真
言
の
曼
荼
羅
が
仏
尊
の
功
徳
を
欠
け
る
こ
と
な
く
円
満
に
具
足
し
て
い
る
こ
と
。 

 

⑦
即
身
：
煩
悩
具
足
の
生
身
の
ま
ま
、
の
意
。 

 

⑧
一
心
：
般
若
心
。 

【
私
訳
】 

第
五
の
祕
藏
眞
言
分
に
五
つ
あ
る
。
は
じ
め
の

は
声
聞
の
行
果
を
表
わ
し
、 

第
二
の

は
縁
覚
の
行
果
を
挙
げ
、
第
三
の

は
諸
大
乘
の
最
も
勝
れ
た
行
果
を
意
味
し
、
第
四
の

は
、
真
言
の
曼
荼
羅
が
仏
尊
の
功
徳
を
欠
け
る
こ
と
な
く
円
満
に
具
足
す
る

行
果
を
明
ら
か
に
し
、
第
五
の

は
、
先
の
諸
乘
が
究
竟
じ
て
サ
ト
リ
に
証
入
す
る
意
味
を
説
い
て
い
る
。
真
言
一
句
一
句
の
意
味

は
今
言
っ
た
通
り
で
あ
る
。
も
し
、
こ
れ
を
字
相
や
字
義
な
ど
に
要
約
し
て
解
釈
す
れ
ば
、
量
り
知
れ
な
い
の
人
・
法
な
ど
の
意
味
が
あ
る
。

無
時
間
的
な
無
限
の
時
間
を
費
や
し
て
も
言
い
尽
せ
は
し
な
い
。
も
し
、
聞
法
を
必
要
と
す
る
人
が
い
る
な
ら
、
真
言
誦
持
の
作
法
に
従
っ
て

さ
ら
聞
く
よ
う
に
。
頌
に
曰
わ
く
、 

  
 
 

真
言
と
い
う
の
は
不
思
議
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
觀
じ
誦
唱
す
る
と
よ
く
無
明
を
除
く
の
で
あ
る
。 

一
字
に
多
く
の
教
理
を
含
み
、
こ
の
煩
悩
具
足
の
生
身
の
ま
ま
で
法
界
の
真
実
を
証
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

  
 
 

彼
岸
に
到
達
し
到
達
し
て
涅
槃
に
至
り
、
彼
岸
に
到
達
し
み
な
共
に
到
達
し
て
「
空
」
の
本
源
に
入
る
。 

過
去
・
現
在
・
未
来
の
三
界
は
旅
の
宿
と
同
じ
く
、
サ
ト
リ
の
般
若
心
こ
そ
が
本
来
の
住
い
で
あ
る
。 

【
付
記
１
】 

 

こ
の
「
秘
蔵
真
言
分
」
は
（「
説
般
若
波
羅
蜜
多
咒
即
説
咒
曰
」
～
）「
掲
帝 

掲
帝 
般
羅
掲
帝 

般
羅
僧
掲
帝 

菩
提 

僧
莎
訶
」
で
、
経
文
全
体

を
示
せ
ば
、 



（
説
般
若
波
羅
蜜
多
咒
即
説
咒
曰
）
掲
帝 

掲
帝 

般
羅
掲
帝 

般
羅
僧
掲
帝 

菩
提 

僧
莎
訶
。 

【
付
記
２
】 

「
ま
え
が
き
」
に
、
宗
祖
大
師
に
は
顕
密
経
典
の
「
開
題
」
が
多
い
の
に
、『
般
若
心
経
』
だ
け
は
「
開
題
」
で
は
な
く
「
秘
鍵
」
と
ま
で
名
づ

け
た
論
述
で
、
そ
こ
に
何
か
特
別
な
意
図
を
感
じ
た
、
と
い
う
こ
と
を
書
い
た
。
こ
の
最
後
の
「
心
真
言
」
こ
そ
が
宗
祖
大
師
の
『
般
若
心
経
』

特
別
視
の
理
由
で
は
な
い
か
と
私
は
思
う
。
そ
の
理
由
は
、 

１
宗
祖
大
姉
に
は
、「
呪
・
咒
」、
す
な
わ
ち
真
言
・
陀
羅
尼
に
特
別
な
思
い
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
南
都
の
大
学
寮
を
出
奔
し
て
葛
城
・
金
剛
・

吉
野
・
大
峯
・
四
国
の
山
々
に
雌
伏
し
、
乞
食
同
様
の
山
林
修
行
に
明
け
暮
れ
て
い
た
若
い
日
に
、
誰
か
ら
と
も
な
く
伝
え
ら
れ
て
憶
え
た

雑
密
の
「
呪
・
咒
」
や
、
あ
る
い
は
大
安
寺
の
師
僧
・
勤
操
に
教
え
ら
れ
た
（
戒
明
と
の
説
も
あ
る
。
私
は
元
興
寺
の
護
命
の
説
）
と
い
う

虚
空
蔵
求
聞
持
法
で
唱
え
る
虚
空
蔵
菩
薩
の
真
言
が
、
自
分
の
仏
道
の
前
提
に
あ
っ
た
。 

２
祈
り
の
コ
ト
バ
に
そ
の
コ
ト
バ
の
内
実
の
顕
現
が
内
在
し
て
い
る
と
い
う
マ
ン
ト
ラ
（
真
言
・
陀
羅
尼
）
の
宗
教
思
想
が
、
こ
の
最
後
の
「
頌
」

の
「
真
言
不
思
議 

一
字
含
千
理
」
と
な
り
、
宗
祖
大
師
の
密
教
思
想
で
は
「
ア
字
の
一
字
に
万
法
が
帰
一
す
る
」「
五
大
に
皆
響
き
あ
り
」

「
六
塵
悉
く
文
字
な
り
」「
三
密
加
持
す
れ
ば
即
疾
に
顕
わ
る
」
な
ど
に
通
じ
て
い
る
。 

３
宗
祖
大
師
の
密
教
は
、
速
疾
性
・
具
現
性
・
現
実
性
を
伴
っ
た
「
諸
法
実
相
」「
生
仏
不
二
」「
即
身
成
仏
」
を
一
つ
の
特
質
と
す
る
。
そ
れ

は
類
い
稀
な
真
言
・
陀
羅
尼
の
経
験
か
ら
き
て
い
る
。 

 

玄
奘
訳
で
は
「
大
神
呪
」
と
訳
さ
れ
た
「g

ate

」
を
宗
祖
大
師
は
「
声
聞
」
の
行
果
と
言
う
。
こ
の
「
声
聞
」
と
は
、
大
和
・
紀
伊
・
四
国
の
山
々

で
、
同
じ
山
林
修
行
者
か
ら
雑
密
の
「
神
呪
」
を
教
わ
り
な
が
ら
乞
食
行
の
日
々
を
送
っ
て
い
た
「
真
魚
」
の
こ
と
で
は
な
い
か
。 

ま
た
、「
大
明
呪
」
の
「g

ate

」
を
「
縁
覚
」
の
行
果
だ
と
言
う
。
思
う
に
、
大
安
寺
の
沙
弥
と
な
り
、
吉
野
の
比
蘇
山
寺
で
虚
空
蔵
求
聞
持
法

に
勤
し
む
山
林
修
行
の
傍
ら
、
東
大
寺
や
元
興
寺
や
興
福
寺
か
ら
仏
典
、
す
な
わ
ち
「
明
」（v

id
y
q

）
を
借
り
て
大
安
寺
の
住
房
で
独
学
・
読
破

し
て
い
た
沙
弥
「
如
空
」「
教
海
」
の
こ
と
で
は
な
い
か
。 

さ
ら
に
、「
無
上
呪
」
の
「p

qra-g
ate

」
を
「
大
乗
」
の
行
果
だ
と
言
う
の
は
、『
三
教
指
帰
』
か
ら
入
唐
す
る
ま
で
相
当
の
レ
ベ
ル
で
大
乗
の
「
空
」

を
研
究
し
て
い
た
「
空
海
」。 



「
無
等
等
呪
」
の
「p

qra-sa/
g
ate

」
を
「
真
言
（
マ
ン
ダ
ラ
の
円
輪
具
足
）」
の
行
果
だ
と
言
う
の
は
、
唐
か
ら
実
ち
て
帰
り
、
今
は
高
野
山
で

自
ら
の
真
言
密
教
を
確
立
し
、「
比
類
な
き
」
マ
ン
ダ
ラ
の
な
か
で
「
即
身
成
仏
」
の
日
々
を
送
っ
て
い
る
晩
年
の
「
空
海
」
で
は
な
い
か
。 

 

⑥
顕
密
対
論 

○
陀
羅
尼
の
釈
を
説
く
是
非 

【
原
文
】 

問
。
陀
羅
尼
是
如
來
祕
密
語
。
所
以
古
三
藏
諸
疏
家
。
皆
閉
口
絶
筆
。
今
作
此
釋
。
深
背
聖
旨
。
如
來
説
法
有
二
種
。
一
顯
二
祕
。
爲
顯
機
説

多
名
句
。
爲
祕
根
説
總
持
字
。
是
故
如
來
自
説

字

字
等
種
種
義
。
是
則
爲
祕
機
作
此
説
。
龍
猛･

無
畏･

廣
智
等
。
亦
説
其
義
。
能
不
之
間

在
教
機
耳
。 

説
之
默
之
。
並
契
佛
意 

【
書
き
下
し
】 

問
う
。
陀
羅
尼
は
是
れ
如
來
の
祕
密
語
な
り
。
所
以

そ

え

に

古
い
に
し
え

の
三
藏
、
諸
々
の
疏
家
、
皆
口
を
閉
ざ
し
筆
を
絶
つ
。
今
、
此
の
釋
を
作
る
。
深

く
聖
旨
に
背
く
。
如
來
の
説
法
に
二
種
有
り
、
一
つ
に
は
顯
、
二
つ
に
は
祕
な
り
。
顯
機
の
爲
に
多
名
句

た
み
ょ
う
く

を
説
き
、
祕
根
の
爲
に
總
持
の
字
を

説
く
。
是
の
故
に
、
如
來
は
自
ら

字

字
等
の
種
種
の
義
を
説
き
た
ま
え
り
。
是
れ
則
ち
祕
機
の
爲
に
此
の
説
を
作
す
。
龍
猛
・
無
畏
・
廣

智
等
、
亦
た
其
の
義
を
説
け
り
。
能
不
の
間
、
教
機
に
在
る
の
み
。 

之
を
説
き
之
を
默
す
る
、
並
び
に
佛
意
に
契
え
り
。 

【
註
記
】 

 

①
多
名
句
：
多
く
の
文
句
・
経
句
。 

 

②
龍
猛
：
こ
こ
で
は
『
菩
提
心
論
』
の
作
者
と
し
て
の
龍
猛
だ
が
、
こ
の
龍
猛
に
古
来
、
真
言
付
法
の
第
三
祖
で
、
昔
南
天
の
鉄
塔
に
入
っ
て

金
剛
薩
埵
か
ら
『
大
日
経
』『
金
剛
頂
経
』
を
相
承
し
て
こ
れ
を
誦
出
し
た
と
言
わ
れ
る
龍
猛
（N

qg
qrju

n
a

）
と
、
大
乗
の
中
観
派
の
始
祖
で

『
中
論
』『
十
二
門
論
』『
大
智
度
論
』『
十
住
毘
婆
沙
論
』
な
ど
を
著
わ
し
た
龍
樹
が
長
寿
を
保
ち
、
密
教
の
論
書
ま
で
著
わ
し
た
と
す
る
説

も
あ
り
、
こ
の
『
菩
提
心
論
』
の
作
者
も
そ
う
見
な
さ
れ
て
い
る
。 



し
か
し
、
こ
の
問
題
に
は
大
村
西
崖
の
『
密
教
発
達
志
』
に
は
じ
ま
り
、
権
田
雷
斧
・
加
藤
精
神
・
河
口
慧
海
・
寺
本
婉
雅
・
羽
渓
了
諦
・ 

槇
尾
祥
雲
と
い
っ
た
一
流
の
先
学
の
諸
説
が
あ
り
、
決
着
を
見
て
い
な
い
。 

 

③
無
畏
：
善
無
畏
。
こ
こ
は
『
大
日
経
疏
』
の
意
。 

 

④
廣
智
：
大
広
智
不
空
。
こ
こ
は
『
仁
王
般
若
陀
羅
尼
釈
』
の
意
。 

【
私
訳
】 

（
こ
う
い
う
こ
と
を
）
問
う
人
が
い
る
だ
ろ
う
。
陀
羅
尼
と
は
、
如
來
が
秘
す
る
コ
ト
バ
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
、
往
古
の
三
蔵
や
多
く
註
釈

家
は
、
み
ん
な
口
に
も
出
さ
な
い
し
文
字
に
も
し
な
い
。
と
こ
ろ
が
今
、
あ
な
た
は
こ
の
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
を
著
わ
し
た
。
如
来
の
秘
密
語

だ
と
い
う
陀
羅
尼
の
趣
旨
に
深
く
背
い
て
い
る
、
と
。 

（
こ
の
問
い
に
答
え
る
に
）
如
來
の
説
法
に
二
種
類
あ
り
、
一
つ
に
は
顕
教
、
二
つ
に
は
密
教
で
あ
る
。
顯
教
し
か
わ
か
ら
な
い
人
に
は
多
く

の
経
句
・
文
句
を
説
き
、
密
教
が
わ
か
る
人
に
は
陀
羅
尼
の
文
字
を
説
く
の
で
あ
る
。
故
に
、
如
來
は
（
秘
密
語
を
）
自
ら

字

字
な
ど
の

そ
れ
ぞ
れ
の
字
義
を
お
説
き
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
密
教
が
わ
か
る
人
の
た
め
な
ら
、
陀
羅
尼
の
意
味
を
説
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

龍
猛
は
『
菩
提
心
論
』
で
、
善
無
畏
三
蔵
は
『
大
日
経
疏
』
で
、
大
広
智
不
空
三
蔵
は
『
仁
王
般
若
陀
羅
尼
釈
』
で
な
ど
、
陀
羅
尼
の
字
義
を

説
い
て
い
る
。
陀
羅
尼
の
字
義
が
わ
か
る
か
わ
か
ら
な
い
か
は
、
顕
教
の
人
か
密
教
の
人
か
に
あ
る
の
み
で
、 

字
義
を
説
く
か
黙
っ
て
い
る
か

は
、
ど
ち
ら
も
（
秘
密
語
を
説
か
れ
る
）
如
来
の
お
心
に
か
か
っ
て
い
る
。 

【
付
記
】 

漢
訳
の
仏
典
は
み
な
、
真
言
・
陀
羅
尼
を
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
発
音
に
模
し
て
漢
字
音
訳
す
る
。
イ
ン
ド
の
マ
ン
ト
ラ
の
本
旨
を
尊
重
す
る
た
め

で
あ
る
。
マ
ン
ト
ラ
は
誦
唱
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
り
、
一
字
一
字
の
字
義
を
頭
で
考
え
た
り
理
解
し
た
り
す
る
も
の
で
は
な
い
。
宗
祖
大
師

が
創
始
し
た
真
言
密
教
の
伝
統
で
も
、
そ
う
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
宗
祖
大
師
は
密
教
が
わ
か
る
人
に
は
、
如
来
は
陀
羅
尼
の
字
義
を
説
く

の
だ
と
言
っ
て
い
る
。 

か
つ
て
本
山
で
の
研
修
会
の
折
、
若
気
の
至
り
で
講
師
の
先
生
に
「
漢
字
や
悉
曇
で
書
か
れ
て
い
る
真
言
・
陀
羅
尼
を
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
に

直
し
て
（
還
梵
し
て
）
和
訳
し
て
は
ダ
メ
で
す
か
」
と
聞
い
た
ら
、「
そ
れ
は
、
あ
な
た
の
お
父
さ
ん
に
聞
い
た
方
が
早
い
」
と
苦
笑
い
さ
れ
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
父
に
聞
い
た
ら
、
漢
訳
・
悉
曇
か
ら
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
へ
の
還
梵
と
そ
の
和
訳
は
、
き
ち
ん
と
し
た
語
学
と
学
問
的
作
業
で



や
る
の
な
ら
い
い
が
、
興
味
半
分
で
や
る
も
の
で
は
な
い
、
そ
の
上
、
真
言
・
陀
羅
尼
の
日
本
語
訳
は
容
易
で
は
な
い
、
と
諭
さ
れ
た
。
私
の

宗
派
で
は
近
年
、
智
山
伝
法
院
か
ら
『
智
山
の
真
言
』
シ
リ
ー
ズ
が
公
刊
さ
れ
、
わ
が
意
を
得
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

○
顕
密
の
ち
が
い 

【
原
文
】 

問
。
顯
密
二
教
其
旨
天
懸
。
今
此
顯
經
中
説
祕
義
不
可
。
醫
王
之
目
觸
途
皆
藥
。
解
寶
之
人
礦
石
見
寶
。
知
與
不
知
。
何
誰
罪
過
。
又
此
尊
眞

言
儀
軌
觀
法
。
佛
金
剛
頂
中
説
。
此
祕
中
極
祕
。
應
化
釋
迦
在
給
孤
園
。
爲
菩
薩
天
人
説
畫
像
壇
法
眞
言
手
印
等
。
亦
是
祕
密
。 

陀
羅
尼
集
經
第
三
卷
是
。
顯
密
在
人
。
聲
字
即
非
。
然
猶
顯
中
之
祕
。
祕
中
極
祕
。
淺
深
重
重
耳 

【
書
き
下
し
】 

問
う
。
顯
密
の
二
教
、
其
の
旨
、
天
に
懸
る
な
り
。
今
、
此
の
顯
經
の
中
に
祕
義
を
説
く
は
不
可
な
り
、
と
。
醫
王
の
目
に
は
途
に
觸
れ
て
皆

藥
な
り
。
解 げ

寶 ほ
う

の
人
は
礦
石
を
寶
と
見
る
。
知
る
と
知
ら
ざ
る
と
、
何
ぞ
誰
の
罪
過
な
ら
ん
。
又
、
此
の
尊
の
眞
言
・
儀
軌
・
觀
法
は
、
佛
、

金
剛
頂
の
中
に
説
き
た
ま
え
り
。
此
れ
祕
中
の
極
祕
な
り
。
應
化
の
釋
迦
、
給
孤

ぎ
っ
こ

園 お
ん

に
在 い

ま

し
て
、
菩
薩
・
天
人
の
爲
に
畫
像
・
壇
法
・
眞
言
・

手
印
等
を
説
き
た
ま
え
り
。
亦
た
是
れ
祕
密
な
り
。
陀
羅
尼
集
經

だ
ら
に
じ
っ
き
ょ
う

の
第
三
卷
は
是
れ
な
り
。
顯
密
は
人
に
在
り
。
聲
字
は
即
ち
非
な
り
。
然
れ

ど
も
猶
、
顯
中
の
祕
、
祕
中
の
極
祕
な
り
。
淺
深
重
重
ま
く
の
み
。 

【
註
記
】 

 

①
解
寶
：
宝
石
の
本
物
と
偽
物
が
わ
か
る
人
。 

 

②
陀
羅
尼
集
經
：
阿
地
瞿
多
訳
『
陀
羅
尼
集
経
』
巻
三
に
、
大
般
若
菩
薩
像
、
十
三
の
印
、
十
九
の
陀
羅
尼
、
般
若
壇
法
を
説
く
。 

【
私
訳
】 

（
こ
う
い
う
こ
と
を
）
問
う
人
が
い
る
だ
ろ
う
。
顕
密
二
教
の
主
旨
は
、
は
る
か
遠
い
天
に
懸
る
ほ
ど
に
大
き
く
ち
が
っ
て
い
る
。
今
、
こ
の



『
般
若
心
経
』
と
い
う
顕
教
の
経
典
に
「
心
真
言
」
と
い
う
密
教
の
教
義
を
説
く
の
は
不
可
能
で
あ
る
、
と
。 

（
こ
の
問
い
に
答
え
る
に
）
医
薬
の
学
に
明
る
い
人
に
は
、
道
端
の
草
も
皆
薬
草
に
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
宝
石
の
本
物
偽
物
が
わ
か
る
人
に

は
人
は
道
端
の
石
こ
ろ
に
も
宝
石
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
わ
か
っ
て
い
る
の
と
わ
か
っ
て
い
な
い
の
と
、
ど
ち
ら
の
人
に
罪
過
が
あ
る
だ
ろ

う
。
ま
た
、
般
若
菩
薩
の
真
言
・
儀
軌
・
観
法
は
、
法
身
の
大
日
如
来
が
『
金
剛
頂
経
』
の
な
か
に
お
説
き
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
祕
中
の

極
祕
で
あ
る
。
報
身
の
釈
迦
は
、
給
孤
独
薗
に
お
ら
れ
て
、
菩
薩
・
天
人
の
た
め
に
、
般
若
菩
薩
の
画
像
や
作
壇
法
や
真
言
や
印
な
ど
を
お
説

き
に
な
っ
た
。
こ
れ
も
ま
た
秘
密
で
あ
る
が
、『
陀
羅
尼
集
経
』
の
第
三
卷
に
書
か
れ
て
い
る
。
顯
密
の
ち
が
い
は
人
に
あ
り
、
声
や
字
で
ち
が

い
は
わ
か
ら
な
い
。
だ
が
し
か
し
、
顕
教
の
な
か
に
も
秘
蔵
は
あ
り
、
秘
蔵
の
な
か
に
も
極
祕
が
あ
る
。
そ
こ
に
浅
い
深
い
が
あ
り
、
重
ね
重

ね
に
ち
が
い
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。 

 

三
、
流
通
分 

【
原
文
】 

 

我
依
祕
密
眞
言
義 

略
讃
心
經
五
分
文 

一
字
一
文
遍
法
界 

無
終
無
始
我
心
分 

 

翳
眼
衆
生
盲
不
見 

曼
儒
般
若
能
解
紛 

灑
斯
甘
露
霑
迷
者 

同
斷
無
明
破
魔
軍 

般
若
心
經
祕
鍵 

【
書
き
下
し
】 

 

我
、
祕
密
眞
言
の
義
に
依
っ
て
、
略
し
て
心
經
五
分
の
文
を
讃
す
。
一
字
一
文
、
法
界
に
遍
じ
、
無
終
無
始
に
し
て
我
が
心
分
な
り
。 

 

翳 え

眼 げ
ん

の
衆
生
は
盲 め

し

い
て
見
え
ず
、
曼
儒

ま
ん
じ
ゅ

般
若
は
能
く
紛
を
解
く
。
斯
の
甘
露
を
灑
い
で
迷
者
を
霑
し
、
同
じ
く
無
明
を
斷
じ
て
魔
軍
を
破
ら
ん
。 

般
若
心
經
祕
鍵 

【
註
記
】 

 

①
心
分
：
心
の
一
分
。 



②
翳
眼
：
曇
っ
た
目
、
目
に
曇
り
が
あ
る
人
。 

 
③
曼
儒
：
文
殊
（
菩
薩
） 

【
私
訳
】 

 

今
私
は
、
秘
密
真
言
（
密
教
）
の
立
場
に
お
い
て
、『
般
若
心
経
』
を
概
略
五
つ
の
分
段
に
分
け
て
讃
え
た
。 

 

『
般
若
心
経
』
の
一
字
一
文
は
真
如
法
界
に
満
ち
、
始
め
な
く
終
わ
り
な
く
、
私
の
心
の
一
分
で
あ
る
。 

 

目
に
曇
り
が
あ
る
衆
生
は
盲
目
で
見
え
ず
、
文
殊
菩
薩
と
般
若
菩
薩
は
よ
く
紛
ら
わ
し
さ
を
取
り
除
く
。 

 

す
な
わ
ち
、
こ
の
『
般
若
心
経
』
の
説
く
所
を
衆
生
に
注
い
で
潤
お
し
、
同
様
に
無
明
を
断
っ
て
煩
悩
の
魔
を
打
ち
破
る
の
で
あ
る
。 

【
付
記
】 

宗
祖
大
師
は
、
す
で
に
『
辨
顕
密
二
教
論
』
を
著
わ
し
て
顕
教
と
密
教
の
ち
が
い
を
公
に
し
て
い
る
。
く
ど
く
ど
顕
密
の
ち
が
い
を
書
く
ま
で

も
な
く
、
顕
教
の
『
般
若
心
経
』
を
密
教
の
立
場
で
解
釈
し
た
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。
宗
祖
大
師
独
特
の
「
法
身
説
法
」「
ア
字
本
不
生
」
な

ど
の
言
語
哲
学
の
集
大
成
が
、
こ
の
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

し
か
し
、
一
字
一
句
具
に
読
ん
で
み
る
と
、
老
齢
の
た
め
か
何
度
も
書
き
直
し
た
も
の
な
の
か
、
語
句
の
表
記
や
記
述
の
内
容
に
前
後
一
貫
し

な
い
ち
ぐ
は
ぐ
が
目
立
つ
。
二
十
四
才
で
書
い
た
と
言
わ
れ
る
『
三
教
指
帰
』
の
記
述
と
は
大
ち
が
い
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
宗
祖
大
師
ら
し
い

と
言
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、『
般
若
心
経
』
の
経
文
の
内
実
を
離
れ
た
独
自
の
解
釈
も
目
立
つ
。
密
教
的
な
ら
ま
だ
し
も
、
中
国
仏
教
の
「
疏
」

を
思
わ
せ
る
訓
詁
学
的
な
解
釈
法
で
、
そ
れ
が
当
時
の
仏
教
学
だ
っ
た
に
相
違
な
い
が
、
私
に
は
恐
縮
な
が
ら
不
可
解
が
多
か
っ
た
。 

 

四
、
上
表
文 

【
原
文
】 

于
時
弘
仁
九
年
春
。
天
下
大
疫
。
爰
帝
皇
自
染
黄
金
於
筆
端
。
握
紺
紙
於
爪
掌
。
奉
書
寫
般
若
心
經
一
卷
。
予
範
講
讀
之
撰
。
綴
經
旨
之
宗
。

未
吐
結
願
詞
。
蘇
生
族
于
途
。
夜
變
而
日
光
赫
赫
。
是
非
愚
身
戒
徳
。
金
輪
御
信
力
所
爲
也
。
但
詣
神
舍
輩
。
奉
誦
此
祕
鍵
。
昔
予
陪
鷲
峯
説

法
之
莚
。
親
聞
是
深
文
。
豈
不
達
其
義
而
已
。
入
唐
沙
門
空
海
上
表
。 



【
書
き
下
し
】 

時
に
弘
仁
九
年
の
春
、
天
下
大
疫
す
。
爰
に
帝
皇
自
ら
黄
金
を
筆
端
に
染
め
、
紺
紙
を
爪 そ

掌
し
ょ
う

に
握
っ
て
、
般
若
心
經
一
卷
を
書
寫
し
奉
る
。
予
、

講
讀
の
撰
に
範

の
っ
と

り
、
經
旨
の
宗 む

ね

を
綴
る
。
未
だ
結
願
の
詞
を
吐
か
ざ
る
に
、
蘇
生
の
族

や
か
ら

途
に
亍

た
た
ず

む
。
夜
、
變
じ
て
日
光
赫
赫
た
り
。
是
れ
、

愚
身
の
戒
徳
に
非
ず
、
金
輪
御
信
力
の
爲
す
所
な
り
。
但
し
神
舍
に
詣
る
輩
、
此
の
祕
鍵
を
誦
じ
奉
る
べ
し
。
昔
、
予
、
鷲
峯
説
法
の
莚
に
陪

べ
り
、

親
ま
の
あ
た
り

に
是
の
深
文
を
聞
く
。
豈
、
其
の
義
に
達
せ
ざ
ら
ん
の
み
。
入
唐
沙
門 

空
海 

上
表
。 

【
私
訳
】 

時
に
、
弘
仁
九
年
の
春
、
天
下
に
疫
病
が
大
流
行
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
嵯
峨
天
皇
は
、
自
ら
金
泥
で
筆
の
先
を
染
め
、
紺
色
の
写
経
紙
を
指
先

や
手
の
ひ
ら
で
握
り
、『
般
若
心
経
』
一
卷
を
書
写
し
奉
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
、
そ
の
『
般
若
心
経
』
を
講
讀
す
る
役
に
選
ば
れ
た
こ
と
か
ら
、

『
般
若
心
経
』
の
主
旨
を
綴
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま
だ
完
成
の
言
葉
を
口
に
し
な
い
う
ち
に
、
疫
病
が
癒
え
た
人
た
ち
が
外
に
出
て
、
道
に

た
た
ず
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
ま
る
で
夜
が
明
け
て
日
の
光
が
赤
々
と
輝
く
よ
う
で
し
た
。
こ
れ
は
、
愚
か
な
身
の
私
の
戒
徳
で
は
な
く
、

金
輪
聖
王
（
嵯
峨
天
皇
）
の
深
い
信
仰
力
の
為
せ
る
所
で
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
神
社
に
参
詣
す
る
人
た
ち
は
、
こ
の
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
を

読
誦
し
て
く
だ
さ
い
。
昔
、
私
は
、
霊
鷲
山
の
釈
尊
説
法
の
道
場
に
侍
り
、
間
近
に
こ
の
『
般
若
心
経
』
の
奥
深
い
経
文
の
意
味
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
が
、
ど
う
し
て
、
釈
尊
の
説
い
た
所
に
至
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。 

【
付
記
】 

宗
祖
大
師
の
真
作
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
上
表
文
は
有
名
な
嵯
峨
上
皇
の
『
般
若
心
経
』
写
経
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。 

 

道
俗
相
分
れ
て
数
年
を
経
た
り
、
今
秋
晤
語
す
る
も
亦
た
良
縁
。 

香
茶
酌
み
罷
み
て
日
云
（
こ
こ
）
に
暮
れ
、
稽
首
し
て
離
を
傷
み
雲
煙
を
望
む
。（『
経
国
集
』） 

 



■
あ
と
が
き 

『
般
若
心
経
秘
鍵
』
の
未
決
の
問
題 

宗
祖
大
師
が
こ
の
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
を
書
く
際
、『
般
若
心
経
』
の
漢
訳
類
本
の
う
ち
ど
れ
を
見
て
い
た
か
、
こ
の
道
の
碩
学
大
沢
聖
寛
博
士

に
よ
る
と
「『
般
若
心
経
秘
鍵
』
の
未
決
の
問
題
」
で
、
宗
学
の
世
界
で
は
古
来
諸
説
あ
っ
て
ま
だ
決
着
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
私
は

宗
学
に
う
と
く
、
こ
の
問
題
に
口
を
は
さ
む
資
格
も
学
識
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
た
び
久
し
ぶ
り
に
、
腰
を
据
え
て
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
を

読
ん
で
み
て
、
全
体
の
記
述
に
宗
祖
大
師
ら
し
く
な
い
ち
ぐ
は
ぐ
さ
を
何
度
も
感
じ
た
。
そ
の
ち
ぐ
は
ぐ
の
謎
解
き
を
手
が
か
り
に
、
宗
祖
大
師

が
見
て
い
た
『
般
若
心
経
』
と
は
何
だ
っ
た
の
か
、
愚
見
を
少
し
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。 

 

①
先
ず
第
一
に
、
宗
祖
大
師
が
「
今
説
く
所
の
本
」
と
言
っ
て
見
て
い
た
テ
キ
ス
ト
は
、 

○
悉
曇
表
記
で
『

』。 

○
ロ
ー
マ
ナ
イ
ズ
で
『B

u
d
d
h
a-qb

h
asa-m

ah
q-p

raj`
q-p

ram
ita-h

3d
a-su

tra/

』。 

○
ク
ラ
シ
カ
ル
・
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
に
直
す
と
『B

u
d
d
h
a-qb

h
q2a-m

ah
q-p

raj`
q-p

qram
itq-h

3d
ay

a-s[
tra/

]

。 

○
漢
訳
で
『
仏
説
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
』。 

で
あ
る
。 

 

②
第
二
に
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
、 

 

○
羅
什
訳
（
旧
訳
）
で
、
た
だ
し
所
在
不
明
。 

 

○
し
か
も
「
大
本
」。 

「
霊
鷲
山
」
で
「
仏
」（
釈
尊
、
世
尊
）
が
「
説
法
」
と
い
う
「
大
本
」
の
プ
ロ
ッ
ト
は
、
羅
什
訳
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
大
明
呪
經
』
や
玄
奘

訳
『
般
若
波
羅
蜜
多
心
經
』
と
い
っ
た
「
小
本
」
に
は
な
い
。 

※
た
だ
し
、
宗
祖
大
師
が
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
「
説
者
・
説
処
・
聞
衆
」
を
「
佛
、
鷲
峯
山
に
在
し
て
、
鶖
子
等
の
爲
に
之
を
説
け
り
」
と
言
っ

て
い
る
の
は
明
ら
か
に
ま
ち
が
い
で
、
説
者
は
「
仏
」（
釈
尊
・
世
尊
）
で
は
な
く
観
自
在
菩
薩
で
あ
る
。 



③
第
三
に
、「
大
本
」
で
あ
る
な
ら
、
ど
ん
な
経
文
だ
っ
た
か
で
あ
る
。
仮
に
だ
が
、
参
考
ま
で
に
、
般
若
三
蔵
訳
の
「
大
本
」『
般
若
波
羅
蜜
多

心
経
』
を
借
り
て
羅
什
訳
「
大
本
」
を
再
現
し
て
み
る
と
、 

 

『

』（『B
u
d
d
h
a-qb

h
asa-m

ah
q-p

raj̀
q-p

ram
ita-h

3d
a-su

tra/

』） 

漢
訳
で
羅
什
訳
の
『
仏
説
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
』（「
大
本
」） 

（
冒
頭
部
分
） 

是
く
の
如
く
我
れ
聞
け
り
。
一
時
、
佛
、
王
舍
城
の
耆
闍
崛
山
中
に
在
り
て
、
大
比
丘
衆
及
び
菩
薩
衆
を
倶
な
り
き
。
時
に
佛
世
尊
即
ち
三
昧

に
入
り
、
廣
大
甚
深
と
名
づ
く
。
爾
の
時
、
衆
中
に
菩
薩
摩
訶
薩
有
っ
て
、
觀
自
在
と
名
づ
く
。
深
き
般
若
波
羅
蜜
多
を
行
ぜ
し
時
、
五
蘊
は

皆
空
な
り
と
照
見
し
、
諸
々
の
苦
厄
を
離
れ
り
。
即
ち
時
に
舍
利
弗
、
佛
の
威
力
を
承
け
て
、
合
掌
恭
敬
し
、
觀
自
在
菩
薩
摩
訶
薩
に
白
し
て

言
さ
く
。
善
男
子
、
若
し
甚
深
な
る
般
若
波
羅
蜜
多
の
行
を
學
ば
ん
と
欲
す
る
者
有
ら
ば
、
云
何
が
修
行
せ
ん
、
と
。
是
く
の
如
く
問
い
已
れ

り
、
爾
の
時
、
觀
自
在
菩
薩
摩
訶
薩
、
具
壽
な
る
舍
利
弗
に
告
げ
て
言
さ
く
。
舍
利
子
よ
、
若
し
善
男
子
善
女
人
の
甚
深
な
る
般
若
波
羅
蜜
多

を
行
ぜ
し
時
。
應
に
五
蘊
の
性
は
空
な
り
と
觀
ず
べ
し
。 

（
主
要
部
分
、「
小
本
」
玄
奘
訳
に
同
じ
） 

舎
利
子
よ
、
色
は
空
に
異
な
ら
ず
～
（
略
）
～
蘗
諦 
蘗
諦 

波
羅
蘗
諦 

波
羅
僧
蘗
諦 

菩
提 

婆
蘇
紇
反
婆
訶 

（
最
終
部
分
） 

是
く
の
如
く
舍
利
弗
よ
、
諸
菩
薩
摩
訶
薩
は
甚
深
な
る
般
若
波
羅
蜜
多
の
行
に
於
い
て
、
應
に
是
く
の
如
く
行
ず
べ
し
、
と
。 

是
く
の
如
く
説
き
已
っ
て
、
即
ち
時
に
、
世
尊
、
廣
大
甚
深
の
三
摩
地
從
り
起
ち
、
觀
自
在
菩
薩
摩
訶
薩
を
讃
じ
て
言
わ
く
。
善
い
哉
、
善
い

哉
。
善
男
子
、
是
く
の
如
く
、
是
く
の
如
し
。
如
汝
の
説
く
所
の
如
く
、
甚
深
な
る
般
若
波
羅
蜜
多
の
行
を
、
應
に
是
く
の
如
く
行
ず
べ
し
、

と
。
是
く
の
如
く
行
ず
る
時
、
一
切
の
如
來
は
皆
悉
く
隨
喜
せ
り
。
爾
の
時
、
世
尊
、
是
の
語
を
説
き
已
る
や
、
具
壽
な
る
舍
利
弗
大
い
な
る

喜
び
の
充
遍
し
、
觀
自
在
菩
薩
摩
訶
薩
も
亦
た
大
い
に
歡
喜
せ
り
。
時
に
彼
の
衆
會
の
天
・
人
・
阿
修
羅
・
乾
闥
婆
等
、
佛
の
説
く
所
を
聞
き
、

皆
大
い
に
歡
喜
せ
り
。 

 



④
第
四
に
、
宗
祖
大
師
は
五
本
の
漢
訳
を
挙
げ
て
い
る
。 

１
羅
什
訳
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
大
明
呪
經
』（「
小
本
」）。 

※
「
大
本
」
の
羅
什
訳
で
は
な
い
。 

２
玄
奘
訳
『
般
若
波
羅
蜜
多
心
經
』（「
小
本
」）。 

３
義
浄
訳
『
佛
説
般
若
波
羅
蜜
多
心
經
』。 

４
法
月
訳
『
普
遍
智
藏
般
若
波
羅
蜜
多
心
經
』（「
大
本
」）。 

５
般
若
訳
『
般
若
波
羅
蜜
多
心
經
』（「
大
本
」）。 

 

⑤
第
五
に
、
こ
こ
ま
で
で
、
羅
什
訳
に
は
、 

１
所
在
不
明
の
『

』（『
仏
説
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
』（
大
本
））。 

２
現
存
す
る
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
大
明
呪
經
』（
小
本
）。 

の
二
本
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
宗
学
の
世
界
で
は
古
来
、
羅
什
訳
に
数
種
あ
る
と
い
う
議
論
が
あ
る
が
、「
大
本
」「
小
本
」
の
考
証
が
伴
っ

て
い
た
か
ど
う
か
不
明
な
こ
と
が
私
に
は
気
に
な
る
。 

 

⑥
第
六
に
、
こ
こ
か
ら
「
大
本
」「
小
本
」
の
ち
ぐ
は
ぐ
の
問
題
で
あ
る
。 

宗
祖
大
師
が
「
五
分
科
」
に
分
け
た
経
文
を
見
て
み
る
と
、 

１
「
観
自
在
」
～
「
度
一
切
苦
厄
」。 

こ
の
冒
頭
の
書
き
出
し
は
「
小
本
」
の
も
の
で
あ
る
。
宗
祖
大
師
が
「
此
の
三
摩
地
門
は
、
佛
、
鷲
峯
山
に
在
し
て
、
鶖
子
等
の
爲
に
之
を
説

け
り
」
と
先
に
明
言
し
た
の
と
明
ら
か
に
ち
ぐ
は
ぐ
で
あ
る
。
こ
の
書
き
出
し
か
ら
し
て
、
宗
祖
大
師
が
見
て
い
た
と
い
う
羅
什
訳
は
「
小
本
」

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
が
生
じ
る
。 

な
ら
ば
仮
に
「
小
本
」
と
し
て
、
こ
の
「
観
自
在
」
～
「
度
一
切
苦
厄
」
の
部
分
を
「
小
本
」
の
羅
什
訳
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
大
明
呪
經
』
で

見
て
み
る
と
、 



觀
世
音
菩
薩
。
行
深
般
若
波
羅
蜜
時
。
照
見
五
陰
空
。
度
一
切
苦
厄 

で
、
宗
祖
大
師
が
言
う
「
観
自
在
」
が
「
観
世
音
」。「
五
蘊
」
が
「
五
陰
」
に
な
っ
て
い
る
。
よ
く
知
ら
れ
た
新
訳
と
旧
訳
の
ち
が
い
で
あ
る

が
、
こ
の
訳
語
の
ち
が
い
だ
け
で
、
宗
祖
大
師
が
見
て
い
る
羅
什
訳
は
「
小
本
」『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
大
明
呪
經
』
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
玄
奘
訳
の
「
小
本
」『
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
』
を
見
て
み
る
と
、 

「
觀
自
在
菩
薩
」 

行
深
般
若
波
羅
蜜
多
時 

照
見
五
蘊
皆
空 

「
度
一
切
苦
厄
」 

で
、
不
思
議
に
「
観
自
在
」
～
「
度
一
切
苦
厄
」
が
一
致
す
る
。 

２
「
色
不
異
空
」
～
「
無
所
得
故
」。 

羅
什
訳
は
、 

「
色
空
故
」
～
「
無
所
得
故
」
で
、
や
は
り
一
致
し
な
い
。 

玄
奘
訳
は
、 

舍
利
子
。「
色
不
異
空
」。
空
不
異
色
。
色
即
是
空
。
空
即
是
色
。
受
想
行
識
亦
復
如
是
。
舍
利
子
。
是
諸
法
空
相
。
不
生
不
滅
。
不
垢
不
淨 

不
増
不
減
。
是
故
空
中
。
無
色
。
無
受
想
行
識
。
無
眼
耳
鼻
舌
身
意
。
無
色
聲
香
味
觸
法
。
無
眼
界
。
乃
至
無
意
識
界
。
無
無
明
。
亦
無 

無
明
盡
。
乃
至
無
老
死
。
亦
無
老
死
盡
。
無
苦
集
滅
道
。
無
智
亦
無
得
。
以
「
無
所
得
故
」。 

で
、
こ
れ
も
「
色
不
異
空
」
～
「
無
所
得
故
」
と
不
思
議
に
一
致
す
る
。 

３
「
菩
提
薩
埵
」
～
「
三
藐
三
菩
提
」。 

羅
什
訳
は
、 

「
菩
薩
」
～
「
三
藐
三
菩
提
」
と
、
こ
こ
は
一
致
。 

玄
奘
訳
は
、 

「
菩
提
薩
埵
」。
依
般
若
波
羅
蜜
多
故
。
心
無
罣
礙
。
無
罣
礙
故
。
無
有
恐
怖
。
遠
離
顛
倒
夢
想
。
究
竟
涅
槃
。
三
世
諸
佛
。
依
般
若
波 

羅
蜜
多
故
。
得
阿
耨
多
羅
「
三
藐
三
菩
提
」。 

と
、「
色
不
異
空
」
～
「
無
所
得
故
」
に
ま
た
一
致
。 

４
「
故
知
般
若
」
～
「
真
実
不
虚
」。 



羅
什
訳
も
、 

「
故
知
般
若
」
～
「
真
実
不
虚
」。 

玄
奘
訳
も
、 

「
故
知
般
若
」
波
羅
蜜
多
。
是
大
神
咒
。
是
大
明
咒
是
無
上
咒
。
是
無
等
等
咒
。
能
除
一
切
苦
。「
眞
實
不
虚
」
故
。（
説
般
若
波
羅
蜜
多 

咒
即
説
咒
曰
） 

と
、「
故
知
般
若
」
～
「
真
実
不
虚
」
に
ま
た
一
致
。 

５
「

」
～
「

」。 

羅
什
訳
は 

「
竭
帝 

竭
帝
」
～
「
僧
莎
呵
」。 

玄
奘
訳
は
、 

「
掲
帝 

掲
帝
」 

般
羅
掲
帝 

般
羅
僧
掲
帝 

菩
提 

「
僧
莎
訶
」。 

で
、「

」
～
「

」
と
漢
訳
で
一
致
。 

 

⑦
第
七
に
、
こ
こ
で
「
大
本
」「
小
本
」
の
ち
ぐ
は
ぐ
に
つ
い
て
、
改
め
て
、
宗
祖
大
師
が
言
う
「
此
の
三
摩
地
門
は
、
佛
、
鷲
峯
山
に
在
し
て
、

鶖
子
等
の
爲
に
之
を
説
け
り
」
を
イ
コ
ー
ル
「
大
本
」
の
意
味
だ
と
受
け
取
っ
た
私
の
解
釈
が
よ
か
っ
た
か
ど
う
か
考
え
た
結
果
、
宗
祖
大
師

が
言
っ
た
の
は
、「
小
本
」
に
は
「
霊
鷲
山
」
も
「
釈
尊
」
も
省
略
さ
れ
て
登
場
し
な
い
が
、『
般
若
心
経
』
と
は
「
小
本
」
も
「
大
本
」
も
「
佛
、

鷲
峯
山
に
在
し
て
、
鶖
子
等
の
爲
に
之
を
説
け
り
」
な
の
だ
と
い
う
意
味
、
と
通
釈
す
る
こ
と
と
し
た
。 

 

⑧
第
八
に
、
さ
す
れ
ば
、
宗
祖
大
師
が
見
て
い
た
羅
什
訳
は
「
小
本
」
で
、
た
だ
し
同
じ
羅
什
訳
の
「
小
本
」
で
現
存
す
る
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜

大
明
呪
經
』
と
は
ま
た
別
な
類
本
で
あ
り
、
玄
奘
訳
に
よ
く
似
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。 

 

⑨
第
九
に
、
と
こ
ろ
で
、
宗
学
の
世
界
で
は
古
来
、
宗
祖
大
師
が
見
て
い
た
羅
什
訳
と
は
何
か
に
つ
い
て
種
々
の
議
論
が
あ
る
と
い
う
。 



松
長
有
慶
博
士
の
『
訳
注 

般
若
心
経
秘
鍵
』
を
借
り
れ
ば
、 

 
１
仁
和
寺
の
済
暹
（
一
〇
二
五
～
一
一
一
五
）
は
、
羅
什
訳
に
五
本
あ
り
、
そ
の
一
本
で
現
存
す
る
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
大
明
呪
經
』
に
後
世

の
誰
か
が
加
筆
し
た
別
本
が
宗
祖
大
師
の
言
う
『

』、
漢
訳
す
れ
ば
『
仏
説
摩
訶
般

若
波
羅
蜜
多
心
経
』
で
は
な
い
か
と
（『
般
若
心
経
秘
鍵
開
門
訣
』）。 

 

２
覺
眼
（
一
六
四
三
～
一
七
二
五
、
真
言
宗
智
山
派
総
本
山
智
積
院
第
十
一
世
の
）
は
、『
一
切
経
音
義
』（
慧
林
（
不
空
の
弟
子
））
に
、
羅
什

訳
の
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
大
明
呪
經
』
と
『
般
若
波
羅
（
蜜
）
多
心
経
』
が
あ
る
が
、『
開
元
釈
教
録
』『
貞
元
新
定
釈
教
目
録
』
に
は
後
者

は
見
え
ず
、
羅
什
は
前
者
を
訳
出
し
た
あ
と
も
う
一
度
漢
訳
し
、
前
者
を
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
大
明
呪
經
』
と
言
い
、
後
者
を
『
般
若
波
羅

（
蜜
）
多
心
経
』
と
言
っ
た
、
と
。 

 

３
宗
祖
大
師
は
右
の
後
者
『
般
若
波
羅
（
蜜
）
多
心
経
』
を
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
に
依
用
し
た
の
だ
ろ
う
、
と
い
う
説
も
あ
る
。 

 

４
勝
又
俊
教
博
士
（
真
言
宗
豊
山
派
総
本
山
長
谷
寺
第
七
十
九
世
・
大
正
大
学
学
長
、
同
大
学
名
誉
教
授
）
は
、
覺
眼
の
説
に
理
解
を
示
し
つ

つ
、
訳
語
な
ど
の
関
係
か
ら
羅
什
訳
に
二
本
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
後
世
、
誰
か
が
羅
什
訳
を
見
な
が
ら
玄
奘
訳
に
手
を
加
え
、
そ
れ

を
羅
什
訳
と
さ
れ
て
流
布
し
、
宗
祖
大
師
も
そ
れ
に
倣
っ
て
羅
什
訳
と
し
た
、
と
。 

ま
た
、
最
澄
の
『
般
若
心
経
開
題
』
に
、
玄
奘
訳
に
三
種
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
一
本
が
羅
什
訳
を
見
な
が
ら
修
正
し
た
も
の
で
、
宗
祖
大
師
が

言
う
「
今
説
く
所
の
本
」
は
そ
れ
に
該
当
す
る
、
と
。 

 

５
松
長
先
生
は
結
び
に
、「
空
海
の
時
代
に
流
布
し
て
い
た
『
般
若
心
経
』
の
翻
訳
と
、
現
存
す
る
経
典
の
翻
訳
と
は
、
必
ず
し
も
同
一
の
も
の

で
は
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
古
く
か
ら
の
問
題
は
完
全
に
解
明
さ
れ
た
と
は
言
い
え
な
い
状
況
」
だ
と
。 

 

⑩
第
十
に
、
こ
こ
で
前
述
し
た
大
沢
聖
寛
博
士
の
「『
般
若
心
経
秘
鍵
』
の
未
決
の
問
題
」（『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
第
五
十
六
巻
第
二
号
）
で
あ

る
。
こ
の
ご
労
作
の
要
旨
を
示
す
と
、 

 

１
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
に
散
見
さ
れ
る
『
般
若
心
経
』
本
文
の
字
を
、
現
存
の
羅
什
訳
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
大
明
呪
經
』（「
小
本
」）
と
玄
奘
訳

『
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
』（「
小
本
」）
と
照
合
し
て
み
る
と
、
羅
什
訳
と
は
九
十
九
字
が
、
玄
奘
訳
と
は
一
一
六
字
が
一
致
す
る
。 

 

２
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
に
依
用
さ
れ
て
い
る
『
般
若
心
経
』
の
訳
語
は
、
例
え
ば
羅
什
訳
の
「
観
世
音
菩
薩
」「
五
陰
」（
旧
訳
）
で
は
な
く
、



玄
奘
訳
の
「
観
自
在
菩
薩
」「
五
蘊
」（
新
訳
）
の
よ
う
に
、
新
訳
に
近
い
。 

 
３
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
に
依
用
さ
れ
て
い
る
『
般
若
心
経
』
は
、
羅
什
訳
か
玄
奘
訳
か
。 

 

４
仁
和
寺
の
済
暹
は
、『
秘
鍵
』
で
依
用
さ
れ
て
い
る
『
心
経
』
は
羅
什
訳
で
、
羅
什
訳
に
は
五
本
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
『
仏
説
摩
訶
般
若
波

羅
蜜
多
心
経
』
の
別
本
で
あ
る
、
と
。 

 

５
前
述
の
⑨
の
５
の
、
松
長
先
生
の
言
。 

 

６
宗
祖
大
姉
が
言
う
「
今
説
く
所
の
本
」
と
は
、『
般
若
心
経
秘
鍵
』
が
依
用
し
て
い
る
の
は
羅
什
訳
だ
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、「
正
宗
分
」

の
「
漢
訳
の
類
本
」
の
項
に
説
か
れ
る
漢
訳
で
羅
什
訳
以
外
の
四
本
の
「
モ
ト
」
と
解
す
べ
き
。「
ブ
ッ
ク
」
の
「
本
」
で
は
な
い
。 

 

７
智
山
の
覺
眼
の
論
。
前
述
の
⑨
の
２
に
同
じ
（『
般
若
心
経
撮
義
鈔
』）。 

 

８
そ
の
他
の
論
点
を
加
え
、
結
論
的
に
、「『
秘
鍵
』
で
空
海
が
使
用
し
た
『
心
経
』
は
、
玄
奘
訳
の
『
般
若
心
経
』
と
考
え
て
よ
い
」。 

 

細
部
を
示
し
て
い
な
い
の
で
大
沢
先
生
の
論
旨
が
明
確
に
伝
わ
ら
な
い
こ
と
を
お
詫
び
し
な
が
ら
、
先
生
の
結
論
は
、『
般
若
心
経
秘
鍵
』
で

宗
祖
大
師
が
依
用
し
た
『
般
若
心
経
』
は
玄
奘
訳
だ
っ
た
、
と
い
う
新
説
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。 

た
だ
玄
奘
訳
と
す
れ
ば
、
宗
祖
大
師
が
言
う
経
題
の
『

』、
す
な
わ
ち
漢
訳
す
れ
ば

『
仏
説
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
』
は
ど
う
な
る
の
か
、
ま
た
私
が
依
然
と
し
て
関
心
を
も
つ
「
此
の
三
摩
地
門
は
、
佛
、
鷲
峯
山
に
在
し
て
、

鶖
子
等
の
爲
に
之
を
説
け
り
」
と
い
う
「
大
本
」
に
し
か
登
場
し
な
い
「
説
者
・
説
処
・
聞
衆
」
の
件
は
ど
う
な
る
の
か
、
私
に
は
気
に
な
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

⑪
第
十
一
に
、
然
る
に
、
私
は
ど
う
考
え
る
か
で
あ
る
が
、
詰
ま
る
と
こ
ろ
、
こ
の
「
未
決
」
の
問
題
は
、
文
献
考
証
で
も
な
く
教
理
問
題
で
も

な
く
、
研
究
者
の
推
理
力
と
大
師
教
学
経
験
知
の
問
題
で
、
私
に
そ
の
能
力
・
資
格
は
な
い
の
だ
が
、
敢
え
て
推
考
程
度
を
述
べ
る
と
す
れ
ば
、

以
下
の
如
く
で
あ
る
。 

１
宗
祖
大
師
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
本
の
『

』（「
大
本
」）
と
そ
の
漢
訳
の
羅
什
訳

『
仏
説
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
』（
所
在
不
明
）
を
見
て
い
た
。 



２
そ
の
ほ
か
、 

○
同
じ
羅
什
訳
の
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
大
明
呪
経
』（「
小
本
」）、 

○
玄
奘
訳
の
『
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
』（「
小
本
」）、 

○
般
若
三
蔵
訳
の
『
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
』（「
大
本
」） 

を
座
右
に
置
い
て
、
そ
れ
ら
を
比
較
対
照
し
て
見
て
い
た
。 

３
こ
の
う
ち
玄
奘
訳
は
、
宗
祖
大
師
の
時
代
、
最
も
よ
く
知
ら
れ
た
『
般
若
心
経
』
だ
っ
た
に
相
違
な
く
、
南
都
の
先
学
が
長
安
か
ら
将
来
し

た
も
の
を
、
大
安
寺
の
沙
弥
の
時
か
ら
書
写
し
て
座
右
に
置
い
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
般
若
三
蔵
訳
は
お
そ
ら
く
、
留
学
中
の

長
安
で
、
醴
泉
寺
の
般
若
三
蔵
に
イ
ン
ド
僧
の
生
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
を
学
ん
で
い
た
際
、
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
と
し
て
何
度
も
漢
訳
・
和
訳
を

試
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
。 

 

４
こ
れ
ら
数
本
の
比
較
対
照
か
ら
、
宗
祖
大
師
は
自
ら
選
ん
だ
経
文
を
「
五
分
科
」
の
「
□
□
□
□
と
云
う
よ
り
□
□
□
□
に
至
る
ま
で
」
の

□
□
□
□
に
用
い
た
。
そ
の
経
文
は
玄
奘
訳
の
も
の
に
酷
似
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
宗
祖
大
師
は
玄
奘
訳
に
依
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ

か
、
宗
祖
大
師
の
晩
年
、
南
都
の
各
宗
に
対
し
て
も
ま
た
新
都
平
安
京
の
天
台
宗
に
対
し
て
も
、
羅
什
訳
の
「
観
世
音
菩
薩
」「
五
陰
」
よ
り

玄
奘
訳
の
「
観
自
在
菩
薩
」「
五
蘊
」
の
方
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
そ
も
そ
も
玄
奘
訳
は
妙
訳
で
あ
る
。 

５
結
論
的
に
、
宗
祖
大
師
が
見
て
い
た
『
般
若
心
経
』
と
は
、
漢
訳
の
ど
れ
か
一
本
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
本
と
そ
の

羅
什
訳
「
大
本
」『
仏
説
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
』（
所
在
不
明
）
を
底
本
と
し
つ
つ
、
２
の
三
本
を
合
せ
見
て
、「
五
分
科
」
に
は
玄
奘
訳

の
経
文
を
使
っ
た
、
と
考
え
る
。 

 

以
上
、「『
般
若
心
経
秘
鍵
』
の
未
決
の
問
題
」
に
無
い
頭
を
絞
っ
て
言
及
し
て
み
た
が
、
も
ち
ろ
ん
市
井
の
草
学
道
の
レ
ベ
ル
の
も
の
で
、

不
学
を
承
知
で
先
学
の
学
恩
に
お
応
え
し
た
に
過
ぎ
な
い
。 

   



参
考
資
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般
若
三
蔵
訳
『
般
若
波
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蜜
多
心
経
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大
本
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大
正
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）
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サ
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写
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〈
般
若
三
蔵
訳
〉 

是
く
の
如
く
我
れ
聞
け
り
。
一
時
、
佛
、
王
舍
城
の
耆
闍
崛
山
中
に
在
り
て
、
大
比
丘
衆
及
び
菩
薩
衆
を
倶
な
り
き
。 
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次
の
よ
う
に
私
に
よ
っ
て
聞
か
れ
た
（
私
は
聞
い
た
）。
あ
る
時
、
世
尊
は
ラ
ー
ジ
ャ
グ
リ
ハ
（
王
舎
城
）
の
グ
リ
ダ
ラ
ク
ー
タ
山
（
霊
鷲
山
）

（
の
説
法
処
）
に
お
い
て
、
あ
ま
た
の
比
丘
衆
や
、
あ
ま
た
の
菩
薩
衆
と
共
に
お
ら
れ
た
。 

 

〈
般
若
三
蔵
訳
〉 

時
に
、
佛
世
尊
即
ち
三
昧
に
入
り
、
廣
大
甚
深
と
名
づ
く
。 

〈
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
〉 
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qn

 g
a/

b
h
]ra-av
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b
o
d
h
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 n
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qd

h
i/
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qp
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n
a4

.  

然
る
に
、
そ
の
時
、
世
尊
は
、
深
い
（
観
想
に
お
い
て
現
前
す
る
）
等
正
覚
と
言
わ
れ
る
三
昧
に
入
ら
れ
た
。 

 

〈
般
若
三
蔵
訳
〉 

爾
の
時
、
衆
中
に
菩
薩
摩
訶
薩
が
有
っ
て
、
觀
自
在
と
名
づ
く
。
深
き
般
若
波
羅
蜜
多
を
行
ぜ
し
時
、
五
蘊
は
皆
空
な
り
と
照
見
し
、
諸
々
の

苦
厄
を
離
れ
り
。 



〈
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
〉 

ten
a ca sam

ay
en

a-qry
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k
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o
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h
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k
ay

ati. 

ま
た
、
そ
の
時
、
深
い
（
観
想
に
お
い
て
現
前
す
る
）
サ
ト
リ
に
到
達
し
た
直
観
智
（
の
境
地
）
に
お
い
て
（
大
乗
の
大
悲
方
便
の
菩
薩
）
行

を
行
じ
て
い
る
尊
き
観
自
在
菩
薩
と
い
う
大
薩
埵
が
、
こ
の
よ
う
に
観
察
し
た
。
（
例
え
ば
、
私
の
身
体
は
）
五
つ
の
（
も
の
の
）
集
ま
り
（
五

蘊
）
で
あ
る
、
と
。
そ
し
て
ま
た
、
そ
れ
は
自
性
が
空
で
あ
る
、
と
観
察
し
た
。 

 

〈
般
若
三
蔵
訳
〉 

即
ち
時
に
舍
利
弗
、
佛
の
威
力
を
承
け
て
、
合
掌
恭
敬
し
、
觀
自
在
菩
薩
摩
訶
薩
に
白
し
て
言
さ
く
。
善
男
子
、
若
し
甚
深
な
る
般
若
波
羅
蜜

多
の
行
を
學
ば
ん
と
欲
す
る
者
有
ら
ば
、
云
何
が
修
行
せ
ん
、
と
。 

〈
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
〉 

ath
a-qy

u
2m

qn
 C

h
qrip

u
tro
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u
d
d
h
a-an

u
b
h
qv

en
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k
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 etad
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y
a4

. 

そ
の
時
、
大
徳
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
が
、
仏
（
釈
尊
、
世
尊
）
の
威
神
力
を
借
り
て
、
尊
き
観
自
在
菩
薩
に
次
の
こ
と
を
言
っ
た
。「
も
し
誰
か
、

善
男
子
が
、
深
い
（
観
想
に
お
い
て
現
前
す
る
）
サ
ト
リ
に
到
達
し
た
直
観
智
（
の
境
地
）
に
お
い
て
、
（
大
乗
の
大
悲
方
便
の
菩
薩
）
行
を

行
じ
た
い
と
望
ん
だ
ら
、
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
べ
き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
」
と
。 

 

〈
般
若
三
蔵
訳
〉 

是
く
の
如
く
問
い
已
れ
り
。
爾
の
時
、
觀
自
在
菩
薩
摩
訶
薩
、
具
壽
な
る
舍
利
弗
に
告
げ
て
言
さ
く
。
舍
利
子
よ
、
若
し
善
男
子
善
女
人
の
、

甚
深
な
る
般
若
波
羅
蜜
多
を
行
ぜ
ん
時
。
應
に
五
蘊
の
性
は
空
な
り
と
觀
ず
べ
し
、
と
。 

〈
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
〉 

ev
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こ
の
よ
う
に
言
わ
れ
た
尊
き
観
自
在
菩
薩
と
い
う
大
薩
埵
は
、
大
徳
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
に
次
の
こ
と
を
言
っ
た
。「
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
よ
、 

も
し
誰
か
、
善
男
子
か
あ
る
い
は
善
女
人
が
、（
深
い
観
想
に
お
い
て
現
前
す
る
）
サ
ト
リ
に
到
達
し
た
直
観
智
（
の
境
地
）
に
お
い
て
（
大

乗
の
大
悲
方
便
の
菩
薩
）
行
を
行
じ
た
い
と
望
ん
だ
ら
、
ま
さ
に
次
の
よ
う
に
観
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
（
例
え
ば
、
私
の
身
体
は
）
五
つ

の
（
も
の
の
）
集
ま
り
（
五
蘊
）
で
あ
る
、
と
。
さ
ら
に
、
そ
れ
は
、
自
性
は
空
で
あ
る
と
見
抜
く
」
の
だ
と
。 

 

※
以
下
、「
蘗
諦 

蘗
諦 

波
羅
蘗
諦 

波
羅
僧
蘗
諦 

菩
提  

娑
蘇
紇
反
婆
訶
」
ま
で
の
主
要
部
分
が
、
玄
奘
訳
「
小
本
」
の
同
部
分
と
訳
語
が
ほ
ぼ

一
致
す
る
。
般
若
三
蔵
が
玄
奘
訳
を
見
て
い
た
可
能
性
は
充
分
に
あ
る
。 

 

〈
般
若
三
蔵
訳
〉 

舍
利
子
よ
、
色
は
空
に
異
な
ら
ず
、
空
は
色
に
異
な
ら
ず
。
色
は
即
ち
是
れ
空
、
空
は
即
ち
是
れ
色
な
り
。
受
・
想
・
行
・
識
も
亦
復
、
是
く

の
如
し
。 

〈
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
〉 
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ev
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ij̀
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qn
i ca 1[

n
y
atq. 

（
私
の
身
体
の
）
物
質
的
な
も
の
（
肉
体
）
は
空
性
で
あ
り
、
空
性
だ
か
ら
こ
そ
物
質
的
な
も
の
（
肉
体
）
で
あ
る
。
物
質
的
な
も
の
（
肉
体
）

か
ら
離
れ
て
、
空
性
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
空
性
か
ら
離
れ
て
物
質
的
な
も
の
（
肉
体
）
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
物
質
的
な
も
の
（
肉
体
）
で

あ
る
も
の
、
そ
れ
が
空
性
で
あ
り
、
空
性
で
あ
る
も
の
、
そ
れ
が
物
質
的
な
も
の
（
肉
体
）
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
（「
五
蘊
」
の
う
ち
の
）

感
受
作
用
（
受
）
も
、
思
惟
（
想
）
も
、
潜
在
意
識
（
行
）
も
、
識
別
（
識
）
も
、
空
性
な
の
で
あ
る
。 

 

〈
般
若
三
蔵
訳
〉 



舍
利
子
よ
、
是
れ
諸
法
の
空
相
な
り
。
不
生
に
し
て
不
滅
、
不
垢
に
し
て
不
淨
、
不
増
に
し
て
不
減
な
り
。 

〈
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
〉 

ev
a/

 !
qrip

u
tra sarv

a-d
h
arm

q 1[
n
y
atq-lak

2az
q an

u
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q an
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d
d
h
q am

alq v
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alq an
[
n
q asa/

-p
[
rz

q4
. 

こ
の
よ
う
に
、
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
よ
、
す
べ
て
（
存
在
す
る
も
の
の
）
属
性
（
法
）
は
空
性
を
特
質
と
し
て
い
る
。
生
じ
る
の
で
も
な
く
（
不

生
）
、
滅
す
る
の
で
も
な
く
（
不
滅
）
、
垢
れ
て
い
る
の
で
も
な
く
（
不
垢
）
、
無
垢
な
の
で
も
な
く
（
不
浄
）
、
減
る
の
で
も
な
く
（
不
減
）
、

満
ち
る
の
で
も
な
い
（
不
増
）
。 

 

〈
般
若
三
蔵
訳
〉 

是
の
故
に
、
空
の
中
に
色
は
無
く
、
受
・
想
・
行
・
識
も
無
し
。 

〈
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
〉 

tasm
qt tarh

i !
qrip

u
tra 1[
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q/
 n
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 n
a v

ed
an

q n
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qra n
a v
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qn
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そ
の
故
に
、
こ
こ
で
、
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
よ
、
空
性
に
お
い
て
は
、
（「
五
蘊
」
の
）
物
質
的
な
も
の
（
肉
体
）
も
な
く
、
感
受
作
用
（
受
）

も
な
く
、
思
惟
（
想
）
も
な
く
、
潜
在
意
識
（
行
）
も
な
く
、
識
別
（
識
）
も
な
い
。 

 

〈
般
若
三
蔵
訳
〉 

眼
も
耳
も
鼻
も
舌
も
身
も
意
も
無
く
、
色
も
聲
も
香
も
味
も
觸
も
法
も
無
く
、
眼
界
も
無
く
、
乃
至
意
識
界
も
無
く
、 

〈
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
〉 

n
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. 

（
六
根
の
）
眼
も
耳
も
鼻
も
舌
も
身
体
も
意
も
な
く
、
（
六
境
の
）
色
や
形
も
声
も
香
り
も
味
も
触
れ
ら
れ
る
べ
き
も
の
（
触
）
も
識
別
対
象

（
法
）
も
な
い
。
（
六
識
の
）
眼
が
認
識
す
る
世
界
（
眼
界
）
も
な
く
、
意
（
こ
こ
ろ
）
が
知
覚
す
る
世
界
（
意
界
）
に
至
る
ま
で
も
な
く
、

識
別
対
象
（
法
）
の
世
界
も
な
く
、
意
に
よ
る
識
別
の
世
界
（
意
識
界
）
に
至
る
ま
で
な
い
。 



〈
般
若
三
蔵
訳
〉 

無
明
も
無
く
、
亦
た
無
明
の
盡
き
る
こ
と
も
無
く
、
乃
至
老
死
も
無
く
、
亦
た
老
死
の
盡
き
る
こ
と
も
無
し
。 

〈
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
〉 

n
a v

id
y
q n

qv
id

y
q n

a k
2ay

o
 y

qv
an

 n
a jarq-m
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a/

 n
a jarq-m

araz
a-k

2ay
a4

. 

（「
十
二
因
縁
」
の
）
明
知
（
明
）
も
な
く
、
明
知
な
き
こ
と
（
無
明
）
も
な
く
、
（
そ
れ
ら
が
）
滅
す
る
こ
と
も
な
く
、
老
い
る
こ
と
（
老
）

も
死
ぬ
こ
と
（
死
）
も
な
く
、
老
い
る
こ
と
（
老
）
も
死
ぬ
こ
と
（
死
）
も
滅
す
る
こ
と
も
な
い
、
に
至
る
ま
で
（
そ
う
な
の
で
あ
る
）
。 

 

〈
般
若
三
蔵
訳
〉 

苦
・
集
・
滅
・
道
も
無
く
、
智
も
無
く
、
亦
た
得
も
無
し
。 

〈
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
〉 

n
a d

u
4
k
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u
d
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d
h
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. 

（「
四
諦
」
の
）
苦
（
苦
諦
）
も
集
（
集
諦
）
も
滅
（
滅
諦
）
も
道
（
道
諦
）
も
な
く
、
サ
ト
リ
の
智
慧
（
般
若
、
智
）
も
（
実
体
が
）
な
く
、

サ
ト
リ
（
菩
提
、
得
）
も
（
実
体
が
）
な
い
。 

 

〈
般
若
三
蔵
訳
〉 

所
得
無
き
が
以
て
の
故
に
、
菩
提
薩
埵
は
般
若
波
羅
蜜
多
に
依
る
が
故
に
、
心
に
罣
礙
無
く
、
罣
礙
の
無
き
が
故
に
、
恐
怖
有
る
こ
と
無
し
。

顛
倒
せ
る
夢
想
を
遠
離
し
、
涅
槃
に
究
竟
す
。 

〈
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
〉 

tasm
qc C

h
qrip

u
tra ap

rqp
titv

en
a b

o
d
h
isattv

qn
q/

 p
raj̀

qp
qram

itqm
 a1rity

a v
ih

araty
-acitta-qv

araz
a4

. citta-qv
araz

a-n
qstitv

qd
 atrasto

  

v
ip

ary
qsa-atik

rq/
to

 n
i2wh

a-n
irv

qz
a4

. 

こ
の
よ
う
に
、
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
よ
、
サ
ト
リ
（
菩
提
、
得
）
も
（
実
体
が
）
な
い
こ
と
か
ら
し
て
、
諸
々
の
菩
薩
は
（
深
い
観
想
に
お
い
て

現
前
す
る
）
サ
ト
リ
に
到
達
し
た
直
観
智
に
依
っ
て
（
心
の
罣
礙
を
）
取
り
去
り
、
心
の
罣
礙
の
な
い
も
の
（
無
罣
礙
）
と
な
る
。
心
の
罣
礙



が
な
い
こ
と
（
無
罣
礙
）
か
ら
し
て
、
恐
怖
の
な
い
も
の
と
な
り
、
逆
さ
ま
の
考
え
（
顛
倒
）
を
超
越
し
た
も
の
と
な
り
、
寂
静
の
境
地
（
涅

槃
）
に
導
か
れ
た
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。 

 

〈
般
若
三
蔵
訳
〉 

三
世
の
諸
佛
も
般
若
波
羅
蜜
多
に
依
る
が
故
に
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
た
ま
え
り
。 

〈
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
〉 
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. 

三
世
の
諸
仏
も
、
（
深
い
観
想
に
お
い
て
現
前
す
る
）
サ
ト
リ
に
到
達
し
た
直
観
智
に
依
っ
て
、
無
上
の
正
等
覚
を
現
前
に
覚
っ
た
者
な
の
で

あ
る
。 

 

〈
般
若
三
蔵
訳
〉 

故
に
知
る
べ
し
、
般
若
波
羅
蜜
多
は
、
是
れ
大
神
呪
、
是
れ
大
明
呪
、
是
れ
無
上
呪
、
是
れ
無
等
等
呪
な
り
。
能
く
一
切
の
苦
を
除
く
。
眞
實

に
し
て
虚
な
ら
ず
。
故
に
般
若
波
羅
蜜
多
呪
を
説
く
。
即
ち
呪
を
説
い
て
曰
わ
く
、 

〈
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
〉 
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こ
の
故
に
、
知
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
（
深
い
観
想
に
お
い
て
現
前
す
る
）
サ
ト
リ
に
到
達
し
た
阿
観
智
は
、
偉
大
な
（
神
威
も
つ
）
真
言
で

あ
り
、
偉
大
な
（「
無
我
」「
無
執
著
」
の
）
明
知
あ
る
真
言
で
あ
り
、
無
上
の
（
三
藐
三
菩
提
を
生
む
）
真
言
で
あ
り
、
比
類
な
き
（
世
間
利

益
の
）
真
言
で
あ
り
、
一
切
の
苦
を
除
く
も
の
で
あ
る
、
と
。
真
実
は
偽
り
が
な
い
こ
と
か
ら
し
て
、
（
深
い
観
想
に
お
い
て
現
前
す
る
）
サ

ト
リ
に
到
達
し
た
直
観
智
に
お
い
て
真
言
が
説
か
れ
た
。 

 

〈
般
若
三
蔵
訳
〉 



蘗
諦 

蘗
諦 

波
羅
蘗
諦 

波
羅
僧
蘗
諦 

菩
提  

娑
蘇
紇
反
婆
訶
。 

〈
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
〉 

tad
 y

ath
q g

ate g
ate p

qrag
ate p

qrasa/
g
ate b

o
d
h
i sv

qh
q. 

然
れ
ば
、
達
す
る
こ
と
よ
、
達
す
る
こ
と
よ
、
彼
岸
（
サ
ト
リ
）
に
到
達
す
る
こ
と
よ
、
み
な
共
に
彼
岸
（
サ
ト
リ
）
に
到
達
す
る
こ
と
よ
、

サ
ト
リ
よ
、
成
就
あ
れ
。 

 

〈
般
若
三
蔵
訳
〉 

是
く
の
如
く
舍
利
弗
よ
、
諸
菩
薩
摩
訶
薩
は
甚
深
な
る
般
若
波
羅
蜜
多
の
行
に
於
い
て
、
應
に
是
く
の
如
く
行
ず
べ
し
、
と
。 

〈
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
〉 

ev
a/

 !
qrip

u
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a/
b
h
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q/
 p

raj̀
qp
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q/
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q/
 1ik
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y
a/
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o
d
h
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en
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こ
の
よ
う
に
、
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
よ
、
深
い
（
観
想
に
お
い
て
現
前
す
る
）
サ
ト
リ
に
到
達
し
た
直
観
智
（
の
境
地
）
に
お
い
て
、
（
大
乗
の

大
悲
方
便
の
菩
薩
）
行
は
菩
薩
に
よ
っ
て
学
ば
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
。 

 

〈
般
若
三
蔵
訳
〉 

是
く
の
如
く
説
き
已
っ
て
、
即
ち
時
に
、
世
尊
、
廣
大
甚
深
の
三
摩
地
從
り
起
ち
、
觀
自
在
菩
薩
摩
訶
薩
を
讃
じ
て
言
わ
く
。 

〈
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
〉 
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然
る
に
、
そ
の
時
、
世
尊
は
、
そ
の
三
昧
よ
り
起
っ
て
、
尊
き
観
自
在
菩
薩
の
賞
賛
（
の
こ
と
ば
）
を
述
べ
た
。 

 

〈
般
若
三
蔵
訳
〉 

善
い
哉
、
善
い
哉
。
善
男
子
、
是
く
の
如
く
、
是
く
の
如
し
。
汝
の
説
く
所
の
如
く
、
甚
深
な
る
般
若
波
羅
蜜
多
の
行
を
、
應
に
是
く
の
如
く

行
ず
べ
し
、
と
。 



〈
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
〉 
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an
u
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o
d
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qg
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. 

善
い
哉
、
善
い
哉
、
善
男
子
よ
。
そ
れ
は
そ
の
通
り
だ
。
善
男
子
よ
、
こ
の
よ
う
に
、
深
い
（
観
想
に
お
い
て
現
前
す
る
）
サ
ト
リ
に
到
達
し

た
直
観
智
（
の
境
地
）
に
お
い
て
（
大
乗
の
大
悲
方
便
の
菩
薩
）
行
は
行
じ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
あ
な
た
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、

如
来
た
ち
や
阿
羅
漢
た
ち
に
よ
っ
て
喜
ば
れ
る
（
随
喜
さ
れ
る
）
で
あ
ろ
う
、
と
。 

 

〈
般
若
三
蔵
訳
〉 

是
く
の
如
く
行
ず
る
時
、
一
切
の
如
來
は
皆
悉
く
隨
喜
せ
り
。
爾
の
時
、
世
尊
、
是
の
語
を
説
き
已
る
や
、
具
壽
な
る
舍
利
弗
大
い
な
る
喜
び

の
充
遍
し
、
觀
自
在
菩
薩
摩
訶
薩
も
亦
た
大
い
に
歡
喜
せ
り
。
時
に
彼
の
衆
會
の
天
・
人
・
阿
修
羅
・
乾
闥
婆
等
、
佛
の
説
く
所
を
聞
き
、
皆

大
い
に
歡
喜
せ
り
。 

〈
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
〉 
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そ
の
よ
う
に
世
尊
が
言
い
終
っ
た
。
大
徳
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
、
ま
た
尊
き
観
自
在
菩
薩
、
ま
た
す
べ
て
の
近
衆
、
天
の
神
々
・
人
間
・
ア
ス
ラ
・

ガ
ン
ダ
ル
ヴ
ァ
、
ま
た
世
間
も
、
世
尊
が
言
わ
れ
た
こ
と
に
喜
び
を
も
っ
て
歓
喜
し
た
。 

 

〈
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
〉 

iti p
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以
上
、
般
若
波
羅
蜜
多
の
心
真
言
の
経
を
終
わ
る
。 

  



か
つ
て
、
内
局
か
ら
依
頼
が
あ
り
、
智
山
専
修
学
院
で
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
を
集
中
講
義
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
宗
学
の
一
端
を
学
習
す
る

に
し
て
も
、『
般
若
心
経
秘
鍵
』
は
初
心
の
学
院
生
に
負
担
だ
ろ
う
と
察
し
、『
秘
鍵
』
全
体
を
二
十
数
名
で
少
し
ず
つ
分
担
し
、
予
習
の
結
果

を
授
業
中
に
発
表
す
る
方
法
を
と
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
い
ざ
授
業
に
な
る
と
、
わ
ず
か
数
行
で
も
発
表
が
思
う
よ
う
に
進
ま
ず
、『
般
若
心
経
』

は
身
近
な
も
の
で
も
、
宗
祖
大
師
の
文
章
・
用
語
・
比
喩
・
術
語
の
難
し
さ
に
は
改
め
て
舌
を
巻
い
た
。 

私
が
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
の
原
文
解
読
に
は
じ
め
て
手
を
染
め
た
の
は
、『
般
若
心
経 

金
剛
般
若
経
』（
中
村
元
・
紀
野
一
義
、
岩
波
文
庫
）
に

所
収
の
「
小
本
」「
大
本
」
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
校
訂
本
を
力
試
し
の
つ
も
り
で
和
訳
し
た
時
だ
っ
た
。
そ
の
註
記
に
『
般
若
心
経
』
の
注
釈
書

と
し
て
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
が
あ
っ
た
の
で
早
速
『
弘
法
大
師
全
集
』（
密
教
文
化
研
究
所
）
を
開
い
た
の
で
あ
る
。
冒
頭
に
出
て
き
た
「

」

に
目
を
丸
く
し
、「
秘
蔵
真
言
分
」
の
「
眞
言
不
思
議 

觀
誦
無
明
除 

一
字
含
千
理 

即
身
證
法
如
」
に
う
な
ず
い
た
も
の
だ
が
、
解
読
は
終
始 

難
航
し
続
け
、
安
意
に
宗
祖
大
師
の
著
作
に
入
り
込
む
も
の
で
は
な
い
と
、
未
熟
を
痛
感
し
た
。 

以
来
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
と
は
距
離
を
置
い
て
い
た
の
だ
が
、
自
習
で
は
な
く
専
修
学
院
で
講
じ
る
と
な
る
と
無
責
任
な
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
、
け
っ
こ
う
な
予
習
を
し
た
。
そ
の
時
の
ノ
ー
ト
が
今
回
の
著
述
の
底
本
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
は
昔
、
そ
の
ノ
ー
ト
に
記
し
て
お
い
た

若
き
日
の
私
訳
・
私
釈
は
大
半
役
に
立
た
な
か
っ
た
。
学
術
の
世
界
か
ら
遠
く
離
れ
、
市
井
の
草
学
道
に
甘
ん
じ
て
無
為
徒
食
を
重
ね
て
き
た

が
、
馬
齢
も
ム
ダ
で
な
か
っ
た
よ
う
で
、
今
だ
か
ら
わ
か
る
箇
所
が
い
く
つ
も
あ
っ
た
。
学
問
は
不
思
議
な
り
、
で
あ
る
。 

 

こ
の
た
び
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
を
解
読
す
る
に
あ
た
り
、
松
長
有
慶
先
生
の
『
訳
注 

般
若
心
経
秘
鍵
』
と
、
福
田
亮
成
先
生
の
『
現
代
語
訳 

般
若
心
経
秘
鍵
』
と
、
大
沢
聖
寛
先
生
の
「『
般
若
心
経
秘
鍵
』
の
未
決
の
問
題
」
と
、
松
本
照
敬
師
の
「
般
若
心
経
秘
鍵
（
訳
注
）」（『
弘
法

大
師
空
海
全
集
』
第
二
巻
）
に
と
く
に
教
え
ら
れ
た
。
学
恩
に
心
か
ら
の
謝
意
を
表
し
た
い
。 

 

最
後
に
、『
大
法
輪
』
の
連
載
「
般
若
心
経
入
門
」、
単
行
本
『
真
釈 

般
若
心
経
』
で
、
仏
教
学
界
さ
え
も
う
か
つ
に
し
て
い
た
『
般
若
心
経
』

の
解
釈
に
一
石
を
投
じ
て
く
れ
た
畏
友
宮
坂
宥
洪
師
（
前
述
）
に
、
敬
意
と
讃
意
を
表
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
学
生
時
代
あ
こ
が
れ
の
的
だ

っ
た
大
先
輩
の
福
井
文
雅
博
士
（
前
述
）
の
『
般
若
心
経
の
歴
史
的
研
究
』『
般
若
心
経
の
総
合
的
研
究 

歴
史
・
社
会
・
資
料
』
に
説
か
れ
る

敦
煌
写
本
の
綿
密
な
考
証
な
ど
豊
饒
な
東
洋
学
に
喝
采
を
送
り
た
い
。
先
生
の
あ
と
を
追
う
よ
う
に
私
も
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
を
め
ざ
し
、
週
に
三
日
、



夕
暮
れ
の
飯
田
橋
「
日
仏
学
院
」
に
通
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
が
も
つ
東
洋
の
古
文
献
を
学
び
、
日
仏
学
術
交
流
の
一
員
に
な
る
の
が
夢
だ
っ
た
。 

先
生
の
ご
尊
父
福
井
康
順
博
士
は
、
人
も
知
る
早
稲
田
大
学
・
大
正
大
学
・
日
本
仏
教
学
会
・
日
本
中
国
学
会
・
日
本
道
教
学
会
・
印
度
學

佛
教
學
会
等
の
重
鎮
で
、
天
台
宗
京
都
妙
法
院
門
跡
・
大
正
大
学
学
長
・
天
台
宗
勧
学
等
、
東
洋
学
及
び
天
台
学
の
碩
学
。
早
稲
田
に
学
ん
だ

十
年
間
、
公
私
と
も
に
親
し
く
ご
指
導
い
た
だ
い
た
大
恩
師
で
あ
る
。
西
武
新
宿
線
西
落
合
の
ご
自
宅
に
も
た
び
た
び
お
招
き
を
い
た
だ
き
、

日
光
の
ご
自
坊
（
唯
心
院
）
に
は
夏
休
み
に
な
る
と
う
か
が
っ
て
い
た
。
先
生
亡
き
あ
と
も
、
奥
様
か
ら
た
び
た
び
季
節
の
も
の
を
頂
戴
し
た
。

罪
滅
ぼ
し
に
、
時
に
は
日
光
憾
満
ヶ
淵
の
先
生
の
お
墓
に
お
参
り
し
、
ご
恩
に
報
い
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
不
徳
を
詫
び
て
い
る
。 

 

こ
の
稿
の
執
筆
中
、
時
々
参
照
し
た
「
般
若
心
経
秘
鍵
（
訳
注
）」（『
弘
法
大
師 

空
海
全
集
』
所
収
）
の
著
者
で
旧
友
の
、
松
本
照
敬
博
士

が
三
月
に
ご
遷
化
だ
っ
た
と
の
訃
報
に
接
し
愕
然
と
し
た
。
早
稲
田
で
同
じ
ク
ラ
ス
、
し
か
も
宗
派
も
同
じ
法
縁
だ
っ
た
。
学
部
で
の
四
年
間
、

仲
よ
く
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
興
が
乗
る
と
「
ひ
ょ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島
」
の
主
題
歌
を
歌
っ
て
は
周
囲
を
笑
わ
せ
た
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
を

得
意
と
し
優
秀
だ
っ
た
。
学
部
卒
業
後
は
東
大
の
修
士
課
程
に
転
じ
中
村
元
先
生
に
師
事
し
た
。
一
時
期
音
信
が
絶
え
た
が
、
老
齢
に
な
っ
て

書
物
の
や
り
と
り
か
ら
ま
た
交
わ
り
が
復
活
し
、
発
病
・
闘
病
の
様
子
も
手
紙
で
詳
し
く
知
ら
せ
て
く
れ
た
。
高
齢
に
な
っ
て
か
ら
の
意
外
な

発
病
に
戸
惑
い
、
無
念
の
思
い
だ
っ
た
ろ
う
。
成
田
山
の
生
え
抜
き
で
、
貫
首
に
な
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
学
・
徳
・
信
兼
備
の
人
だ
っ
た
。 

 

春
め
く
も 

「
葉
牡
丹
」
待
た
ず 

君
逝
け
り 
（「
葉
牡
丹
」
は
、
四
月
に
咲
く
花
、
成
田
山
の
寺
紋
） 

「
慈
救
の
咒
」
に 

旧
友
重
ね 

涙
梅
雨 

 
 

（「
慈
救
の
咒
」
は
、
成
田
不
動
尊
の
ご
真
言
） 

学
友
の 

「
秘
鍵
」
片
手
に 

減
ら
ぬ
酒 

 
 

（「
秘
鍵
」
は
、
松
本
師
の
「
般
若
心
経
秘
鍵
（
訳
注
）」（『
弘
法
大
師 

空
海
全
集
』） 

  


